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文化財は，わが国の歴史・文化を正しく理解するために欠くことのできない

ものであり，また，将来の文化向上発展の基礎をなすものであります。

先人の残したこの貴菫な文化遺産を保護活用し，後世に伝えることは私たち

に課せられた責務であります。

本市には，国指定史跡有岡城・伊丹廃寺跡とならんで口酒井遺跡という貴重

な遺跡があります。口酒井遺跡は，猪名川の左岸，標高 7mの沖積平野に立地

し，縄文時代晩期の遺物包含層や弥生時代から古墳時代にかけての遺構をもち，

近畿地方において最も早く稲作文化に接したと思われる遺跡の一つであります。

今回ここに報告する遺跡は，口酒井遺跡保存整備事業の一環として施工され

る道路新設工事等に伴う事前調査として実施したものであります。

調査の実施にあたっては，財団法人古代學協會に委託し，第11次A調査（昭

和59年 2月15日から 3月31日まで）ならびに第11次B調査（同年 4月1日から

5月18日まで）を実施し，一連の現地発掘調査を完了することができました。

調査の結果，縄文・弥生・古墳•平安時代の遺物・遺構を多数検出しました

が，今回の調査で注目される点は，弥生時代後半の遺構が重なりあって検出さ

れたことで，とくに住居址と墓が近接していることは，集落址の拡がりと墓域

との関係を知るうえで典味を引くものであります。また，当遺跡の南方に位置

する田能遺跡と立地的に近接しているとともに，時期的には互いに補完しあう

関係にあることも注目されます。このことは，畿内地方における縄文時代晩期

から弥生時代にかけての歴史の解明に重要なデーターを提供するものであると

思われます。

末尾になりましたが，今回の調査実施にあたりご尽力いただいた古代學協會

の南 博史氏・定森秀夫氏・下條信行氏をはじめ厳寒風塵の中ご苦労いただい

た調査補助員，作業員の方々と調蒼に深いこ｀理解とご協力をして下さった地元

の皆様方ならびに尼崎市教育委員会，伊丹市土地開発公社ならびに下水道部の

各位に対し，深甚なる敬意と感謝の意を表し，発刊のことばといたします。

昭和63年 3月31日

伊丹市教育委員会

教育長佐坂茂男
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（財）古代學協會•平安博物館の考古学第 2 研究室では，「日本文化の源流J

をテーマとして数年来研究を進めてきた。本研究の主旨は，縄文農耕論の検討

を通して，日本文化の源流が縄文時代に遡り得るという可能性を究明するため

の資料を整えることにある。つまりそれは，日本文化の源流は弥生時代に始ま

るという従来の考え方に対して，縄文文化に日本文化の源流を見出そうと企画

したものであって，遺跡・遺物に即した実証的成果を挙げようと努力を重ねて

きた。

近年，日本文化の基層部分の形成に縄文文化が深く関与しているという考え

方がようやく定着して来たが，その実証的な研究はまだ緒についたばかりとい

える。

このような状況下にあって，我々が兵庫県の口酒井遺跡を調査する機会に恵

まれたことは，大変幸運なことであった。それはこの遺跡がかねてより縄文晩

期終末期の遺跡として広く知られ，畿内においてもっとも早く弥生文化に接触

したと思われる遺跡の一つであるからである。従って口酒井遺跡を調査するこ

とにより，広く縄文時代から弥生時代に至る変革期に関する多くの資料の出土

が期待されたのである。果して本遺跡調査の結果，縄文時代晩期から弥生時代

後期にかけての貴重な資料を多数得ることができた。

調査後3年，その整理作業についても紆余曲折があったが，ようやく報告書

を刊行できるに至ったのは，誠に喜ばしいことである。この成果が当該文化の

研究に幾分なりとも寄与するならば幸甚である。

昭和63年 3月

（財）古代學協會

専務理事角田文衛
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例 言

1 . 本書は，昭和59年に財団法人古代學協會平安博物館発掘調査部

が，兵庫県伊丹市教育委員会の委託を受けて実施した口酒井遺跡

第11次調査の発掘調査報告書である。

2. 縄文土器の図については，拓影図を用いず，すべて実測図を使

用した。これは本遺跡出土の縄文土器の文様・調整が拓影で表現

することが困難であったためである。

3. 土器類については，なるべく多くの資料について報告するため，

観察表を用いた。観察表内はなるべく簡潔に記すよう努めたため

一部記号化しているところがある。縄文土器とそれ以外の土器に

ついてそれぞれの冒頭に凡例を用意している。

4. 写真図版において，遺物写真の縮尺は表記のないものが約3分

の1である。それ以外のものは縮尺を付記した。

5. 参考文献は，本文中において著者・発行年度を示し，文献目録

は巻末に示した。

6. 註は巻末に一括して示した。

7. 執筆者名は原則として節の最後に記したが，節内で複数の執筆

者がある場合は，それぞれの文の末尾に明記した。

8. 第 7章に上田健夫古代學協會会員の胎土分析に関する玉稿を頂

戴した。

9. 英文サマリーは，各分担ごとにまとめ，全体を通した討議を踏

まえた上で，大井邦明京都外国語大学助教授の御指導を得た。な

お，英訳については山花京子氏（京都外国語大学英米語学科学生），

中瀬理絵氏（古代學協會事務局）にお世話になった。
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序 章 発掘調壺に至る経過

第 1節 昭和58年度発掘調査に至る経過

昭和58年7月頃，兵庫県伊丹市教育委員会社会教育課より，（財）古代学協会発掘調査部に伊

丹市内での発掘に関する相談のための連絡があった。当時調査部長であった下條信行は，同年 8

月 1日に，折しも調査中であった神戸市篠原遺跡より足を伸ばし，伊丹市教育委員会を訪れた。

大沢欣也社会教育課長ほかと同道の上現地（伊丹市口酒井遺跡）に赴き，現地視察の後，諸々の

説明を受けた。それによれば，幅 6m,長さ120mずつ，総長240mの逆L字状の地に下水道（南北

道路部分）と道路（東西道路部分）を昭和58年度工事として敷設したいので，それに間にあうよ

うな計画で発掘を引き受けてくれないかとのことであった。

当時発掘調査部は，神戸市篠原遺跡の調査にとりかかっており，また福井市，京都府大宮町，

京都市内，神戸市内，福岡市内での調査開始ないし予定が目白押に計画されていたので，この調

査の受託は難事に思われた。

現地は畑地と一部水田の平坦地で，地表下1.5mのあたりに遺跡が存在するとのことであった。

同教委社会教育課の浅岡俊夫氏の話によると，現地の北西約150mの口酒井遺跡第8次発掘調査で

は縄文晩期中～後半期の凸帯文土器や石庖丁が出土している（浅岡1984a)とのことで，後日それ

は確認させてもらった。また，遺跡のすぐ北側でもすでに発掘が行われ（第 9次発掘調査），弥

生の遺構と遺物が出土し（浅岡1984b),遺跡の一部は現地に保存しているとのことであり，縄文

晩期から弥生期の輿味ある遺跡であることが判った。尼崎市田能遺跡の北西400mの地点に位置し，

後日福井英治田能資料館長よりその重要性について種々教示を得た。以上の様な周辺情況から，

本遺跡の重要性が認識されたので，社会教育課には十分検討することを約して，帰洛した。

その後，調査部では内外の諸条件を検討整理し熟慮の上，この調査を受託することを決定し，

伊丹市教育委員会にその旨を連絡した。以後，若干の曲折があるが，調査部の南博史，金田暁ら

の参加のもと，伊丹市教育委員会と諸問題を煮つめ，契約書をとりかわした上，昭和59年 2月15

日より，口酒井遺跡第11次調査として発掘に着手することとなった。なお調査は，定森秀夫調査

主任，南博史調査員が当たり，下條調査部長が補佐することになった。 （下條）

第 2節 昭和59年度発掘調査に至る経過

昭和59年2月より開始した口酒井遺跡第11次調査が終了に近づいた 3月15日，伊丹市教育委員

会社会教育課による調査状況の視察が橋爪康至氏ら尼崎市教育委員会の立合いのもと行われた。

これは弥生期の住居址が検出されたことを機会に，調査側と教育委員会側とで今回の調査の状況
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を確認しあい，発掘終了に向けての日程調整，ならびに調査の詰めの方法の検討を行うとともに，

終了後の遺構・遺物の処置についての打ち合わせを目的としていた。これに尼崎市教育委員会が

加わることになったのは，今回の調査地の一部が尼崎市域に含まれているからであり，さらには

調査終了後，伊丹市土地開発公社によって売却される予定のA区市道用地の南側，工場用地部分

が尼崎市に含まれているからであった。つまり，今回A区で検出した遺構の南側への連続状況に

よっては，南側に設けた拡張トレンチだけでは不十分で，再調査を行う必要があるからであり ，

これについては尼崎市教育委員会の確認が必要であった。

そして，住居址（住居址 1)の半分が未調査で南側に位置し，南側の再調査の可能性があるこ

と，また，他の住居址（住居址 2)の中心部が調査地北側へ延びていることも合わせ，後日再度

打ち合わせをすることになった。

調査終了間際の 3月27日，再度尼崎市教育委員会の橋爪氏らを交えて伊丹市教育委員会と話し

合いを行った。これは今回の調査についての終了確認を受けるとともに，前回の打ち合わせの継

続として，南側の工場用地部分の調査についての打ち合わせを行うためであった。

結果， (1)住居址（住居址 1)の半分が南側に未調査で残る。 (2)同様に木棺墓も半分が

未調査で残る。 (3)一部遺物（縄文晩期）の分布範囲が南側に延びる。これらの点から，未知

の遺構の存在する可能性も高く，市道予定地南側の工場用地についても範囲は限るが調査が必要

という一致をみた。また住居址中央部（住居址 2)が北側に延びていると思われる部分について

も追加調査が必要と判断された。ここで伊丹市教育委員会はただちに同地の発掘調査を実施する

方向で決断，引き続き当協会発掘調査部に調査を依頼されるとともに，諸般の事情から現調査に

継続しての調査を希望された。

これを受けた南博史調査員はただちに下條調査部長に報告し，現調査の調査状況から縄文晩期

から弥生期にかけての重要な資料を得る可能性があり，学術的価値が非常に高いと判断し，これ

を受託する方向で内部検討を開始した。しかし，現調査の終了を 2~3日先に控えているような

状況のもと，急に調査を継続することは内部調整，契約などの事務手続き上至難であった。また，

下條調査部長の退朦(4月より西南学院大学助教授，現在愛媛大学教授）による部長の交代や昭

和5沙F度の他の発掘調査の報告書の作成を控えており，一度引き上げざるを得ない状況であった。

しかし，一旦引き上げることは煩雑な面があるだけでなく，実質上調査が中断されることになり，

調査員側としては是非継続して調査ができるよう調査部に申し入れた。これを受け下條調査部長，

金田暁係員らの努力により，内部調整，契約など事務上の手続きを遂行，かろうじて継続して調

査をできることとなった。そして，調査期間は 4月1日より 5月15日までの予定で，調査は南博

史調査主任，定森秀夫調査員が当たり，片岡肇調査部長(4月より）が補佐することになった。

ついては，前回の調査を第11次A調蒼とし，今回の調査を第11次B調査とした（以下llA調査，

11 B調査と略す）。

なお， E区（第 9図）の調査については， 11B調査の開始の段階では調査範囲に入っていなかっ

たが， 11B調査の途中で自然流路に含まれる縄文晩期後半の遺物包含層の拡がりから，再び調査
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が必要となった。しかし，この段階での三たびの調査の延長は困難であったので，伊丹市教育委

員会と討議の結果，発掘調査は伊丹市教育委員会が行い，出土遺物等の整理については，既調査

の整理に含めて我々が担当することになった。 （南）
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第 1章

第 1節

遺跡の位置と環境

遺跡の位置（第 1~ 3図）

1)遺跡の位置

口酒井遺跡は，

1.5km, 大阪空港の南約1.2km,伊丹市口酒井

字穴森を中心に位置する（第 2図）。

JR福知山線伊丹駅の東南約

この周辺

は伊丹市の東南隅にあたり，遺跡も一部は尼崎

市田能字北向に拡がっている。

ちなみに伊丹市は兵庫県に属しその東南部に

あり（第 1図），北から西・南へ川西・宝塚・

西宮・尼崎の各市と市境を接し，東は大阪府池

田・豊中の両市境でもって府県境を画している。

第 1図遺跡の位置図・ 1
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広さは東西約6.5km,南北約 6km,総面積約23逼，三方を六甲山地，北摂山地，千里丘陵で囲ま

れた西摂平野のほぼ中央，南流する武庫川，猪名川に挟まれた伊丹台地および猪名川左岸の沖積

地に位置し，人口は約19万人。伊丹台地は古くから市街地となっているが，口酒井遺跡が立地す

る猪名川左岸と大阪空港に挟まれた沖積地は猪名川の氾濫原でもあり，農地または工場用地となっ

ているが，最近は宅地のための再開発も進んでいる。

2)遺跡の立地と周辺の地形

口酒井遺跡は猪名川左岸沖積地内の自然堤防上に立地，地表面の海抜は約7mを測る。

西摂平野は前記したように（第3図），西は六甲山地，北は北摂山地，東は千里丘陵に囲まれ，

比較的低平な四角形の地域で，西から武庫川，猪名川，箕面川，千里川が南流する。そして，平

野内は各山地から連続する洪積台地と一部扇状地，河川の堆積活動によって形成された沖積地と

に分類できる。とくに武庫川と猪名川に挟まれた部分は，北摂山地長尾山丘陵から南に張り出す

洪積段丘（伊丹台地）が発達し西摂平野を特徴づけている。また，猪名川左岸の北摂山地付近は

段丘と箕面川の扇状地形が目を引き，千里丘陵附近には，中・下位段丘が発達する。

一洪積段丘中位 圃冒洪積段丘下位

Dll沖積段丘 冒扇状地

自然堤防 匿詈砂（礫）堆• 砂（礫）州

・冒山 地

第 3図 西摂平野周辺地形分類図
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遺跡は，猪名川と藻川の分流点の東方約750m,尼崎市田能遺跡の北西約400m,南流してきた猪

名川が千里丘陵から連続する微高地部分を廻り込むように東流する部分の北岸に位置する。おそ

らく田能遺跡と同様の立地をするのであろう（岡田・前田1982)。

なお今回の調査地は，前章で示したように幅6m長さ120mずつの逆L字形の市道用地であり，

地番は伊丹市口酒井字穴森9-1•9-3, 尼崎市田能字北向492にあたる。 （南）

第2節周辺の遺跡（第 4・5図，第 1表）

猪名川水系に所属する遺跡は，上流域において能勢町中筋など縄文の遺跡を認めるが，おもに

中・下流域に広がる西摂平野に各期の遺跡分布をみる。以下，口酒井周辺の歴史的環境を概観す

る。その後，特に今回重要となる縄文・弥生の遺跡についてさらに詳しくみていきたい。

1)概観

先土器の遺跡は未だ本格的調査がなされておらず，採集資料などが紹介されているに留まる。

川西市加茂では古くから国府型ナイフ形石器が知られる（亥野1976)。最近では池田市宮之前

（橋本1977), 同市伊居太神社（大下1987),豊中市柴原（服部1985)で同様の資料が紹介され

ている。また，豊中市野畑春日町（亥野ほか1987),川西市花屋敷（岡野ほか1982)では有舌尖

頭器の報告例がある。

縄文の遺跡は，伊丹市緑ケ丘，同市大阪空港B(佐原1971)や加茂で古くから知られ，豊中市

野畑や野畑春日町では最近の発掘調査（柳本ほか1981,亥野ほか1987)で集落址や墓域が明らか

となった。箕面市域の遺跡も採集品であるが紹介がある（飯島1986)。

弥生の遺跡はそれ以前に比べかなり数が増える。尼崎市田能（福井編1982),豊中市勝部（鳥

越ほか1972)などの調査から，大規模な拠点集落の存在が示唆され，摂津地方の地域的特性が強

調されると同時に，河内・大和地方と対局的に捉えられるようになる。銅鐸は猪名川水系では 6

箇所で出土しており，また池田市五月山（亀島ほか1985),豊中市待兼山（都出ほか1984)では

高地性集落が営まれるなど，動乱期の様相を示す。

古墳期の集落は川西市栄根（深井ほか1982),尼崎市中ノ田（橋爪1971)などでみられるが断

片的である。古墳の分布をみると，前期古墳は丘陵に散在的に分布し，五月山裾の池田市茶臼山

（堅田1964),刀根山丘陵の豊中市御神山（藤沢1960)などが知られる。中期では豊中市桜塚古

墳群（柳本ほか1987)や，伊丹市猪名野古墳群（佐原1971)のように地域的まとまりをもつもの

がみられ，後期横穴式石室が導入されると豊中市野畑たこ塚古墳群（藤沢1960)などのように，

いわゆる群集墳が大量にみられる。吹田市千里古窯址群（鍋島・藤原1974)では須恵器生産が開

始され， 6世紀代の盛期を経て奈良時代まで継続する。

歴史時代の遺跡としては，尼崎市猪名寺廃寺（尼崎市教委1952),伊丹市伊丹廃寺（高井1966)

が法隆寺式伽藍配置をもつものとされ，注目される。栄根では奈良時代の木製墨壷が出土してい
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る。中世では川西市満願寺出土の地鎮具（岡野・田中1985)が注目される。近世では有岡城跡や

伊丹郷町の調査（藤本はか1987)も進められている。

2)猪名川流域の縄文遺跡

当地域における縄文遺跡の分布を，時期区分なく，位置関係のみでグルーピングするならば以

下のようになろう。（第 4図）

a. 千里川・箕面川の上流

b. 猪名川が西摂平野に出てすぐの両岸

C• 猪名川・藻川の分流地区

aの遺跡は概ね標高が50m以上で，両河川の河岸段丘に立地する。早期，前期の遺跡は先土器

の遺物を伴出するものが多い。稲(3)で北白川下層II式が出土している。中・後期では千里川

流域に良好な遺跡が見られる。右岸の野畑春日町(9)では中期前葉，船元 I式を伴出する土堀

墓群が検出され，対岸の野畑(8)では後期前葉，磨消縄文系の土器群を伴う居住域が確認され

ている。野畑では石錘が主体の石器組成をもち，河川を対象とする小規模な漁搭活動を物語る。

晩期では分布図から外れるが，箕面市白島で遺物が知られる。

bの猪名川が西摂平野に出てすぐの両岸地区では，加茂(20)で後期の土器が出土するが，主体

となるのは晩期末，刻目凸帯文土器であり，特に一条凸帯のものが目立つ。台地上の加茂，台地

下沖積地の栄根(19)'下加茂(24),五月山裾の横枕(15)' 城山(13)がある。小花(17)では結晶片

岩製の精製の石棒が出土している。

Cの地域は旧海岸線に近い。ここでは中期以降の遺跡が知られている。伊丹台地上の緑ケ丘

(41), 有岡城下層(42),豊中台地端の山ノ上(36),千里川段丘面の柴原(30), 箕面川扇状地末端

の宮之前(28),豊島南(74)と，猪名川低地部の遺跡に分けられる。有岡城下層では船元II• 皿式

に新崎式などの北陸系土器が伴出し，低地部の大阪空港A(38)では勝坂式が出土するなど，中期

段階で東日本的要素が目立つことは注目される。

猪名川低地部では，中～後期の土器が堆積層中より単独で出土する例が多い。原田西(47)では

中期・船元 I式が，森本鶴田(46)や穂積(54)でも同じく中期の土器片がかなりローリングを受け

た状態で出土している。田能(48)においては地表下4mから刻目＼凸帯文土器が出土している。山

ノ上や今回の口酒井(44)では刻目凸帯文土器と弥生前期土器の共伴が認められ，縄文から弥生の

移行を考える上で重要である。宮之前では晩期末に比定できる結晶片岩製の粗製の石棒が知られ

る。

3)猪名川流域の弥生遺跡

弥生の遺跡はその立地により二大別できる（第 5図）。標高20m以上の台地や段丘上に立地し

背後に丘陵などの高地をもつものと，概ね標高20m以下の猪名川沖積地内の微高地上に立地し，

推定海岸線沿いにあるものである。仮にここで前者をA,後者をBとしておこう。
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弥生前期古段階・中段階の遺跡は田能，口酒井，上ノ島(67)などがあり，これらはすべてBで

ある。田能では幅2.5~4mの溝が掘削され，微高地の縁辺を巡る。同じ立地条件にある縄文の

遺跡が，溝を掘削する技術を欠落し，遺物包含層や遺構基盤層の崩壊，流失を受けている状況と

は対照的である。

新段階に至るとAにも遺跡が見られる。豊中台地縁辺では山ノ上において溝が検出され，縄文

晩期末の刻目凸帯文土器が共伴している。木部(10)' 栄根，下加茂は猪名川沖積地の遺跡でBに

属すが，この段階より集落が始まる。

台地への開発が進行するのは中期中葉以降。 Aの宮之前，加茂はこの段階に盛行する。加茂で

は過去60回を越える調査が行われ，集落の規模が東西700m,南北300mの範囲をもつことが明らか

になった。報告が少ないため詳細は不明であるが，集落の東部に居住域をもち，西部に方形周溝

墓を主体とする墓域が広がる。住居址は方形，円形が併存するとされており，当該期の方形は珍

しく，貴重な資料といえる。

中期後半に至って遺跡数が大きく増加する。上記の大規模な遺跡では継続的に居住が行われる

一方，周辺への分村が顕著に認められる。口酒井の今回調査区の状況もその一端を示すものであ

る。同期にいわゆる高地性集落も出現し，短期間でその居住を終える待兼山(29)や，後期まで継

続する五月山山頂(11)などがある。

中期から後期へ移行する過程において，各集落の動向に変化が見られる。 Aに属すものは概ね

中期末で一旦その幕を閉じる。後期に存続するものも若千見られ，住居址が方形に変化し，炉の

形が変わるなど，集落の営みにおける断絶を推定させる。新免(35)はその好資料と言える。 Bの

遺跡はあまり調査例がないので明言できないが，今回の調査によれば後期に至っても円形住居址

を継続させ，炉の形態も基本的には中期の形態を踏襲しており，そこに断絶を考える必要はない

と思われる。 Bに普遍的であるかの検討は，今後の課題であろう。

いずれにしても後期に属す遺跡は小規模だが数が多い。鉄製農耕具の普及によって排水，引

水機能がより充実し，湿地や台地への分村が行われる。猪名川沖積地では，近代の農村に勝ると

も劣らない集落分布密度を持つようになる。ただし，台地の開墾は後世の溜池による治水工事を

待たなければならない。

青銅器関連遺物について補記しておく。当地域においては銅鐸が6箇所7点出土している。内，

古式鐸が 2点ある。中村(40)鐸は外縁付紐 l式， 4区袈裟欅文で高さは20.8cm,桜塚(73)鐸は外

縁付紐l式， 2区流水文で高さは32cmを測る。後者は香川県善通寺市我拝師山北面出土鐸と同箔

で，鋳型が大阪府茨木市東奈良で出土している。桜塚にはもう 1点銅鐸が知られたが，現在不明。

その他4点はすべて新式鐸で，栄根では高さ107.6cmの突線紐5式鐸が破砕された状態で出土。

利倉(69)でも飾耳部小破片が出土している。

青銅武器については銅剣鋳型が田能で出土し，銅鏃が勝部(49),田能，加茂で見られる。他に

山ノ上，下坂部で小形侑製鏡がある。 （森下）
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第 3節 既往の調査（第 6・7図，第 2表）

口酒井遺跡の発見は，昭和53年の関西電力（株）口酒井変電所建設の事前調査にはじまる。ロ

酒井遺跡の近辺には田能遺跡（尼崎市），勝部遺跡（豊中市）など有名な弥生遺跡が点在しながら

も，伊丹市域では少量の須恵器・土師器の散布がみられる程度（兵庫県教委1970)で埋蔵文化財

の発掘調査は進んでいなかった。

口酒井変電所予定地の発掘調査においても，当初壷掘りによる土層観察では遺跡の存在はあり

得ないと思いつつ川辺郡条里遺構の一端でもみつかればとのおもいからトレンチを設定したもの

であった。結果は，少量の弥生式土器（凸帯文土器に伴う浅鉢など数点含む）と未製品の石庖丁

1点などを検出したにとどまった。しかし，遺物の出土内容からごく近い所に弥生時代の遺跡の

存在が考えられ，要注意地区として以後の開発にそなえることとなった。

これが契機となって実施した調査は第 2表のとおりである。

第 6図 既往の調査位置図
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第 2次調査では，松山市小照遺跡で話題をよんだ堰状遺構を検出した。この堰状遺構は関西電

カの好意により現状保存することとなり，発掘調査を行わずに検出状況のまま埋戻されたため，

その具体的な内容や時期は不明であるが，流路から出土したわずかな遺物からみて弥生時代末か

ら古墳時代にかけてのものと思われる（第 6・7図）。

第7図

第2次調査検出堰状遺構

さらに，第3次調査では凸帯文土

器の単純包含層を発掘し，第4·7•

9次調査では猪名川左岸に形成され

た狭長な黄色土系の自然堤防上に弥

生時代の遺構を検出するなど，大き

な成果をあげた。弥生時代の遺構に

は円形周溝募，木棺募，溝状遺構，

土壊などがあり，いよいよ集落跡の

近いことを窺わせた。

凸帯文土器の包含層は，弥生時代

の立地とは異なり，青灰色系の粘土

層にひろがりをもち，その範囲は第

5• 6·8• 9• 10・12次調査を経

るなかで拡大され，数百mにわたる

広い地域におよぶことが分った。そ

れとともに得た成果には，縄文時代

から弥生時代への移行期の諸問題を解く資料が多く含まれており，注目されている。特に，凸帯

文土器に付着した籾痕資料や凸帯文土器に伴って検出された石庖丁などは，畿内における稲作受

容期を検討するうえで貴重なものといえよう。しかしながら，いまだ同時期の水田遺構や集落跡

が検出できておらず，将来の課題として残されている。 （浅岡）

第2表 口酒井遺跡既往の調査一覧表（次数は第6図に一致する）

次 調査年月 調 査 地 調査原因 ． 調査内容 文献

l 昭53年4月 穴森2 関西電力（株）口酒井変電所建設に伴う確認調査。
弥生式土器少量（凸帯文土器数点含む）及び石庖丁

（未製品） 1点検出。遺構検出なし。

2 昭53年11月 下大蔵4-1,5 関電送電線仮設塔建設に伴う確認調査。
～昭54年 - 1 流路と木組み堰状遺構検出及び湿地状堆積土層の

1月 確認。凸帯文土器，弥生式土器，土師器など出土。
堰状遺構は検出状況のまま，埋め戻し現状保存。

3 昭54年6月 穴森・滑田地先 関電□酒井変電所に水道管引込みに伴う確認調査
~7月 市道敷 およびトレンチ調査。

凸帯文土器包含層を検出し，凸帯文土器・石皿・
叩き石・石鏃及び磨製石斧（太型蛤刃石斧？）の
柄の部分を検出。



14 第 3節既往の調査

4 昭55年 2月 穴森7-1,8- 大英（株）工場建設に伴う確認調査及び拡大調査。

~3月 1 弥生の遺構（土壊・溝など）及び低湿地堆積土か

ら多量の凸帯文土器・弥生式土器・土師器を検出。

弥生の遺構は前期（新）から中期（新）まで。

5 昭55年4月 九蔵田 1-1 五十鈴建設による店舗付住宅建設に伴う確認調査。

凸帯文土器数点検出。

6 昭55年11月 穴森・大十地先 関電地中線埋設に伴う確認調査及びトレンチ調査。 浅岡1983a

市道敷 凸帯文土器包含層の発掘により，凸帯文土器•石 浅岡1988

器・土偶・籾痕をもつ土器などを検出。

7 昭55年12月 穴森5-1 大英（株）倉庫建設に伴う発掘調査。 浅岡1983b

～昭56年 弥生の木棺募(2基），円形周溝墓(1基）。公園

1月 として保存予定。

8 昭56年10月 向九ノ坪・大十 公共下水道工事に伴う確認調査及びトレンチ調査。 浅岡1984a

~11月 ・滑田・穴森・ 2ケ所に凸帯文土器包含層を確認し発掘。凸帯文

十四地先市道敷 土器・石庖TC2点），ほかに弥生式土器などを検

出。凸帯文土器に伴う溝状遺構も検出。， 昭57年 2月 穴森5-1 , 5 第 7次調査で検出した円形周溝塞の全掘と範囲確認 浅岡1984b

~3月 -4, 4-1, 3- 調査。

1 , 1 円形周溝墓，木棺募(2基），壷棺(1基）など。

ほかに凸帯文土器包含層確認。

10 昭57年II月 九蔵田・ニ重田 公共下水道工事に伴う確認調査。 浅岡1985

~12月 ・草脇・梨本・ 凸帯文土器包含層検出。下水ルート変更により，

六ノ坪地先主要 立会を行う。立会時，多量の凸帯文土器や石錐を

道路敷 検出。また，凸帯文土器の時期の土壊を確認。

11 昭59年 2月 穴森9-1他， 道路新設等に伴う発掘調杏と確認調査。 本報告

~5月 尼崎市田能字北 弥生の住居址(3棟），木棺墓(1基），土壊墓他， 南1986

向 492 及び平安時代掘立柱建物，凸帯文土器包含層検出。

12 昭60年 1月 九蔵田・森本6 関電地中線埋設に伴う確認調査。 浅岡1987a

~2月 丁目•森本字庄 弥生前期（中）の一括土器を含むV字溝及び凸帯

正地先主要道路 文土器包含層検出。

敷

13 昭60年 1月 向八地先主要道 道路改良工事に伴う確認調杏。 浅岡1987b

~2月 路敷 区画整理前の水路など確認。顕著な遺構・遺物の

検出なし。

14 昭60年 5月 下大蔵10-1 工場建設に伴う確認調査。 浅岡1988a

顕著な遺構・遺物の検出なし。

15 昭60年 7月 九蔵田・酒屋・ 公共下水道工事に伴う確認調査とトレンチ調査。 泉1988

昭60年11月 杉本・向八・向 凸帯文土器包含層の確認と発掘調査。凸帯文土器，

九ノ坪・滑田・ 石皿，叩き石，石鏃など検出。籾痕土器出土。

下大蔵・穴森地

先道路敷

16 昭61年 3月 九蔵田7-1,8 倉庫建設に伴う確認調査。 浅岡1988b

-1 弥生式土器を少量検出。
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第 2章発掘調査の経過

第 1節第11次A調査の経過（第 8図）

1)調査区の設定

今回の調査地は前章で記したように，市道建設予定地と水道管埋設予定地の 2ケ所に分かれて

おり，前者をA区，後者を B区とした（第 8図）。

A区は東西に長く約120mを測る。トレンチの幅は 2mと3mに設定し，それぞれ西を起点に10m

グリッドで区画した。結果，西方の 2mトレンチはA1~5(A5区は 9m50cm)。東方の 3mト

レンチはA6 ~12(A12区は5m50cm)となった。そして，検出遺構の状況など調査の経過に応じ

て， 2m幅のトレンチを南へ延ばすことにした。
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第 8図 トレンチ配置図
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B区は南北に長く，同様に約120mである。ここは 2X2mの小調査坑による調査を行うことに

なったため，等間隔に11の小調査坑を設けた。北より B1 ~11とし， B1とB2の間隔 6mの他

は9m間隔になった。調査面積は約360面である。

2)調査経過

2月15日器材搬入，翌16日トレンチ設定を行うとともに軍機によるA区の表土の除去作業を開

始した。ただし， A区はすでに伊丹市によって表土の一部が搬出されていたため，その深さは第

3層上面まで，約40cm程度となった。以下手掘りに移る。

a.A1~5区

A1~5区においては，一部小土壊を検出したが，明瞭な遺構は存在せず基本的に遺物包含層

の重層ということで理解できた。そして，それらは古墳～平安時代の須恵器を主体に包含する層

群と縄文晩期の凸帯文土器を主体に包含する層群とに分かれ，後記するA6 ~12区に見られる弥

生の遺物包含層に相当する層中には遺物・遺構を検出できなかった。

縄文晩期凸帯文土器は，最下層の青灰色粘土層をベースとする自然流路状の落込みの埋土から

まとまって出土した。また，この土層は炭化物を含む植物遺体の残存が顕著であった。このため，

この流路状落込みの肩の部分を含む形で南へ拡張区を設けた。この拡張区においても同様に凸帯

文土器，石器の出土をみたが，とくに最下底部において流木などの集積がみられたのが注目され

た。なお， A1~4区については，遺物包含層だけでなく，ベース面までの掘り下げを計ったが，

かなり深く，作業に危険が出てきたので，地表下約 2mで掘り下げを中止した。そして，以下の

層については確認のため lm幅のトレンチを各グリッド 1箇所に設けた。

以下，若干の作業過程を記録する。

2月22~25日 古墳～平安時代相当層の掘り下げ。

2月27~3月9日 縄文晩期凸帯文土器包含層の掘り下げ。

3月10~20日 自然流路落込み調査および南壁土層実測。

3月21~29日 落込みを除く部分の埋戻し。拡張区 3X4mの調査。

b. A6~12区

A 6 ~12区においては， A1~5区と同様古墳～平安時代の遺物の出土を見たほか，掘立柱建

物跡・溝なども検出された。また， A1~5区の調査では確認できなかった弥生時代の遺物包含

層・遺構が認められた。とくに，平安時代の掘立柱建物跡を検出したA9 ~10区については，南

側へ幅3mの拡張区を設けたが，その下層より弥生後期の住居址を検出し，この周辺が集落であっ

たことが窺えた。この他，凸帯文土器の出土も多かったが，土器の出土状態，小土壊の存在など

Al~5区の出土状況とは異なった状況を示していた。なお，晩期の遺物のベースとなっている

青灰色粘質砂土については，下層の確認のため，各グリッド 1箇所 lm幅のトレンチを南北に設

けた。

以下，作業過程を略記す。



2月16日~19日

2月20~24日

2月25~3月 1日

3月2~18日

3月19~24日

3月25~27日

3月28~29日

c. B 区
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重機による表土除去。

古墳～平安時代包含層の掘り下げ。土壊，掘立柱建物跡の調査。

拡張区の調査。

弥生中・後期包含層掘り下げ。住居址確認および拡張区設定。

凸帯文土器包含層の掘り下げ。一部ベースの掘り下げ。

弥生時代一部遺構の調査。

土層層序図実測。

B区は小調査坑による調査のため，遺構の面的な検出作業が困難であった、したがって遺物包

含層の有無の確認と， A区の遺物包含層ならびに遺構面がどこまで拡がっているかの確認作業に

重点を置いた。

以下，作業過程を簡単に記す。

2月21日

3月10日

3月11~17日

3月18日

3月31日

重機によって盛土・表土を 2m幅で排除する。

調査坑の設定。

掘り下げ，断面実測。

実測作業。

埋め戻し。

第 2節第11次 B調査の経過（第 9~12図）

1)調査区の設定

（南）

第11次B調査の調査範囲は，前回調査のA区道路用地南側の工場用地のうち，未調査の住居址

の残存部分，木棺墓の一部を含み，かつ遺構が存在する可能性の高いA7 ~A12区の南側部分と，

同様の理由から設定したA9 ~A12区の北側部分であり，前者をC区，後者をD区とした。

c区は東西約46m,南北約6m50cmの範囲で， A区と同様に10mグリッドとし，地区番号も新旧

対応させてC7 ~C12区としたが，ちなみにC7区は幅lm60cm,C12区は幅 4m50cmである。

D区は東西約36m50cm,南北約3mの範囲で， A区と同様に10mグリッドとし，地区番号も対

応させ， D8 ~D12区としたが， D8区は幅 1m30cm, D12区は幅 5m50cmである。

なお，調査面積は約410面である。

また，便宜上A5• A 6区を境として，これより西を西地区(A1 ~ 5区，および後述する E

区），東を東地区(A6 ~12区， C• D区）とする。

2)発掘調査の経過

a. C区の調査経過

第11次A調査に引きつづいて昭和59年 4月1日より調査に入る。まず，表土削平についてはA
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区の平安期掘立柱建物跡の検出面直上まで機械掘りを行い，以下，手掘りに移った。包含層・遺

構面の状況はA区とほぼ同様であり，弥生中期の遺構面では住居址 2の南側残存部のほか， A区

では確認できなかった弥生中期の住居址を見つけることができた。

縄文晩期遺物包含層はA区と同様にC9 ~C12区に分布が認められていたが，注目できること

は，最下面において小土壊群を検出したことである。この土壊群の周辺には土器•石器が比較的

まとまって出土しており，この辺りが生活面であった可能性が高いように思われた。

以下，若干の作業過程を記録する。

4月 1~3日

4月2~5日

4月6~10日

4月9~21日

4月21~23日

4月23~29日

4月22~5月11日

5月13~16日

5月16~18日

b. D地区の調査経過

甫機による表土削平。

古墳～平安期の遺構精査。

弥生期遺物包含層の掘り下げ。

弥生期遺構面精査および遺構の調査。

縄文晩期遺物包含層の掘り下げ。

縄文晩期遺構面の精査および土壊群の調査。

弥生～縄文晩期遺構の実測作業。

終了写真撮影，層序実測。

埋め戻し。

D区は前記のようにA区の北側にあり，さらにその北側は日本発破工業（株）に接する。そし

て，この敷地は土盛りしてあるために地表面より lmほど高くなっており， D区の北側を掘り下

げることは壁の崩落などの危険があった。したがって市教育委員会と協議の上， D区の北辺に矢

板を打ち込み補強することになった。

以上の作業を行った後， 5月1日より童機による表土削平作業を開始した。 C区と同様に平安

期の遺構面の直上まで機械掘りを行い，以下手掘りに移る。布留期の土壊，弥生中期の住居址な

どの調査の後，縄文晩期遺物包含層の調査に入った。縄文晩期についてはC区のような遺構は検

出できなかったが，土器の集中部を数箇所確認した。

以下，調査の経過を略記しておく。

5月 1~ 3日 表土削平およびA区埋め戻し。

5月4~10日 弥生包含層掘り下げおよび遺構調査。

5月10~16日 縄文晩期遺物包含層の掘り下げ。

5月16~18日 終了写真撮影，層序実測，埋め戻し。

以上の経過をもって 5月18日すべての調査を終了，器材を撤収，全調査を完了した。

3) E区の調査

序章で記したように， E区の調査は伊丹市教育委員会が自ずから行った調査であり，本来はこ

こで書くべきものではないが，調査の指導や遺物の整理を他と一括して行うことになっていたの
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で，ここで別にとりあげ，その経過などを簡単に記しておく。

a. 調査区の設定

E区は， A4区および拡張区で検出された自然流路状の落込み部

分の南側への拡がりを確認し，そこに含まれる多量の縄文晩期後半

の土器・石器などの遺物を回収することを目的として設定された。

調査区はA2~4区の南側，東西約18m,南北約 4m20cmを測る

（第 9図）。

b. 調査の経過

E区は 5月12日より開始。自然流路の埋土直上まで機械掘りを行

い，以下手掘りに移る。そして， 5月15日までに自然流路の落込み

の拡がり状態を確認するとともに，遺物集中部分の掘り下げを終了

した。なお，この調査には尼崎市立田能資料館の福井英治館長が参

加され，御指導を得た。 （南）
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第 3章 層序と遺構の概要

第 1節 東地区・西地区の層序（第13~16・18図）

1)基本層序（第13図）

今回の調査の層序について，各々解説を加える前に本遺跡の基本層序（第13図）について説明

しておく。なお，層の番号は第14~16図の層序図番号に一致する。

• 第 1• 2• 3層

表土層群。調査地全域にみられ，厚さ30~60cmである。

• 第4層

下層の弥生中・後期の遺物包含層を一部切り， A1~8区において厚さ20~40cmの堆積がある。

これ以東での堆積は認められない。なお，第 4層上面，第 3層下面の高さはA1区で海抜 6m

20cm, A12区で6m.30cmと東西はほぼ水平であるが， C11• 12区南側では 5m90cm~ 6 mOOcmと

やや低くなっている。

• 第 5層

弥生中・後期の遺物包含層と該期の大方の遺構のベースとなる土層である。厚さ40~50cmの堆

積があり， A• C・D12区からA8区に分布する。 A8区以西はしだいに堆積が薄くなり， A7

区西側でほぼ消失する。そして，西地区では全く見ることができない。

なお，第 5層上面では，弥生以降の遺構（布留式期の土壊，平安期の掘立柱建物跡，溝など）

が検出できた。

• 第 6層

上層の第5層が消失するA7区西側より堆積が見え始め，第 7層の堆積がないA6区西側以西

では，縄文晩期遺物包含層とくに自然流路埋土およびその覆土の直上に位置する。

堆積の厚さは約10~50cmと地点によって差があるが，西へ向うほど厚く堆積している傾向があ

る。第6層上面ないし第5層下面の高さは，上層と同様にA12区・ Al区では 5m80cm, 6 mOOcm 

と東西方向はほぼ水平であるが， C11・12区南側では 5m50cmと低くなっている。

• 第 7層

一部の弥生中期の遺構のベース。部分的に色調，土質の異なった部分を含みながら， A6区東

部以東に分布する。厚さは20~40cm程度の堆積で， C8• 9区南側では 2層に分かれながら厚さ

50cmに達する。そして， C11・12では再びその堆積は薄くなっている。

• 第 8層

縄文晩期後半の遺物包含層。 A6区中央付近より以東に20~50cmの厚さで堆積する。 A7~10 

区あたりがもっとも厚く堆積するが，東西両側へは次第に薄くなっていく。また，南側へも同様

でC9• 10あたりは30cm前後の堆積があるが，東西両側への堆積は薄い。
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本層中からは，縄文晩期後半～終末に比定される刻目凸帯文土器，石器類などが出土した。

• 第9層

縄文晩期のベースと思われるが，最上部に刻目凸帯文土器を含んでいる。後記する自然流路埋

土部分を除いて，東西両地区に10~50cmの厚さで堆積するが， C8~10区付近で比較的堆積が薄

い他は，地点によってかなりその厚さが違っている。一方，上面の高さをA区でみると， Al~

5区では 5m60cm前後， A6区付近から東へ向けてやや下がり， 5m20~40cm程度となるが，全

体を通して比較的凹凸は少ない。つまり，この層の堆積の厚さの違いは，下層の第10層上面の凹

凸に起因するものであろう。

自然流路については次章で詳述するが，第 9層とのかかわりが明確でない。一応第9層がこの

自然流路のベースと考えている。したがって埋土は第8層に対応するものであるが，出土遺物の

検討において東地区との関係づけに若干の問題を残している。

なお， Cll・12区第 9層上面において小土壊群を検出した。層位的には縄文晩期後半～終未期

の遺構と思われた。

• 第10層

本遺跡の縄文晩期以後の地形の基盤を形作る土層と思われる。第 9層の堆積が藩い部分におい

て一部確認した。これを東西方向の図（第18図）にしてみると，前記のように上面の凹凸が著る

しいことがわかる。もっとも高い地点はCll・12区付近で海抜5m20cm前後，低い地点はA6~

7区の4m50cm前後である。さらに西地区の自然流路の上端と思われる地点が一度高くなって，

5 mlOcm前後を測る。

2) A区南壁.C区南壁の層序（第 4~6図）

A区・ C区の南壁の層序は下記のとおりである。なお第 1~10層の層名と説明については基本

層序図（第13図）と前項で記しているの 員1層灰茶色砂'ili層で省略する。また，自然流路の層序は次 第2層淡茶褐色砂質土層

章で記す。
第3層茶褐色砂質土層
第4層暗灰褐色粘質土層

第 1層 第5層 褐（弥色生粘中質土・後層期遺物包含層）

第2層｝表土層群 ~nnm 第6層 灰褐色粘質土層

第3層
I t-第7層黄灰色砂質土層

3 a…茶褐色砂質土鉄分を含む。

3 b…茶褐色砂質土鉄分・マンガン

冒層灰黄色粘宵土層分を含み，粘性が強い。
（縄文晩期遺物包含層）

第4層
第9層青灰色粘質土層

（縄文晩期遺物包含層）

4 a…暗灰褐色粘質土 マンガン分多 第10層青灰色細砂層

し‘゜
（地山層）

4 b…茶黄色砂土鉄分が粒状に含ま
第13図基本層序図
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れる。

第 5層

5 a…赤褐色砂土 弥生中・後期の遺物包含層。

5 b…淡褐色粘質土 弥生中・後期の遺構の基盤層。

第 6層

6 a…灰褐色粘質土鉄分が多く含まれる。

6 b…暗灰褐色粘質土 6 aより鉄分が少ない。

第 7層
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7 a~ 7 e…黄灰～灰黄色砂質土 色調や砂粒の大きさなどの違いで分離できるが，同一層と

判断できる。マンガン分が目立つ。

第 8層 縄文晩期後半～終末の遺物包含層。

第 9層

第10層｝縄文晩期以降の基盤層。 （南）

第 2節遺構の概要（第10~12図）

本節では第 1節で説明した層序と関係づけながら，それぞれの遺構検出面での調査の概要と遺

構の検出・分布状況について概説する。

1)弥生以降の遺構（第10図）

11A調査において，表土層排除の後，東西両地区において古墳～平安期にかけての土器類が若

干採集されていたが，東地区A8区以東に赤褐色砂質土が拡がり，その上面に遺構群を検出， 11

B調査においても同様であった。

遺構は溝，土壊，柱穴状小土壊で溝3を除き，大半がAl0~12に分布する。これらの遺構は布

留式土器を含む 2基の土壊と平安時代の掘立柱建物，これに付随する小土壊群および溝である。

そして，時期不詳のものも多いが，おおまかに古墳期の遺構が西側に位置し，平安期の建物跡お

よび溝が中央よりに位置する。なお，弥生中期以後から形成されていた東地区東北隅の落込 1は

この段階ではすでに埋まっている。

2)弥生中・後期の遺構（第11図）

上記のA8以東に拡がった赤褐色砂質土は中・後期の遺物包含層であったが，その下層の褐色

粘質土上面で遺構群を検出した。 llA調査では住居址 1• 壷棺墓，土壊 3.溝などを検出してい

たが，住居址3にいたっては中央土壊を，住居址 2では竪穴の一部を検出し得たのみで， 11B調

査でようやく住居址であることがわかった。また，住居址3にからむ土壊4および溝7のほか，

密接する住居址と併行する溝列の間に土壊6および小土壊群を検出した。なお時期的には弥生中
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期後半～後期の遺構群である。なお，この段階には北東隅に落込みがあり，土器が集中して出土

した。

この遺構群の基盤層の下層から弥生中期前半の遺構を検出した。木棺墓，溝6,土壊5である。

木棺墓はllA調査区の南端で検出しており，南半が調査地外にあったため調査は11B調査で行っ

た。上層に比べ遺構の分布域はAlO区周辺に限られる。

弥生中・後期の遺構については上記のとおり東地区の中央～東側に分布しており，東地区でも

西側および西地区では遺物包含層も確認できなかった。東西両地区の微地形の違いによるもので

あろうか。

3) 縄文晩期の遺構（第12図）

llA調査の西地区A2~3区において，青灰色粘質土層から縄文晩期後半の刻目凸帯文土器が

出土した。続いてA4• 5区においても多くの土器類が出土した。この遺物包含層は炭化物を多

く含んでおり，別の部分では植物遺体も確認できた。そして拡張区.E区の調査の結果この周辺

は自然流路の落込みにあたり，その上端が東北から南西方向に位置し，西へ向かって下がってい

く状況が確認できたが，反対側の立ち上がりは不明であった。なお，この土器群に弥生前期の壷

の破片が伴出した。

一方，東地区においては，弥生期基盤層を掘り下げていく過程で，やはり凸帯文土器が出土し

た。特に，弥生期と同様に東地区中央から東側のみに分布する灰黄色粘質土からは，西地区と異

なり，保存状態のよい凸帯文土器の集中部が数箇所みられた。そして， 11B調査のC11・12区で

は10数基の土壊を検出した。これらには土器が含まれている土壊や炭化物が多く含まれる土壊も

あったが，遺物の出土しない土壊が多く，また上部がかなり削平を受けていることもあり，土壊

の性格は不明であった。

また，さらに下層の青灰色粘質土の上層からも同様に土器が出土し，西地区との層位的関連お

よび上層との時期差の有無が問題となった。なお， D区北東隅の落込みを確認し，この落込みが

弥生後期まで存続していることがわかった。 （南）

第 3節 B区の概要（第17・19図）

B区は前記のように東側水道工事部分の南北に細長い調査地である。この中にlm50cm四方のト

レンチを 6~9mおきに合計11箇所設置し，断面の観察を行った。トレンチ名は北より南へ B1 

~B11とした。そのうち B8とB11は出水が激しく壁面が崩落し，断面実測を断念した。

各トレンチにおいては， A•C•D地区で確認した縄文晩期の基盤層（青灰色細砂層）まで掘

り下げることを目的とした。以下各層の説明を記す。

盛土は約30cmの厚さで全体を覆う。その下の 2• 3層は旧耕土と思われ， B1において立杭が

検出された。部分的に畦畔状の高まりがみられるが明瞭でない。
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4・5層は中世耕土層である。 B7において畦畔が確認できる。これらの層はB区全面に分布

しており，東地区の居住域に併行して，当地区では水田が広がっていたものと考えられる。

6層はB7以南にみられ， A区の第4層に対応する。 A区ではこの層の直下に弥生中・後期の

包含層が確認されたが，当地区では確認できず，該期の居住域は北東へは広がらないようである。

7• 8層は青灰色系の粘質土で， A区の縄文晩期包含層に対応する。これらは，部分的に10層

（暗青灰色粘質土）， 11層（淡灰色砂質土）などを挟むが，ゆるやかに南に傾斜しながら一様に

堆積する。遺物は小トレンチであるためか，皆無であった。但し B11の青灰色粘質土層より弥生

中期末の土器が出土している。 B11は断面実測を断念しており，層位の確認ができないが， A12
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3 茶褐色砂質土

4 灰褐色粘質土

5 暗灰褐色粘質土

6 灰色砂質土

7 暗灰青色粘質土（粘性強を 7'とする）

8 青灰色粘質土（砂分を若干含む）

第17図 B区層序実測図

9 青灰色砂土

10 暗青灰色粘質土

11 淡灰色砂質土

(B4南側で粘性が強い）
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第18図 A区層序模式図
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第19図 B区層序模式図

の落込1がB11まで継続するものとみるのが妥当であろう。遺物の説明は第 5章第 5節で触れる。

9層は縄文晩期の基盤層である。各トレンチにおいてその上面レベルに高低差があり，旧地形

を反映しているものと思われる。

第19図に 4~9層の高低模式図を示す。これによれば， 9層はB3• B 4付近で高さのピーク

を迎かえB6で一度大きく凹む。 B7~B9では再び高さのピークがあり， B9以南再び凹部へ

と接続する。

今回調査区のA・B両区に挟まれた120m四方の区画内には，北西と南東を結ぶ対角線上に微高

地が形成され，弥生時代の遺構がその上に存在するものと推定されている。 A区の遺構もその延

長線上にのるものと思われ， B7~B9の青灰色砂質土の高まりはその東端を示しているもので

あろう。

以上B区の調蒼の結果，縄文晩期包含層である青灰色粘質土が均質に分布すること，弥生時代

の居住域が当地区までは広がらないこと，中世において水田域であったこと，が推定できる。い

ずれにしても小トレンチであるために上記事実の確認は困難である。縄文・弥生の周辺環境を確

める上でも，今後面的な調査が望まれる。 （森下）
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第 1節は じめに

本章では，縄文晩期の遺構・遺物について報告を行う。今回の調査では，本章までに記述した

ように，第 8• 9層ならびに土壊などから縄文晩期後半に比定される刻目凸帯文をもつ土器群お

よびそれに伴う石器類を検出した。そして，これらの遺構・遺物は，その検出・出土状態の違い

から大きく 2 つに分けることができる。一つは西地区の自然流路とその埋土に含まれる土器•石

器群であり，もう一つは東地区の第 8・9層遺物包含層と土器溜り，ならびにC11・12区に検出

した土壊群とその出土土器・石器群である。この両者の相違は遺構の概説のところでも記したよ

うに，立地条件の違いによるものである。つまり，調査地を西から東へと見てゆくと，自然流路

が立地するような低湿地から自然堤防上の安定地へという微地形の変化を見てとることができる

のであり，この変化に対応して遺構・遺物が出土しているのである。

したがって，遺構・遺物の分析については，この相違を認識して行う必要があろう。なお，遺

物については，自然流路を中心とする西地区出土の遺物を西群，東地区出土の遺物を東群として

扱う。 （南）

縄 文土器観察表凡例

1 . この観察表は今回出土した縄文晩期刻目貼付凸帯文土器群のうち，微細片およ

び不明品の一部を除き，口縁部と底部および胴部の一部について記述したもので

ある。

2. 出土地の関係から西群・東群に大別し，それぞれ深鉢形土器口縁部・胴部，底

部，浅鉢形土器，壷形土器，その他の順にまとめた。また各々は胎土 2種に分け

た。

3. 地区番号はA·C·D•E(地区番号なし）の各地区・地区番号を冠し，その

後に土器番号を付した。なお，この番号が遺物番号と対応している。

4. 層位の番号は，調査の層序番号である。ただし， E区は一括品であるので層位

番号を除いた。

5. 色調は，外面・内面のそれぞれで最も広範囲を占める色を記した。内外面同色

の場合は一つを表記した。

6. 焼成・胎土の項目のうち焼成についてはその程度を良好◎，やや軟〇，軟△に

分けた。また胎土については，素地土の粗密を密◎，やや粗〇，粗△で表わした。

7. 形態・技法の項目については器種・部位によって下記のような順序で記した。
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一深鉢形土器・ロ縁部・胴部一

形態分類。法量。口縁部形態。凸帯形態＜貼付位置分類・断面形（凸帯幅mm-

高さmm),凸帯上下面調整＞。刻目形態＜形分類（刻目幅mmー長さmm一個/cm)>。

器面調整。

※胴部の凸帯については下凸断面形とした。

一浅鉢形土器一

形態分類。法量。沈線形態＜条数+a条，沈線の形状，幅mm>。器面調整。

一底部一

形態分類。法量。器面調整。

なお，法量はcmである。

8. ススの付着，黒斑の有無，二次焼成など特記事項は備考にまとめた。

第 2節 西地区の自然流路と遺物出土状態

（第 12• 14·20図，図版第25• 26) 

西地区の自然流路についてその形状ならびに検出状態・遺物出土状態について説明する。なお，

土器・石器については第 3• 4節でまとめる。

1) 自然流路

a. 検出状況

A4区青灰色粘質土（第9層）上面において，西側への落込みの上端を検出した。そして，拡

張区およびE区を設け精査したところ，これはA4区から E区東部にかけて北東から南西方向に

位置する落込みの立ち上がり部分とわかった。この落込みは自然流路と認められるが，その幅・

深さなど，全体の規模については不明である（第12図）。以下，層位についての説明を行い，そ

の後，遺物出土状態を含めたこの自然流路の全体をまとめてみる。埋土中からは土器・石器が出

土したほか，炭化物や植物遺体が多くみられる部分もあり，一部の最下層では，流木を含む自然

遺物の堆積が認められた。

b. 層序

自然流路の埋土は下記のとおりである。層序の説明を加えながら，自然流路の形成の状況につ

いて概観してみる。なお，この層番号は第14~16図とも一致する。

・埋土最上層 自然流路をほぽ全面覆うように分布する。

9 a : 灰黄色粘質土…砂分やや多く，東方へ青味強い。

9b: 灰青色粘質土…粘性強い。 9iに比べ灰色味強い。

・凹部 l埋土層 A 3・4区にまたがるように幅約10m,厚さ約44cmの皿状で，埋土の中層9k 
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を基盤にして堆積する。

9 e : 灰黒色粘質土…砂分やや多い。

9 f : 暗灰青色粘質土•••上下層に比べ青味強い。

9 g : 暗灰色粘質土…粘性非常に強い。炭化物

の細片を含む。

9 h : 淡灰青色粘質土…炭化物を含むが，

に西側下部に炭化物が集中する。

とく

9 i : 暗灰茶色粘質土•• •砂分やや多く，炭化物

を多量に含む。刻目凸帯文土器片および

.!l 
A2からAl区に幅15.2m,厚 ：：： 

さ約40cmで皿状に堆積する。凹部 1と同様に埋土企

石器類（おもに石棒片）を多く含む。

・凹部2埋土層

中層gkを基盤とする。

9 C : 淡青灰色粘質土…炭化物の細片が部分的

に帯状に堆積する。粘性強い。

g d : 暗青灰色粘質土…炭化物の微細片を全体

に含む。

g j : 淡灰黒色粘質土

・埋土中層

・埋土最下層

凹部 1・2の基盤層。全体に分布す

るが，東側では第 9層を切るように堆積が始まり，

68cm~ 8cmと東側で厚く，西側で薄い。

Al区西端ではぼ消滅している。

・凹部3埋土層

とくに

9 k : 灰黒色粘質土…全体に炭化物の微細片を

含むが，東方へ行くほどその集中度は少

なくなる。

凹部 lのほぼ真下， A4区中央

付近から埋土下層 9Iを基盤に，西に向かって皿

状の堆積が始まる。 しかし，西半は未調査のため

E
9
く
く
↑
ー
一

全容は不明である。厚さ約44cm。

9m: 暗灰色砂層・・微粒砂が主体。

9 n : 黒灰色粘質土…炭化物を多く含む。

9 0 : 茶褐色粘質土…炭化物多く，粘性強い。

流木などの自然遺物の集積残存が顕著である。

e
o
o
.
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確認し得た範囲において，自然流
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路の基盤層10の直上に位置する。確認できる厚さ
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は約14~60cm。

9 I : 青灰色粘質土

なお，これについて下記の点を明記したい。

A4区中央付近の埋土最下層については， A1~3区の埋土最下層との連がりを確認できなかっ

た。とくにこの範囲の土層は自然流路以東に広く分布する第 9層と非常に似ているため，調査段

階では第9層として捉えていた。しかし，この土層が第9層を切って位置していた可能性も全く

否定はできない。この点は自然流路の形成期との関係において非常に重要な点であるが，今回の

調査においてはその判断を保留したい。

・自然流路基盤層 本遺跡の縄文晩期の基盤層でもある。

10: 青灰色砂層…微粒砂を主体。

A4区東側とA3区西側に落込みの両肩が確認できる。この落込みの幅は約14mで両肩の高さ

は海抜5m前後である。さらに，東側の落ちはA4区中央付近でさらに段をもって落込んでいる。

この部分の高さは海抜4m前後を測る。

さらにA3• 2区境界付近と Al区西端に落込みの両肩と思われる部分が認められた。前者の

ように明確ではないが，幅は約19m,両肩の高さは約 5mと前者と同様である。

2)まとめ

以上の層序の状況をもとに，この自然流路の形成から埋没までをまとめておく。

この自然流路は第10層上面の段階で少なくとも 2箇所の凹部をもっていたようである。その深

さはどちらも明らかではないが，東側の落込みの状態から，さらに50~100cm深いものと思われ

る。この基盤層の凹部地形はその後も影響し，上層の凹部 1• 3もほぼ同じ位置に存在している。

また，西側についても上層に凹部 2が位置しており同様である。そして，最上層の 9a・bによっ

てこの凹部は埋まっている。

この上・中・下 3 段階の凹部のうち，中・上の凹部（凹部 1• 3)の堆積をみると，両者とも

炭化物を多量に含む砂層や，また，茶色味を帯びる（植物遺体を含んでいるためか）層が互層に

なっている。とくに凹部 lの9i暗灰茶色粘質土からは縄文晩期後半期の遺物が出土しており，

この凹部が形成される段階では，比較的水の動きがあるものの，周囲の陸地化が進み，人の開発

が行われていたと考えられる。また，凹部3の最下層において，流木などが集積していることも

注目できる。一方，これらの凹部を覆う土層は，同様に 3段階に分かれる。基盤層を覆う 9I , 

中段階を覆う 9kと，そして，最上部を覆う最上層 9a• bである。とくに， 9I• 9 kは，一

部炭化物を含むものの，青灰～灰色を呈する粘質土で全体に均質である。これらはおそらく，停

留する水の下でゆっくり堆積していったものと思われる。

以上のように，自然流路の形成，埋没について，少なくとも 3段階に分けうることがわかった。

しかし，上段階を除くと，中・下段階に遺物は伴なわず，その時期について明確にすることはで

きなかった。また，前記のように，その形成段階についての層位的な検討も困難であり，いずれ
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（南）

第 3節 東地区の遺構と遺物出土状態

（第12•21~23図，第 3 表，図版第27~31) 

1)東地区土壊群

a. 土塘群周辺の状況

土壊群の記述の前に，土壊周辺の微地形・遺物の出土状態について触れておく。

この周辺は自然堤防上の安定地と思われ， D•A•C9~11 区を中心に比較的良好な状態で遺

物が出土した。この中には同一個体の土器や残存状態の良好な土器が集中して出土する場合があっ

た。その下部に土壊などの遺構を伴なう場合を除いて，これらの土器集中部を土器溜りとして捉
!) 

えた。

そして， D•A·Cll区のほぽ中央に南北方向で東へ緩やかに下がる落込みを検出した。この

落込みの高低差は約10~30cm程度で，北へ行くほど大きい。この落込みの形成については，周辺

が自然堤防上の安定地から西へ向かって下がっていく地点に位置しているところから，小河川や洪

水の流れによって削平された結果によるものであろう。ちなみに， D区北東隅に位置する落込2

は，同様な流路の凹部の一部であると思われるが，両者の関連は不明である。なお，この落込 2

の上層では弥生中・後期の落込 3がほぼ同位置にある。

b. 検出状況

Cll ・ 12区の第 8• 9層，東側への落込みより東側において， 12基の土壊を検出した（第21図・

第3表）。これらの土壊の検出状況は，第8層を掘り下げている段階で，その下部と第 9層上面

とでそれぞれ確認した。しかし，もともと同一

面で存在していたが，調査方法の問題で検出状

態が異なった可能性もある。しかし，上・下層

両者の土壊群の底部の高さをみると，それぞれ

がよく似た値であることや，両グループの分布

が規則的であることから，上・下層 2段階に分

けうると考える。ただし，その検出面が第 8 • 

9層に含まれることは確かであったが，それを

明確に特定することはできなかった。

以上の点から，この土壊群を上層土壊群と下

層土壊群に分け，それぞれ説明を行う。

c. 上層土壊群

土壊名

101 

102 

103 

104 

105 

106 

107 

108 

109 

110 

111 

112 

第 3表東地区土壊一覧表（縄文）
［単位： cm,()内：標高m]

地区 平面形 長さ幅深さ（標高）

C 11 不定形 88 50 20 (5 .454) 
C 11 円形 40 33 9 (5.528) 
C 11 円形 35 35 7 (5.575) 
C 12 円形 25 22 21 (5.504) 
C 12 円形 38 35 23 (5.472) 
C 12 円形 35 30 28 (5 .423) 

C 11 楕円形 43 33 8 (5,341) 

C 12 円形 55 54 16 (5.259) 

C 11 楕円形 54 40 9 (5.282) 

C 11 楕円形 23 19 13 (5.281) 
C 11 楕円形 30 19 8 (5.335) 
C 11 楕円形 67 46 15 (5,271) 

土壊101~106。 東への落込み肩部から Cll・12区の北～東部にかけて，下層土壊群をとり囲

むように 6基の土壊が位置する。平面不定形の土壊101を除いて他は直径20~40cmの円形の土壊

である。検出面の高さは 5m60~70cmで，ほぼ第 8層の上面にあたると思われる。埋土は暗青灰
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色で炭化物を含む例が多い。

d. 下層土壊群

土壊107~112。上層土壊群に囲まれるように， C11• 12区境界付近を中心に 6基の土壊が位

置する。平面楕円形の例が多く，大きさも長さ23~67cmと差がある。検出面の高さは 5m40cm前

後で，第9層上面にあたる。埋土は上層と同様に暗灰青色粘質土で炭化物を多く含む。

土壊107から土器底部 2 点（第38図31• 32), 土壊108から土器片が出土した他，土壊112の

＾ 埋土から水洗選別によって炭化米 2粒が出土した。な

お，これについては下記にまとめておく。

2)土壊埋土の水洗選別

a. 土壊112出土の炭化米

東地区土壊群のうち土壊112の埋土の水洗選別作業に

よって， 2粒の炭化米と可能性のある資料2粒，計4粒

を検出した2)(図版第58下5)。

これらの詳細については別の機会に譲らざるを得ない

状態であるが，水洗選別の作業内容などについて報告し

ておく。

b. 水洗選別の方法

縄文晩期土壊群，自然流路および弥生中～後期の一部

の土壊の埋土には，炭化物・自然遺物の残存が認められ

た。そして，とくにその状態が良好な例に限って埋土を

採取し，水洗選別を行い，内容物の調査を企図した。

しかし，調査終了後の種々の事情によってその作業を

行えず，資料についてはそのままの状態で保存していた。

そして今回の報告書をまとめるにあたり，もっとも炭化

物等の残存状態のよい縄文晩期の一部の土壊と自然流路

の埋土の一部を対称に下記の方法による水洗選別を行っ

た。

(1)埋土に水を加え，水面に浮く資料を採取。

50cm 

第22図土器溜り 9• 10実測図

上： 9. 下： 10 

(2)小石などが含まれる場合， 4mm目フルイに通しこれを除去する。

(3)埋土を 2mm目フルイに通し，残留物の選別を行う。

(4)さらに埋土を 1mm目フルイに通し，残留物の選別を行う。なお，

この段階でフルイを通過した埋土については除外した。

以上の方法でもって選別した炭化物等は，その形状・種類によって分 I I 
0 20cm 

＼
 

別したが，それらの同定作業については未了である。別の機会にその報 第23図

告を行いたい。 （松村）
土器溜り 6実測図
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3)土器溜り

遺物包含層中より 7箇所について土器溜り（第21~23図）として取り上げた。このうちもっと

もまとまりの良い土器溜り 9• 10について説明を加える。なお，土器については後に譲る。

a. 土器溜り 9(第22図上）

All区の東側への落込みの肩部で検出した。ほぼ完形の胎土A深鉢形土器（第32図 2)が，こ

の傾斜に沿うようにまとまって出土した。土器の大きさからみて，土器棺であった可能性が高い。

b. 土器溜り10(第22図下）

土器溜り 9の南側にほぽ同じような状態で出土した。底部を欠く胎土B深鉢形土器（第35図）

で，土器溜り 9と同様に土器棺として用いられていたものか。

4)まとめ

以上の結果を踏まえて，土壊群の性格について若干まとめておく。前記のようにこれらの土壊

群が上・下層 2段階に分かれ，その分布状態をみると，下層土壊群を中心にして周囲に上層土壊

群が位置している。さらに，土器溜りもこの外周部に分布する。また，後節で説明する石器につ

いても， Cll区で比較的接近して出土した石皿・敲石をはじめ，いくつかの石器の出土をみた。

また，土壊内から炭化米が出土したことも注目できる。このような状況は，この周辺が立地的に

比較的安定している東地区の中でも特に集落と関係の深い地域であるといえる。なお，この点に

ついては，土器類の検討を行う時に再び触れることにする。 （南）

第 4節土器（第24~40図，第 4~7表，図版第37~46)

本節では，東西両地区より出土した縄文晩期の土器について説明を加える。なお，まず土器の

分類に関する記述を行ってから，西群・東群の順でそれぞれ解説することにする。

1) 土器の分類（第24図）

今回出土した縄文土器は，すべて縄文晩期後半に比定される刻目凸帯文土器である。当該期の

土器の器種構成は，縄文土器の組成において主体をなす深鉢形土器と浅鉢形土器，それにわずか

な壷形土器を加えたものである。そして，今回の調査でも同様の器種が認められている。

以下，それぞれの器種について器形その他によって第24図のように分類を行った。なお，底部

についてもその形態によって分類している。

a. 深鉢形土器の分類

・器形による分類

口縁部のみに凸帯を貼付ける I類と胴部にも凸帯を貼付ける II類に分け，さらにそれぞれを器

形によって下記のごとく分類した。

a 1類・・・頸部で外反，胴部との境界付近で角度をもって屈曲するもの。
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深鉢形土器 I I 

＼ 
a1 a2 b3 b4 b5 

浅鉢形土器

_/, /.7ノ V.
凸帯の位置 凸帯の形

~tt:t 『『『『『\一 ー下三 上二台円 1 底部

第24図土器分類模式図

a 2類…胴部から頸部にかけてS字状にゆるやかな屈曲部をもつ。胴部最大径付近より上に胴

部凸帯をもつ例が多く，全体にずんぐりしている。

b 3類…胴部付近に最大径があり，内湾気味にゆるやかな曲線を描きながら立ち上がるもの。

b4類… b3類の同様の立ち上がりから，口縁部にかけて強く内湾するもの。

b 5類…口縁部に向かって底部から直線的に外向していくもの。

・ロ縁部凸帯の位置による分類

さらに，口縁部凸帯の位置による分類を行った。これは，この時期の土器編年が，家根祥多氏

の口縁部凸帯の位置と形態による分類をもとに行った一連の分析によって，滋賀里IV→船橋

→長原という順列が呈示されている（家根1983)のを踏えたからである。

以下のように分類する。

A…口縁端部より下がって凸帯を貼付けるもの。

B・・・ロ縁端部に接っして凸帯を貼付けるもの。

C・・・ロ縁端部にかぶるように凸帯を貼付けるもの。

D…口縁端に接するが，下方に長く垂れ下がるの凸帯を貼付けるもの。

・胴部の分類

基本的に Il類ないし I類のうち，器形の判別が可能な胴・頸部の境界の明らかなものを対称と

した。従って分類名は器形の分類である。



42 第 4節土器

b. 浅鉢形土器の分類

・形態による分類

I類・・・頸部が屈曲するもの。

II類…皿形のもの。なお，内面に沈線があるものを IIa , ないものをIIbとした。

III類…椀形のもの

c. 壷形土器の分類

・大きさによる分類

A…大形品 B・・・小形品

d. 底部の分類

・形態による分類

I類…底部外縁が外へ張り出し，逆台形状によるもの。

II類…外周面が垂直で高いもの。ただし，小形品をIIa, 大形品をIIbとする。

皿類…ほとんど外周がなく，底面から囲に内湾気味に立ち上がってゆくもの。

IV類…低く広い底部をもつもの。

e. 胎土による分類

出土土器群を検討する中でもっとも特徴的な点は，いわゆる『生駒西麓産の胎土』をもつ土器

群が占める率が非常に高いということであった。したがって，この胎土に関して，生駒系のもの

を胎土B, それ以外のものを胎土Aとして分類し検討を加える。なお，生駒系の胎土についての

選別については肉眼観察によったが，そのいくつかについては胎土分析を行った。これについて

は第 7章に報告している。

2)西群の土器（第25~31図，第4~7表）

西群はA1~5区およびE区より出土したもので，自然流路の凹部 lないし凹部 2に含まれて

いた。したがって層位的検討から一括資料として取り扱う。そして出土総量は遺物用コンテナ約

20箱であったが，このうち分析の対称とする土器は第 4表のとおりである。

第 4表器種構成表（縄文）（ゴヂック数字：％）

器地区 西 群 東 群

部位 口縁部 胴 部 底 部 口縁部 胴 部 底 部
種胎士 A Bi小計 A B I小計 A Bl小計 A Bi小計 A Bj小計 A BI小計

深鉢 41 61 102 25 66 91 9 33 42 12 27 : 39 9 19 28 5 16 : 21 
86.5 90.8 

浅鉢 13 

゜
13 3 

゜
3 1 1 2 3 

゜
3 

11.0 4.6 

壷 ゜
3 3 1 1 2 

゜
2 2 

2.5 4.6 

不明
5 

゜
5 

： ： ： 
54 64 : 118 33 66 99 g 33 ! 42 14 29 : 43 12 21 ! 33 5 16 : 21 

45.8 54.2 :100 ： 32.6 67.4 I 100 
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a. 器種構成と胎土構成

分析する口縁部は118点を数える。これによる器種構成（第 4表）は，深鉢形土器86.5%,浅

鉢形土器11.0%,壷形土器2.5%となる。

さらに胎土の分類を加えてみる。深鉢形土器では胎土A•B の比率がほぼ 4 : 6になる。これ

は胎土Bの比率が非常に高いといえる。一方，浅鉢形土器と壷形土器についてみると，浅鉢がす

べて胎土Aにあるのに対して，壷ではわずか 3点ではあるが，すべて胎土Bであり注目できる。

なお，胴部については，とくに深鉢形土器の口縁部の率に比べるとさらに胎土Aの率が低下し

ている。この胴部の抽出が凸帯のある資料と胴部に調整変化がみられる資料にとどめており，そ

の際の見落しのせいかもしれない。また，底部についても27.2%と低下している。

以下，深鉢形土器から順に具体的な説明を行う。

b. 深鉢形土器（第25~30図，第 5表）

口縁部凸帯貼付け位置による分類および胴部を含めた器形分類を胎土A•B それぞれに行い分

析した。

◎胎土A深鉢形土器群

一口縁部凸帯貼付け位置による分類一

• 口縁凸A類（第25図， 1 ~19) 19点と本群中の約半数を占める。 1• 2は口縁端に刻目があ

り滋賀里Wに含まれる。 6も口縁端に線状の刻目が施されていた可能性がある。

大方が外反する口縁部をもつが，一部内湾気味の例もある (3·15• 19)。口縁端部の処

理は丸く収めるものが多いが，面取りするもの(1~3),尖るもの(4• 7• 18)もある。

なお， 15·16• 18は小形品であろう。

• 口縁凸B類(20~34) 16点， 39.0%を占めるが細片・詳細不明品が多い。口縁端は尖るもの

がほとんどで，外反するが，内湾するものも多く小形品かもしれない(26~29)。また， 30

は断面観察すると貼付け凸帯ではなく，口縁より一段下の粘土紐の上端を外へ出してこれを

凸帯にしたもののように思える。

• 口縁凸 c類（なし）

• 口縁凸D類(35~40) 本群をもっとも特徴づける類である。いずれも強く外反する口縁部と

口縁内面の強い横ナデ，下方に押し拡げた垂れ下り三角形の凸帯をもっている。 39は，一条

凸帯でゆるやかに屈曲する Ia 2類に含まれるものである。

一器形による分類一

・I a 2類（第25図39) 1点。

• II a 1類（第30図35・36) 3点。

• II a 2類(29~34・37) 7 点。 32• 33およびa1の35の3点のように強い横ナデによる下三

角形の凸帯をもつ深鉢の口縁は凸Dになると思われる。その他のものについてはいずれもず

んぐりした形になるものであろう。また， 31・37には頸部に沈線による文様が施されていた

ようだ。
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◎胎土B深鉢形土器群

ーロ縁部凸帯貼付け位置による分類一

・ロ縁凸A類（第26図 1• 第28図 1~ 6) 7点。第26図 lは，比較的丁寧に調整された口縁端

からわずかに下がった位置に断面三角形の凸帯が巡る。屈曲部がS字状のIIa 2類である。

器高に対して胴径が大きく全体にずんぐりした感がある。また，器壁も厚い。その他は細片

が多いが，大方の口縁端は丸～尖。刻目のない小形品が目立つ（第28図4~ 6)。

・ロ縁凸 B類（第26図 2• 3 , 第27図 1• 2 , 第28図7~26• 28~31• 33• 34·36~38• 40~51• 

53・54) 61点中47点， 77.0形と主体を占める。このうち第28図 7• 8• 20~22·25• 48が

小形品と思われる。

器形のわかるもののうち 第26図 2• 3は比較的大きく外反する口縁をもち屈曲部も明瞭であ

る。他に外反する口縁をもつものが18点ある。一方，第27図 1・2は尖った口縁端部をもち，

頸部は内湾からゆるやかに直口し，口縁部でわずかに外反する。このように内湾気味にゆる

やかに立ち上がってきた口縁部がわずかに外反ないし内傾する例は多く 25点を数える。この

うち 2と第28図34が外面上半に縦方向のナデ調整（板状工具）を行う。

• 口縁凸C類（第27図3,第28図27·32·35·39·52• 55) 7点11.5%を占める。第27図3は

ゆるやかな屈曲部とほば直立する口縁をもつ。すべて内湾から直口するタイプで，刻目のな

いものが3点ある(39・52・55)。

・ロ縁凸 D類（なし）

一器形による分類一

• I a 2類（第29図 1) 沈線が巡る。

• II a 1類（第26図3,第29図 6• 12) 5点。

• II a 2類（第26図 1'第27図 1~ 3, 第29図3~ 5・7 ~ 9·19~21• 23~26) 12点。

•IIIb3~4 類（第29図22•27•28, 第30図 1~ 3) 7点。

c. 浅鉢形土器（第40図，第 6表）

口縁部13点，胴部3点の計16点出土した。すべて胎土Aである。形態によって以下に分類した。

• I 類（第40図11 ・ 12•14•15) 屈曲部に沈線をもつ胴部片 2点を含め 4点出土した。このう

ち11は口縁外面真下に沈線が巡る。

• II類(1~ 9) 内面に沈線のあるもの 5点(1~ 5)と無文のもの 4点(6~9), 計 9点

出土した。

• III 類(10• 13) 10は細片のため明確ではないが椀形を呈するようだ。 13は浮線文系の浅鉢で

ある。

d. 壷形土器（第28図，第 6表）

口縁部が 3 点ある（第28図 9• 56・57)。いずれも胎土Bである。 9は口径10cm前後の小形壷

である。なお，後記するような凸帯をもつ壷については，破片の場合深鉢の口縁部との分離が難

かしい。したがって深鉢としているものの中に壷が含まれている可能性は高い。
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9 は口径10cm前後の小形壷であろうか。 56• 57は大形壷と思われるが，器面の荒れが著るしく

詳細は不明である。また，第40図16は小形壷の肩部の可能性もある。 20は凸帯文土器と伴出した

弥生式土器である。これについては後節で述べる。

e. 不明土器（第40図）

3点ある（第40図17~19)。いずれも沈線をもつ。 17は壷形土器の頸部であろうか，三条の沈

線が併行する。 19は四条の沈線があるが不揃いである。 18は沈線が交錯する。

f. 底部（第31図，第 7表）

形態と胎土A•B によって以下のように分類した。

．胎土AII b類（第31図33) 1点のみ。

．胎土Aill類(36) 1点。底面近くまで横方向のケズリで調整。

・胎土AIV類(32·34• 35• 37~39) 7点あり，本群中77.8%を占める。このうち38・39は内

外面丁寧なミガキで調整されており浅鉢の底部と思われる。 34・38を典型とする。

・胎土B I 類(1• 2·3·13• 14·16·19• 21• 22• 24・26) 12点あり，本群中の36.3%を

占め， IIb 類とともに主体をなす。 13• 26はこの類の典型である。

・胎土BII a 類(4·5·9• 20) 4点ある。いずれも小さい底部からほぼ直に立ち上がる胴

部をもつ。

．胎土BII b類(6~ 8• 10~ 12• 15• 18• 23・25・30・31) 13点あり 39.4% を占める。 23•

31をこの類の典型とする。このうち 6~8は小形品の底部と思われ， IIa類とすべきものか

もしれない。

．胎土 BIV類(17• 27~29) 4点のみである。

3)東群の土器 （第32~40図，第 4~7表）

東群はA6 ~12 区， C·D区の第 8• 9層から出土したものである。総量は遺物用コンテナ約

10箱であるが，今回分析の対称とする土器は第4表のとおりである。

a. 器種構成と胎土構成

分析する資料のうち口縁部43点による器種構成は，深鉢形土器90.7%,浅鉢形土器4.7%,壷

形土器4.7%となる。

また，胎土A•Bの比率については，口縁部で胎土Al4点32.5鬼胎土B29点67.5% となり，

西群の 4: 6よりもさらに胎土Bの率が高くなっていることが指摘できる。ちなみに胴部での胎

土A•B は， 36.4% と 63.6%になりほぼ同じであるが，底部での胎土A•B は20% と80% となり，

西群と同様胎土Bの率が高くなる。

b. 深鉢形土器（第32~37図，第 5表）

◎胎土A深鉢形土器群

一口縁部凸帯貼付け位置による分類一―

• 口縁凸A類（第32図2,第33図 1• 2 , 第34図1・3~6) 8点あり，本群の66.7%と主体
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第5表 深鉢形土器口縁部凸帯の形態と器形関係表 ［（）内数字 ：小形品の数量．（）内数字： %] 

西 群 東 群
部 分 胎土 A 胎土 B 胎土 A 胎土 B

位 類 点数・形器形一点数 点数・％ 器形一点数 点数・先器形一点数 点数・％ 器形一点数

19(46 .4) 7(11.5) Ila 2-1 8(66.7) Ia2- (1) 3(11.1) 
A 〔3) Ib3- (2〕

ロ Ila 2 - 1 

16(39 .0) 47(77 .0) Ila 1-1 1(8.3) 20(74.1) Ib3- 〔l〕
縁 B Ila 2-2 〔l〕 〔l〕 Ila 2 - 1 

Ilb 3 - 1 

部 C 7(11.5) Ila 2-1 2(7.4) 

D 6(14.6) Ia 2-1 3(25.0) Ia 1- 〔l〕 2(7.4) 

計 41 61 12 〔む 勿〔1〕

I 1 (1.5) 

胴 Ila 10(28.6) a 1-3 25(37 .9) a 1-3 3(33.3) a 1 -1 9(47.4) a I -5 
a 2-7 a 2-8 a2-2 a 2-2 

部 b 7(10 .6) b3-7 2(10 .5) b3-2 

B 25(71.4) 33(50 .0) 6(66.7) 8(42.1) 

計 35 66 ， 19 

を占める。このうち 3 点（第33図 1• 2 , 第34図 1)が一条凸帯の小形品である。とくに

第33図 1・2はb3類でほぼ同様の器形・大きさで，口縁端部と凸帯に細かな刻目を部分

的施している。一方第32図 2は土器溜り 9出土の大形の深鉢である。 S字状に屈曲する器

形で，やや尖り気味の口縁からわずかに下がって断面台形の凸帯が巡る。

この他は， b4類的に内湾するもの（第34図4・5), ほぽ直立する口縁のもの (3• 6) 

がある。

・ロ縁凸B類（第33図3) 一条凸帯の小形品 1点のみである。 b3類的器形をもち，口縁端・

凸帯に細かな刻目をもつ。

・ロ縁凸c類 （なし）

・ロ縁凸D類 （第34図 2•7•8) 3点， 25%を占める。西群の同類に比べ小形化するとと

もに，凸帯の垂れ下がりが弱い。しかし，口縁内面の強い横ナデ，口縁の外反度は高い。

一器形による分類一

• I a 2類 （第34図 1) 小形品 1点。

• II a 1類（第34図 8, 第38図10) 2点。

• II a 2類（第32図 2. 第34図 6) 2点。

• I 3類 （第33 図 1• 2) 小形品 2点。

• I 4類 （第33図 3) 小形品 1点。

◎胎土B深鉢形土器群

一口縁部凸帯貼付け位置による分類一

• 口縁凸A類（第37図 1~ 3) 3点あり，本群の11.1%を占める。いずれもほぼ直立する。 1
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は小形品であろう。 2• 3の口縁端部は比較的丁寧に調整している。

・ロ縁凸 B 類（第33図 4' 第35図，第36図 1•2•4·5, 第37図5~20) 20点あり，本群中

の主体を占め74%に達する。このうち小形品は第33図4をはじめ 4点ある（第37図16~18)。

第33図4は一条凸帯の小形品で，器形は b3 類である。第37図17• 18とも刻目はない。

その他については，大半が内湾気味にゆるやかに立ち上がる口縁をもつもの，疸立する

もので，外反するものは 1点（第37図6)のみである。 7は胴部上半に横方向の条痕が残

り， 8の胴部上半は縦方向のナデ調整である。

・ロ縁凸c類（第36図3'第37図4) 2点のみである。 3は内湾気味から直立する口縁部に低

い凸帯をもつもので，外面に縦方向の調整痕が残る。 4は刻目のない一条凸帯a2類であ

る。

• 口縁凸D類（第34図9'第37図5) 2点ある。外反する口縁，やや垂れ下がりの凸帯をもつ。

一器形による分類一

• I b 3類（第33図4) 1点。小形品。

• II a 1 類（第37 図21• 22• 25~27) 胴部片 5点。

• II a 2類（第36図5,第37図28• 29) 胴部片 2点含む 3点。

• II b 3 類（第35図，第38図 1• 2) 第35図は土器溜り 10出土の完形品である。比較的小さく

やや上げ底気味の底部から内湾気味にゆるやかに立ち上がり，口縁部でわずかに外反する。

胴部付近に最大径がある。 IIb 3 類の典型である。また，第38図 1• 2はb4類になるも

のかもしれない。

c. 浅鉢形土器（第40図，第 6表）

口縁部 2点，胴部3点の計5点出土した。

・胎土AI類（第40図21) 口～頸，頸～胴各境目に

沈線をもつ大形の浅鉢である。

・胎土A ill 類(22• 23) 外面に数条の沈線をもつ椀

形浅鉢である。

・胎土Bill類(24) 今回の調査の中で確認し得た唯一

の胎土B浅鉢口縁である。

d. 壷形土器（第40図，第6表）

口縁部 2点，胴部 2点を確認した。

第6表 浅鉢形土器・壷形土器分類別構成表
（丸付数字：胎土B)

器

ご
西群 東群

種 口縁部胴部 口縁部胴部

浅 I 2 2 1 
鉢 II a 2 
形 II b 5 
土 ill 2 1 ① 2 
器 不明 2 1 

計 13 3 l① 3 
壷 小形 ① 1 
形 大形 ② ① ① 

土 不明 ① 

器 計 ③ l① ② 

．胎土A小形壷（第40図25) 口縁直下と肩部に沈線が巡る。 26と同一個体と思われ図上復元し

た。浅鉢とも考えたが器高および沈線を壷の口頸，頸胴を画す沈線と捉え，壷形土器とし

た。

・胎土B大形壷（第32図 1) 口縁部に刻目凸帯を貼付ける大形品である。上半部の調整は横ナ

デ調整，内面は指頭圧痕が顕著であるなど深鉢との成形・調整技法に差はなく，破片での

壷の抽出は困難であろう。したがって器種構成の比率はこの点を考慮に入れておく必要が
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あろう。

・胎土 B小形壷（第40図26) 肩部の小片である。

．胎土B不明壷（第40図27) 肩部の破片と思われるが詳細は不明である。

e. 底部（第38図，第 7表）

形態と胎土A・Bによって以下のように分類した。

・胎土AIll 類（第38図32• 33) 2点。 第7表底部分類表 ［（）内： %] 

33を典型とする。 32は胎土BII 

b類の31とともに土壊107から

出土した。

・胎土AIV類（第38図30, 第40図25)

2点。このうち第40図25は小

形壷の底部としたものである。

＼叫=I コこ 呼

分ミ類 四 野
胎土 A 胎土 B

I 12 (36.4) 

II a 3 (9.1) 

II b 1 (11.1) 13 (39.4) 

III 1 (11,1) 

IV 7 (77.8) 4 (12.1) 

不明 1 (3.0) 

計 9 (100.0) 33 (100.0) 

東群のうち胎土Aの底部は不明品 1点を入れて 5点のみである。

東群

胎土 A 胎土 B
8 (50.0) 

5 (31.3) 

2 (40.0) 
2 (40.0) 3 (18.8) 
1 (20.0) 
5 (100.0) 16 (100.1) 

・胎土B I 類（第38図16• 17• 21~23• 26~28) 8 点あり，本群中の50% を占める。 16• 17• 

28をその典型とする

・胎土BII b 類(15• 18·24·25• 31) 5点ある。土壊107出土の31を典型とする。 15は小形

品の底部であろうか。

・胎土 BIV類(19•20•29) 3点のみ。

4)東群上層の土器（第39図）

東地区では第 8• 9層以外の土層および弥生以降の遺構に混在して出土する土器類があった。

深鉢形土器口縁部18点のうち，胎土A•B は 6 点・ 12点で東群の率とほぼ等しい。凸帯の分類

は，やはり同様に胎土Aでは凸Aと凸Dがあるのに対して胎土Bでは，凸Bが主体を占めている。

また胴部では胎土Aは少なく，一条凸帯の胴部(17)と細片の 2点のみである。胎土Bのうち32

は頸部でするどく屈曲するものであるが，刻目が直接施されている。

底部はすべて胎土Bであり， I類が目立つ。 38は浅鉢の底部であろうか。 （南）

第 5節 刻目凸帯文土器に伴出する弥生式土器

（第40図・図版第42)

該期の土器は極めて少量であり，各遺物の残存状態も良好とは言えない。出土層位は第8~9

層であり，これは前述の縄文晩期後半の土器（刻目凸帯文土器）の遺物包含層と一致する。以下，

出土遺物の概述を行う。

第40図20は，頸胴部に段をもつ壷形土器である。段の成形法は，内傾接合による粘土の積み上

げを行い，胴部と頸部との変換点に指オサエ，ついで指ナデによる成形を行った後に，箆状工具
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でナデ調整を行っている。また，段下方（胴部側）には，接合時の指頭圧痕が見られ，同部位の

器面の凹凸が段の高底差を強調している感が強い。内面はゆるやかに湾曲し，＊加えて明瞭に接合

痕が看取されることは，成形時の調整の手順を裏付けるものである。外面はヘラミガキ，内面は

板状工具によるナデ調整を行っている。胎土は細粒砂に，数~3mm程度の小石がやや多く含まれ

ている。焼成は良好であり，色調は淡赤褐色を呈している。

C12区第8層より出土した29は，口縁部が『く」の字形に外反し，頸部にやや浅めで幅 2mmを

測る箆描沈線文を巡らした甕形土器である。外傾接合であり，器面は横ナデによる調整を行って

いる。胎土は細粒砂であり，焼成は良好である。色調は赤褐色を呈している。

D11区第 9層より出土した30は，蓋形土器であり，形態的に見て甕用のものと考えられる。内

外面ともに板状工具によるケズリ調整を行っている。胎土は微粒砂であり，焼成は二次焼成を受

けたためか，硬質である。色調は外面は灰黄色を呈するが，大部分に黒斑が付いている。内面は

黒褐色を呈しており，周縁部近くに若干ではあるがススの付着が見られる。

以上，弥生前期の土器について説明を行った。これらの遺物は，近畿地方第一様式古・中段階

の時期の範疇で捉えられるものと考えられる。 （澤山）

第 6節不明土製品（第41図，図版第58下）

今回，縄文晩期の土器・石器とともに不明土製品が 4点出土した（第41図）。このうち土偶の

可能性があるものが 3点ある。

1は土偶の左肩の部分と思われ，頭部・腕ならびに下半部は欠損している（網点部分）。胎土

Bによる。 E区出土。

2は土偶の足であろうか。かかとの部分と思われ，足先は欠損する。凹部になっている足裏お

よびかかと，くるぶしの部分はケズリ調整を行っている。胎土B, E区出土。

4はY字形の土偶であろうか。三方に断面方形の凸部が延びる。胎土A,A4区出土。

3は不明品である。ケズリによって凹部をなす面を下に，断面長方形の粘土を上方へ積み上げ

る。接合部は下へ拡げるように成形し，ナデ調整。一方の角近くに上下に約3cmの長さで幅約2

mmの沈線が残る。全体はスタンプ形になるが，前後・上部を欠損する（網点部分）。前部は粘土

接合から剥落したような凹部が残る。

以上，不明土製品について説明したが，土偶と思われるものが出土したことは注目できる。当

該期の土偶については大阪府長原遺跡（森ほか1983),京都府高倉宮下層遺跡（南1988)などか

ら出土例がある。晩期後半以来土偶の減少傾向が指摘される中，この諸例の検討は石棒の検討と

ともに急務であろう。 （南）
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第 7節 石器・石製品（第42~46図，第 8 表，図版第47• 48) 

1)はじめに

本遺跡からは，今回の調査において，縄文晩期と弥生中～後期の石器・石製品が出土した。そ

の点数は，第8表に示したように必ずしも多くはないが，縄文晩期では，石棒片が比較的まとまっ

て出土し，弥生では，磨製石剣や有溝石鍾などが少量ながら検出されるなど，既応の調査に新し
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い知見を加え，本遺跡の両文化における性格を考える上で重要な資料を含んでいる。まず，本節

では縄文晩期の石器について説明を行うことにし，弥生の石器については次章で説明する。

2)石器（第42~45図）

石器は，総数24点出土した。その内訳は，石皿 1点，敲石 8点，磨石 4点，磨製石斧 2点，楔

形石器7点，削器 1点，石器未製品 1点である（第 8表）。これらの分布についてみると， A4・ 

E 区およびA• C11~12区など，土器の出土とほぼ同様の傾向を示している。出土層位も第 8~

9層から出土しているが，土器類と同様にA4・E区周辺の自然流路埋土から出土した石器につ

いては，その正確な出土層位が不明の例が多く，層位による器種の偏りについての検討は難しい。

石器の素材となる石材には，多様なものがみられる。石皿には砂岩が，敲石・磨石には斑栃岩・

第8表石器・石製品一覧表（縄文）

［単位： cm, g. () : 破損品 層位の数字：第14~16図の層位番号と一致］

器 種 出土地区 出土層位 遺存状態 石 材 長さ 幅 厚さ 重さ 挿図番号

石皿 CII 8 完形 緑色砂岩 28.55 14.9 9. 85 5500 43 - I 
敲石 AlO 8上面 、元=- 形ノ 細粒質輝緑岩 10.5 5.9 4.6 470 42 - I 
敲石 E 完形 粗粒玄武岩 11.15 6. 05 3. 95 345 42 - 2 
敲石 Cll 6 ½ 片 斑栃岩 (9. 45) 9. 35 6. 45 737 42 - 3 
敲石 E ½ 欠 凝灰岩質砂岩 (9. 5) 5.3 4.1 255 42 - 4 
敲石 溝 5 埋土 一部片 斑栃岩 (5.85) (5.7) (4.3) 125 42 - 5 
敲石 C11 8 ¾ 欠 斑栃岩 (7.7) (6.45) (3.5) 220 42 - 6 
敲石 A4 流路埋土 ％欠 凝灰岩質砂岩 (5.6) 6. 65 2.1 99 42 - 7 
敲石 E ， 一部欠 流紋岩 10.0 (7.7) (3.3) 280 42 - 8 
磨製石斧 A4 ， 頭部片 輝緑岩 (8.2) (3.95) (5.5) 190 43 - 2 
磨製石斧 A3 流路埋土 刃部片 粗粒玄武岩 (7.9) 5.8 3.6 220 43 - 3 
楔形石器 E 完形 頁岩 2.2 3.5 0.7 5.4 44 - I 
楔形石器 Cl2 8 完形 サヌカイト 4.0 2.2 0.7 6 44 - 2 
楔形石器 凹部 1 埋土 完形 サヌカイト 3.25 2. 55 1. 05 8 44 - 3 
楔形石器 Cl2 8 ? 完形 サヌカイト 4.45 3.4 1. 65 23 44 - 4 
楔形石器 Cll ？ 完形 サヌカイト 3.2 1. 65 1. 75 10 44 - 5 
楔形石器 Cll 8 完形 サヌカイト 5.0 2. 55 2. 55 30 44 - 6 
楔形石器 A6 ？ 完形 サヌカイト 4.2 5.6 I.I 29 44 - 7 
削器 C 11 6 完形 頁岩 5.7 3.7 1.2 27 45 - I 
石器未製品 Cll ， 粘板岩 (9.55) (4.0) (0.8) 42 45 - 2 
石棒 All ， 破片 結晶片岩 (8. 55) 6.7 5.6 465 46 - 1 
石棒 A12 ， 破片 結晶片岩 (9.6) 7.2 5.8 660 46 - 2 
石棒 Cll 8 破片 結晶片岩 (7.9) 6. 95 5.7 478 46 - 3 
石棒 All 7 破片 結晶片岩 (7. 25) 6.7 (4.3) 270 46 - 4 
石棒 凹部 I 埋土 破片 結晶片岩 (15 .8) 6.2 (4.3) 590 46 - 5 
石棒 凹部 1 埋土 破片 結晶片岩 (11.55) (6.15) (4.0) 307 46 - 6 
石棒 ？ ？ 破片 結晶片岩 (6.9) (6.1) (2.4) 112 46 - 7 
石棒 凹部 1 9i 破片 結晶片岩 (7.8) (7.05) (3.2) 200 46 - 8 
石棒 ？ ？ 破片 結晶片岩 (8.85) (4.5) (2.2) 130 46 - 9 
石棒 A3 流路埋土 破片 結晶片岩 (7.2) (4.55) (2.7) 122 46 -10 
石棒 B11 10 破片 結晶片岩 (8.0) (3.9) (2.2) 88 46 -11 
石棒 cs 5 破片 結晶片岩 (10.0) (4.7) (2.0) 115 46 -12 
石棒 E 破片 結晶片岩 (10.0) (5.75) (2.6) 165 46 -13 

※ この他に磨石小片 4点，石棒小片 5点がある。
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砂岩が用いられる。特に，斑栃岩を素材とするものは，これまでの調査でも多く検出されており，

本遺跡における敲石・磨石の石材選択の一つの特徴として捉えることができよう。磨製石斧は，

2点共に火山岩系の石材が使用されている。

楔形石器には，主にきめが細かく青灰色を呈する良質のサヌカイトが用いられており， 1点の

み頁岩製のものが認められる。

削器は砂岩を用いており，おそらく石皿を製作した際の剥片を利用したものと思われる。

石器未製品としたものは，暗緑灰色の粘板岩を素材とする。

次に，器種ごとに形態的特徴を記していく。

a. 石皿（第43図 1)

1点のみ出土している。扁平な楕円形に近い砂岩の亜角礫を素材とし，それをほぼ長方形の平

面形を呈する板状に整形して利用している。細かい研磨などの整形は行わず，割り取られた面を

そのまま使用面としている。表・裏面ともによく使用された磨面となっている。長辺の一方の側

面には自然面が残される。第42図3の敲石とは，約160cmの距離を隔てて近接して出土しており，

これらの周辺の土壊群とも関連して，この出土状態は注意される。また，この石皿と同一母岩と

考えられる拳大程度の分割による剥離面を残す角礫片が10数点出土しており，これは，石皿がこ

の遺跡内で製作されたことを示すものといえよう。

b. 敲石・磨石（第42図 1~ 8) 
12点出土した。うち，敲石のみ8点を図示した。残り 4点は，全て敲打痕がみられない小片で，

一応磨石の破片としておく。なお，本稿では，楕円形の自然礫を素材とし，その周縁もしくは，

平坦な表・裏面に敲打痕を有するものを敲石，主に磨痕のみが残されるものを磨石と呼ぶ。

1は，握りやすい楕円礫の長軸両端を機能部として使用している。両端とも，敲打の集中によっ

て安定した使用面が形成されている。 2は，一方の平坦面に，敲打による浅い凹みが2箇所並ん

で残されている。 3は，前述したように石皿に近接して出土したもので，やや厚手・大形の斑栃

岩の亜円礫を用いている。破損しているが，残された周縁には，連続した敲打痕が認められ，そ

の周辺には磨痕がみられる。また，上部の平坦面には敲打の集中による凹みが中央に大きく残り，

他にも 2箇所の小さな敲打痕がある。 5~8は，いずれも，その平坦面，周縁の一部に敲打痕が

認められるものである。 8は小形ながら，台石と呼ぶべきものともいえる。なお， 5は弥生中期

の遺構である溝 5より出土しているが，その形態や，斑栃岩という石材の共通性から，縄文晩期

のものとしてここに含めた。

c. 磨製石斧（第43図， 2・3) 

2点認められた。 2は刃部と上半の約3分の 1を欠失する。断面形が概ね正円形を呈すること

から，乳棒状石斧の頭部片と考えられる。 3は，刃部の破片であり，全体の約2分の 1が残る。

刃部端には使用時の細かい刃こぼれが認められ，刃部周辺には両面に顕著な擦痕が観察される。

d. 楔形石器（第44図 1~ 7) 

7点出土している。 Cll・12区からの出土が多い。 1は，唯一頁岩製である。周縁につぶれ状
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の小剥離が多く認められるものの，裁断

面，切断面は認められず，完形である。

2• 3は，共に一方の側縁に裁断面の残

るものである。 7は， 1~3と同様に扁

平で長方形の平面形を呈する形態ながら，

非常に大形である。 4・6は， 1 ~ 3• 

7と同様に一対の相対する側縁に，両極

打法によると思われるつぶれ状の小剥離

が多く存在し，戟断面も有しているが，

著しく厚手の一群である。やはり，厚手

で全面が裁断面ないしは折断面状となっ

ている 5と共に，前述の小形の一群とは

やや異なる様相を呈している。これらは，

ある一面から捉えるならば，石核として

も考えることができるといえよう。しか

し，本遺跡内においては，これらから生

じたと考えられる剥片がごく数点しか出

土していないため， 5も含めて楔形石器

として考えておきたい。

e. 削器（第45図 1)

1点のみ出土した。前述したように，

石皿製作時に生じた剥片を素材とする。

縦長の剥片を用いており，左側縁に残る

小剥離は刃こぼれ状のものではなく，小

さく不安定ながらも削器の刃部形成を意

図した調整加工であるといえよう。

f. 石器未製品（第45図 2)

周縁からの不規則な剥離によって，整

形されつつある粘板岩の剥片である。石

器の器種は特定し得ない。

゜
20cm 

ロ

□。

3
 
10cm 

第43図石器実測図・ 2(縄文）

石皿・磨製石斧

3)石製品（第46図）

本遺跡出土の該期の石製品として石棒

がある。総数は，小片も含めて18点あり，

うち13点を図示した。石材は，全て結晶
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片岩を用いている点が注意される。分布は， E区およびA3• 4区， All・12, Cll区など，先

述した該期の土器・石器の分布と同様の様相を示す。

形態は，断面形が正円に近い楕円形を呈し，長径は 7~8cmを測るものが多い。 1~4は，大

根のぶつ切り状に折損して出土している。 5 ~11も同様の断片であり，これらはさらに節理面に

よっても折損している。 12・13は，末端の形状を示すものと思われ， この 2点をみる限りでは，

装飾的な加工はなかったと考えられる。なお， 13には、敲打痕と思われる凹みがあり，敲石に転

用されていたと考えられる。断面形が他に比して扁平なのはそのためか。なお，同様の転用例は，

大阪市長原遺跡（森•松尾・山中1983) においても認められる。

゜
5cm 

（大下）

乙ー一一
2
 

第45図 石器実測図.4 (縄文） 1 : 削器， 2: 石器未製品

第 8節 小 結

本章の小結として，土器・石器について簡単にまとめておく。

1) 土器類について

今回出土した西群・東群の刻目凸帯文土群について，両群を比較検討した結果を各々分析項目

ごとに列挙しながら以下まとめてみる。

a. 胎土について

胎土A・Bの比率が西群では 4: 6であるのに対して，東群では 3: 7近くになっており，胎

土Bの割合の増加が窺える。

b. 器種構成

深鉢・浅鉢・ 壷の率は，西群86.4%• 11.0形・ 2.5%に対して東群90.7%・4.7%・4.7%と
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なり，東群での浅鉢形土器の減少を指摘することができる。

そして，胎土A•B それぞれでの構成をみると，西群胎土Aでは深鉢・浅鉢で75.9%·24.1%

となるのに対して，胎土Bでは浅鉢はなく深鉢・壷で95.3%・4.7%となり，胎土による器種構

成の偏りが明らかであった。一方，東群をみると，胎土Aでは深鉢・浅鉢・壷が85.7%・7.1%・

7.1%となり，胎土Aの中でも浅鉢の減少が指摘できる。また，胎土Bでは深鉢・浅鉢・壷が

93.1%・3.4%・3.4%となる。

東群における器種の偏りは明瞭ではないが，胎土Aの壷が浅鉢との中間形態的であることなど，

やはり胎土差による器種構成の違いを窺うことができる。

さらに東群の特徴の一つとして，小形一条凸帯深鉢a2• b 3類の資料がある。この小形深鉢

は東群深鉢全体の12.8%, とくに胎土Aでは 4点33.3%にも達する。そして東群全器種の中でも

浅鉢・壷を凌ぎ11.7%を占める。つまり，東群での胎土A減少化傾向の中において，これら小形

一条凸帯深鉢の存在が目を引く。また，この中には口縁端に刻目をもつものがあり注目される。

c. 深鉢形土器の器形変化

全体に器形の明らかなものが少なく，数量的な検討が不十分であったが，口縁部の外反傾向と

胎土との関係における西・東群の差異について，いくつか傾向を見てとることができる。

口縁外反度については，頸・胴部屈曲タイプ(a類）とのかかわりがあるが，屈曲するものが

必ず外反するかといえば，そうでないものもあり，とくに胴部片のみでの判断は難しい。したがっ

て，口縁部片のみでみると西群においては，胎土Aを中心に口縁外反するものが多い。一方，東

群では，外反するものは少なく，内湾から直ロタイプが大半を占める。また，器形と胎土A•B

との関係については，器形IIb 3類がすべて胎土Bであることが注目できる。このタイプはいわ

ゆる『長原式』の典型のものであろう。

d. 口縁部凸帯貼付け位置と形態について（図版第45)

今回もっとも胎土A•Bの差異を認めうる点である。

西群胎土A における口縁部凸帯各類の構成は，凸A46.4%• 凸 B39.0%• 凸D14.6%の順とな

り，凸Cはない。胎土Bでは，凸B77.0%• 凸 All.5%• 凸Cll.5%となり，凸Dはない。

東群胎土Aでは，凸A66.7%• 凸 B8.3%• 凸D25.0%となり，西群の場合と比べると，凸 B

の率が低いものの凸Cがないことなど全体として同じ傾向にある。胎土 Bでは，凸 B74.1%・

凸All.I%・ 凸C7.4%・ 凸D7.4%となり，凸Dが 1点含まれるもののほとんど西群の場合と

同じである。

このように胎土A•B の中で凸帯分類を行うと，主体は胎土Aで凸A·D, 胎土Bで凸Bおよ

びC・Aとなる。つまり，胎土Aには凸Cが，胎土Bには凸Dがないことも考え合わせると，胎

土A深鉢の口縁部は凸A• D, 胎土B深鉢の口縁部は凸B・Cで特徴づけられると言えよう。

そして，各類の構成においては，西群と東群との間に明確な差を見出すことはできない。

e. 浅鉢形土器について（図版第46)

西群に対して東群において浅鉢が減少することはすでに記した。さらに西群・東群それぞれで
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の浅鉢の内容についてみると，下記のようにまとめることができる。

① 西群において，浅鉢はすべて胎土Aであり，その構成は，肩部が屈曲するもの(I類）がわ

ずかで主体は椀皿形を呈している。

② 東群では浅鉢が激減する。したがってその内容は明らかではないが，肩部で屈曲する I類は

なく椀皿形が主流と思われる。また，大形で口縁外反の浅鉢や壷との中間的なものもある。

胎土Aが大半である。

f. 壷形土器について

小形・大形 2種類の壷のうち口縁部に凸帯が巡る大形壷については，前記したように深鉢口縁

の中に混じっている可能性が高い。したがって東群の器種構成における壷の比率の増加について

は多少の違いはあるかもしれないが，浅鉢の場合と反対に，ほとんどが胎土Bであること，大形

壷が存在することを指摘することができる。

9. 底部について（図版第43• 44) 

底部についても胎土A・Bによる形態差を指摘できる。胎土AではW類が主体であり西群胎土

A中77.8%,東群胎土A中40.0%を占める。一方，胎土Bでは I・II類が主体となり，西群胎土

B 中36.4%• 48.5%, 東群胎土 B 中50.0%• 31.3% となり， I• II類を合わせると 8割以上にな

る。また，胎土Aの主体であるW類が 1~ 2割含まれていることも注目できる。

そして，胎土Aには I類が，胎土BにはW類が認められないことも考え合わせると，胎土A.

Bと形態との相関関係が明白である。

ところで，底部は土器製作技法3)との関連で注意される部分である。本報告ではその点につい

て述べるまでに至らなかったが，底部の製作技法を想定しうる個体について検討を行ったので若

干の説明を加えておく（図版第43• 44)。

これによれば，胎土Bの底部については形態の差があれども製作技法は同一であると判断でき

た。その順番は下記に示すとおりである。

①ドーナッ状の粘土の輪をつくる。底部外周部となる。

②内底面，見こみ部分になる円盤状の粘土を接合。これを基に胴部を組み上げていく。

③最後に外底面の凹部（①粘土輪の凹部）に粘土を充填する。

なお，大方の底部の外周面は，胴部の縦方向のケズリ調整が行われた後に，ナデ・オサエなど

によって整えられている。また，底部外周から胴部にかけて下から上への強いナデ（棒状工具

によりミガキ状になる）をもつものがあるが，これらの調整は恐らく外底面の粘土充填時に行

われたものと思われる。

なお，胎土A底部については資料が少なく，今後の課題としたい。

以上，各分析項目ごとに西・東群の比較検討を行いながらまとめてみた。そしてその結果，ま
4) 

ず，西群・東群の関係を浅鉢の減少・形態変化から，時間的前後関係に置くことがもっとも妥

当であると判断する。次に，胎土A・Bの関係であるが，西群から東群へと移る時間的側面で検

討されるべき問題と土器の形態との関係，つまり地域性の側面から検討すべき問題とが相互に関
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連していると理解できる。これらについては考察において再度触れることにする。 （南）

2)石器・石製品について

a. 石器（第 9表）

今回の調査で出土した該期の石器群についていくつかの特徴を述べてみたい。

器種構成は，前述したように石皿・敲石・磨石・磨製石斧・楔形石器・削器・石器未製品がみ

られる（第 9表）。他の同時期の遺跡と比較して，最も著しい相異点は，石鏃が全く出土しな

かったということである。本遺跡では，すでに10次に及ふ既応の調査においても，石鏃の出土総

点数は，僅かに 4点を数え得るのみであり，石鏃が石器組成の主体を占める大阪市長原，茨木市

耳原など，同時期の他遺跡とは際立った相異をみせる。

一方で，共通点も多い。その第一としては，楔形石器が安定し

て存在し， 29%を占める。これは，前述の長原遺跡において山中

一郎氏によって指摘された傾向で，岡山大学構内遺跡においても

石鏃とならんで，組成の主体を占めることが報告されている（栄

1986)。しかし，後者においては，楔形石器を両極打法による石

核として考えており，本遺跡とは，やや様相が異なっているとい

えよう。また楔形石器の評価については，他の時期の同器種のあ

第 9表石器組成表（縄文）

器種 点数 ％ 

石皿 1 4.2 
敲石 8 33.3 
磨石 4 16.7 
磨製石斧 2 8.3 
楔形石器 7 29.2 
削器 1 4.2 
未製品 1 4.2 

計 24 100.1 

り方が不詳である現状では当該期のみの特徴とすることは早計であるといえよう。岡山大学構内

例は，弥生前期の資料も混在するものであり，本遺跡と同列にはあつかい得ない。

第二に，石皿・敲石といった植物質食糧の調理加工具が依然として多く使用され， 54%の高率

で存在する点がある。これも，やはり，長原遺跡において同様の傾向が認められる。

今回の調査において出土した，縄文晩期の石器群は，石鏃がみられない点を除けば，縄文時代

に比較的一般にみられる石器組成であるといえる。

b. 石製品

本遺跡の今回の調査では，結晶片岩製石棒の輪切り状の破片が，比較的まとまって出土した。

これらは，全て凸帯文土器に伴うものであり，同様に凸帯文土器に結晶片岩製石棒が多く伴う

遺跡として，すでに大阪市長原遺跡が報告されている。この他にも，大阪府池田市宮ノ前遺跡

（富田1967), 茨木市東奈良遺跡（東奈良遺跡調査会1980), 堺市船尾西遺跡（堺市博1985),

兵庫県姫路市丁・柳ケ瀬遺跡（岡崎ほか1985),堂田遺跡（松下1984),奈良県橿原遺跡（末永

1960), 滋賀県大津市滋賀里遺跡（田辺ほか1972)などで，同様に結晶片岩あるいはそれに類似

する片岩系の石材を素材とし，全長30~50cm,断面形が長径10cm弱のやや扁平な形態をもった石

棒が出土している。これらは，数点の表採品を除いて，凸帯文土器に伴出しており，前述したよ

うな特徴を有する石棒は，凸帯文土器期に特徴的な石製品であることに指摘しておきたい。

なお，近畿地方における石棒の系譜とその出現と消長については，別稿を準備中である。

（大下）
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3) 東地区における土器・石器出土状態（第47• 48図）

以上，土器・石器についてまとめを記したが，このうち東地区の資料については比較的原位置
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を保った状態で出土した。これは遺構の部分でも記したように，土壊群•土器溜りなどの分布か

らも推察できよう。また，この周辺が遺跡の立地する自然堤防上でももっとも安定しているとこ

ろでもあり，住居を構えるのに適していたと思われる。しかし，一方で自然堤防は河川流路の変

化によってたちまち崩壊する危険性もはらんでいた。これは本遺跡においても層序の検討から窺

うことができる。したがって東地区の土壊群が上・下層に分かれることは，当地周辺が洪水など

によって一時無人化することがあったということになる。しかし，再び同地に人々が生活してお

り，この周辺が当時重要な地域であったことを窺い知ることができる。 （南）

縄文土器観察表

西群胎土A 深鉢形土器口縁部

地区番号 層位 色調
焼胎

形 態 ． 技 法 備考
挿図 図版

成土 番号 番号

A 2 1 ， 灰黒色 ◎◎ 口縁端面取り，刻小V。凸A三 (7-4)。 刻0(2- 25- 1 37上

3一％）。外面ヘラ状工具によるナデ，内面ナデ。 - 1 

A 4 132 ， 暗灰褐色 ◎◎ 口縁端面取り，刻波状。凸A三 (7-5), 刻 D(3-4 - 2 ・ 2

灰褐色 -3/i)。内外面ナデ。

E 3 淡褐色 00 口縁端一部面取り，刻線状？ 凸A三 (6-3), 上下面 -5 - 3 

灰白色 ナデ丁寧。刻0 (2 -3 -3/1)。外面横ナデ，口縁内面

横ナデ。

A 3 1 ， 暗茶褐色 ◎◎ 口径25.2。口縁端面取り．ナデ丁寧。凸A台 (9-5), 外面スス付 -3 - 5 

灰褐色 接合痕部分的に残る。刻D(7-8-1/1)。外面板状工具 着

によるナデのあと部分的に指？ナデ。内面横指？ナデ。

E 49 黄灰色 ◎◎ 口径35.6。口縁端尖。凸A三 (7-5),下面接合痕残 -4 - 6 

黒色 る。刻D (6 -4 -3/z)。外面横ナデ主体．縦指？ナデ

一部。内面板状工具による横ナデ．一部ヘラ？ミガキ状

を呈す。

A 3 5 ， 暗灰色 ◎◎ 復元口径30-35。口縁端丸，ナデ丁寧。凸 A-D やや -6 - 4 

垂：：：： (12-4)。上下面ナデ丁寧。刻 0(2-3 -2/1)。

内面口縁下比較的明瞭な横ナデ。外面横ナデ。

E 31 灰褐色 △△ 口縁端やや尖。凸A三 (7-3)。刻不明。 -7 - 7 

A 4 31 淡黄褐色 ◎◎ 口縁端面取り。凸A三 (7-4), 上面強いナデ．下面接 -8 • 8 

淡灰色 合痕残る。刻D(4-4-2/1)。

A 3 8 ， 暗黄褐色 △△ 口縁端丸。凸A台 (8-5)。刻D (7 -6 -4/a)。全体 -9 。 9

灰黄色 に磨滅。

E 34 淡灰褐色 ◎◎ 口縁端丸。凸A三 (5-2), 上下面を同時にナデ。刻有 内・外面黒 -10 -11 

黒灰色 無不明。外面横ナデ丁寧．内面横ナデ強。 斑

E 50 灰褐色 O△ 口縁端丸～尖。凸 A台 (~-4). 上下面を同時にナデ。 -11 

淡灰褐色 刻無。磨滅顕著

E 26 灰白色 ◎◎ 口縁端丸。凸A.==:(8 -5), 上下面をつまむように調 -12 ・10 

整，上面ナデ丁寧。刻有無不明。内外面ナデ。

E 33 淡灰褐色 00 口縁端丸。凸A三 (6-3), 上下面ナデ丁寧。刻有無不 -13 

明。外面横板ナデ？
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地区番号 層位 色調
焼胎

形 態 ． 技 法 備考
挿図 図版

成土 番号 番号

E 55 灰褐色 ◎◎ 口縁端丸。凸A下三 (10-3), 上下面ナデ丁寧。刻 D -14 

暗黒褐色 (3 -5 -2/り。内外面横ナデ。

A 4 150 灰白色 ◎◎ 口縁端丸。凸A台 (7-4)。刻D (4 -5 -3/z)。内外 刻目ヘラキ -15 

面ナデ。 ズ

A 4 133 灰白色 O◎ 口縁端面取り，刻？凸A台 (6-3), 上下面同時にナ -16 

デ？刻 D (4 -3 -%)。内外面ナデ。

E 56 灰黄橙色 ◎〇 口縁端面取り気味．丁寧。凸A三 (8-4)。上下面ナデ ・17 

灰褐色 やや雑。刻 V? 磨滅顕著。

E 48 灰褐色 ◎◎ 口縁端やや尖。凸A三 (5-3), 上下面ナデ。刻有無不 小形品？ -18 

灰黒色 明。内外面ナデ．一部に横方向の板状条痕。

E 7 暗茶褐色 O△ 口縁端丸。凸A三 (8-5), 上面ナデ．下面接合痕明 -19 -12 

暗黒灰色 瞭。刻不明。内面横ナデやや強い。外面横ナデ。

E 59 灰白色 ◎◎ 口縁端尖。凸B三 (10-5),上面と端部同時調整．下面 -20 • 13 

接合痕明瞭。刻0 (4 -3 -%)。 内面横ナデ顕著。

A 4 32 灰茶色 00 口縁端尖。凸B三 (10-4),上面と端部同時調整．下面 • 21 -14 

一部接合痕。刻V (2 -5 -2/1)。磨滅顕著。

A 4 44 明褐色 O◎ 口縁端尖。凸Bやや垂三 (8-4), 上面と端部同時調 小形品？ -22 -15 

整．下面比較的丁寧。刻有無不明。磨滅顕著。

A 4 34 淡赤褐色 ◎◎ 口縁端尖。凸 B下三 (8-4), 上面と端部同時調整．下 小形品？ -23 • 16 

淡黄褐色 下面接合痕明瞭。刻無。内外面横ナデ。

E 38 淡灰白褐色 △△ 口縁端尖。凸 B?(7-?), 上面と端部同時調整，下面 ・24 

接合痕明瞭。刻有無不明。内外面ナデ。磨滅顕著。 粘土外傾

A 4 107 灰褐色 00 口縁端丸。凸B三 (10-4),上面と端部同時調整．下面 -25 ・17 

接合痕明瞭。刻有無不明。端部内面横ナデ。

E 613 淡灰色 O◎ 口縁端尖。凸 B三 (8-4)、上面と端部同時調整．下面 -26 

接合痕。刻有無不明。磨滅顕著。

E 21 暗灰褐色 ◎〇 口縁端やや丸。凸 B三 (10-5),上面ナデ，下面ナデー -27 

部接合痕。刻D (4-4-½)。詳細不明。

E 44 灰茶褐色 O◎ 口縁端内側に凸粘土かぷり丸味。凸 B?台 (7-3), 上 ・28

下面ともナデ。刻有無不明。

A 4 122 淡黄橙白色 00 口縁端丸。凸B下三 (10-4),上下面ともナデ丁寧。刻 -29 

暗灰褐色 不明。磨滅顕著。

E 30 灰白黄褐色 00 口縁端尖。凸 B垂三 (14-4),上面と端部同時調整，下 貼付凸帯で -30 

面一部接合痕。刻0(2-2 -3/,)。外面ナデやや強。 はない？

E 53 灰白色 00 口縁端尖。凸 B垂三 (13-4),上面と端部同時調整． 凸D? • 31 -18 

灰黒色 整，下面一部接合痕。刻0 (2 -3 -3/1)。口縁内面ナ

デやや強。

E 35 灰褐色 ◎◎ 口縁端尖。凸 B垂三 (12-4), 上面と端部同時調整． 貼付凸帯で -32 

下面ナデ丁寧。刻有無不明。内面ナデ強。 はない？

A 4 53 青灰色 00 口縁端尖。凸 B三 (11-5),上面と端部同時調整，下 二次焼成？ -33 

面接合痕明瞭。刻無。磨滅顕著。

E 60 灰黄白色 00 口縁端尖。凸 B垂三 (12-4),上面と端部同時識整。 凸D? -34 

刻有無不明。

E 67 淡褐色 △△ 口縁端尖。凸 B台 (7-4), 上面と端部同時調整，下

面接合痕残る。刻V (2 -4 -2/1)。磨滅顕著。

E 78 淡茶白色 △0 D縁端尖。凸 B垂三 (12-4),上面と端部同時調整．下 貼付凸帯で

面ナデ丁寧。刻0(2-3-?)。磨滅顕著。 はない？

A 4 141 黄灰色 O△ 口縁端丸。凸 D垂三 (14-4), 上面と端部同時調整． ・35 

下面接合痕明瞭。刻0 (3 -5 -1/1)。口縁内面ナデ。
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E 27 黒茶褐色 00 口縁端丸。凸 D垂三 (17-4),上面強いナデあと端部 • 36 。 20

淡茶褐色 を調整，下面接合痕残る。刻D(5-5-½)。口縁内

面ナデ。

A 4 39 淡灰褐色 ◎〇 口縁端丸。凸 D垂三 (20-4),上面ナデ．下面接合痕 -37 ・19 

淡褐色 残る。刻0 (5 -4 -%)。口縁内面ナデ強。外面横板

ナデ，内面ナデ。

E 32 灰白色 O△ 口縁端尖。凸D垂三 (15-4),上面ナデ．下面接合痕 -38 -21 

明赤褐色 明瞭。刻D (2-4-%)。外面横板ナデ。

E 66 淡灰黄色 ◎◎ 一条凸帯 a2。口径26.0。口縁端丸。凸 D垂：：：： (19- ・39 -23 

灰褐色 4), 上面ナデ，下面接合痕残る。刻 D (3 -3 -5/z)。

口縁内面ナデ強．外面上半板横ナデ（巾 7mm),外面下

半ケズリ，内面全体横ナデ強い。

E 40 暗灰褐色 ◎〇 口縁端丸。凸D垂三 (19-5). 上面ナデ強．下面ナデ -40 -22 

灰褐色 雑接合痕残る。刻D (3-3-?)。口縁内面ナデ強．

外面横ナデ。

西群胎土B 深鉢形土器 口緑部

E 63 暗茶褐色 ◎△ 二条凸帯 al。口径35.5, 下部凸帯径37.o. 胴部径 胴下半にス 26- 1 38- 5 

37 .5, 器壁厚1.0前後。口縁端丸，部分的面取り。上凸 ス・炭化物

A三 (8-5),上下面ナデ，下面一部接合痕。下凸三 付着

(9-6), 上下面ナデ．下面一部接合痕。上刻 a (4 

-4 -1/1), 下刻 o(4-4 -1/1)。外面上半横板ナデ，

下半ケズリ，一部棒状工具調整痕，内面横ナデ強。

E 45 暗茶褐色 00 口縁端尖。凸A台 (10-5), 上面と端部同時調整， 内面スス付 28- 1 37下

下面接合痕残る。刻D (4-5-2/1), 外面板ナデ。 着 - 1 

E 29 暗茶褐色 00 口縁端丸。凸A三 (10-5), 上下面ナデ調整．下面一 -2 

部接合痕。刻不明。

A 4 38 淡黒褐色 ◎〇 口縁端尖。凸A三 (7-4),上下面ナデ調整．一部接 -3 - 3 

合痕。刻V (2 -4 -1/1)。

E 57 暗茶褐色 00 口縁端丸。凸A三 (8-3),上下面ナデ調整。刻有無 -4 

不明。磨滅顕著。

E 28 暗茶褐色 00 口縁端丸。凸A三 (7-4),上下面ナデ調整。刻無。 -5 

磨滅顕著。

A 3 14 9 暗褐色 ◎◎ 口縁端丸。凸A三 (9-5),上下面を同時調整．下面

接合痕残る。刻a(4 -5 -3/z)。

E 602 暗茶褐色 ◎〇 口縁端尖。凸A三 (6-4), 上下面をつまむようにナ 小形品 -6 

デ，接合痕残る。刻有無不明。内外面ナデ。

E 2 茶褐色 ◎◎ 口径38.0。口縁端尖。凸B下三 (10-6),上面と端部 内面黒斑有 26- 2 

淡茶褐色 同時調整，一部凸Aあり．下面ナデ丁寧。刻 a(5 -4 

一％）。内外面ともナデ丁寧。

E 43 暗茶褐色 ◎△ 二条凸帯 al。口径35.3,下部凸帯径34.4。口縁端尖。 外面下部凸 。 3 38- 1 

茶褐色 上凸 B三 (8-6), 上面と端部同時調整．下面接合痕 帯付近黒斑

残る。下凸下三 (12-5),上面ナデ強．下面接合痕残

る。上刻V (2-6一％）．下刻 V (2-5-%)。外

面上半横板ナデ（巾 2cm前後）．下半ケズリ，内面板ナ

デ～ナデ．粘土紐の接合痕明瞭。

E 42 暗茶褐色 ◎〇 二条凸帯 a2。口径28.0,下部凸帯径34.0,胴径30.2。 27- 1 38- 2 

口縁端丸。上凸 B~A下三 (7-5), 上下面をナデ誦

整。下凸三 (9-4),上面ナデ強，下面接合痕残る。

外面上半横ナデ丁寧．下半ケズリ（巾約 1cm), 内面粘

土紐接合痕明瞭，板ナデ～ナデ。上刻0 (不規則一％），

下刻 a(3 -3 -%)。
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地区番号 層位 色調
焼胎 形 態 ． 技 法 備考

挿図 図版

成土 番号 番号

E 8 暗茶褐色 ◎〇 二条凸帯 a2。口径33.2,下部凸帯径36.2,胴径37.4。 - 2 38- 3 

口縁端尖。上凸 B三 (10-5). 上面ナデ．下面接合痕

残る。下凸下三 (12-5), 上面ナデ強．下面接合痕残

る。上刻 2種類0(3-4 -3/1), D(2-3 -%)。下刻

2種類0 (4-4-¾), D (2-3-%)。外面上半

縦板ナデ（巾約1.2cm),下半ケズリ（巾0.7~1.3cm),

内面調整雑，指頭圧痕顕著。口縁端内面横ナデ強。

E 14 暗茶褐色 00 口縁端尖。凸 B下三 (7-3),上面ナデ丁寧，下面接 小形品 28- 7 37下

合痕残る。刻V (1 -2 -3/1)。内外面横ナデ丁寧。 - 6 

E 54 茶褐色 00 口径9.7。口縁端尖。凸 B~A三 (7-3), 上面ナデ 小形品 - 8 - 7 

下面接合痕残す。刻V(2-3-3/1)。外面横ナデ。

E 4 黒褐色 ◎◎ 口縁端尖。凸 B下三 (11-5),上面と端部同時調整．下 外面全体に -10 37下

淡茶褐色 面接合痕明瞭。刻D(3-5 -3/z)。外面不定方向ナデ， スス付着 - 8 

内面横ナデ指頭圧痕顕著。

A4 42 暗褐色 ◎〇 口縁端丸。凸 B下台 (12-5),上面と端部同時調整． -11 - 9 

灰褐色 下面接合痕明瞭。刻V (2-8 -%)。内外面板ナデ。

E 18 淡茶褐色 00 口縁端尖。凸B下三 (11-5), 上面と端部同時調整． -12 -15 

茶褐色 下面接合痕残る。刻D(2 -6 -2/1)。磨滅顕著。

E 23 暗茶褐色 ◎△ 口縁端尖～丸。凸B三 (9-4), 上面と端部同時調整． -13 -16 

下面接合痕残る。刻有無不明。内外面横ナデ丁寧。

E 52 暗茶褐色 ◎◎ 口縁端尖～丸。凸 B下台 (12-4), 端部と同時調整， -14 -17 

茶褐色 下面接合痕明瞭。刻D(4-5 -%)。外面横ナデ丁寧。

E 13 茶褐色 00 口縁端丸。凸 BC台 (9-3),上面が端部にかかり気 -15 

味に調整．下面接合痕残る。刻D(2-4 -3/1)。内外面

横ナデ。

A 4 102 黒茶褐色 00 口縁端尖。凸 B三 (11-5),上面と端部同時調整． 外面スス付 -16 -20 

淡赤褐色 下面ナデ接合痕残る。刻不明。磨滅顕著。 着

A 4 27 茶褐色 00 口縁端丸？凸 B三 (8-5), 上下面ともナデ丁寧。刻 -17 

淡赤褐色 不明。

E 51 明茶褐色 ◎〇 口縁端丸。凸 B丸 (7-3), 下面接合痕残る。刻有無不 -18 

茶褐色 明。磨滅顕著。

A 4 33 暗褐色 00 口縁端尖。凸 B三 (10-4),上面と端部同時調整，下面 外面スス付 -19 -14 

灰褐色 ナデ，接合痕一部残る。刻無。外面横板ナデ，内面ナデ。 着

A 4 41 灰茶色 △△ 口縁端尖。凸 B三 (11-4)。刻不明。磨滅顕著。 -20 

E 24 暗茶褐色 00 口縁端尖～丸。凸 B三 (6-3), 上面と端部同時調整． 小形品？ -21 -10 

下面接合痕明瞭。刻V (1 -3 -3/1)。内外面横ナデ。

E 15 灰色 00 口縁端丸。凸 B下三 (5-2), 上面と端部同時調整． 小形品？ -22 

明赤褐色 下面接合痕残る。刻有無不明。磨滅顕著。

A 4 40 黒灰茶褐色 00 口縁端尖。凸B三 (9-3). 上下面ナデ丁寧。刻無。 -23 -11 

口縁内面横ナデ強。磨滅顕著。

E 39 暗茶褐色 O△ 口縁端丸。凸AB台 (6-4), 上下面をつまむように 器形 b深鉢 -24 -12 

調整，一部接合痕残る。刻D(2-3 -%)。磨滅顕著。 ？ 

E 36 暗灰褐色 O△ 口縁端尖。凸 B三 (5-3), 上面と端部同時調整．下 小形品 -25 

暗茶褐色 面接合痕残る。刻不明。磨滅顕著。

A 4 104 淡茶褐色 00 口縁端尖。凸 B三 (10-4),上面と端部同時調整，下面 -26 

ナデ接合痕残る。刻不明。磨滅顕著。

A3 2 ， 黒褐色 00 口径25~30。口縁端丸。凸 B三 (8-2),上下面ナデ -28 • 18 

黄茶褐色 下面接合痕一部残る。刻V (2 -5一％）。外面横板ナ

デ雑．内面板ナデ強，内面上部指頭圧痕顕著。

E 5 暗茶褐色 O△ D縁端丸。凸 B台 (6-4), 上下面つまむよう調整雑， 器形 b ・29 -13 

一部接合痕。刻D (4 -4 -2ん）。内外面ナデ雑。
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E 612 暗茶褐色 00 口縁端丸。凸 B三 (10-4),下面接合痕。刻有無不明。 • 30 
磨滅顕著。

A 4 49 赤茶褐色 00 口縁端尖。凸 B三 (8-4)。 磨滅顕著．詳細不明。 -31 

A3 4 9 黒褐色 ◎〇 口縁端尖。凸B三 (10-5),上面と端部同時調整．下 。33 -19 

灰褐色 面ナデ接合痕残る。刻不明。内外面横板ナデ丁寧。

A 4 56 黒褐色 00 口縁端尖。凸B~C三 (12-4),上面と端部同時調整， -34 -22 

淡茶褐色 内面ナデ強．下面ナデ接合痕残る。刻D (4 -4 -1/1)。

外面縦方向板ナデ．内面磨滅顕著。

A 4 54 黒褐色 ◎〇 口縁端尖。凸B下三 (10-6),上面と端部同時調整． -36 -26 

灰黒褐色 下面接合痕残る。刻D (4-4-3/z)。外面ナデ。

E 6 暗茶褐色 00 口縁端やや尖。凸B~A台 (9-4), 上下面ナデ一部 ・37 

接合痕。刻D (8-6 -3/a)。外面横ナデ。

E 11 灰茶褐色 ◎〇 口縁端やや丸。凸 B三 (9-6), 上下面ナデ丁寧，刻 -38 • 21 
D (2 -3 -3/山内外面横ナデ丁寧。

A 4 13 明茶褐色 △0 口縁端丸。凸B? (10-3)。刻不明。磨滅顕著。 -40 

A 4 55 黒褐色 ◎◎ 口縁端尖。凸B三 (11-4),上面と端部同時調整，下 -41 -27 

暗茶褐色 面ナデ一部接合痕。刻 D(3-3-3/1)。外面ナデ丁寧．

内面ナデ，指頭圧痕顕著。

A 3 10 9 暗茶褐色 O△ 口縁端やや丸。凸B三 (7-3),下面接合痕残る。刻 -42 

淡褐色 不明。外面横板ナデ。

A 4 901 淡赤褐色 00 口縁端尖。凸 B三 (10-4). 下面ナデ一部接合痕。刻 -43 

不明。磨滅顕著。

E 70 暗茶褐色 O◎ 口縁端尖。凸B下台 (8-5), 上面と端部同時調整． -44 

茶褐色 下面接合痕残る。刻0 (4-4-%)。内面横ナデ。

A 4 142 明茶褐色 00 口縁端尖。凸B三 (9-3),上面と端部同時調整．下 -46 

暗灰褐色 面ナデ。刻D (4-4-?)。

A 4 43 茶褐色 00 口縁端尖。凸 B三 (9-4),上面と端部同時調整．下 -47 

面接合痕残る。刻不明。磨滅顕著。

E 833 淡茶褐色 O△ 口縁端尖。凸B三 (6-2),上面と端部同時調整，下 小形品 -48 

面接合痕残る。刻有無不明。磨滅顕著。

E 47 茶褐色 O△ 口縁端尖。凸B? (8-5), 下面一部接合痕。刻有無 -49 

暗茶褐色 不明。内面横ナデ．外面磨滅顕著。

A 4 128 灰褐色 00 口縁端尖。凸B三 (10-4)。磨滅顕著詳細不明。 -50 

E 77 淡茶褐色 00 凸B三(?-3), 上下面ナデ一部接合痕。刻不明。 ・53 

A 4 137 淡茶褐色 00 口縁端丸。凸 B三 (7-4)。磨滅顕著詳細不明。 -54 
E 604 暗茶褐色 00 凸B三 (11-6),上下面ナデ調整．接合痕残る。刻無。

A3 7 9 灰褐色 00 口縁端尖。凸B三 (10-5),磨滅顕著詳細不明。

A2 2 9 暗黒茶褐色 O◎ 口縁端丸。凸 BA台 (11-5),上下面ナデ丁寧。刻 0 スス付着 - 2 

(3-5-2/i)。内外面ナデ丁寧。

E 1 茶褐色 00 二条凸帯 a2。 口径24.0,下部凸帯径26。7,胴径27.4。 27- 3 38- 4 

口縁端丸。上凸c三 (9-4), 上面粘土端部にかぷせ

同時誦整．下面ナデ一部接合痕。下凸三 (10-6), 上

面ナデ，下面接合痕残る。上刻0 (5 -6 -3/1)。下刻

D (3 -5 -2/1)。外面上半横～斜ナデ，下半ケズリ。

内面粘土紐接合痕．指頭圧痕残る。口縁内面横ナデ強。

E 16 赤茶褐色 00 口縁端丸。凸C台(9-6),上面端部にかぷせ同時調整． 28・27 37下

暗茶褐色 下面一部接合痕。刻V (2-4一％）。内外面横ナデ。 • 24 
E 12 暗茶褐色 ◎〇 口縁端に凸粘土かぶせる。凸C三(9-5),上下面ナデ． ・32 -23 

灰茶褐色 一部接合痕残る。刻0(4-4 -1/i)。外面縦板ナデ（巾

約 1cm), 内面横ナデ，粘土紐接合痕，指頭圧痕顕著。

E 22 茶褐色 00 口縁端に凸粘土かぷさり尖る。凸C丸 (10-5)。下面 -35 -25 

接合痕残る。刻V(l-4-5/z)。内外面横ナデ。
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E 46 暗茶褐色 ◎〇 口縁端に凸粘土かぶさり尖る。凸c三 (9-5), 下面接 -39 

合痕残る。刻無。外面横板ナデ縦板ナデ，内面横ナデ。

E 65 茶褐色 O△ 口縁端に凸粘土かぶさり尖る。凸CB丸? (8-4)。 二次焼成？ ・52 

灰色 磨滅顕著詳細不明。

E 58 淡黒褐色 00 口縁端に凸粘土かぶさり丸い。凸C丸 (10-4),磨滅顕 ・55 

赤褐色 著詳細不明。

E 62 灰茶褐色 00 口縁端丸。凸B三 (10-4),上面と端部同時調整。下面 胎土A? -45 

ナデ。刻0(2-3 -o/0, 外面横ナデ．内面横ナデ強。

A 4 36 暗茶褐色 00 口縁端丸。凸BA三 (10-5),上下面ナデ。刻有無不 胎土A? ・51 

明。外面横ナデ。詳細不明。

西群胎土A 深鉢形土器胴部

E 617 明茶褐色 △0 II a 2類。凸三 (10-4),上下面ナデ一部接合痕。刻 30-29 

灰褐色 不明。磨滅顕著詳細不明。

A 4 101 淡赤褐色 00 II a 2類。凸下台 (10-6),上面ナデ強．下面ナデ一部 ・30 

黒灰色 接合痕。刻D (3-4-3/z)。外面上半横ナデ，内面横

ナデ。

E 75 明灰白色 O△ II b 3-4類。凸台 (12-6),上下面ナデ。刻 D (7- -31 

灰色 11-1/1)。外面上半縦ヘラキズ？下半ケズリ。内面ナデ

丁寧。

E 830 灰白色 00 II a 2類。凸垂三 (16-4), 上面ナデ強，下面ナデ -32 

灰橙色 雑。刻0 (9 -8 -1/i)。外面上半ナデ丁寧，内面ナデ

丁寧。

E 509 灰褐色 ◎◎ II a 2類。凸垂三 (10-3),上面ナデ強，下面接合痕残 • 33 

る。刻D (4 -5 -3/1)。外面上半横板ナデ．内面指頭

圧痕残。

A 4 35 淡赤褐色 00 II a 2類。凸三 (10-5),上下面ナデ一部接合痕。刻 -34 

灰褐色 D (4 -4 -1/i)。外面上半ナデ，磨滅顕著詳細不明。

E 90 灰白色 〇◎ II a 1類？凸垂三．上面ナデ強。刻不明。外面上半横ナ -35 

灰黒色 デ丁寧。内面ナデ指頭圧痕残る。

E 823 暗灰茶褐色 ◎〇 II a 1類。凸三 (10-4),上面ナデ強，下面ナデ一部 -36 

接合痕。刻V (2 -4 -2/1)。

E 503 暗灰褐色 00 II b 3~4類。凸台 (13-4), 上面ナデ．下面接合痕 -37 

灰色 残る。刻D (7 -8 -1/1)。外面上半ヘラキズ？内面ナ

デ丁寧。

A 4 148 暗褐色 ◎△ II a 1類。凸・刻不明。外面上半横ナデ丁寧。内面ナ

橙色 デ．指頭圧痕残る。

西群胎土B 深鉢形土器胴部

A 4 108 暗茶褐色 00 I a類。外面沈線，磨滅顕著。内面横ナデ強。 小形品？ 29- I 

A 4 29 茶褐色 ◎〇 II a類屈曲弱。凸径17.3。凸三 (10-6),上面ナデ強． -2 

茶黄褐色 下面接合痕。刻 a (5 -4 -%)。外面上半横板ナデ，

内面横ナデ，指頭圧痕一部粘土紐接合痕残る。下半ケズ

リ，粘土紐接合痕残り調整雑。

E 89 暗茶褐色 O◎ II a 2類。凸三 (10-2),上下面ナデ一部接合痕．上面 小形品？ -3 

胴部にめぐる沈線残る。凸帯貼付の目安か？刻D (3- 内外面スス

4-3/z)。外面上半横ナデ丁寧。内面横ナデ一部指頭圧 付着

痕残る。

E 814 赤茶褐色 ◎◎ II a 2類。凸下台 (10-4),上面ナデ強．下面ナデ雑。 -4 

灰茶褐色 刻D (6 -5 -1/1)。外面上半縦～横板ナデ。内面ナデ

雑．指頭圧痕残る。
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E 824 暗茶褐色 00 II a 2類。凸台 (11-3),上下面ナデ。刻D (4-4- -5 

％）。内外面横ナデ。

E 815 暗茶褐色 ◎〇 II a 1類？凸下三 (12-4),上面ナデ強．下面ナデ雑． 外面一部黒 -6 

接合痕残。刻V(2 -4 -3/i)。外面上半ナデ丁寧，下 斑

半ケズリ，内面横板ナデ（巾1.2cm)。

E 813 暗茶褐色 ◎〇 II a 2類。凸下三 (11-3).上面ナデ強．下面ナデ。刻 -7 

茶褐色 D (3-5-3/i)。外面上半横板ナデ。下半ケズリ。内

面板ナデ。

A 4 14 灰色 O◎ II a 2類。胴径18~20。凸三 (11-6),上下面ともナ -8 

デ丁寧一部接合痕。刻 D (3 -4 -%)。外面上半ナ

デ．下半ケズリ。内面磨滅顕著。

E 816 赤茶褐色 00 II a 2類。凸下台 (10-4),上面ナデ強．下面ナデ接合 -9 

賠茶褐色 痕残る。刻D(3 -3 -1/1)。外面下半ケズリ。内面ナ

デ雑。

E 605 茶褐色 O△ II a類。凸下三 (12-5),上面ナデ強、下面ナデ接合痕 -10 

茶灰色 一部刻 a(7 -6 -1/1)。磨滅顕著。

A 4 120 灰茶褐色 △0 II a類。凸三 (15-5),上面ナデ。刻V (3 -4 -1/1)。 -11 

暗茶褐色 磨滅顕著詳細不明。

A3 ， 9 暗褐色 ◎〇 II a 1類。凸三 (14-4),上下面同時にナデ．一部接合 -12 

灰褐色 痕。刻 D(4-6-1/,)。外面横ナデ丁寧，内面横板ナデ。

A 4 23 淡茶褐色 00 II a類。凸台 (10-3),上下面ナデ。刻0(5-5 -%)。 -13 

A 4 124 暗灰褐色 00 II a類。凸三(6-3)。刻有無不明。磨滅顕著詳細不明。 -14 

E 608 灰青色 △△ II a類。凸丸? (10-3)。刻D? 磨滅顕著詳細不明。 -15 

E 82 茶黒色 00 II ab類。凸三(8-4),上下面同時ナデ．一部接合痕。 外面スス付 -16 

刻D (2 -3 -2/1)。外面上半・内面横ナデ丁寧。 着内面黒斑

E 83 暗茶褐色 ◎〇 II a類。凸台 (10-3),上下面ナデ丁寧。刻 0(5 -6 -17 

一％）。内外面ナデ。

E 827 淡褐色 00 II a類。凸三 (10-4),上下面ナデ，一部接合痕。刻D 。18

(5-5-1/i)。外面上半・内面横ナデ。

A 4 20 淡茶褐色 00 II a 2類。凸下三 (13-5),上面ナデ強，下面ナデ。刻 -19 

V (3 -5-%)。外面上半横板ナデ．下半ケズリ。

E 821 暗灰茶褐色 00 II a 2類。凸下台 (12-3),上面ナデ強，下面ナデ接合 -20 

茶褐色 痕残る。刻D (6 -4 -1/1)。外面上半ナデ丁寧．下半

ケズリ．内面ナデ雑，指頭圧痕残る。

A 4 18 灰褐色 ー◎ II a 2類。凸丸 (14-5),二次焼成のため詳細不明。 二次焼成 -21 

A 4 19 赤茶褐色 00 II a 2類。凸三 (13-6),上面ナデ下面一部接合痕。磨 -22 

滅顕著詳細不明。

A 4 109 灰色 00 II a 2類。凸三(9-5),上下面ナデ。磨滅顕著詳細不明。 -23 

A3 3 9 暗茶褐色 ◎◎ II a 2類。凸台 (10-4),上下面ナデ丁寧。刻 D(6-7 -24 

一％）。外面上半横ナデ丁寧．内面ナデ一部指頭圧痕。

E 73 黒褐色 00 II a 2類。凸三(8-5),上下面ナデ一部接合痕。刻 V(2 -25 

暗茶褐色 -4 -2/1)。外面下半ケズリ．内面横ナデ指頭圧痕残。

E 71 暗茶褐色 ◎〇 II a類。凸丸 (10-4),一部剥落．上面ナデ下面接合痕 -26 

黒灰色 残る。刻 V(3-6-3/i)。外面ナデ，内面横ナデ粘土

紐接合痕．指頭圧痕残る。

A 4 15 淡灰褐色 00 II a類。凸三 (11-5),上下面ナデ一部接合痕。磨滅顕 ・27 

灰褐色 著詳細不明。

A 4 22 淡赤褐色 00 II a 2類。凸三 (10-4),上下面ナデ一部接合痕。磨滅 -28 

淡灰褐色 顕著詳細不明。

E 80 明褐色 00 II a 1類。凸下三 (9-3), 上面ナデ強。磨滅顕著詳細

黒灰色 不明。

A 4 12 暗茶褐色 II b類。凸三 (9-6), 上下面ナデ一部接合痕。磨滅顕

著詳細不明。
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E 601 暗茶褐色 ◎〇 II b 3類。凸径27.0。凸台 (11-5),上下面ナデ一部接 30- 1 

茶褐色 合痕。刻D(3-4 -5/v。外面上半横板ナデ，下半縦条

痕．ケズリ。内面横板ナデ。

E 820 暗茶褐色 ◎△ II b類？凸三(9-5),上面ナデ強．下面接合痕残る。刻 -2 

D(3-4 -3/0。外面上半ナデ．下半縦ナデ。内面ナデ。

E 74 灰茶褐色 00 II b 3類。凸三 (11-3),上下面ナデ一部接合痕。刻D -3 

明茶褐色 (4 -6 -%)。外面上半横ナデ。内面横ナデ指頭圧痕

残る。

西群胎土A 底部

E 729 灰白褐色 ◎〇 IV類。径6.0。外周ナデ。詳細不明。 31 -32 

A4 4 茶褐色 ◎◎ 11 b類。径4.5厚1.0。胴部縦ケズリの後外周ナデ一部 -33 

指頭圧痕残る。

A4 3 灰～黄茶色 ◎〇 IV類。径7.0厚1.2。胴部縦ケズリの後ナデ一部指頭圧 -34 

痕残る。

E 5 淡赤褐色 ◎◎ IV類。径5.8厚0.6。外周横ナデ。 ・35 

A4 ， 黒褐～黄茶 ◎ 0 IV類。径4.6厚0.8戸。胴部・外周横ケズリ内面ナデ。 -36 44上-4 

A4 6 灰黄色 ◎〇 W類。径5.8。胴部外周横板ナデ．一部指頭圧痕。 内外黒斑有 -37 

E 61 暗茶色 ◎〇 IV類。径6.4。内外面ヘラミガキ，外周ナデ。 • 38 - 3 

A 3 13 9 赤褐～黒色 △△ 1V類？径5前後厚0.9。底部剥落詳細不明。胴部外面へ -39 

ラミガキ。

A3 7 9 暗茶灰色 ◎〇 IV類。径6.6厚1.3。胴部に縦ケズリによる条痕が残

灰色 る。

西群胎土B 底部

E 20 暗～赤褐色 ◎〇 I類。径4.5厚2.3u。外周横ナデ強．胴部縦ケズリ。 内面剥離 31- 1 

E 18 茶褐色 00 I類？径5.6。外周指頭圧痕残る。 内面スス -2 

A4 1 茶褐色 00 I類？径5.5厚1.7。内外面指頭圧痕残る。 -3 43- 4 

E 19 茶褐色 00 II a類。径5.4厚1.3。外周横ナデ，胴部縦ケズリ。 内面スス -4 44上・2

A 3 12 9 赤褐色 O△ II a類。径4.6厚1.6。磨滅顕著詳細不明。 -5 

E 27 淡赤褐色 00 Ila類。径5.9。外周ナデ，胴部縦ケズリ，指頭圧痕残。 -9 

E 902 淡赤褐色 ◎〇 II b類。径4.1。外周ナデ一部指頭圧痕。 小形品？ -6 

E 12 暗赤褐色 ◎〇 II b類。径3.8厚0.8。磨滅顕著詳細不明。 -7 

A4 3 赤～暗茶褐 ◎◎ II b類。径4.2。外周一部指頭圧痕。 -8 

A4 7 淡灰茶褐色 △0 II b類。径6.0厚1.0。外周・内面指頭圧痕残。磨滅顕 充填部脱落 -10 - 1 

著。

A4 8 茶褐色 00 II b類。径6.5厚1.6わずかにn。外周ナデ？ 内面スス -11 

E 16 茶褐色 00 II b類。径6.3。磨滅顕著詳細不明。 内面剥離 -12 

A 4 10 灰～茶褐色 -0 I類。径6.4厚1.7u。外周ナデ強，内外面指頭圧痕。 二次焼成 -13 

E 17 茶褐色 00 I類。径6.6厚0.7。外周指頭圧痕．胴部縦ケズリ。 内面スス -14 

E 23 茶褐色 00 II b類。径6.7厚1.8。外周一部指頭圧痕。磨滅顕著。 -15 44上・1

A4 5 茶褐色 00 I類。径6.7。外周ナデ指頭圧痕残。胴部縦ケズリ。 内面スス -16 

E 15 赤～淡茶褐 ◎〇 IV類？径6.5厚0.9ややn。外周ナデ胴部縦ケズリ。 • 17 

E 24 淡灰～茶褐 00 II b類。径6.5厚1.9。外周ナデ縦ケズリ磨滅顕著。 -18 

E 34 淡～赤茶褐 ◎〇 I類。径6.2。外周ナデ胴部一部条痕（ケズリ？） 充填部脱落 -19 

A2 2 赤～暗赤褐 ◎△ II a類。径6.8厚1.5わずかにn。外周ナデ一部指頭圧 ・20

痕，底内面ケズリ？底外面ケズリ。

E 25 淡～暗茶褐 ◎〇 I類。径6.2厚0.7。外周ナデ強。 -21 

E 21 茶褐色 00 I類。径6.8厚1.4「l。底内面ケズリ。磨滅顕著。 • 22 

E 1 茶褐色 00 II b類。径7.7厚1.5n。胴部斜ケズリの後外周ナデ， -23 43- 1 

指頭圧痕残る。底内面指頭圧痕残，底外面ケズリ。
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E 2 茶褐色 ◎O I類。径7.2厚1.5。胴部縦ケズリの後外周ナデ一部オ 内面スス -24 

サ工．底内面ナデ一部指頭圧痕残る。

E 10 茶褐色 00 II b類。径7.3厚1.5。胴部縦ケズリの後外周横ナデ， 内面スス -25 - 2 

底内面ナデ。

A 3 903 9 茶褐色 00 I類。径7.7厚l.lu。胴部縦ケズリの後外周横ナデ -26 

強．内面指頭圧痕残る。

E 14 茶褐色 00 IV類。径7.8。外周指頭圧痕残る。 内面剥離 -27 

E 904 赤～黒褐色 ◎〇 IV類？径7.0ゃゃ戸。外周横ナデ。 内面剥離 -28 

A 4 101 暗茶褐色 ◎〇 IV類？径7.3。胴部ケズリの後外周ナデ内面指頭圧痕。 -29 

E 33 暗茶褐色 ◎〇 II b類。径7.0厚1.9。磨滅顕著詳細不明。 -30 

E 11 赤褐～暗茶 ◎〇 II b類。径8.5厚1.9。胴部外周横ナデ一部指頭圧痕， • 31 

内面一部指頭圧痕。

A4 2 茶褐色 00 I類。径7.9厚0.6。胴部縦ケズリ（条痕残）の後オサ 内面スス 44下

工，ナデ指頭圧痕残。 -4 

E 7 赤茶褐色 00 II b類。径6.4。胴部縦ケズリ外周ナデ。

西群胎土A 浅鉢形土器

A3 6 9 淡灰白色 00 II b類。口縁端丸．丁寧。沈 4条 (2.5)。外面磨滅不 40- 1 42上

明，内面横ヘラミガキ。 - 2 

A 4 144 灰白色 △△ II b類。沈 3条 (2)。内外面磨滅顕著詳細不明。 • 2 - 1 

A 3 16 9 灰白色 00 II b類。沈 3+a条 (2)。内外面磨滅顕著詳細不明。 - 3 - 3 

E 622 青灰白色 O◎ IT b類。沈 2+a条 (2.5)。内外面磨滅顕著詳細不明。 -4 

E 41 灰白色 O△ II b類。沈 l条 (4)。内外面磨滅顕著詳細不明。 -5 - 4 

A 4 129 灰橙色 ◎◎ 11類。口縁端丸．丁寧。外面上部横ナデ～ケズリの後横 -6 - 9 

灰褐色 ミガキ。下部斜ナデ～ケズリの後斜ミガキ。内面横ミガ

キ。

A 3 11 9 黒灰褐色 ◎〇 II類。口縁端面取り。外面斜板ナデ条痕残。内面斜板ナ -7 - 8 

デ条痕。

E 618 暗褐色 00 不明。口縁端丸。小片詳細不明。小形深鉢の凸帯剥落？ - 8 

A 4 125 暗黒茶褐色 ◎〇 皿類。口縁端やや尖．丁寧。外面口縁直下横ナデ一部指 -9 

頭圧痕。内面ナデ。

E 615 黄灰白色 O◎ 皿類？口縁端丸。内外面ナデ主体。 ・10

A 4 134 灰茶褐色 O◎ I類。口縁端面取り。外面沈 1条 (2)• 鋭利な原体。 -11 - 7 

外面ナデ．内面横ヘラミガキ？

E 61 暗灰白色 00 1類。口縁端丸。外面端部付近一部ミガキ？詳細不明。 -12 

A 4 147 白橙色 ◎◎ 不明。口縁端面取り。細片のため詳細不明。

E 64 淡黄灰白色 00 皿類。浮線文系土器。内面指オサエ強。 外面黒斑 ・13 - 5 

E 17 灰褐色 ◎◎ I類。外面沈 1条 (2)。上下半ともヘラミガキ，内面 -14 - 6 

黒灰色 上半ナデ．下半ミガキ。

E 616 暗灰褐色 00 I類？外面沈 1条 (1.5)浅い。磨滅顕著詳細不明。 -15 

西群 胎土A 器種不明多条沈線文土器

E 611 暗灰色 ◎◎ 直立する。沈 3条+a (3)丸い。内面ナデ丁寧ミガキ ・17 -13 

状。推定径3.2。壷形の器形か？

E 575 淡灰色 ◎〇 器形不明。巾2mm前後の沈線が不定方向にある。文様か -18 -11 

黒灰色 調整痕か不明。内面横板ナデ（巾 1cm前後）条痕残る。

E 19 灰褐色 00 器形不明。 17と同系？沈4条+a(1.5)併行せず。磨 。19 -12 

滅顕著詳細不明。

西群胎土A 器種不明土器

E 614 明褐色 1◎◎ 器形不明。屈曲する胴部，上半ナデ一部横ヘラミガキ，

黒灰色 下半縦ナデ。内面横板ナデ強条痕残る。壷形の器形？

・16 
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地区番号 I層位

E 79 

色調 l悶:1形態・技法

淡赤灰褐色 Joo器形不明。外面凸帯巡る。 IIb 4類土器か？刻無。

備考 版
号

図
番

図
号

挿
番

西群胎土B 壷形土器口縁部

E 10 暗茶褐色 ◎◎ 小形壷。口径9.4。口縁端尖。凸 B三 (5-4), 上下面 28- 9 37下

灰茶褐色 をつまむようナデ一部接合痕。刻無。外面縦ナデ，内面 - 4 

ナデ指頭圧痕接合痕残る。

A 4 37 灰色 ？〇 口縁端に粘土かぶり丸。凸C丸 (10-5),刻無。磨滅顕 二次焼成？ -56 

著詳細不明。

A 4 105 青灰褐色 ？〇 口縁端やや尖。凸 B三 (10-7)。刻無。磨滅顕著詳細不 二次焼成？ -57 42上

明。 -10 

東群胎土A 深鉢形土器口縁部

Cll 5 8 淡黄白色 ◎◎ 一条凸帯a2。口径21.6,誦整変化径20.5。0縁端やや 内外面黒斑 33- 1 40下

尖．刻D (2 -2 -3/1)。凸 A下三 (9-4),上面と スス付着 - 1 

端部同時調整，下面ナデ。刻D (2 -2 -3/1)。外面上 小形品

半横ナデ強ミガキ状。下半ケズリ．境界不明瞭。内面ナ

デ丁寧。

Cll 13 8 暗茶褐色 ◎◎ 一条凸帯a2。口径23.8。口縁端やや尖．刻0 (4-2 外面スス付 -2 - 2 

一％）。凸A三 (8-4), 上下面ナデ丁寧。刻 D (3 - 着

2 -3/,)。外面上半ナデ強ミガキ状，下半不明，境界不明 小形品

瞭。内面ナデ丁寧。

Cll 68 9 暗茶黒褐色 ◎〇 一条凸帯 a2。口径12.4,調整変化径11.6。口縁端軽く 外面黒斑 34- 1 - 4 

面取り。凸A三 (6-3), 上面横ナデ端部外面横方向条 小形品

痕．下面ナデ。刻有無不明。外面上半横ナデ，下半のケ 土器溜 4

ズリの板状工具の痕跡残る。下半縦ケズリ軽。内面横ナ

デ強。

All 912 8 灰白色 O△ 二条凸帯 a1。口径43.4,下部凸帯径47.0, 胴部径 土器溜 9 32- 2 39下

暗茶褐色 47.6。残存高43.0。口縁端丸丁寧。凸A台 (7-4), 上

下面ナデ一部接合痕。刻D (4-6-1/z)。下凸：：：：： (10 

-5), 上下面ナデ一部接合痕。刻D (5 -7 -3/z)。外

面上半縦方向条痕の上から横板ナデ。下半縦～横ケズリ

の上から斜方向のナデミガキ状．底部付近は縦方向のミ

ガキ状調整。内面斜～横方向の横ナデ，ミガキ状調整。

D11 65 9 灰色 ◎〇 口縁端面取り。凸A下三 (10-5),上下面ナデ丁寧。刻 外面スス付 34。 3 40上

灰白色 D (2 -3 -3/1)。外面横ナデ丁寧，内面ナデ。 着 - 2 

All 905 灰黄白色 O△ 口縁端丸？凸 A三 (7-4), 上下面ナデ？刻有無不 土器溜10 -4 - 5 

明。磨滅顕著詳細不明。

All 50 8 灰黄白色 O△ 口縁端尖。凸A三 (7-5), 上下面ナデ。刻有無不明。 -5 - 4 

磨滅顕著詳細不明。

AlO 57 8 暗茶褐色 △△ 二条凸帯a2。口径31.8,下部凸帯径35.6。口縁端丸？ -6 - 1 

灰褐色 上凸A三 (8-3), 上下面ナデ。刻有無不明。下凸三

(9 -3), 上面ナデ強．下面一部接合痕。刻有無不明。

内外面磨滅顕著詳細不明。

Cll 77 暗茶褐色 00 一条凸帯 b3。口径20.0,調整変化径21.6。口縁端尖， 外面スス付 33- 3 40下

端部刻D (2-2-?)。凸 B下三 (11-5),上面と端 着 - 3 

部を同時調整．下面ナデ。刻0 (2-3-4/1)。外面上 土器溜 6

半横ナデ明瞭．下半ケズリ？境界不明瞭。内面横ナデ丁

西苧 0 

Dll 76 9 淡茶褐色 ◎〇 口縁端丸。凸D垂三 (13-3),上面ナデ丁寧，下面ナデ。 34- 2 40上

茶褐色 刻0 (3 -6 -2/1)。外面横ナデ．内面横ナデ丁寧。 - 3 
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D12 20 8 暗灰黒色 ◎△ ロ径26.4。口縁端部丸丁寧。凸D垂三 (18-3),上下面 外面スス付 -7 - 6 

灰黄褐色 ナデ丁寧。刻0 (3 -5 -2/1)。外面ナデ丁寧，内面磨 着

滅顕著，一部指頭圧痕。

All 73 9 灰黄白色 ◎◎ 二条凸帯 a1。口径26.0,下部凸帯径24.6。口縁端丸， 外面一部黒 -8 - 7 

灰色 丁寧。上凸D垂三 (15-3),上下面ナデ丁寧。刻D(4 斑

-5 _2/,)。下凸三 (13-3),上下面ナデ丁寧。刻 D

(2-3-2/1)。外面上半横ナデ一部接合痕．器面にヘ

ラ傷，刻目施文の時か？下半ケズリ。内面横ナデ丁寧ミ

ガキ状。端部内面強い横ナデ面をなす。

東群胎土B 深鉢形土器口縁部

Cll 7 8 黒茶褐色 00 口縁端丸。凸A下台 (10-3),上面棒状工具ナデ強，下 37・1 

面接合痕残る。刻V (3 -5 -3/1)。内外面ナデ。

Dll 18 8 淡茶褐色 ◎△ 口縁端丸。面取り気味，凸A三 (9-5), 上下面ナデ丁 • 2 

寧。刻D (4 -4 -1/1)。磨滅顕著．内面一部接合痕。

Dll 19 8 淡茶褐色 00 口縁端丸。凸A三 (7-4), 上下面ナデ雑一部接合痕。 -3 

刻V (2 -4 -2/i)。外面ナデ丁寧，内面磨滅顕著。

All 911 8 淡茶褐色 ◎〇 二条凸帯 a2。口径38.2,下部凸帯径39.5,高40.2,底 土器溜10 35 39上

径7.4。口縁端やや尖。凸B三 (7-4), 端部と上面ナ

デ下面ナデ一部接合痕。刻0 (4 -4 -1/1)。下凸三

(9 -4), 上面ナデ丁寧，下面ナデ一部接合痕。刻 0(5 

-5 -1/i)。外面上半強い縦ナデの後横ナデ一部接合痕

残，一部刻目ヘラキズ。下半縦～横ケズリ，底部付近縦

方向棒状工具状ナデ強ー内面横ナデ丁寧。底部厚さ0.9,

ややあげ底。

Dll 16 8 灰茶黒色 00 一条凸帯 b3。口径25.0,調整変化径26.0。口縁端部 外面スス付 33- 4 40下

丸。凸 B三 (7-5), 上面ナデ雑．接合痕残る。刻無。 着 - 5 

外面上半横～縦ナデ．下半ケズリ，境界不明瞭。内面横 小形品

板ナデ強，指頭圧痕残る。

Cl! 4 8 明茶褐色 ◎〇 口径31.0。口縁端やや丸。凸 B三 (10-7).上面ナデ丁 一部凸A 36- 1 40上

寧．下面接合痕残。刻D (3-5-3/i)。内外面ナデ。 -13 

All 24 8 茶褐色 00 口径24前後。口縁端尖。凸B丸 (11-3),上面と端部同 -2 - 9 

時調整．下面一部接合痕。刻 D (3-5-2/1)。外面横

板ナデ，内面横板ナデ一部指頭圧痕。

All 41 8 赤褐色 00 口径25前後。凸 B三 (7-4), 上面と端部同時調整，下 -4 - 8 

淡赤褐色 面接合痕残。刻不明。外面縦板ナデ。磨滅顕著，内外面

指頭圧痕残る。

Cl1 1 8 暗茶褐色 ◎〇 二条凸帯 a1。D径29.5,下部凸帯径36.7,胴径37.1。 土器溜 6 -5 41下

口縁端丸。凸 B三 (7-6), 上面と端部同時調整．下面 外面スス付

接合痕。刻D (7-6-1/1)。下凸下台 (10-4),上面 着

ナデ丁寧，下面接合痕。刻D (7 -5 -1/1)。外面上半

ナデ．下半縦～横ケズリ。内面横ナデ一部指頭圧痕。

All 23 8 茶褐色 00 口縁端やや尖。凸 Bニ (11-5),上面と端部同時調整， 37- 6 40上

灰茶褐色 下面横ナデ雑接合痕残。刻D(2-3 -3/1)。外面ナデ。 -11 

All 26 8 明茶褐色 ◎〇 ロ径25~30。口縁端尖。凸 B三 (13-5),上面と端部同 -7 -10 

時調整，下面ナデ丁寧。刻D (4-6-%)。外面横板

ナデ条痕有。内面横ナデ指頭圧痕，接合痕残る。

C 8 39 8 茶灰褐色 ◎〇 口縁端尖。凸 B下三 (10-5),上面と端部同時調整．下 外面黒斑 -8 ・12

明灰褐色 面接合痕明瞭。刻D(5-5-1/i)。内外面ナデ。

Cll 2 8 茶褐色 ◎〇 口縁端やや尖。凸 B下台 (6-4),上面と端部同時調 内面黒斑 -9 -15 

整，下面接合痕残。刻D不明瞭 (5-5 -1/1)。磨滅顕

著詳細不明，内面接合痕残。
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地区番号 層位 色課l 焼胎
形 態 ． 技 法 備考

挿図 図版
成土 番号 番号

A 8 21 8 暗茶褐色 00 口縁端丸。凸 B三 (10-5),上面と端部同時調整．下面 器形 b? -10 

一部接合痕。刻不明。磨滅顕著詳細不明。

Dll 15 8 暗茶褐色 00 口縁端丸。凸 B三 (11-5),上面と端部同時調整，下面 土器溜 6 -11 

ナデ雑一部接合痕。刻D(4-6 -1/i)。内外面横ナデ。

X 913 暗茶褐色 00 口縁端丸。凸 B下三 (12-6),上面と端部同時調整雑． -12 

下面接合痕残。

A 9 33 8 茶褐色 00 口縁端丸。凸 B三 (12-7),上面と端部同時調整．下面 壷？ -13 

ナデ丁寧。刻有無不明。磨滅顕著詳細不明。

AlO 49 8 茶褐色 00 口縁端丸。凸B下三 (10-4),上面ナデ強，下面接合痕 -14 

暗茶褐色 残。刻不明。内外面磨滅顕著。

Dll 79 明茶褐色 O◎ 口縁端やや尖。凸 B三 (11-5),上面ナデ丁寧，下面接 土器溜 5 -15 

合痕残。刻D (2 -5 -1/1)。

C11 52 8 暗茶褐色 00 口縁端尖。凸 B三 (9-5), 上面ナデ強，下面接合痕 -16 

残。刻D?

Dll 78 灰茶褐色 00 口縁端やや尖。凸 B下三 (9-3), 上下面ナデ丁寧。刻 小形品 -17 

有無不明。磨滅顕著詳細不明。

All 25 8 暗灰褐色 C℃) 口縁端尖。凸 B下三 (8-5), 上面と端部同時調整，下 小形品 -18 

面接合痕残。刻有無不明。詳細不明。

AlO 11 8 暗茶褐色 ◎〇 凸B三尖。凸 B下三 (11-3),上面と端部同時調整．下 -19 

面ナデ一部接合痕。刻D (5 -4 -1/1)。内外面ナデ。

D11 17 8 茶褐色 00 口縁端尖。凸 B台 (8-3), 上面と端部同時調整丁寧， ・20 

下面接合痕残。刻 d(4-5-1/i)。磨滅顕著詳細不明。

All 22 8 暗茶褐色 00 口径23.2。口縁端やや尖。凸C下丸 (11-4),上面と端 36- 3 -14 

暗灰茶褐色 部同時調整丁寧．下面一部ナデ接合痕残。刻V (2 -5 

一％）。外面横方向条痕一部残，縦板ナデ。内面ナデ，

端部内面横ナデ。

Cl2 10 8 明茶褐色 ◎◎ 一条凸帯？口径13.0。口縁端尖。凸c三 (7-4), 凸粘 小形品 37- 4 

土をかぷせて調整丁寧．下面ナデ一部接合痕。刻無。外

面ナデ，内面板ナデ？丁寧。

D11 67 9 黒茶褐色 ◎◎ 口径27.0。口縁端面取り。凸 D垂三 (12-4),上面横ナ 34- 9 40上

暗灰茶褐色 デ強．下面ナデ接合痕残。刻D (3-4-3/z)。外面横 ・17 

板ナデ丁寧，内面横ナデ接合痕残。端部内面横ナデ強。

All 66 9 暗茶褐色 ◎〇 口縁端尖。凸 B~D垂三 (10-5), 上面と端部同時調 外面スス付 37 -5 -16 

整．下面ナデ接合痕残。刻D (3 -4 -3/1)。磨滅顕著 着

詳細不明，口縁端内面横ナデ強。

東群胎土A 深鉢形土器胴部

AlO 906 8 黒褐色 ◎〇 II a類。凸三 (9-5), 上下面つまむよう調整丁寧。刻 38- 9 

D (4 -4 -2/1)。内面横ナデ条痕残。接合痕残る。

Cll 14 8 灰白褐色 00 II a 1類。凸下三 (9-4), 上面横ナデ丁寧，下面横ナ -10 

灰褐色 デ丁寧。刻D (4 -5 -1/1)。内外面ナデ。

D11 74 9 淡褐色 ◎〇 II a 2類。凸三 (10-3),上下面ナデ強。刻D (2 -3 -11 

灰色 ー？）。外面上半横ナデ，内面ナデ丁寧。

東群胎土B 深鉢形土器胴部

All 29 8 暗茶褐色 O◎ II a 1類。凸下三 (10-5),上面ナデ雑一部接合痕．下 37 -21 

茶褐色 面接合痕残。刻V (2 -5 -3/v。外面上半一部斜板ナ

デ（条痕残），内面ナデ接合痕残。

Cll 72 暗茶褐色 〇◎ II a 1類。凸三(6-7)、上面ナデ丁寧，下面接合痕残。 • 22 

刻d(4-3-1/1)。外面上半斜ナデ丁寧．内面ナデ．指

頭圧痕，接合痕残。
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Cll 51 8 灰褐色 O△ II a類。磨滅顕著詳細不明。 -23 

All 47 8 茶褐色 O△ II a類。凸? (10-4)。磨滅顕著詳細不明。 -24 

Cll 70 9 黒灰色 ◎〇 II a 1類。凸下三 (9-4), 上面ナデ強丁寧．下面ナデ -25 

灰茶褐色 雑接合痕残。刻D(2-3一％）。外面ナデ一部斜．内

面横ナデ接合痕残，指頭圧痕目立つ。

Cll 55 8 暗茶褐色 ◎◎ Ila 1類。凸三 (9-5), 上面横ナデ丁寧．下面ナデ雑 -26 

一部接合痕。刻 a (2 -3 -3/v。外面上半ナデ，下半

ケズリ，内面横ナデ。

Cll 8 8 暗茶褐色 00 JI a 1類。凸下三 (9-5), 上面ナデ雑一部接合痕。下 -27 

面ナデ接合痕残る。外面上半ナデ，内面ナデ指頭圧痕顕

著。

A 9 35 8 暗茶褐色 00 II a 2類。凸下三 (11-3),上面ナデ強一部接合痕．下 • 28 

面接合痕明瞭。刻V(2 -7 -2/1)。内面磨滅顕著詳細

不明。

All 28 8 暗茶褐色 00 II a 2類。凸上三 (12-5),上面板ナデ丁寧．下面横ナ -29 

デ接合痕残。刻 0 (7-6-1/1)。外面下半横～縦ナ

デ。内面全体に横ナデ主体。

Cll 6 8 暗茶褐色 00 II b 3類。凸下三 (13-5),上面ナデ強接合痕残，下面 38- 1 

灰黒色 接合痕残。刻D(5 -9 -1/1)。外面横ケズリ。

All 27 8 黒褐色 00 II b 3類。凸下三 (8-5), 上面ナデ強．下面ナデ．上 -2 

暗茶褐色 下面とも接合痕残。刻D(2 -3 -3/1)。外面上半縦板

ナデ．凸帯の直上に横方向の沈線有．凸帯貼付の位置ぎ

め用か？

東群胎土A 底部

Cll 56 8 淡茶褐色 △△ IV類。径8.0,厚1.1ややn。二次焼成のため磨滅顕著 土壌17 -32 

灰色 詳細不明。浅鉢か？

C X 914 9 淡茶白色 ◎◎ w類。径6.4,厚1.4。外周横ナデ．オサ工。内面ナ 内面スス付 -30 

黒灰色 デ。 着

AlO 907 8 黒色 ◎ 0 W類。径6.6,厚0.4。胴部縦板ケズリ．外周付近板ナ 外面スス付 -33 

灰白色 デミガキ状。内面磨滅顕著。 着

A9 6 8 淡灰褐色 ◎◎ w類。径6.2。外面磨滅顕著，外周ナデオサエ？胴部ミ 40-25 42下

ガキ？内面ナデ丁寧ミガキ状。第40図24と同一個体か？ - 3 

東群胎土B 底部

D11 1 茶褐色 △ 0 1類。径6.9,厚1.1。胴部縦ケズリの後，外周指オサ 土器溜 5 38-17 44下

ェ，指頭圧痕顕著。内面指頭圧痕，接合痕残。 内外面スス - 3 

A9 2 8 赤～淡茶褐 00 Il b類。径5.6,厚0.9。外周ナデ．オサ工。内面指頭 -15 

圧痕残る。

Cll 12 8 黒～茶褐色 O◎ I類。径5.4,厚1.4。胴部縦ケズリの後．外周オサ ・16 - 1 

工．横ナデ。内面ナデ。外底面中央わずかにくぼむ。

D11 20 8 赤～淡赤褐 00 II b類。径5.7,厚0.8。胴部縦ケズリの後オサ工。内 土器溜 5 -18 

面縦ナデ，内外面接合痕残。

Cll 10 8 暗茶褐色 00 IV類。径6.5,厚0.8。胴部縦ケズリの後，外周ナデ？ 外面スス付 -19 

内面ナデ。 着

Cl2 908 8 明茶褐色 ◎〇 IV類。径6.0,厚0.8戸。胴部縦ケズリの後．指オサ 内面スス付 ・20

工。内面ナデ。 着

All 909 8 暗赤茶褐色 ◎〇 I類。径5.4,厚0.8やや戸。胴部縦ケズリの後，外周 -21 

横ナデ。内面ナデ一部指頭圧痕。

All 31 8 茶褐色 00 1類。径6.1,厚0.9戸。胴部縦ケズリの後，外周オサ -22 

ェ，横ナデ。内面ナデ強ミガキ状。

X 915 9 暗茶褐色 ◎〇 I類。径6.2,厚1.6。内外面指頭圧痕残。詳細不明。 -23 

A 9 36 8 淡赤褐色 00 II b類。径6。2,厚1.5。外周オサエナデ。詳細不明。 ・24 
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地区番号 層位 色調
焼胎 形 態 ． 技 法 備考

挿図 図版

成土 番号 番号

All 30 8 暗茶褐色 00 II b類。径6.5,厚1.3。胴部縦ケズリの後外周横ナ -25 43- 3 

デ。内面磨滅顕著。外底面中央部ややくぽむ。

C 8 40 8 暗赤～黒褐 ◎◎ I類。径8.5,厚1.8。胴部縦ケズリの後外周オサエ スス付着 -26 -6 

強，ナデ。内面縦ナデ指頭圧痕残。外底面調整丁寧。

A 8 38 8 赤茶褐色 00 I類。径7.3,厚i.sn。胴部横ナデ？外周オサ工。内 -27 

面指頭圧痕。外底面中央径2.6の凹み。

Cll 54 8 淡茶褐色 00 I類。径8.0,厚2.0。磨滅顕著詳細不明。 -28 44下-2 

ClO 5 8 赤～淡赤褐 00 w類。径8.0,厚2.0やや口。外周横ナデ強。詳細不明。 -29 

Cll ， 8 暗茶褐色 00 II b類。径7.7,厚2.0やや「ゴ。胴部ケズリの後外周横 土 17 ・31 43- 5 

ナデ？内面底面に粘土を貼付けナデ調整。 外面スス

東群胎土A 浅鉢形土器

Cll 80 灰赤褐色 ◎ 0 I類。口径34前後。口縁端丸丁寧。口縁・頸部境界に沈 土器溜 4 40 -21 42下

黒灰色 線2条 (3mm)部分的雑。頸部・胴部境界に沈線 1条＋ - 1 

a (4mm)雑。外面横ナデの後ヘラミガキ．内面板ナデ

強．面をなす。後ヘラミガキ。

AlO 62 8 赤茶褐色 ◎〇 m類。沈線4条+a (3 mm)。内外面ナデ丁寧。 -22 • 6 

黒灰色

All 53 8 黒褐色 ◎〇 m類？沈線 1条+a(3mm)。内外面ナデ丁寧ミガキ状。

AlO 40 8 黒褐色 00 不明。沈線2条+a(4mm), 丸味。小片詳細不明。

東群胎土B 浅鉢形土器

en 3 I s I黒茶褐色 10◎ I II a類。口縁端丸。外面縦ナデの後横ナデ。内面横ナデ 1外面スス付I -231- 5 

暗茶褐色 丁寧。 着

東群胎土A 壷形土器

All 581 8 I灰褐色 I◎◎ l小形壷？口径13.0,胴部径16.8。口縁端丸丁寧。口縁・ 1浅鉢 I類 ?I -241- 2 

頸境．頸・胴境に沈線 (3mm)。外面横ヘラミガキ．内 25と同一個

面横板ナデ強。 体か？

東群胎土B 壷形土器

Cll 910 8 暗茶褐色 00 大形壷。口径21.8。口縁端丸。凸 B下台 (8-3), 上面 32- 1 41上

と端部同時調整一部接合痕．下面接合痕残。刻D (6-

5一％）。外面上半横板ナデ接合痕残。下半縦ケズリ。

内面ナデ指頑圧痕，接合痕顕著。

All 32 8 黒茶褐色 O△ 小形壷。胴径5.5前後。外面ナデ丁寧。内面指頭圧痕． 40-26 42下

接合痕残る。 - 4 

Al2 71 9 暗茶褐色 00 壷？頸部径15前後。外面磨滅．内面横～斜のナデ強。 -27 

東群上層胎土A 深鉢形土器 口縁部

A 6 22 5a 淡黒褐色 00 口縁端やや尖。凸A三 (10-5),磨滅顕著詳細不明。 39 - 1 

溝4 31 淡黄褐色 O△ 口縁端丸。凸A三 (6-5), 上下面をつまむよう調整。 - 2 

刻oc 5 -5 -3/v。磨滅顕著詳細不明。

A 8 26 5a 淡橙色 O△ 口縁端尖。凸A三 (11-3),上下面ナデ強。刻D (5 - - 3 

2-%)。内外面ナデ？磨滅顕著詳細不明。

All 13 5a 白橙色 ◎〇 口縁端面取り。凸A? (8 -?), 細片のため詳細不明。

溝 5 21 暗茶褐色 00 口縁端丸？凸D垂三 (20-4),下面一部接合痕。刻有無 -4 

不明。磨滅顕著詳細不明。

溝5 20 淡赤褐色 00 口縁端尖。凸D垂三 (13-3),上面ナデ．下面接合痕残 - 5 

る。刻D (4-5-3/0。内外面ナデ？磨滅顕著詳細不

明。
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東群上層胎土B 深鉢形土器口緑部

C 9 39 7 暗赤茶褐色 00 口縁端やや尖，丁寧。凸A三 (9-5), 上下面つまむよ

うナデ丁寧。刻D? (3-3-¥ん）。内外面ナデ丁寧。

溝8 32 茶褐色 O◎ 口縁端丸。凸A三 (9-5), 上下面ナデ丁寧。刻D(8 

-7 -1/1)明瞭。内外面ナデ？詳細不明。

A8 ， 5a 暗茶褐色 00 口縁端丸。凸 B三 (8-4), 上面と端部同時調整，下面

一部接合痕。刻D(2-4-3/i)。内面ナデ丁寧。

溝2 46 淡茶褐色 ◎〇 口縁端やや尖。凸 B三 (7-5), 上面ナデ丁寧，下面接

合痕残。内面ナデ。小片詳細不明。

C 9 10 5b 暗茶褐色 00 口縁端尖。凸 B下三 (9-3), 上面ナデ，下面接合痕

残。 刻無。内外面ナデ？詳細不明。

Cll 19 6 茶褐色 ◎〇 口縁端やや丸丁寧。凸 B三 (8-5), 上面ナデ丁寧，下

面接合痕残。刻D (5 -3 -3/i)。外面ナデ．内面ナデ

指頭圧痕残る。

C 8 18 7 黒茶褐色 00 口縁端丸丁寧。凸 B三 (10-5),上面ナデ，下面ナデ接

暗茶褐色 合痕残。刻D(3-4 -¥ん）。外面ナデ．内面横ナデ強。

C 9 10 5b 灰茶褐色 00 口縁端丸？凸B下三 (12-4)。磨滅顕著詳細不明。

Cll 12 Sb 灰褐色 O△ D縁端丸。凸 B? (7 -4)。磨滅顕著詳細不明。

A6 5 5a 茶褐色 ◎〇 口縁端丸。凸 B三 (10-5),上面ナデ一部接合痕，下面

ナデ接合痕残る。刻D (3 -5 -%)丁寧。外面ナデ．

内面ナデ雑接合痕残る。

Dll 7 5b 黒茶色 00 口径32~38。口縁端やや尖丁寧。凸 B下三 (12-6),上

茶褐色 面と端部同時調整丁寧，下面接合痕残。刻V(2-4-

粉。内外面ナデ丁寧。

Cll 29 5b 暗褐色 00 口縁端尖。凸 B三 (12-4)。小片のため詳細不明。

東群上層胎土A 深鉢形土器胴部

溝4 84 暗茶褐色 !OO!Ia2類。幅0.3の沈線巡る。外面上半横ナデ，下半板

ナデに近いケズリ。内面ナデ比較的丁寧。

東群上層胎土B 深鉢形土器胴部

溝4 45 赤茶褐色 00 II a 2類。凸下三 (10-6),上面ナデ強，下面一部接合

暗茶褐色 痕。刻D (8-5 -1/1)不明瞭。外面上半横板ナデ条痕

残る。下半ケズリ。内面ナデ一部指頭圧痕。

溝4 6 茶褐色 O◎ a 2類？凸三 (12-5),上下面ナデ比較的丁寧。刻不

黒灰色 明。内外面ナデ。

Cl2 8 5b 灰茶褐色 00 a 1類？凸三 (10-4),上下面ともナデ調整。刻不明。

外面上半横板ナデ？内面ナデ丁寧。

X 916 茶褐色 00 a 2類？凸下三 (14-5),上面ナデ強，下面接合痕残。

刻D (4 -7 -3/J明瞭。内面横ナデ。

A 7 15 5b 茶褐色 00 a 2類？凸円 (12-3)。刻D(4-5 -3/z)。詳細不明。

A 6 11 5a 灰茶褐色 00 凸円 (11-4),上下面一部接合痕残。刻 D (4-6-

％）。詳細不明。

X 917 茶褐色 00 凸三 (14-5),上下面つまむよう貼付。詳細不明。

A7 3 暗茶褐色 00 凸三 (13-3),上下面つまむよう貼付。上面ナデ強，下

褐色 面接合痕残る。刻有無不明。外面上半横ナデ，下半ケズ

リ。

A 6 25 6 茶褐色 00 a 2類。凸？外面ナデ雑。磨滅顕著詳細不明。

淡黒褐色

Cl2 2 6 暗茶褐色 ◎◎ I a 1類。胴径28.6。屈曲部に巾0.3の沈線．その直上

に刻目有。刻V (3 -8-%)。外面上半ナデ丁寧，内

面ナデ丁寧。

-6 

-7 

-8 

B3タイプ -9 

か？

-10 

ッポ？ -11 

-12 

。13

-14 

・15

外面スス付 -16 

着

-17 

内外面一部 。18

スス付着

・19

-20 

-21 

• 22 

-23 

・24 

-25 

• 32 
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I地区番号 1層位 1 色調は翌 I 形 態 技 法 備考 II屋〗rn
東群上層胎土B 底部

溝 5 35 淡赤褐色 00 I類。径5.6,厚0.8。外周横ナデ。 -33 

C 9 38 7 淡赤褐色 00 II b類。径6.0,厚0.7。胴部縦ケズリの後外周ナデ -34 

強。外底面指オサ工。

住 2 37 赤褐色 00 II b類。径4.4,厚0.9。磨滅顕著詳細不明。 -35 

A 8 36 淡赤褐色 00 I類。径7.7ややn。外周指頭圧痕残。磨滅顕著。 -36 

A 9 43 Sa 赤褐色 00 I類。径7.0,厚1.0やや□。胴部縦ケズリの後外周ナ -37 

淡茶褐色 デ。内面指頭圧痕残。

iC 30 黒茶色 ◎〇 IV類。径5.5。外面外周のナデの後から棒状工具を利用 浅鉢？ -38 

黒灰褐色 したミガキ。
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第 5章 弥生文化の遺構と遺物

第 1節 はじめに

口酒井遺跡は，今回第11次A•B の両調査で約730 面という比較的小規模な発掘調査であった

にもかかわらず，弥生文化に属す様々な遺構・遺物が検出された。それらは西地区に集中して認

められ，先に触れた土層断面の観察による微高地の範囲と一致している（第18図参照）。

弥生遺物包含層は第13図の第5層：褐色粘質土である。遺構はこの層の上面で検出されたもの

と，掘削する過程で検出されたものがある。また，層を除去した後，第 7層：黄灰色砂質土上面

において検出したものもある。

遺構の種類は住居址・土壊・溝等の居住関係と，他にニ・三の埋葬関係がある。それに伴って

中期～後期の弥生式土器をはじめ，石器・鉄製品・土製品などの遺物がコンテナ数にして約50箱

分出土した。これらを時期的に大別すると，中期前半・中期後半・後期に分けられる。

以下では上述の各期で節を改め，遺構の説明をし，続けて遺構出土の遺物について記述を行う

という方法を採用した。出土土器の分類は中期後半，後期のものに関してそれぞれ規定し，節頭

にその説明を加えている。説明の用語は従来の用法に従うが，状況によって若干補正した箇所も

ある。また，土器の観察表は節ごとにその節の後ろにまとめている。

尚，石器については第6節でまとめて記述した。 （緒方・森下）

弥生式土器観察表凡例

1. 遺物番号は各遺構ごとに一連の番号を用い，本文・実測図を全て統一した。

但し，ー遺構につき一個体しか出土していない場合は番号を付していない。

2. 器種の項には本文で記す分類を併記した。尚，『広口壷形土器A」を「広口

壷A」というように略記している。

3. 法量は単位をセンチメートルに統一し，単位の記載を省略した。

4. 胎土・焼成・色調の項は，それぞれを上段・中段・下段に配列した。

胎土については素地土の粗密を以下の記号で示した。◎密 〇やや粗 △粗

これに続けて胎土中に包含する砂粒の大きさをカッコ内に記した。単位はミリ

メートルに統一し，単位の記載を省略した。

焼成についてはその程度を，良好・やや軟・軟に分け，特に良好なものには堅

緻と記した。

色調は外面の最も広範囲を占める色を記した。但し，内面の色調が著しく異な

る場合は備考の項に記した。
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5. 形態の項には土器の器形の特徴を記した。

6. 技法の項には成形・調整技法の特徴及び文様とその施文技法の特徴を記した。

7. 備考には遺物に付された個体登録番号を示した。遺物を実見される方はこの番

号を参照されたい。

8. ススの付着・黒斑・ニ次焼成痕等の特記事項は全て備考に記した。

9. 観察表の執筆は，遺物実測担当者の注記を参考に，森下・中村・大本が行った。

第 2節 中期前半の遺構と遺物

1) 概要

中期前半の遺構は，中期後半～後期の遺構基盤層である褐色粘質土を除去した後，その下位に

広がる黄灰色砂質土の上面において検出した。調査区東側のAlO区に集中し，土壊5• 木棺墓・

溝6がある。このうち，木棺墓と溝6は伴出遺物がなく，明確な時期決定はできないが，層位的

にみて当該期の遺構と判断してよい。

遺物は土壊 5出土のもの以外に，中期後半の遺構内に混在したものもみられるが，その量は少

ない。 （森下）

2)土壊5

a. 遺構（第49図，図版第23)

土壊 5はAlO区において検出した不整長円形を呈す土壊である。主軸の方位はN27°Wで，後

述の木棺墓と近似する。長さ270cm,幅70cm,深さ30cmを測る。断面はU字状を呈し，床面は比

較的平坦である。埋土は 4層に大別でき，上位より第 1層が黄褐色粘質土，第 2層は暗灰青色粘

質土，第3層は黒灰色粘質土，第4層は青灰色粘質土 炭層

である。第 3層中には大量の炭化物と土器の小片が含 ---

まれ，その北側上面において残存良好な土器が集中し

て出土した。

尚，炭化物以外には，焼土や壁体の硬化などの焼成

の痕跡を見い出すことができなかったが，これは後述

する住居址内の炉においても共通しており，低湿地遺

跡における焼成痕跡の残存性の問題も絡んで，本遺構

での焼成行為の有無を一概に判断することはここでは

保留しておく。 （緒方・森下）

b. 遺物

◎土器（第50図）

1 : 黄褐色砂質土（やや粘性）

2 : 灰青色粘質土

（部分的に黒味を帯びる。）

3 : 青灰色砂質土

（粘質土プロックを含む。）

第49図土壊5断面実測図

土壊 5 からは壷（底部），甕A• B, 鉢A•Bが出土した。土器の分類基準は文中でそのつど

記述する。
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・壷形土器 (1)

底部が1点出土した。胴部上半や口縁部に相当する破片はみられず，全体の器形は不明である。

残存部から判断すると，腹部の張りが小さ<'スマートなプロポーションをもつものと推定され

る。

・甕形土器A(2•3)

器形は倒鐘形を呈し，口縁部が「く」の字に外反する。 2・3ともに口縁端部に刻目を施し，

本資料中では古相を示す。 3の外面調整は斜方向のハケメである。これは縄文晩期深鉢にみられ

る調整手法の残存要素の一つである。田能遺跡第6D調査区土壊 5• 土壊 6(福井編1982)に類

例がみられる。

・甕形土器B (4) 

腹径が口径をしのぎ，体部上半に最大径をもつ。外面の櫛描直線文は 5段施されるが，互いに

重複部分が多く，複帯構成を意図したものである。口縁部は無文で内外ナデ調整。一部が欠損す

るが，完形に近い状態で残存。底部に焼成後の穿孔があり，甑としての機能をもつ。

• その他の甕形土器 (5)

胴部下半より底部まで残存する。安定した大形の平底と，強く張る胴部をもち，大形鉢の可能

性もある。外面にススが付着し，一部被熱による赤色化が認められる。

・鉢形土器A (6) 

『く」の字に外反する口縁部を持つ。器壁が厚<,作りは粗雑さが目立つ。外面は上から下へ

板ナデ調整。底部付近に被熱による荒れがある。

・鉢形土器B (7) 

口縁部が直口するもの。 7は外面に10段の櫛描直線文をもつ。前記の 4と同様に文様と文様の

間隔が極めて短く全面装飾の意図が窺われる。底部付近に被熱による荒れがある。

（緒方・森下）

3) 木棺墓

a. 遺構（第51図，図版第24)

木棺墓はAlO区住居址 1の下位で検出した。墓壊は黄灰色砂質土から青灰色粘質土上面まで達

する。長さ140cm,幅60cm,深さ40cmで，主軸の方向はN12°Wを示す。平面形は不整長方形を

呈し，南側で掘り方がやや乱れるが，北側は整った角をもつ。縦断面は，南側でゆるやかに立ち

上がり，北側で急角度をもつ。床面は平坦で，小口穴等の掘込みは認められない。

b. 遺物

木棺は，蓋板・底板各一枚，側板・小口板各二枚から構成される。

蓋板は残長94cm,残幅26cmを測るが腐蝕が甚しく，厚さが僅か 1~ 2cmしか残存しない。棺内

に落込み，湾曲した状態で検出した。

底板は長さ95cm,幅40cm,厚さ 3cmで，腐蝕の進行は少なく，原形をほぽ保つ。両端より 5cm
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のところにそれぞれ長さ

20cm, 幅11cmの長方形を呈

する柄穴を切るが，本来の

形状は不明である。小口板

は腐蝕が甚しく小片のみを

みる。

側板は棺の上位で腐蝕が

甚しいが，下位で厚さ 3cm

を保ち，底板の側縁内側に

のる。その部位に溝の切込

み等は認められない。

各棺材の木取りは，底板，

側板が長辺と木目を一致さ

せ，小口板は縦方向に木目

が走る板目取りである。形

状からみて小児用木棺と推

定できる。木棺内に埋納遺

物はなく，人骨は残存しな

い。 （緒方）

4) 溝 6

a. 遺構

AlO区で検出した。北西

から南東へ伸びる溝である。

幅約50cmを測り，断面形は

U字状を呈す。南東は木棺

m 

A
 

c
 

B
 

nu 

c
 

皿。

。
50cm 

墓のすぐ横で直に立ち上が 第51図木棺墓実測図

り終結する。北西はD9区から調査区外へさらに延びる。埋土は暗褐色粘質土の単層で，遺物は

出土しない。溝の性格等は不明である。

（森下）
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弥生中期前半の土器観察表

土壕 5出土土器（第50図）

胎 土

番号 器種 法 量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考

色 調

1 壷 底径 6.3 ◎ 0.5~3.0 やや厚手の安定した平底。体 体部外面は縦方向のヘラミガ 2 

（底部） 残高10.5 良好 部は縦長で胴張りがない。 キ。内面は横ハケの後．板ナ

淡赤褐色 ア一。

2 甕A 口径26.7 0 0.5~5.0 倒鐘形の体部から口縁部は屈 体部外面縦ハケ，内面はナ

残高 7.8 やや軟 曲して外反。端部は面取りし デ。口縁外面ナデ．内面は

暗褐色 てヘラによる刻み。 横ハケ。

3 甕A 口径19.2 0 0.5~7.0 倒鐘形の体部から口縁部は屈 外面調整は横ハケ。体部内面

残高 5.3 やや軟 曲して外反し，端部に粗く刻 はナデ。口縁内面は横ハケ。

暗褐色 目を施す。

4 甕B 口径21.7 ◎ 0.5~2.0 底部は厚手の平底。焼成後下 体部下半斜方向板ナデの後．

腹径21.3 良好 →上の穿孔。体部は上方に張 縦ハケ。一部横ハケ。内面は

底径 5.8 明橙色 りのある倒鐘形。口縁は「く」 『半部細かい斜ハケ。上半は

器高22.9 の字に屈曲して外反。端部は 粗い横ハケ。口縁部は横ナ

丸い。体部上半に 5段の櫛描 プ． 。

直線文（単位 7条）。一部複

帯構成。

5 甕 腹径32.9 ◎ 0.5~1.5 大形の甕。底部は安定した平 外面は粗い縦ハケ。内面は横

底径 8.7 良好 底。球形に近い胴部。 ハケ。指頭圧痕が残る。

残高27.5 灰橙色

6 鉢A 口径19.8 0 0.5~3.0 体部はやや内湾気味に開く。 外面は上→下の板ナデ調整。

残高12.4 やや軟 口縁部はゆるやかに外反。端 内面は右下→左上の板ナデ。

灰茶色 部は丸い。 口縁部は横ナデ。

7 鉢B 口径23.2 0 0.5-4.0 体部はやや内湾気味に開いた 外面はナデ調整。内面は横ハ

残高18.9 やや軟 のち．ゆるやかに屈曲して． ケの後ナデ。

暗灰橙色 口縁部は直に立つ。端部は面

取り。外面に単位8条10段の

櫛描直線文。

第 3節 中期後半の遺構と遺物

1)概要および出土土器の分類

7 

外面にスス

付着

4 

5 

外面中腹に

スス付着

同下半に黒

斑

6 

外面にスス

一部赤色化

8 

1 

図版
番号

50- 3 

52- 3 

中期後半の遺構は褐色粘質土下層上面において検出した。住居址 1棟，土壊 1基，溝3条，落

込み 1箇所と，多数の小土壊群がある。これら当該期の遺構・遺物の分布はA7区以東に限られ

る。

尚，後述する後期の遺構・遺物も，その多くは同一面・同一層より検出しており，中期後半か

ら後期への継続的土地利用が窺われる。

出土土器の分類は下記に定める。但し，完形に復元できる土器は限られており，特徴部位に関

しての分類とならざるを得なかった。暫定的な分類であることを記し，今後の資料の増加を待つ。
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主な器種は，広口壷形土器・長頸壷形土器・短頸壷形土器・無頸壷形土器・甕形土器・鉢形土

器・高杯形土器・器台形土器である。

広口壷形土器A……頸部が漏斗状に開き，口縁端部に面をもつもの。

Al……口縁端部の拡張が小さいもの。

A2……口縁端部が斜下方へ張り出し気味に拡張するもの。

A3……口縁端部が大きく垂下し，幅広い面をもつもの。

広口壷形土器B……太く短い頸部から口縁部が斜上方へ開くもの。

広口壷形土器C……直立する筒状の頸部から口縁部が大きく水平に開くもの。

広口壷形土器D……体部に比べて口縁部が小さく，体部から短くくびれて外反するもの。

無頸壷形土器A……口縁部が内側に突出し，上方に面をもつもの。

無頸壷形土器B …•••口縁部が方形に肥厚し，上方と下方に面をもつもの。

甕形土器A…………口径が20cm未満のもの。

甕形土器B ………•••口径が20cm以上のもの。

鉢形土器A…………口縁部が直に立ち上がり，端部の拡張が少ないもの。

鉢形土器B…………器壁が薄く，椀状に内湾しながら立ち上がるもの。

鉢形土器C ………•••口縁部が屈曲し，端部が肥厚して上方に面をもつもの。

鉢形土器D ……•…••ゆるやかに内湾気味に立ち上がり，直口の口縁をもつもの。外面全面に凹線

文をもつ。

高杯形土器A………直口する口縁をもつもの。端部が肥厚して上方に面をもつ。

高杯形土器B………口縁部が水平に張り出し，端部を垂下させるもの。

脚台A………………裾が内湾気味に開き，端部を拡張せず，丸く収めるもの。

脚台B・……………••裾が直線的に開いて端部を拡張し，幅広い面をもつもの。

器台形土器A・……・・器高15cm未満のもの。

器台形土器B・・……・器高15cm以上のもの。

2) 住居址 3

a. 遺構（第52·53図，図版第16• 17) 

（森下）

A 9• 10区， C9• 10区， DlO区において確認した円形プランの竪穴式住居である。調査の進

行上， A•C•Dの各区に分割して作業を行ったことや，北西側が調査区外にあたること等によ

り，全体の形状確認が困難であったが，直径8m前後と思われる。

遺構は褐色粘質土により黄灰色砂質土まで掘込まれ，残存する壁体は高さ15cmを測る。

柱穴は総数10個で そのっち P1• 3• 5• 6• 8• 9の6個が主柱穴となる。 p1とp3の

間， p1とpgの間にそれぞれ主柱穴を想定すれば，各主柱穴の間隔は 2m~  2 m25cmの間で収

まり，正八角形の柱穴プランを形成する。

中央部では，最大径140cm,深さ49.5cmの炉址を確認した。深さ 7cm程度に不整形のテラスが
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1 : 暗灰色粘質土（炭片混）

2 : 黒色粘質土（炭層）

3 : 暗青灰色粘質土

第53図住居址3炉址断面実測図

周囲を巡り，その中ほどに上面径80cm,下面径43cmの二段

目の円形土壊がある。埋土中には炭化物を大量に含む黒色

粘質土が堆積し，上位において土器片が多く出土した。第

この土壊は，後

述する溝7を切る。

壁溝は，壁体下とその内側に部分的に 2本確認した。幅

15~20cm, 深さ 5cm前後を測り，北東側で二本に枝分れす

る。

以上，複数の壁溝が確認できたことや， p1に2箇所の下端が認められること，などから本住

居は建替えか，又は増築があったと推定される。

出土遺物は，床面・覆土・土壊・柱穴より土器・石器・鉄製品・土製品がある。

尚， P6埋土内と床面西側にサヌカイト剥片の集中箇所を確認した。その多くは 1cm以下のチッ

プで，総重量は約300gになる。また， p5の埋土中より大形の砥石が出土している。住居廃絶時

の投棄と考えられる。

本遺構の南西隅において後述する土壊4を検出した。時間的先後関係については住居址3の壁

溝が土壊4を切る事実により，土壊4が先行するとみられるが，住居の建替えや増築を考慮すれ

ば，これらが同時併存したとも考えられる。 （緒方）

b. 遺物

◎土器（第54図）

・広口壷形土器A (1) 

~ 雪 三

｛＼ r m. 
c~- ＼ 三ー一丁i ~ 爪

ロニ―〗
10cm 

゜

＼こてこ

／ 
第54図住居址3出土土器実測図



~ 

Pl 

◎ P2 

b 

a~ キ『フJII 
Q)P3 

◎ PS I ◎四

゜
第52図住居址3実測図
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漏斗状に開く頸部に，口縁端部が斜下方へ拡張する。口縁端面，頸部のどちらにも凹線文が施

されるものである。中央に小さな剌突をもつ円形浮文は，施される場所によってその大きさ，個

数が異なる。この円形浮文の形状は山陽地方のそれと共通する。また，頸部の凹線文は太めで，

断面がなめらかな波状を呈す。

・広口壷形土器C (2) 

頸部は太く，直立した後に口縁部が大きく水平に開く。端部の拡張は顕著でない。器壁はやや

薄手で無文である。

・無頸壷形土器A (3) 

内湾気味に立ち上がり，口縁端部が内側に突出する。口縁部直下と体部最大径部に凹線文をも

つ。後者の凹線文は段状に片側だけを凹めるものである。

・甕形土器A(4•5)

両者ともに，口縁端部を拡張しないものである。この形状の甕形土器は，近畿地方では第二様

式以降継続して作られるが，口縁端部の面取りを行わず，短く外反させる小形のものは『弥生土

器集成，本編2」（佐原1968)によると第四様式以降出現するとされ，摂津地域では第四様式の

新しい段階に散見できる。

・鉢形土器A (7) 

口縁部が内湾気味に立ち上がる直口の鉢。口縁部直下に凹線文を 1条施し，外面下半はヘラケ
s) 

ズリ調整を行う。外面のヘラケズリは新しい要素として捉えることができる。

・鉢形土器C (6) 

口縁部直下と，屈曲部と思われる部位に凹線文を施す。この施文パターンは，後述の落込 1の

高杯形土器Aに共通する。

・高杯形土器8(8•9)

水平に開く口縁部をもち，端部を垂下させるものである。端面は上下端に細い凹線文を各 1条

施す。脚柱部(9)は，強く絞めつけて成形した後，円盤充填により杯底部を作出し，外面の上

下両端に沈線文帯を巡らせる。脚柱部に沈線文をもつ高杯形土器は，西摂地域で第三様式新相よ

り散見されるが，播磨地方と共に，主流を占めるのは，第四様式の後半である（今里1969)。

以上，住居址3出土土器は，櫛描文で飾ったものがほとんど見られず，凹線文のみで飾られる

土器で占められており，資料数は少ないが，第四様式期の良好な一括資料といえる。

◎鉄製品（第55図）

鈍が 1点(1)と板状鉄片が 1

点(2)出土した。両者とも小片

で，銹化が著しく進んでいる。 1

は刃部長2.8cm,刃部幅1.5cmを

測り平面三角形，断面三日月形を ゜
呈す。刃部はやや反りをもつ。現

' 5cm, 
2
 

第55図住居址3出土鉄製品実測図
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存重量は2.0gを計る。 2は厚さ0.2cm程の板状を呈し，その上端で左

右に突出部を作出し，内側に折り曲げている。また，一部その上に紐

＿を巻いた痕跡が残る。現存重量は8.2gを計る。

◎紡錘車（第56図）

紡錘車が 1点出土した。円盤形の土製品の中心付近に一孔穿つもの

CニエC二ニ）
0 3cm 
I I I I 

第56図住居址3出土
紡錘車実測図

である。直径4.0cm,厚さ0.5cm,孔径は0.35cm,重量9.lgを計る。

土製紡錘車には， 製作時からすでに紡錘車として作られたものと，

土器片を再利用して適当な大きさにし，孔を穿つものがある。今回の

住居址3出土品は後者にあたる。土器片の周縁を 8回程打ち欠き，ほ

ぼ円形に加工しているが，破面は未調整のままである。穿孔は中心よりややずれた箇所にある。

元の土器の内面側から錐状の

ものを用いて穿孔する。外面

にハケメとヘラケズリのあと

を残す。 （緒方・森下）

A
 

3)土壊4

a. 遺構（第57図）

土壊4は住居址3内南西部

に位置する。当初，住居址3

の一部と考えていたが，住居

址の床面で壁溝に切られる土

壊プランを認めたため，土壊

4とした。 At___§_, 頂m

B
 

/ 
B
 

この土壊は平面がほぼ円形

を呈し，直径120~140cmを

測る。深さは約80cm。下端の

直径が90~100cmで，掘り方

はほぽ垂直に近く，一部オー

バーハングする箇所もある。

埋土中には，多量の炭化物を

含んでいた。

出土遺物は少量だが，甕形

土器，器台形土器がある。こ 。
L 

れらは床面直上に集中して出

土した。 （南）

lm 

第57図土壊4実測図



b. 遺物

◎土器（第58図）

土壊4からは，甕形土器A,器台形土器Bが出土

した。

・甕形土器A(l•2)

1は外面に成形時のタタキの痕跡を留め，その上

からハケ調整を行う。口縁端部は上下に若干拡張し，

端面を強い横ナデで凹ませる。

2は脚台付の甕形土器である。体部と脚台部は直

接接合する部分をもたないが，色調・胎土が同ーで，

重ね合わせた状態で出土したため，同一個体と判断

した。

脚台の作りは粗雑である。粘土紐を筒状に組み上

げた後，手中で絞めつけており，内面に顕著なシボ

リメがみられる。脚台部と体部の関係が，連続成形

を行った後の『円盤充填法』（佐原1968)を用いるも

のなのか，あるいはそれぞれ分割成形を行った後の

「接合法』（寺沢ほか1980)を用いるものなのか，該

当部が完存するため観察が不可能である。外見から

観察できることは，脚台部と体部の接合痕が外面の

くびれ部よりやや上の箇所で比較的明瞭にみられる

ことや，底部裏面の調整がほとんどなされていない

ことなどである。「接合法」が後期から行われる手

第 5章弥生文化の遺構と遺物 107 

に一 八3

10cm 

第58図土壊4出土土器実測図

法であることを考慮すれば，「円盤充填法」をもって成形された可能性が強いといえよう。

体部下半はヘラケズリで器壁は薄く仕上げる。口頸部に一旦横ナデを行った後，断面三角形の

粘土紐を貼付けて再度横ナデを行う手法は，第四様式ではほとんど見られなくなる指頭圧痕文突

帯の名残りと見ることも出来よう。

・器台形土器B (3) 

裾端部は大きく拡張して，幅広い平担面をもつ。内面にはやや粗いハケメが認められ，第四様

式の器台形土器の特徴を良く示している。

以上，土壊4出土の土器は第四様式に比定できる。 （森下）

4) 溝 7

a. 遺構（図版第22)

A9•C9 区において検出された溝である。上面は住居址 3 に切られる。断面はU字状を呈し，
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下端は黄灰色砂質土まで掘開される。規模は幅56cm,深さ20cmを測る。埋土は上から暗褐色粘質

土，粘性を帯びる暗褐色砂質土の 2層である。

この溝は住居址3の炉址との切り合いを見，さらに南へ向い住居址3の外へ伸びる。従って住

居址3の「排水溝」とも解釈できるかもしれない。しかし ，住居址に伴う排水溝としては規模

が大きく，やや深すぎることや，住居址外へ伸びる部分を住居址3のプラン検出面よりさらに下

のレベルにおいてようやく確認できたことなどを考慮すれば，むしろ隣接する土壊4とセットを

なし，住居址3建築以前に存在したものとみるのが妥当と思われる。

（緒方・森下）

b. 遺 物 （第59図）

◎ 土 器

溝 7 からは広口壷形土器Al•A3, 短頸壷形土器，甕形土器A• B, 鉢形土器A,脚台Bが

出土した。

・広口壷形土器Al (1• 2) 

頸部に櫛描文をもち，口縁端部が無文のもの(1)と，体部が無文で，口縁端部に凹線文をも

つもの(2)がある。前者は頸部にわずかに筒状部をもち，後者はゆるやかにくびれるものであ

る。

r ~\~\lll \\1冒

t゚
第59図溝7出土土器実測図
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・広口壷形土器A3 (3) 

口縁端部が大きく斜め下方へ垂下し，端面に 4条の凹線文をもつものである。

・短頸壷形土器 (4) 

口縁部がやや開き気味に直立するものである。口縁部外面の全面にわたって太い凹線文を施し

ている。

・甕形土器A (6) 

体部の成形にタタキを使用し，その上から縦ハケを行うが，その痕跡が明瞭に残るものである。

内面はハケ調整。

・甕形土器 B (5) 

大形のものである。これも成形時に使用した平行タタキの痕跡が，ハケメの下に残る。口縁端

部には 4条の凹線文を施す。

・鉢形土器A (7) 

体部が皿状に大きく開き，口縁が直口するものである。体部下半の外面を顕著にケズリ上げる

など，新しい要素をもつ。

• 脚台 B (8) 

内面，外面ともケズリを行う。但し，外面は成形時のケズリで，後に大部分がナデ消され，内

面はある程度乾燥が進んだ後の調整時のケズリである。

以上，溝7出土の土器は櫛描文がほとんど見られず，凹線文各種を多用するのに加えて，鉢形

土器には外面下半のヘラケズリなどの新しい要素が見受けられることを特徴とする。

（森下）

5) 溝 5

a. 遺 構（第60図，.図版第19~21)

A9•C9 区において検出した，北西から南東方向へ伸びる溝である。両端とも調査区外へさ

らに延びる。遺構は，褐色粘質土より掘開され，下端は青灰色粘質土まで達する。断面観察によ

り最低2回の掘開が認められた。 ,6.00m 

下層溝の埋土は，上から明灰黒色砂質土，

淡灰黒色砂質土，灰褐色砂質土である。規模

は，幅172cm,深さ52cmを測り，断面は逆台

形を呈す。下層溝は灰黒色砂質土の単層埋土

で，規模は幅70cm,深さ28cmを測る。

調査の際，一部上層，下層の分層発掘を行っ

たが，ほとんどは両者一括して遺物を取り上

1 : 灰黒色砂質土 3 : 暗灰緑色砂質土

2 : 淡灰黒色砂質土 4 : 暗灰青色砂質土

第60図溝5断面実測図

げている。そのため，出土遺物には若干の時期幅を認めなければならない。しかし上層，下層間

で接合するものも多く，溝は継続的に使用されたと見てよい。
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溝5は他の溝と方向や規模などの面においてもはとんど異なる要素はなく，微高地の縁辺に掘

開された，日常的性格の強い溝であったと考えられる。但し，本遺構から出土した土器の数量に

関しては，他の遺構をはるかにしのぎ，また，下層溝に伴うものは極めて残存状況が良好であっ

た。このことは居住域が非常に近接したものであったことを推定させ，本遺構の東方10mに存在

する「住居址3」と併行して存続した可能性を示すものである。

尚，出土遺物中に弥生後期の遺物がみられる。これらは溝5が廃絶した後，自然堆積する過程

で混入したものと思われ，埋土第 1層上面の凹部等に含まれたものである。

（森下）

b. 遺物（第61~66図）

◎ 土 器

溝 5 からは広口壷形土器Al•A2•B·D, 無頸壷形土器A,甕形土器A• B, 鉢形土器A.

B, 高杯形土器A・B,脚台A• B, 水差形土器，器台形土器Aと，多種多量の弥生中期後半の

土器が出土した。以下各分類器種毎に説明を加える。

・広口壷形土器Al (1 ~ 3• 5) 

櫛描文のみで飾るもの(1・2),頸部に凹線文をもつもの(3)がある。前者は下層溝より

出土した。 5 は口縁部のみ残存し，内面に単帯の列点文をもつ。 1• 2は文様構成の面から判断
9) 

すれば，本資料中では最も古相を示す 。3にみられる，いわゆる凹線文B種は，突出部の断面

が方形に近く，住居址3のものとは異なる。また，文様帯の上下両端にハケメを切って凹線文に

接続する不規則なナデが巡る。これは凹線文の施文に際しての描き始めと描き終わりの延長線と

見ることができる。

・広口壷形土器A2 (4• 6) 

口縁部の開きが小さく，端面が凹んで，そこに櫛描波状文を施すもの(4)と，口縁部が水平

に開き，端面に凹線文A種を施して，円形浮文を付加するもの(6)がある。前者(4)に酷似
JO) 

する例が田能遺跡で見られる 。

・広口壷形土器B (8) 

腹径に比して頸径が大きい，いわゆる「摂津型J(森岡1985)のプロポーションをもつ。頸部

がやや内傾する点が特異である。器壁が他の土器と較べ極端に薄い。

・広口壷形土器D (7• 9~11) 

外面を縦方向の粗いハケで調整するもの(7·9• 10)と，タタキ成形の後，ハケメを施しへ

ラミガキを行うもの(11)がある。後者は口縁端面に 1条の凹線文を巡らせる。 7は全体のプロポー

ションが判る良好な資料である。 3点とも口径が20cmを越えない小形品であり，新しい傾向を示

している（福井編1982)といえよう。

・無頸壷形土器A (21) • B (12), 複合土器 (60• 21) 

いずれも口縁端部を内側へ肥厚させるものである。外面口縁直下に凹線文を 1条巡らせる。

12は大形のもので，口縁端部に粘土を付加し，断面方形に肥厚させる。外面に円形浮文を細か
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第61図溝5出土土器実測図・ 1
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第62図溝5出土土器実測図・ 2
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＜巡らせる。また12は60の複合土器と同一個体である可能性がある。 60は残存部分が限られてお

り，全体の器形は判らないが，器台形土器の上に鉢形土器か無頸壷形土器を載せた形状を呈する

ものと思われる。器台部の口縁には 3条の凹線文をめぐらせ，その上に円形浮文を全体に付加し

ている。この様な複合土器は一遺跡の保有数は少ないが，第四様式期に播磨から伊勢湾沿岸まで

の広い範囲に分布するといわれる（佐原1972)。

・甕形土器A (16•17) 

丈高の器体で体部下半にヘラケズリを行うもの(16)と，胴部中程に最大径をもち，その径に比

ベ器高が低いもの(17)がある。後者は体部下半をヘラケズリした後，縦方向のヘラミガキを施す。

口縁端部は16がやや内側につまみ上げるのに対して， 17は若干上下に拡張して横ナデによって凹

んだ端面を作出する。

・甕形土器B (13~15• 18~20) 

完形に復元できるもの 3点を含め合計6点出土した。すべて口縁部を拡張するものである。端

面に，いわゆる凹線文A種を施すもの(18• 19), 強い横ナデによって凹みや稜線を巡らせるも

の(14• 15・20), 無文の平担な面をもつもの(13)がある。完形の 3点からそれらの器形を比較

すると， 14が端整な無果花形を呈すのに対し， 15は丈高で胴張りが小さく，底面が非常に厚い。

20は胴が大きく張り出し，底径が大きい割に薄手である。器面調整はいずれも縦ハケの後，胴下

半部をヘラケズリし， 20はその上からヘラミガキを行う。口縁部周辺は回転台使用のためとされ

る強い横ナデが巡る。その横ナデが及ぶ範囲は，土器の大小に関係なく， 1.2~2.0cm幅内で収

まる。

・鉢形土器A (22~25) 

口縁部が斜め上方に開くもの(22・24・25)と内湾するもの(23)がある。 24は端部を若干内

側へ肥厚させる。文様は22• 23が口縁下に 4条の凹線文をもち， 24は浅く退化した 2条の凹線文，

25は 2 条の凹線文をもつ。 24• 25は両者とも外面に縦方向の顕著なヘラミガキを行う。

・鉢形土器B (26~28) 

形態的には後述の高杯形土器Aと同じである。体部からの屈曲が明瞭なもの(28)と，斜め上方

に直線的に立ち上がるもの(26• 27)がある。口縁端部は肥厚し， 26• 27は内側にやや突出させ

る。三者とも口縁から下って体部との境付近に 2条の凹線文を施す。

・高杯形土器A (29~42) 

口縁部がゆるやかに屈曲して立ち上がり，上端に幅広い面をもつものである。出土量が多く，

出土土器全体の中に占める比率は高い。細部の器形，凹線文の施文部位などによってほぼ三分す

ることができる。

29~36は，体部と口縁部の間の屈曲が比較的明瞭なもので，その境に 2条の凹線文を施すもの

が多い。中にはその凹線文を接近して施し，突帯状の部分を作出するもの(29)もある。

37~40は，口縁部がゆるやかなカープを描いて立ち上がり，やや内湾気味に仕上げるものであ

る。外面に 4~5条の凹線文を施し，口縁端部の拡張方法に共通性がみられる。即ち，一旦擬口
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第63図溝5出土土器実測図・ 3
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縁を作出し，丸く収めた後に再び粘土をかぶせ，内側を三角形状に調整し，外側には低く張り出

した突出部を作り出す手法である。

41• 42は皿状に大きく開く形状のものである。口縁端部を内外面に拡張し，上端に幅広い面を

作り出す。口縁下に 3条の凹線文を施す。

以上の三者が果して時間差を示すものなのか，あるいは各製作者のクセであるのか現段階では

明確に仕難い。

・高杯形土器B (43~45) 

口縁部が水平に開き，端部を垂下させるものである。内面突帯は内傾気味に巡る。端面に櫛描

文をもつもの(43),凹線文をもつもの(44),無文のもの(43)がある。 43の波状文は回転を利用せ

ずに施したとみられ，方向や間隔が乱れている。

高杯の杯底部が 3 点出土した(46~48)。いずれも「円盤充填法」による成形である。 46• 47 

は脚柱部にそれぞれ細い凹線文・沈線文をもつ。

• 脚台A (57• 58) 

裾端部を拡張せずに丸く収めるもの。 57は1条の， 58は2条の凹線文をもつ。内面調整は57が

ナデ， 58がヘラケズリである。

• 脚台B (49~56) 

裾端部が肥厚し幅広い端面をもつものである。裾端部の形状により，ほぼ三分することができ

る。

49~52は端部の拡張が顕著でないものであり， 49は小形の部類に入る。端部直上の内外面に凹

線文状の凹みを巡らせるものが多い。

53• 56は端部上端を尖り気味に拡張するものである。 53は端面に 2条の沈線文を巡らせる。

54• 55は端部上端を方形に拡張するものであり，下端も若干拡張している。

以上の三者は前記の高杯形土器Aの三者に対応するものとみられる。

器面調整は外面に縦方向のヘラミガキを行っているものが多く，内面にヘラケズリを行うもの

は8点中 6点見られた。

• 水差形土器 (59) 

体部を櫛描文で飾る小形のもの(59)が1点ある。口縁部は欠損するが，体部は完形である。体

部はやや下位で強く張りをもち，半環状の把手は貼付け手法によって付加する。櫛描文施文後，

2本 1組の縦方向の箆磨研線を施すが，体部下半はヘラミガキを行わず，ヘラケズリを残す。

この土器は古い要素と新しい要素を兼ね備える。即ち，櫛描文を主体とする文様構成や胴下半

が張る器形は第三様式（古）に盛行するものであり（福井編1982),把手の貼付け手法（木下ほ

か1980)や胴下半のヘラケズリ調整（福井編1982)は第四様式に認められるものである。

・器台形土器A (61• 62) 

裾部のみ 2点出土した。両者ともほぼ直線的に立ち上がるものである。端部直上に 4~5条の

凹線文をもつ。 62にみられる内面の顕著なハケメは，西摂地域の器台形土器には普遍的な調整で
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ある。透孔は残存部位においては確認できない。尚，両者とも溝4出土の破片と接合関係にある。

・底部 (63~82)

底部片のみでは器形を判断できるものが少なく，ここで一括して取り扱う。器面調整が磨滅し

ているものは除いて，外面板ナデによるもの 3点，ヘラケズリによるもの 8点である。後者の器

壁は前者に比べ，薄い傾向がある。 82はあまり例をみない台状の底部である。

以上，溝5出土の土器は櫛描文を多用し，古相を示すものから，凹線文を主体とする新相のも

のまでを含んでいる。但し，古相を示す土器も技法や調整などの点においては新しい要素を含み

もつ。ここで『溝』という遺構の性格から若干の時間幅を含んでいることを考慮しても，出土状

態や土器の残存状況からみて全くの混在とみなすことは不自然であろうと思われる。従来の編年

案に照応すれば，第三様式（古）から第四様式までを含むものであるが，以上を踏まえて考慮す

れば第四様式の範疇で捉え得るものと思われる。 （緒方・森下）

◎上層土器 （第66図）

下記の遺物は弥生中期の溝5が埋没した後の凹部に投棄された弥生後期に属する土器である。

調査時に抽出ができなかったため，これらの遺物が大量の中期の遺物の中に混在している。その

中から抽出してここで説明を加える。形式分類については次節で述べる後期のものを使用する。

器種は甕形土器A• C, 高杯形土器脚台，甑形土器がある。他に鉢形土器が2点みられるが，後

期に一般的な器形ではなく，中期に伴うものか，あるいはさらに新しい時期の混在である可能性

もある。

・甕形土器A (83• 84• 87) 

口径が胴部径を上回ると思われる小形品(83),口径が胴部径とほぼ等しい中形品(84)がある。

87は大形品であるが，胴部径の口径に占める割合が小さいものと思われる。いずれも端部を面取

りし，丁寧な作りを呈していることなどから後期前半期の所産とみることができる。

・甕形土器C (85) 

受け口状の口縁部をなすものである。但し， 85は本遺跡を含めた畿内地方の後期にみられる一

般的な受け口状の口縁部とは異なり，中部瀬戸内的要素の強いものである。当地方の編年による

と，『口縁端部が上方に立ち上がる器形が出現する」のは後期後半以降である（高橋1980)。

酒津式の新相以降は，端面が凹線から櫛目へと変化するので，下限をそこに求めることができ

る。ここで85の口縁端部の細かな特徴に注目すると，端面の凹線文は退化形態を示し，端面下方

の突出はほとんどないこと，また，胴部との境は内面に稜線をもつが比較的ゆるやかであること

などが見られる。胴部内面の調整は不明であるが，これらの特徴により，後期末，オノ町 I式に

その時期を求めるのが妥当であろう。

• その他の甕形土器 (86• 98~ 101) 

86は倒卵形を呈する甕形土器の胴部である。最大径部は胴上半にあり，端整なプロポーション

をもつが，外面のタタキが「連続ラセン叩き手法』を採用していること，底部がドーナツ状の上

げ底を呈すことなどから，後期後半のやや新相を示す資料といえよう。 98~101は甕形土器の底



第5章弥生文化の遺構と遺物 119 

ヽ＝一i~

て—¢

r9-忍5

ァ＝＝三《~7

~7--- f 

~-! 
914~2、"~90 

｀ 冒こ1

冑~
＼ 

｀。こJ,.,胃／

95 

／竺旱---~

＼ 

97 

ご
。

10cm 

部と思われ，いずれも外面にタタキが残る。
第66図溝5出土土器実測図.6 (上層）

・高杯形土器脚台 (90~97) 

脚柱部(90~93)と，裾部(94~97)がある。前者はいわゆる『円盤充填法』を用いるもの

(91)'脚柱を成形し若干のブレスをおいた後，杯底部から作り上げるいわゆる『接合法」を用い

るもの(90)と，脚柱天井部が杯底部となるいわゆる『挿入付加法』（森田ほか1977)を用いるも

の(92・93)がある。裾部はゆるやかに広がるもの(94)と，一旦ゆるやかに広がった後，屈曲し

て大きく開くもの(95~97)がある。

・甑形土器 (107) 

突出気味の底部に焼成前の円孔を穿つものである。底部のみで全体のプロポーションは不明で

あるが，一般的に直口の鉢形土器と同一形態を示すものが多く，本資料も例外ではないと考える。

・底部 (102~106)

胴部が大きく開くもの(102• 104~106)と，立ち上がり気味に開くもの(103)がある。前者は

壷形土器の底部と考えられる。 105はドーナッ状を呈し， 106は明瞭な上げ底である。
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溝5混在の遺物は，以上のように後期前半期に比定できるものから，後期末のものまでが含ま

れる。従って住居址 1・2がそれぞれ営まれた時期においても，溝5の痕跡が凹部として地表に

残存していたことが窺われる。 （森下）

6)溝 4

a. 遺構（第67図，図版第19・22)

溝4はC8• 9区において検出された。北西から南東方向へ伸びる溝である。 AS区ではその

一部を確認したが，全体を明らかにすることはできなかった。溝は断面観察によれば，最低3回

の掘開がある。しかしそれらの分層発掘は

なし得ていない。

下層の溝は断面形が大きく開いたV字状

を呈す。現状での幅が216cm,深さが32cm

を測る。埋土は上位より明灰色粘質土，灰

白色粘質土，暗灰色砂質土の 3層である。

伴出遺物はない。

中層の溝は現状で幅80cm,深さ25cmを測

る。断面形は浅いU字状を呈す。埋土は 2

層に分れ，上位より灰褐色粘質土，暗褐色

粘質土が堆積する。中期後半の土器が出土した。

1 : 灰茶色砂

2 : 灰白色粘質土上層

3 : 灰黒色粘質土｝

4 : 灰褐色粘質土

5 : 暗灰褐色粘質土｝
中層

6 : 暗灰褐色砂質土

7 : 灰褐色粘質土

8 : 暗灰色砂質土

9 : 明灰色粘質土

り：二:::}下層
第67図溝4断面実測図

上層の溝は断面形がU字状を呈し，さらに中央部分が一段掘り窪められる。この部分に土器

の細片がびっしりと詰まった状態で出土した。埋土は上から灰茶色砂質土，灰白色砂質土，灰黒

色砂質土である。出土遺物は中期後半が主体であるが，他時期の遺物も若干混じる。

（柴田・緒方• 森下）

b. 遺物

◎土器（第68• 69図）

ここでは中期後半の土器を説明し，上層出土の混在遺物は，それに引続き記述を行う。

・広口壷形土器A1 (1• 3 ~ 7• 11) 

7点出土しているが，すべて口縁部破片である。 1・7は端面に櫛描波状文をもち，内面に列

点文をもつものである。 3•4•6·11 は，端面に凹線文を施すもので， 11 は凹線文施文の後，

縦方向の沈線を描き，さらに内面に簾状文風の列点文を施す。 5は端面，内面ともに無文である。

・広口壷形土器A3 (9• 10) 

口縁部を大きく垂下させ，端面に 3~4条の凹線文を施すものである。両者とも内面加飾をも

ち， 9は簾状文風の列点文を施す。 10は凹線文の上に縦方向の沈線文を施す。

・広口壷形土器C (8) 

筒状の頸部から口縁部が水平に開くものである。頸部外面は縦方向の粗いハケ調整の後，顕著
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な横ナデを行う。落込 1から出土したもの（第71図）に類似する。

・広口壷形土器D (2• 14~17) 

5点出土した。頸部が太く，口縁部が短く外反するものである。 2は端面に凹線文をもち， 16

は下端に刻目を入れ， 17は無文である。外面調整はハケで， 15はそれを装飾的に使用した意図が

看取される。この形態のものは本来的に加飾しないものが多く，第四様式に一般的である。

・無頸壷形土器B (18) 

口縁部外面直下に 1条の凹線文をもつ。体部上半は直線的に内傾し，口縁部の拡張は内外面と

もに粘土をかぶせる。落込 l出土のもの（第71図8)は端部外面に断面三角形の粘土を貼付けて

おり，手法の点で本例と異なる。

・甕形土器A (19~23) 

5点出土した。いずれも口縁部のみの破片であり，全体の器形や体部調整は不明である。口縁

端部に強いナデによる窪みを巡らせるものが主体を占め， 19は沈線をもち， 22は無文である。ロ

頸部のくびれは，内面に稜をもち鋭く屈曲するもの(20• 22• 23)と，ゆるやかに屈曲して外反

するもの(19・21)がある。

・鉢形土器A (33• 36・45) 

直口の鉢形土器。三者とも口縁下に凹線文を 1条施す。 33は器壁が薄く，鉢形土器Bとの区別

は困難である。 45はミニチュア品で，外面にヘラケズリを残す。

・鉢形土器B (34) 

器壁が薄く，内湾しながら立ち上がるもの。内面はヘラミガキで丁寧に仕上げる。脚台が接続

するものと推定でき，第四様式新相に位置づけられる。

・高杯形土器A (35• 37 ~40) 

5点出土した。凹線文の施文形態により三分することができる。口縁部直下に凹線文をもつも

の(35),体部と口縁部の境に 2 条の凹線文をもつもの(37• 38), 皿状の体部をもち 3条の凹線

文をもつもの(40)である。 37は2条の凹線文が接近しており，中間に突帯状のものを作り出す。

• 脚台A (44) 

小形のもので，外面にヘラケズリを残し，裾部に凹線文を 1条施す。溝5にほぼ同じ形状のも

のがある（第65図57)。

・脚台B (43) 

大形の脚台で，裾端部を上に突出させ下方は方形に拡張する。裾部に 2個単位の穿孔が残る。

・器台形土器A (46• 47) 

器壁が厚く，外面に太い凹線文をもつもの(46)と，薄手で裾部がやや顕著に立ち上がるもの

(47)がある。前者は西摂・播磨地方から広く瀬戸内地域に特有の，多条で太い凹線文を施す器台

で，透孔をもつのが普通であるが，残存部位には確認できない。＜びれ部分の器壁が極端に厚い

のは，当地域の特色である。

以上，溝4出土の土器は総体として第四様式に比定でき，その中でも広口壷形土器Aの内面加
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飾が顕著であること，広口壷形土器B,鉢形土器，無頸壷形土器などに新しい形態のものを含む

ことなどが特徴として指摘できる。 （緒方・森下）

◎上層土器 （第69図）

中期の土器に混じって後期や他の時期の遺物が出土した。ここではそれらを抽出して説明を加

える。土器の分類は後期のものを使用する。

・甕形土器C (55• 56) 

受け口状の口縁部をもつもの。 55は中形品， 56は小形品となる。前者は胴部の張りが少ないず

んどう形になると思われ，田能遺跡に類例をみる11)。56は口縁端部をつまみ上げるもので，明確

な受け口状のものとは形状を異にする。

・脚台 (52• 53• 57~59) 

いわゆる「円盤充填法」によって杯底部を成形するもの(52)と，脚上部が杯底部となる『挿入

付加法」がある。脚柱部の形状は，両者とも中ぶくれであるが長さが異なる。

裾部は非常に薄手の57 と，ゆるやかに開く 58• 59がある。

・底部 (48~51)

上げ底気味の厚手のもの(48), ドーナツ状のもの(50),平底のもの (49• 51)がある。 49は底

部に穿孔がみられる。 （森下）

7)落込 1

a. 遺構（第70図，図版第15)

本遺構は今回調査地の北東隅， D12区において検出された落込み状の遺構である。この地点は

縄文晩期のベースである青灰色砂層や，それを覆う同時期の包含層も同様に低く落込んでいる。

弥生遺物包含層はその落込みの手 一戸~之z呟Z盗厖璽謬謬覆老彦碑m

前で薄く且つ低くなっており，今

回検出された遺構へと接続する。

調査時では弥生遺物包含層削平

中にその肩を見い出すことが出来

ず，縄文晩期の土器を包含する灰

青色粘質土上面において，出土遺

物の広がりとともにプランを確認

した。埋土は黒褐色粘質土で，北

東方向にゆるやかに落込んでおり，

調査区隅で深さ40cmを測る。遺構

土器集中箇所

1 : 赤褐色粘質土（弥生遺物包含層）

2 : 黒灰色粘質土（落込 1埋土）

3 : 灰緑色粘質土（縄文遺物包含層）

4 : 暗黒色粘質土（落込 2埋土）

5 : 青灰色細砂

第70図落込 1• 2断面実測図

lm 

は調査区外へさらに伸びており，そのまま低地へ繋がるものか，あるいは再び立ち上がり浅い溝

状を呈するものなのか，現段階で明確な判断はできない。但し， B10• 11区において，遺構埋土

と同ーと思われる層を確認しており，出土土器（第97図）も類似することから，そのまま低地へ

と落込んで湿地帯を形成していた可能性が強い。
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出土遺物は同一平面上に広がっており，いずれも磨滅がほとんどないことから，落込みがある

程度埋没した後に，一括して投棄されたものと見ることができる。 （緒方・森下）

b. 遺物

◎土器（第71~74図）

落込 1 からは広口壷形土器B•C•D, 長頸壷形土器，短頸壷形土器，無頸壷形土器，壷用蓋

形土器，甕形土器A• B, 鉢形土器A•B•D, 高杯形土器A• B, 脚台A• B, 器台形土器A.

Bが出土した。器種，量ともに一通り揃っており，良好な一括資料といえよう。

・広口壷形土器B (1) 

短く緩やかにくびれる頸部をもち，外傾する口縁端面に凹線文を施す。頸部直下に回転を利用

せずに施したとみられる櫛描波状文をもつ。本資料中ではやや古相を示すものである。

・広口壷形土器C C 2• 3) 

頸部が直立気味に立ち上がり，口縁部が短く水平に開くものである。 2は口縁端面をほぼ垂直

に拡張し， 3はやや開き気味である。両者とも頸部に縦ハケを行った後，口縁部，頸部の内外面

に顕著な横ナデを加える。特に 2の口縁部及び，その内面には連続的に巡る細線が認められ，か

なり高速の回転を利用して調整を行っているものと思われる。

・広口壷形土器D (4) 

短く外反する口縁部をもつ。体部と頸部の境に 1条の凹線文を巡らせる。当類中では小形の部

類に入る。

• 長頸壷形土器 (5) 

口縁部はやや内湾気味に立ち上がる。端部は丸く収め，外面に凹線文を施す。川西市加茂遺跡

や田能遺跡出土の第四様式に比定されている資料に比べ，より簡素化された感がある。

・短頸壷形土器 (6) 

口縁部がやや中ぶくれを呈するものである。この形態は水差形土器の口縁部に多くみられ，こ

の土器もその可能性をもつが，器壁が薄いことから壷形土器と判断した。

・無頸壷形土器B (7・8) 

口縁部の拡張が顕著なもの(8)と，そうでないもの(7)がある。後者が口縁部をブレスを

おかずに一気に作出しているのに対し，前者は一旦内傾の口縁を作り，ナデ調整を行った後，断

面三角形の粘土紐を付加して仕上げている。口縁直下に浅い刺突がめぐるほか，目立った装飾も

なく，後者を含めて第四様式の新相を示す。

・壷用蓋形土器 (9・10) 

扁平で薄手のもの，把手部の断面形が丸味をもった方形を呈するもの(9)と，鋭く稜をもつ

逆台形のもの(10)がある。両者とも内面はヘラケズリを施し， 10は外面にタタキメを残すことな

どは新しい要素として抽出できる。

・甕形土器A (11 ~21) 

胴部にタタキメを残さないもの(11~14• 17) と，残すもの (15• 18~21)がある。前者は小
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形のものが多く，胴部調整は主に縦ハケを行う。中にはヘラミガキを行うもの(17)もある。その

土器は頸部のくびれがきつく，口縁部がやや内湾気味に大きく開くなど，播磨地方に分布する甕

形土器に類似した形態を呈す。 11は器壁が薄い小形のもので，口縁部を小さくはねあげており，

やや特異である。田能第4調査区第 6溝（福井編1982第82図ー 9)に類例をみる。

本資料中の甕形土器にみるタタキメは主として 2種に分けられる。比較的太いタタキメを成形

段階で用い，方向は平行か左上り。その後，縦ハケやナデで調整し，器表にはその凹凸が痕跡程度

に残るもの。もう一方は細い原体を用いて一見ハケメと見間違うほど緻密に施し，その上に縦ハ

ケを行っているが，タタキメは大変明瞭に残るものである。甕形土器Aはほとんど前者であるが，

21は後者に属す。尚， 21はタタキの方向が右上りで，中期末に一般的なものとは異なる。胴部や

口縁下端の刺突・刻目なども，他の灰色系胎土の土器とは若千様相を異にしており，搬入品と思

われる。

・甕形土器B (22~26) 

大形の甕形土器は，胴部まで残存する 3点のすべてにタタキメがみられる。そのうち22と25は

太目のタタキを使用してナデで丁寧に消すが，凹凸が確認できる。この 2者は内面下半を強く削

ることにも共通点が見られる。 26は細い緻密なタタキメを施す。縦ハケを下から行うが，タタキ

メは明瞭である。内面は縦ハケ調整である。この土器で注目すべきことは口縁部のくびれ部直下

と口縁端部に恐らくタタキと同じ原体を使用して，回転運動を駆使したナデを施していることで

ある。一見凹線文に類似する。 24は頸部に指頭圧痕文突帯の名残りとみられるハケ原体の刺突文

が巡る。

・鉢形土器A (29・30) 

口縁部が直口するもの(30)と，やや屈曲して内傾するもの(29)がある。前者は外面にゆるやか

な凹凸をもつ太い凹線文，後者は口縁下に浅く太い凹線文を 2条施す。

・鉢形土器B (31) 

薄手に仕上げ，内外面にヘラミガキを行う。小形の脚台をもつ後期初頭に散見されるものとの

共通性が窺える。

・鉢形土器D (27•28) 

体部が内湾しながら立ち上がり，外面全面にわたって太い凹線文を施すものである。端部を丸

く収めるもの(27)と，内側にやや拡張し，上方に面をもつもの(28)がある。

・高杯形土器A (32~38) 

本資料中の高杯形土器は体部から屈曲して立ち上がる口縁部の外面上下端に片寄って凹線文を

施すことを特徴とする。また凹線文も退化し，浅く沈線化したものが多い。

・高杯形土器B (39• 40) 

水平に拡張する口縁部をもつ。 39は端面に 2条のナデによる浅い凹みをもつ。 40は上下端に退

化した凹線文を施す。

・脚台A (42) 
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裾端部に拡張がみられず，丸く収めるものである。体部まで一旦成形を行った後，脚柱部を強

＜絞めつける。外面のケズリはナデで消される部分が多く，成形段階に行ったものと思われる。

内面にケズリを行わず，結果として器壁が厚手であることは脚台Bの48と共通する点である。

• 脚 台B (43~48) 

裾端部を大きく拡張するものである。前記の48を除き，すべて内面にヘラケズリを行う。器壁は

概して薄い。ケズリの方向はすべて右→左である。脚柱部を左手にもち，右手でケズリ上げたも

のであろう。円孔を巡らせるもの(43• 46), 円形で中央に小突起がある圧痕をもつもの(44)な

どがある。

・把手（水差形土器） (49) 

把手部分のみ残存し，全体の器形は察し得ない。把手部分の断面は扁平な方形を呈し，作りは

丁寧である。「挿入手法」を用いて付加しており，古い要素として捉え得る。

•器台形土器A (50) 

小形で中期では稀な無文化したものである。口縁部に退化した凹線文をもち，下段の透孔に台

形状のものを混じえるなど，装飾的要素を若干残し，裾端部の収め方も丁寧に行っている。 しか

し，他の遺跡で中期に属する器台形土器が体部外面を太い凹線文で飾っているのに比べると大変

簡素化されたものといえる。同様な例は，茨木市東奈良遺跡第 1大形土壊（東奈良遺跡調査会19

80)などでみることができる。

・器台形土器B (51) 

裾部のみ残存しており，全体の形状は不明である。

・底 部 (52~59) 

すべて安定した平底である。内外面にヘラケズリを残すものが多く，内面が3点，外面が2点で

ぐ
＼ 

ゞ 3

゜
10cm 

第74図
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ある。両者とも下から上ヘケズリ上げる。概して，内面にヘラケズリを残すものが，より器壁が

薄いという傾向が窺える。

以上，落込 l出土の土器は第四様式の中でも新しい要素をもつものが多い。

（緒方・森下）

弥生中期後半の土器観察表

住居址 3出土土器（第54図）

胎 土 図版
番号 器 種 法 量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考

番号
色 調

1 広口壷 ロ径15.8 0 0.5~3.0 口頸部は「ラッパ」状に開 内外面とも磨滅が顕著だが， 2 

A2 残高 5.3 良好 く。外面に 3+a条の凹線 外面に若千縦ハケが残る。 外面に黒斑

灰白色 文。端部は斜下方に大きく拡 粘土の外傾接合部で割れる。

張。端面に 4条の凹線文の

後．中央に剌突をもつ円形浮

文を 2ないし 3個縦一列を単

位として付加する。

2 広口壷 口径16.8 ◎ 0.5~1.0 短い筒状の頸部から，口縁部 磨滅のため不明。 1 

C 残高 3.6 やや軟 は大きく外反して水平に開

灰白色 く。端部は上下に拡張。

3 無頸壷 口径16.6 ◎ 0.5~4.0 内湾して立ち上がる体部。ロ 外面縦方向のヘラミガキ。 5 

A 残高 4.6 やや軟 縁部は内側に大きく拡張し，

淡灰色 上方に面をもつ。口縁下と体

部中程に 1条ずつの凹線文。

4 甕 ロ径9.0 ◎ 0.5~1.0 小形の甕。胴張りはほとんど 磨滅のため不明。 ， 
A 残高 4.3 やや軟 せず口縁部は「く」の字に屈

淡赤白色 曲し短く外反。端部は丸い。

5 甕 口径19.0 ◎ 0.5-1.0 口縁部は内外面に稜をもって 磨滅のため不明。 10 

A 残高 2.7 やや軟 鋭く屈曲し．大きく外反。端

赤褐色 部は丸い。

6 鉢 口径16.8 ◎ 0.5-2.0 口縁部はやや内湾気味に立ち 磨滅のため不明。 8 

C 残高 3.3 やや軟 上がる。外面に 2条の凹線文

褐灰色 と端部上面に凹線状の凹み

を巡らす。

7 鉢 ロ径13.0 ◎ 0.5~1。O 安定した平底からやや内湾気 外面体部下半ヘラケズリ。内 7 52- 2 

A 底径 3.7 良好 味に立ち上がり，口縁は直 面は主に縦位ヘラミガキ。

器高 7.7 灰橙色 ロ。外面に 1条の凹線文。端

部は若干面取り。

8 高杯 口径21.6 ◎ 0.5~2.0 水平に張り出す口縁部。内面 端部外面は横位ヘラミガキ調 6 

B 残高 2.6 良好 突帯はやや内傾。端部は直に 整。

灰褐色 垂下させ，外面に上下 2本の

凹線文。， 高杯 残高10.8 0 0.5~3.0 脚柱部は非常に細くて長い。 杯底部は充填された円盤が欠 4 52- 5 

B やや軟 外面に横位のヘラ描き沈線を 落。脚柱部内面は強いシボリ

（脚部） 暗褐色 上下それぞれ10条， 7条施 メ。

す。杯部へはやや内湾気味に

広がる。
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胎 土 図版
番号 器種 法 量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考

番号
色 誦

10 底径 9.4 ◎ 0.5~1.0 大形の安定した平底。 磨滅のため不明。 22 

（底部） 残高 2.7 良好

暗灰褐色

11 底径 6.7 ◎ 0.5~1 .0 やや薄手の大形の平底。体部 外面に縦ハケ。 21 

（底部） 残高 4.9 良好 へは直線的に斜上方へ立ち上

灰白色 がる。

土塘4出土土器（第58図）

1 甕 口径14.6 ◎ 内湾する胴部から「く」の字 体部外面は，左上りのタタキ 2 

A 残高 4.8 良好 に屈曲して，口縁部は外反。 成形の後，縦ハケ。内面は斜

灰黄白色 端部は上下に拡張し，端面は ハケ。口縁部は内外面とも横

強いナデにより凹む。 ナデ。

2 甕 口径17.4 ◎ 0.5~ 1.0 脚台部は粗製小形で端面は軽 脚台部はおもに指押圧で成 1 51- 2 

A 腹径21.9 良好 く面取りし．内側に小さく突 形。底部内面は縦ハケ。体部 図上復元

底径 5.0 暗褐色 出。一旦くびれて体部に接 外面下半は下→上のヘラケズ 外面に黒斑

器高31.9 続。体部は倒卵形で上方に最 リ。上半は下→上の板ナデ。

大径をもつ。口縁は強く屈曲 内面は縦ハケ。上半部に原体

して外反。外面屈曲部に粘土 圧痕がみられる。底部は円盤

帯を貼付。口縁端部は若干肥 充填法。

厚し，上方に丸く拡張。

3 器台 底径18.8 ◎ 0.5~1.0 裾部は直線的にわずかに開 外面は横ナデ。内面は横ハ 3 

B 残高 3.0 良好 く。端部は肥厚し．巾広い端 ヶ。

灰白色 面をもつ。裾部下端に 1条の

凹線文。

溝7出土土器（第59図）

1 広口壷 口径19.4 

゜
頸部は直立。口縁はゆるやか 口縁部は横ナデ。 9 

Al 頸径13.1 良好 に屈曲して大きく開く。端部

残高 8.8 灰白色 は肥厚し．面をもつ。頸部下

端に単位4条の櫛描直線文。

2 広口壷 口径19.4 ◎ 0.5-2.0 頸部は太く，ゆるやかにくび 内外面とも横ナデ調整。 6 

Al 頸径12.4 やや軟 れて．口縁部は斜上方に開

残高11.8 淡黄灰色 く。端部は上下に拡張し. 2 

条の凹線文を施す。

3 広口壷 口径19.2 ◎ 0.5~3.0 口縁部は外反しながら開いた 磨滅のため調整は不明。 7 

A3 残高 5.4 良好 後，斜下方に大きく折り曲げ

淡橙色 外端部に 4条の凹線文を施す。

4 短頸壷 口径10.2 △ 0.5-3.0 口縁部はやや外傾気味に直 磨滅のため調整は不明。 4 

残高 6.7 良好 立。外面に 8条の凹線文を施

淡灰褐色 す。端部は丸くおさめる。

5 甕 口径27.5 ◎ 口縁部は稜をもって「く」の 体部外面横位タタキによる成 8 

B 残高 4.7 良好 字に屈曲し，端部は上方に大 形の後．斜方向のハケメ。内

淡灰白色 きく拡張して，外端面に 4条 面及び口縁部は横ナデ。

の凹線文を施す。

6 甕 口径13.2 ◎ 0.5~2.0 体部上半はやや直線的に内傾 体部は内外面とも縦ハケ。ロ 3 

A 残高 5.2 良好 し，口縁は強く屈曲して開 縁部は丁寧な横ナデ調整。

暗灰褐色 く。端部は外側に若干つまみ

上げる。
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7 鉢 口径17.5 0 0.5~5.0 体部は皿状に大きく開き．ロ 体部外面は下→上のヘラケズ 1 

A 残高 4.5 良好 縁部へはゆるやかに内湾して リ。上半部横ヘラミガキ。内 外面に黒斑

灰白色 立ち上がる。端部は内頷した 面は縦ヘラミガキ。

面をもつ。外面に 2条の太い

凹線文。

8 両杯 底径13.6 ◎ 0.5~4.0 裾端部は上下に拡張。裾部は 外面は下→上．内面は右→左 2 

脚台 B 残高 4.6 良好 「ラッパ」状に開く。小形の のヘラケズリの後．外面はナ

灰橙色 円孔を巡らす。 プ一。， 底径 4.8 ◎ 0.5~2.0 平底。 外面は縦ハケ。内面下→上の 12 

（底部） 残高 3.2 良好 ヘラケズリ。

灰白色

10 底径 5.5 ◎ 0.5~7 .0 平底。底面中央に径1.0cmの 外面はナデ。内面は指頭圧痕 5 

（底部） 残高 3.1 良好 穿孔（焼成前．外→内へ）。 が残る。 底面にスス

黒灰色 付着

11 底径 8.5 ◎ 薄手で大形の平底。体部へは 外面は下→上のヘラケズリ。 11 

（底部） 残高 6.6 良好 直線的に開く。 内面は下半が板ナデ，上半は 外面にスス

灰白色 斜ハケ。部分的にラセン状の 付着

指ナデが巡る。

溝 5出土土器（第61~66図）

1 広口壷 口径13.9 ◎ 0.5-3.0 やや上げ底で薄手の底部。胴 体部外面の下半はヘラケズリ 98 49- 1 

A 1 頸径 7.8 良好 部は球形で最大径はその中央 の後．縦位のヘラミガキ。上

腹径20.3 灰褐色 にある。筒状の頸部から．ロ 半は文様の下地に斜位のヘラ

底径 5.9 縁部は大きく外反し．端部を ミガキがある。内面下半はハ

器高28.0 上下に若干拡張する。頸部以 ケメが残るが，その他の部位

下に櫛描直線文(9条単位） も含めて丁寧なナデ調整を行

6段を施し．一部複帯構成を う。頸部内面にはシボリメが

とる。口縁端面と胴部最大径 残る。

直上に同原体の波状文を各 1

段ずつ施す。

2 広口壷 口径10.8 ◎ 0.5~2.5 薄手の底部から，算盤玉状の 体部外面下半はヘラケズリの 99 49- 2 

A 1 頸径 5.2 良好 胴部をもつ。頸部はくびれて 後．縦位のヘラミガキ。内面

腹径18.6 淡赤褐色 外傾し．口縁部で強く外反し は粗い原体のハケで會斜方向

底径 5.2 て水平に広く．端部は上下に に調整する。頸部内面にシボ

器高23.6 若干拡張し．外面に櫛描波状 リメが残り．それより上は内

文を施す。頸部以下には簾状 外面とも丁寧なナデ調整。

文 1段，直線文 6段を施し．

後者は一部複帯構成をとる。

最下段に粗い波状文を 1段施

す。櫛原体は簾状文及び最上

段の直線文が9条単位で．他

は7条単位である。

3 広口壷 口径20.0 ◎ 0.5~1.0 内傾する胴部から．頸部でく 口縁部以下の外面調整は斜～ 71 49- 3 

Al 頸径10.2 良好 の字にくびれてゆるやかに外 縦位のハケメ。胴部内面は斜

残高20.6 淡黄灰色 反し，口縁部で強く開く。 2 位のやや粗いハケメが残る。

個の円孔をもち，内→外へ穿 口縁部内外面及び頸部内面は

つ。端部は上下に拡張し，外 丁寧なナデ調整を行うが．ー

面に櫛描波状文を施す。内面 部横位のハケメが 1段巡る。

には櫛描列点文を巡らす。頸 頸部内面にシボリメが残る。

部に 4条の凹線文をもち，そ

の上下に施文原体によるナデ

が巡る。頸部以下に波状文と

直線文が交互に 2段施され

る。原体は 6条単位。
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胎 土 図版
番号 器種 法 量 焼 成 形態及び文 様 技法・調整 備考

番号
色 調

4 広口壷 口径17.8 ◎ ~0.5 大きく外反しながら開く口縁 内面下方に一部ハケメが残る 52 

A2 残高 4.5 良好 部。端部は斜め下方へ拡張し が．他の部位は丁寧な横ナデ

浅灰黄白色 外面に櫛描波状文（単位 5 調整。

条）を施す。

5 広口壷 口径19.! ◎ 0.5~1.0 大きく外反して開く □縁部。 口縁端部上方拡張の内側に 1 54 

Al 残高 2.4 良好 端部は上下に拡張し．外面に 条の沈線が巡る。調整は内外

櫛描波状文（単位 6条），内 面ともに丁寧なナデ。

面に簾状文風櫛描列点文を施

す。

6 広口壷 口径15.0 ◎ 0.5~1.0 大きく外反し水平に開く口縁 内面は横位のヘラミガキ。外 56 

A2 残高 1.6 やや軟 部。端部は斜め下方に拡張 面は丁寧なナデ。

淡橙色 し，端面に 4条の凹線文を施

す。円形浮文が 1個認められ

るが単位不明。

7 広口壷 口径13.0 ◎ ~0.5 体部は口縁部に比べて大き 外面調整は縦位のハケの後． 67 49- 7 

D 頸径10.4 良好 ＜．倒卵形を呈す。頸部は短 下半に丁寧なヘラミガキを行

腹径22.2 淡黄灰色 く直立し．口縁は短く外反す う（縦位）。内面は斜位の粗

残高29.8 る。端部は上下方に拡張し外 いハケメ。口縁部，頸部は内

面に 3条の凹線文を施す。 外面とも丁寧なナデ。頸部内

面にシボリメが残る。

8 広口壷 口径20.9 0 0.5~1.5 胴部は中程で大きく張り．直 胴部は器壁が薄<. 内面には 57 50- 2 

B 頸径14.7 良好 線的に内頷する。頸部は緩か 接合痕が残る。下半部外面は

腹径30.0 淡黄灰橙色 に屈曲して内傾気味に立ち上 ヘラケズリの後，縦位のヘラ

残高31.8 がり，口縁部は大きく外反し ミガキ。部分的にハケメが残

て開く。端部は上下に拡張し る。内面下半は縦位のハケメ

外面に凹線文 2条．内面に櫛 を密に行い．上半は粗く押圧

描波状文（単位 8条）を巡ら 気味に行う。最大径部内面に

す。頸部以下に櫛描直線文10 横方向の沈線が巡る。頸部外

段を施し．その最下段に重複 面は板ナデ（下→上），内面

して波状文（単位 6条）を施 はハケメ調整で．シボリメが

す。 残る。口縁部は内外面とも丁

寧なナデ。

9 広口壷 口径11.5 ◎ ~0.5 頸部は「く」の字に屈曲し． 胴部上半～頸部に斜～縦位の 51 

D 頸径 8.2 良好 口縁部は短く開く。端部は上 粗いハケメ調整を行う。その

残高 5.6 淡灰黄橙色 下に若千拡張し，端面中央に 他の部位は丁寧なナデ調整。

凹みが巡る。 頸部内面にシボリメが残る。

10 広口壷 ロ径15.5 0 0.5-1.0 口縁部は頸部をほとんど介さ 胴部上半は縦ハケが残る。他 55 

D 頸径12.8 やや軟 ず．短く屈曲して外反する。 の部位はナデ調整。

残高 4.8 淡灰白色 端部は上方に若干つまみ上げ

る。

11 広口壷 口径18.4 ◎ -0.5 頸部は短く，筒状を呈して直 体部成形に斜位のタタキを使 50 

D 頸径15.6 良好 に立ち上がる。口縁部は短く 用の後．ヘラミガキを施す

残高 8.1 淡灰黄白色 外反し開き. 3孔を内→外へ （縦位）。頸部外面はハケメ

穿つ。口縁端面に 1条の凹線 （斜位）が残る。口縁部及び

文を施す。 内面はナデ調整。頸部内面に

指頭圧痕が残る。

12 無頸壷 口径22.0 ◎ 0.5-2.5 直線的に内頷する体部から． 口縁端部の肥厚は断面三角形 49 

B 残高 4.7 良好 口縁部は短く立ち上がる。端 の粘土紐を貼付けて行う。体 同一個体の

淡黄灰白色 部は内側にやや突出し上面と 部調整は内外面とも横位ヘラ 破片が溝4

外面を面取りし．後者に径4 ミガキを丁寧に行う。 より出土
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mm大の円形浮文を 6~7mm1

間隔で付加する。

13 甕 ロ径25.4 ◎ 0.5~1.0 口縁部は鋭く「く」の字に屈 外面は丁寧に横ナデ調整。内 65 

B 残高 3.6 良好 曲し．内面に稜線を形成。端 面は磨滅のため不明。

淡灰褐色 部は下方に若千拡張し，幅広

い面をもつ。上端はやや尖り

気味に仕上げる。

14 甕 口径24.5 0 0.5-1.0 底部は薄手で若干上げ底状。 胴部外面は縦位のハケ調整の 73 

B 腹径30.9 良好 斜上方に直線的に立ち上が 後，下半をヘラケズリと若干 胴部上半に

底径 7.0 淡灰黄橙色 り．やや上位で最大径部を介 の板ナデ。底部縁辺には下地 黒斑

器高36.5 して内湾気味に内傾する。ロ のハケメが残る。内面は全体 最大径部以

縁部は鋭く「く」の字に屈曲 的に粗いハケ調整を行い．部 下14cmの範

し．内外面に稜を形成。端部 分的に指頭圧痕が残る。底部 囲で外面に

は肥厚し．上方に丸く拡張す 内面はナデを行う。口縁部は ススが，底

る。端面に 1条の凹線文を巡 内外面とも横ナデ。 部より 4cm

らす。 から 9cmの

内面に炭化

物が付着

15 甕 口径28.8 0 0.5-2.0 厚手(2cm)の底部から直線的 底部外面は成形時の指頭圧痕 59 

B 腹径31.6 良好 に立ち上がる。胴部は丈高で が残存。胴部外面調整は縦方 外面に底部

底径 8.0 淡灰黄橙色 最大径は上位にある。口縁部 向のハケで．底部から10cmの から 6cmま

器高41.9 は鋭く「＜」の字に屈曲して 範囲ではその上からヘラケズ で黒斑。内

短く外反。端部は上下に若干 リ。内面は縦～斜方向のハケ 面下半に炭

拡張し．端面に強いナデによ メ調整。上方に指頭圧痕が残 化物付着

るものとみられる稜が巡る。 る。口縁は内外面ともナデ。 図上復元

16 甕 口径17.4 ◎ 0.5~2.0 底部は内面中央部が凹むが． 胴部外面調整は縦位ハケメ。 68 50- 5 

A 腹径22.7 良好 側縁～胴部下方は平均1.1cm 下半部は後．ヘラケズリ。内

底径 6.2 淡灰橙色 と器壁は厚手。最大径部はほ 面は底部に指頭圧痕が残り，

器高31.6 ぼ胴部中央にあり，均整なプ 10cmまでは不定方向．それ以

ロポーションである。口縁 上は縦～斜方向のハケ調整。

部は内面に強い稜をもって 口縁部以下3.5cmまで丁寧な

「く」の字に屈曲し．やや外 横ナデ。

反気味に開く。端部はあまり

肥厚せず，上方に若千つまみ

上げる。

17 甕 口径16.0 ◎ 0.5~2.0 底部は薄手で若干上げ底状。 胴部外面は縦位のハケメの 70 51- 1 

A 腹径22.o 良好 胴部は最大径部をその中程に 後．下半部をヘラケズリ。最

底径 5.2 暗灰色 もつ均整のとれたプロポーシ 後に下半をヘラミガキ調整

器高26.5 ョン。口縁部は鋭く屈曲し． （縦位）。内面は全体的に丁

外反気味に開く。端部は上下 寧なナデを行う。口縁部～胴

に拡張し，端面に 1条の凹線 部上方は横ナデ。

文を施す。

18 甕 口径30.8 ◎ 0.5~2.5 口縁部は内面に稜をもって鋭 外面屈曲部に強い横ナデの 62 

B 残高 4.3 良好 く屈曲して開く。端部は肥厚 他．丁寧なナデを行う。

淡黄灰褐色 して上下に拡張し．端面に 4

条の凹線文を施す。

19 甕 口径22.1 0 0.5~1.0 胴部上半は直線的に内傾。ロ 胴部外面は粗い縦ハケ。内面 61 

B 残高 7.2 やや軟 縁部は「く」の字に屈曲し． は斜位ハケ。口縁屈曲部外面

淡赤橙色 端部は斜上下方に拡張する。 に強い横ナデを行う。口縁部

端面に 3条の凹線文を施す。 は内外面ともナデ。
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色 調

20 甕 口径27.0 ◎ 0.5~1.5 底部は薄手だが安定する。胴 胴部外面調整は縦ハケ．下半 58 51・3 

B 腹径32.0 良好 部は球形に近く，最大径は 部ヘラケズリ．縦位ヘラミガ 胴部外面中

底径 8.4 淡赤橙色 中程にある。口縁部は短く キの順で行う。内面調整は下 央部にスス

器高36.2 「く」の字に屈曲し．端部は 半部縦ハケの後ナデ。上半部 内面下半に

上下に拡張。端面は退化した は斜位の粗いハケの後板ナ 炭化物付着

凹線文を 1条施す。 デ。部分的に指頭圧痕が残る。

21 無頸壷 口径15.6 0 0.5~3.0 体部は直線的にすぽまり．ロ 全体的に表面が磨滅しており 19 

A 残高 4.0 良好 縁部は若干肥厚して内面に突 調整は不明。

赤褐色 出する。上端に面をもち，外

面に 1条の凹線文を施す。

22 鉢 口径17.3 ◎ ~0.5 体部は内湾気味に斜上方に立 外面誨整は凹線施文の後に行 16 

A 残高 7.1 良好 ち上がり，口縁部の屈曲はな われ，縦位ヘラミガキを単位 内面は灰白

黒灰色 い。端部はあまい面取り。ロ 毎に丁寧に行う。内面は表面 色

縁外面直下に 4条の凹線文を が磨滅しており調整は不明。

施す。

23 鉢 口径12.1 ◎ 0.5~2.0 体部は内湾しながら立ち上が 外面調整は凹線施文の後に行 18 

A 残高 4.1 良好 り．口縁はゆるやかに屈曲し われ，縦位ヘラミガキを行

淡灰黄色 て内傾する。端部はやや肥厚 う。内面は部分的に横位ヘラ

し丸く仕上げる。口縁下外面 ミガキが残るが．口縁部を中

に4条の凹線文を施す。 心にナデ調整。

24 鉢 口径14.2

゜
~0.5 体部下半は直線的に外傾し． 内外面とも表面が磨滅し．調 21 

A 残高 5.5 良好 わずかに屈曲して口縁部は斜 整不明。

淡灰黄橙色 上方へ立ち上がる。端部は肥

厚せず丸く仕上げ，外面に凹

線文を 2条巡らす。

25 鉢 ロ径14.6 ◎ -0.5 体部は椀状に内湾しながら立 内外面とも丁寧な横ナデ調 15 

A 残高 4.6 良好 ち上がる。口縁部は屈曲せ 整。口縁部内外面に赤色顔料

淡灰黄色 ず，端部に面取りを行って内 が若千残る。

面に突出させる。外面□縁下

に退化した凹線文 1条。

26 鉢 口径14.4 ◎ 0.5~2.0 体部は直線的に開き．口縁端 外面調整はナデ。内面は斜位 2 

B 残高 3.4 良好 部は若干内傾して内方に突出 のヘラミガキ。口縁部は丁寧

淡灰黄白色 させる。外面に凹線文 2条。 な横ナデ調整。

27 鉢 口径16.5 ◎ 0.5~2.0 体部は内湾気味に外傾する。 外面調整は文様施文の後．そ 1 

B 残高 3.6 良好 口縁部は屈曲せず，若千肥厚 の下を横位ヘラミガキ。内面

淡灰黄白色 して上方にやや内傾する面を は不定方向のヘラミガキ。ロ

もち，内面に突出させる。外 縁部は丁寧なナデ調整。

面に凹線文 2条。

28 鉢 口径15.4 0 0.5~1.0 体部はやや内湾気味に大きく 内外面とも表面は磨滅してお 14 

B 残高 4.4 やや軟 開き．口縁部はゆるやかに屈 り．調整は不明。

淡灰黒色 曲して直口する。端部は肥厚

し上方に幅広く面をもつ。屈

曲部外面に 2条の凹線文。

29 高杯 口径21.6 0 0.5~2.0 口縁部は体部から屈曲して． 外面調整は横方向の細かいヘ 13 

A 残高 3.0 良好 やや外傾気味に立ち上がる。 ラミガキ。内面は丁寧に横ナ

灰白色 端部は肥厚し．上方に幅広い デするが，一部ヘラミガキが

面をもつ。屈曲部外面に 2条 残る。

のあまい凹線文。

30 高杯 口径25.8 ◎ 0.5~1.0 大きく開く体部から屈曲して 口縁端部の肥厚は内側に粘土 9 

A 残高 5.2 良好 外傾気味に立ち上がる口縁 紐を貼付ける。屈曲部以下は
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淡灰褐色 部。端部は肥厚し．上方に外 内外面とも斜方向のヘラミガ

向きの面をもつ。屈曲部より キ。口縁部は内外面とも丁寧

上に凹線文 2条。内面に若干 な横ナデ。

赤色顔色の塗布が認められる。

31 高杯 口径15.3 ◎ ~0.5 やや内湾気味に立ち上がる口 外面調整は横ハケ。内面は斜 27 

A 残高 4.1 良好 縁部。端部は内側に肥厚し． 位のハケメの後．横ハケ調整

淡灰黄白色 上面はやや内向き。外面口縁 で，前者の痕跡が口縁直下に

直下に凹線文を 1条施す。 残る。口縁部は主に横ナデ調

整。

32 高杯 口径25.6 ◎ 0.5~1.5 屈曲し，やや外傾して立ち上 外面調整は口縁上端とともに 20 

A 残高 2.5 良好 がる口縁部。大きく肥厚し， 丁寧な横ナデ。内面は横位の

淡灰黄白色 端部上面は平坦，水平。口径 細かいヘラミガキ調整。

に比べて口縁部高が短い。屈

曲部直上にあまい凹線文 1

条。

33 高杯 口径24.0 0 0.5~2.0 内湾気味に大きく開く胴部か 内外面とも表面が磨滅し，調 12 

A 残高 4.0 良好 ら，ゆるやかに屈曲して若干 整は不明。

淡灰黄白色 内傾する口縁部。端部は大き

＜肥厚し，上面はやや内向

き。屈曲部外面にあまい凹線

文 2条。

34 高杯 口径24.0 0 0.5~1.0 大きく開く体部から，屈曲し 外面は表面が磨滅しており． 11 

A 残高 5.5 良好 て内傾気味に立ち上がる口縁 調整不明。内面は口縁部が横

淡灰黄白色 部。端部は肥厚し，上面はや 位，体部が縦位のヘラミガキ

や内向き。屈曲部に 2条の凹 で，先後関係は不明。

線文。うち上の 1条は粘土紐

の接合痕を消す目的も兼ねて

いる。

35 高杯 口径25.2 0 0.5-2.0 直線的に大きく外傾して開く 調整は表面の磨滅のため観察 10 

A 残高 6.6 良好 体部から．屈曲して内傾する が困難であるが，部分的に縦

淡灰黄白色 口縁部。端部は肥厚し．上方 位のヘラミガキが残る。口縁

にあまい面をもつが．内面へ 部は横ナデ調整。

の突出は丸く仕上げる。屈曲

部外面に 2条の凹線文。

36 高杯 口径20.8 ◎ 0.5-2.0 やや深めの体部から屈曲して 体部外面は斜位のヘラミガキ 5 52 -13 

A 残高 5.5 良好 直立する口縁部。端部は肥厚 調整。内面は細かい縦位ヘラ

淡灰黄白色 し，上面は若干内向き。屈曲 ミガキで．口縁内面の強い横

部より上に 2条の凹線文。 ナデによって消される。

37 高杯 口径24.0 ◎ 0.5~1.0 口縁部はゆるやかに屈曲して 外面調整は丁寧なナデ。内面 8 

A 残高 4.2 良好 直立する。端部は粘土を貼付 はヘラミガキ（横位）が残 外面に黒斑

淡灰黄白色 けて肥厚させ．外側突出部を る。端部肥厚の際の粘土接合

若干垂下さす。上面は平坦， 痕が内面に観察できる。

水平。口縁部外面に 4条のあ

まい凹線文。

38 高杯 口径21.2 0 0.5~2.0 大きく開く体部から□縁部は 体部外面は一旦ケズリを行っ 4 52-12 

A 残高 5.5 良好 ゆるやかに屈曲して内湾気味 た後，ヘラミガキ（斜位）。

淡灰黄白色 に立ち上がる。端部は内面に 内面は斜方向のハケ調整の

やや肥厚し，外面は小さな突 後．丁寧にナデ消す。口縁部

出部を作出し，わずかに垂下 はナデ。

さす。口縁部外面に 4条のあ

まい凹線文。
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39 高 杯 口径19.6 ◎ 0.5~1.0 やや深めと推定される体部か 体部外面は斜方向のヘラミガ 3 52 -14 

A 残高 4.9 良好 ら．緩やかに屈曲して内湾気 キ。口縁部は内外面とも丁寧

淡灰黄白色 味に立ち上がる口縁部。端部 な横ナデ調整。体部内面は縦

は肥厚し．上面は平坦．水 ハケの後ヘラミガキ（横位）

平。外面突出はやや垂下。ロ を行う。口縁内面に端部肥厚

縁部外面に退化したものも含 の際の接合痕が残る。

め5条の凹線文。

40 高 杯 残高 4.4 ◎ 0.5-2.0 薄手でやや深めの体部と推 体部外面は斜位のヘラミガ 17 

A 良好 定。口縁部は緩やかに屈曲し キ。内面は磨滅のため不明。 外面にスス

淡赤橙色 て，内湾気味に立ち上がる。 付着

外面に 4+a条の凹線文。

41 高杯 口径23.4 ◎ 0.5~1.0 皿状に大きく開く体部。口縁 体部外面は縦位ヘラミガキの 6 52・10 

A 残高 4.0 良好 部はわずかに屈曲するのみ。 後．上半部横位ヘラミガキ。

淡灰白色 端部は大きく肥厚し，上方に 内面は主に横位ヘラミガキで

幅広い面をもつ。口縁部外面 あるが．口縁部とともに横ナ

に細い凹線文 3条。 デ調整によって消される。

42 高杯 口径24.0 ◎ -0.5 体部は皿状に大きく開く。ロ 外面調整は斜～横位の細かい 7 52 -11 

A 残高 3.9 良好 縁部はわずかに屈曲して斜方 ヘラミガキを，内面は横位の

暗茶褐色 向に立ち上がる。端部は大き ヘラミガキを精緻に行う。ロ

＜肥厚し，上面は平坦，水 縁部は内外面とも横ナデ。

平。口縁部外面に 3条の凹線

文を施す。

43 高杯 口径21.0 ◎ ~0.5 水平に張り出す口縁部。端部 全体的に丁寧なナデを施す。 53 

B 残高 1.8 良好 は下へ折りまげ，外面に櫛描

淡灰黄白色 波状文（単位 7条）を 1段施

す。

44 高杯 口径20.1 ◎ 0.5-1.0 水平に大きく張り出す口縁 全体的に表面が磨滅してお 23 

B 残高 2.2 良好 部。内面突帯は内傾し，丸く り．調整は不明である。 外面に黒斑

淡赤褐色 仕上げる。口縁端部を折り曲

げて垂下させ，外面の上下端

に凹線文を 1条づつ配す。

45 高 杯 口径25.0 0 0.5-2.5 やや上向きに大きく張り出す 杯部と口縁部の境は一部擬口 22 

B 残高 5.3 良好 口縁部。内面突帯は内傾して 縁化している。杯部外面は縦

淡灰黄白色 上面を軽く面取り。口縁端部 位，内面は横位のヘラミガ

は肥厚した後．折り曲げ垂下 キ。口縁部は内外面ともナデ

させる。杯部はやや深め。 調整。

46 高 杯 残高 3.5

゜
-0.5 やや外反気味に立ち上がる脚 杯底部成形は円盤充填法。調 24 

良好 柱部から，杯部は大きくくび 整は磨滅のため不明。

淡灰褐色 れて若干内湾気味に開く。脚

柱部外面に 4+a条の凹線文

をもつ。

47 高杯 残高 3.8 0 0.5-1.0 直立する脚柱部から，杯部は 脚柱部は器壁が厚く．内面に 112 

良好 緩やかにくびれて大きく開 シボリメを残す。杯部外面は

淡赤灰褐色 く。杯底部円盤は欠落。脚柱 縦方向の粗いヘラミガキ。内

部外面に櫛描直線文（単位 4 面は丁寧にナデ調整。円盤充

条）を施す。 填法。

48 高杯 残高 5.6 0 0.5-1.5 中空．太めの脚柱部から，杯 円盤充填法。外面調整はヘラ 25 

良好 部はゆるやかにくびれ，直線 ケズリの後，縦位ヘラミガ

灰白色 的に開く。杯底部は中央部が キ。杯部内面は横位ヘラミガ

押圧のためやや凹み，比較的 キ。

薄手。
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49 高杯 底径 7.4 0 0.5~1.0 裾端部は肥厚し上下にわずか 外面調整は丁寧なナデ。内面 37 

脚台 残高 2.8 良好 に拡張。端面はやや凹む。裾 は右→左のヘラケズリ。

B 淡灰黄白色 部は直線的にすぽまり．屈曲

して立ち上がる脚柱部に接続。

50 高杯 底径13.0 

゜
~0.5 裾端部は上下に肥厚し．内外 外面調整は縦位ヘラミガキ。 33 

脚台 残高 2.5 良好 面とも端部直上に凹線風の世l内面は左→右のヘラケズリ。

B 灰白色 みを巡らす。裾部は直線的に

すぽまる。

51 高杯 底径14.3 ◎ ~0.5 裾端部は上下に若干拡張し． 外面調整は縦位ヘラミガキ。 39 

脚台 残高 2.8 良好 端部直上外面に凹線．内面に 内面は右→左のヘラケズリ。 外面に黒斑

B 灰黄白色 沈線を施す。裾部は直線的に 端部は内外面とも横ナデ。

短くすぼまった後．屈曲して

立ち上がる脚柱部へ接続する

と推定。

52 高杯 底径14.8 

゜
-0.5 裾端部は上下方形に拡張し， 外面詞整は縦位ヘラミガキ。 38 

脚台 残高 2.8 やや軟 端面は強いナデにより凹む。 内面は指頭圧痕が残り．横ナ

B 灰黄白色 内外面に凹線文を 1条づつ配 デ誨整を行う。

し．やや外反気味にすぼむ。

53 高杯 底径12.2 ◎ 0.5~1.5 裾端部は肥厚し．上方に拡張 外面は縦位のヘラミガキを丁 32 

脚台 残高 4.5 良好 する。端面には 2条の細い凹 寧に行う。内面は横位の強い

B 灰茶褐色 線文を施す。外面拡張部直上 ヘラケズリ。端部周辺は横ナ

に強いナデによる凹みが巡 デ調整で，内面に指頭圧痕が

り．裾部はやや外反気味にす 残る。

ぽむ。

54 高杯 底径14.0 0 0.5-1.0 裾端部は肥厚し．上方へ方形 外面調整は縦位ヘラミガキ。 34 

脚台 残高 3.8 良好 に．下方へ鋭く拡張する。外 端部及び内面はナデ調整であ

B 灰黄白色 端直上に強いナデによる凹み るが．断面に外傾接合手法が

が巡る。裾部はやや外反気味 観察でき，内面に接合痕がの

にすぽむ。 こる。

55 高杯 底径15.4 0 0.5-2.0 裾端部は肥厚し，上下にあま 外面は縦位のヘラミガキ。内 35 

脚台 残高 4.1 良好 く拡張する。外面下端に凹線 面は左→右のヘラケズリを行

B 灰黄白色 文を 1条施す。内面には強い う。端部は丁寧な横ナデ。

ナデによる凹みが巡る。裾部

は直線的にすぼみ．緩やかに

立ち上がるものと推定。

56 両杯 底径16.8 ◎ 0.5-1.5 裾端部は肥厚し，特に上方へ 外面及び端部調整は横ナデ。 36 

脚台 残高 2.8 良好 は大きく方形に拡張する。外 内面は右→左のヘラケズリ

B 淡灰褐色 面拡張部直上は強いナデによ で．最下端にミガキ状のナデ

る凹みが巡る。 が 1条巡る。

57 底径 8.2 ◎ ~0.5 裾端部は丸く仕上げる。外面 外面調整は縦位のヘラミガ 41 

脚台 残高 3.2 良好 に凹線文を 1条施して内湾気 キ。内面及び端部はナデ調

A 灰橙白色 味にすぽみ．＜びれて立ち上 整。

がる。

58 底径11.3 0 0.5-1.5 裾端部は若干肥厚して丸く仕 外面調整は縦位ヘラミガキ。 40 

脚台 残高 4.8 良好 上げる。裾部は内湾気味に立 内面は上半が右→左の，下半

A 淡灰褐色 ち上がり．外面に凹線文を 2 がその逆方向のヘラケズリ。

条施す。 文様施文部と端部は横ナデ調

整。
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胎 土
図版番号 器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考

色 調 番号

59 水差 頸径 4.3 ◎ 0.5-2.0 安定した底部からやや内湾気 底面は一定方向の，胴下半部 72 52- 7 

腹径11.3 良好 味に立ち上がる。最大径は下 は下→上のヘラケズリ。胴上 外面に黒斑

底径 4.7 淡灰黄白色 位にあり．腰が張るプロポー 半部はハケメが一部残存。内

残高12.7 ション。頸部はゆるやかにく 面は主にナデ調整だが．底部

びれて直立する。把手は比較 ～腹部に細い原体の縦ハケが

的立ち上がり．肩部に取り付 間隔をおいて施され．胴上半

ける。断面は扁平な方形。肩 ～頸部にかけてシボリメが残

部以下に櫛描直線文（単位6 り，横ハケが散見できる。胴

条） 3段と．最下段に波状文 部上半の中程に接合痕が残

（同原体）を 1段配す。施文 る。

後．その上に 2単位4方向の

暗文を施す。

60 複合土 口径24.0 ◎ 0.5~1.5 水平に開く器台部の口縁から 器台と上部土器の間には製作 106 

器 （器台部） 良好 緩やかに屈曲して内湾しなが 時のプレスは認められない。 溝 4から接

残高 5.0 淡灰黄白色 ら立ち上がる胴部。器台部口 上部外面は横位の丁寧なヘラ 合破片出土

縁は垂下し．外面に 3条の凹 ミガキ。内面ハナデ調整。器 12(無頸壷）

線文を施す。その上に径1.0 台部外面は横位のヘラミガキ は同一個体

cmの円形浮文を約1.4cm間隔 を行う。口縁垂下部内面は横 である可能

で付加する。下端部は若干面 方向にヘラケズリ。 性が高い

取りを行う。

61 器台 底径18.1 0 0.5~1.0 裾端部は若干肥厚し，内側に 内外面ともひどく磨滅してお 26 

A 残高 7.5 やや軟 丸く突出する。やや外反気味 り調整は不明。

赤褐色 にすぽまり，緩やかに立ち上

がるものと推定。裾部外面に

5条の凹線文を施す。

62 器台 底径21.5 0 0.5~1.0 裾部は大きく肥厚し，下端部 外面調整は横方向のヘラミガ 30 

A 残高 9.3 良好 は幅広い面をもつ。直線的に キ。内面は斜方向の粗いハケ 溝4から接

淡橙色 すぼまり．緩やかにくびれる 調整。端部は横ナデ。 合破片出土

ものと推定。裾部外面に 4条

の凹線文を施す。

63 底径 5.7 ◎ 0.5~2.0 安定した平底。内面にやや凹 表面が磨滅のため剥離し，調 86 

（底部） 残高 1.9 良好 凸がある底面から．大きくや 整は観察不能。

赤褐色 や内湾気味に広がる。胴が張

る形の体部に接続するものと

推定。

64 底径 5.8 0 0.5~1.0 やや薄手の安定した平底。中 外面及び底面の調整は表面が 77 

（底部） 残高 2.0 良好 形の甕の底部か。体部へは強 磨滅し．不明。内面は，縦位

淡灰橙色 く立ち上がる。 ハケメが残る。

65 底径 5.8 △ 0.5~1.5 底面中央部が非常に薄いが安 内外面とも磨滅が顕著で調整 97 

（底部） 残高 2.7 やや軟 定した平底。体部へは斜上方 は観察不能。

暗茶褐色 へ直線的に広がる。

66 （底部） 底径 5.6 0 0.5~1.0 側縁が肥厚し．底面が非常に 内外面ともナデ調整。特に内 110 

残高 3.8 やや軟 薄い底部。体部へはやや外反 面に指頭圧痕がのこる。 外面に黒斑

灰白色 気味に立ち上がる。

67 底径 4.6 0 0.5~2.0 若干上げ底気味だが安定した 内外面とも磨滅が著しいが， 108 

（底部） 残高 3.3 良好 底部。体部へは明確に稜を 底部側縁．内面にそれぞれ指 外面に黒斑

灰色 もってやや内湾気味に斜上方 頭圧痕がのこる。

へ立ち上がる。

68 底径11.8 ◎ 0.5~2.0 大形の底部。底面中央部分が 磨滅が著しく，調整は観察不 87 

（底部） 残高 3.6 良好 非常に薄い。体部への立ち上 能。内面の剥落は粘土紐の接
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暗褐色 がりは．内面が剥落している 合部であった可能性が高い。

が．直線的に大きく広く。

69 底径 5.1 0 1.0~5.0 底が厚手で安定した平底。体 磨滅のため詳細な調整観察は 89 

（底部） 残高 5.7 やや軟 部へは直線的に斜上方へ立ち 不能であるが．底面部にハケ

灰褐色 上がる。 メが残る。

70 底径 7.3 ◎ 0.5-3.0 底は厚手でやや内湾気味に立 外面は縦位ヘラケズリの後． 91 

（底部） 残高 3.5 良好 ち上がり，体部に接続する。 同方向のヘラミガキ。内面は 外面に黒斑

灰黄褐色 指頭圧痕がのこる。

71 底径 4.5 ◎ 0.5~1.0 底面中央は欠損。体部へは直 外面調整は下→上の板ナデ。 90 

（底部） 残高 4.2 良好 線的に斜上方に立ち上がる。 内面は不定方向のハケメが残

暗褐色 る。

72 底径 6.4 ◎ -0.5 安定した平底。直線的に開 外面は下→上の板ナデ調整。 80 

（底部） 残高 2.0 良好 く。 内面はナデ。一部指頭圧痕が

淡黄橙色 残る。

73 底径 5.6 ◎ ~0.5 底面は中央がやや突出する。 外面は下→上のヘラケズリ。 81 

（底部） 残高 2.3 良好 側縁以外は器壁が大変薄い。 内面は板ナデを主に行い，ヘ 内面は灰白

淡灰褐色 ラによる縦沈線が残る。断面 色

に粘土の接合痕が観察でき

る。

74 （底部） 底径 6.0 0 0.5-1.5 平底。底面中央部は器壁が薄 側縁に成形時の指頭圧痕が残 74 

残高 2.8 良好 い。やや外反気味に開いて， り，下→上にヘラケズリを行

暗灰橙色 体部へ接続する。 う。内面は一部指頭圧痕が残

り，縦位の粗いハケメ。底面

にもハケメが残る。

75 底径 5.2 ◎ ~1.0 極めて薄い平底。体部へはや 側縁に指頭圧痕がのこり．下 79 

（底部） 残高 2.5 良好 や外反気味に開いて接続。 →上のヘラケズリを行う。内 内面は灰黄

灰黒色 面は縦位板ナデ。断面及び内 白色

面に粘土紐の接合痕が残る。

76 底径 3.1 0 ~0.5 底径が小さい．薄手の平底。 側縁に指頭圧痕が巡り．外面 95 

（底部） 残高 3.9 良好 一旦外反して開いたのち，や は下→上へのヘラケズリ。内

暗茶褐色 や内湾気味に斜上方へ立ち上 面は縦位の粗いハケメが残

がる。 る。

77 底径 4.7 ◎ ~0.5 極めて薄い平底。側縁は若干 側縁に指頭圧痕が残り，外面 78 

（底部） 残高 4.6 良好 肥厚し，やや外反気味に短く は下→上へのヘラケズリ。内

暗灰黒色 開いた後，緩やかに内湾しな 面は横位のハケメが残る。

がら斜上方に立•ち上がる。

78 底径 5.2 ◎ ~0.5 やや上げ底状の薄手の底部。 側縁に指頭圧痕が残り，外面 96 

（底部） 残高 6.5 良好 直線的に斜上方へ立ち上が は下→上へのヘラケズリ。内

茶褐色 り，体部へ接続。 面下方は横位小刻みのハケ

メ，上方は不定方向のハケメ

が残る。

79 底径 5.0 △ 0.5~3.0 平底。体部へは直線的に開 外面調整は上→下へのヘラケ 105 

（底部） 残高 5。5 良好 き，斜上方へ立ち上がる。 ズリ。内面は指頭圧痕が残り

暗灰褐色 斜方向ヘラケズリを行う。

80 底径 7.6 ◎ 0.5~4.0 厚手の安定した平底。体部へ 外面は縦位ハケ調整の後，下 82 

（底部） 残高 6.5 良好 はやや内湾気味に斜上方へ立 方を下→上へのヘラケズリ。

赤褐色 ち上がる。 内面は板ナデ。

81 底径 5.2 00。5-1.0 上げ底で，側縁が斜下方へ張 側縁外面は指頭圧痕が観察で 76 

（底部） 残高 3.0 やや軟 り出すタイプの底部。強くく きる他は，磨滅のため不明。

明橙白色 びれて体部へはやや内湾しな

がら接続する。



142 中期後半の土器観察表

胎 土
図版番号 器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考

色 調 番号

82 底径 6.1 ◎ 0.5~3.0 台付土器の底部と推定。厚手 外面に板ナデ（縦位）。他の 111 

（底部） 残高 4.0 良好 で上げ底状。側縁部は斜下方 部位は横ナデ。

灰黒色 に大きく張り出す。大きくく

びれて，内湾気味に広がり．

体部へ接続する。

83 甕 口径13.8 ◎ 0.5-1.0 口縁部は「く」の字にくびれ 内外面とも丁寧な横ナデ調 64 

A 残高 2.6 良好 て外反し，端部を上方に若干 整。 外面に黒斑

淡灰褐色 丸く拡張する。端面は強いナ

デにより．凹線状の凹みが巡

る。

84 甕 口径15.4 ◎ 0.5~1.0 「く」の字に強くくびれて外 内外面とも丁寧な横ナデ。 63 

A 残高 3.0 良好 反する口縁部。端部は下方に

灰白色 若干拡張し．端面に浅い凹み

がめぐる。

85 甕 口径15.0 ◎ -0.5 「く」の字に強くくびれた後 内外面とも丁寧な横ナデ。 66 

C 残高 3.3 良好 短く外反し．屈曲して直□す

淡橙色 る二重口縁。外面に 3条のl1JJ

線文を巡らす。端部はあまい

面取り。

86 甕 腹径16.4 ◎ 0.5-1.0 所謂「ドーナツ底」。体部は 外面は右上りの平行ラセンタ 69 54- 5 

底径 4.0 良好 張りが強く，最大径は中程に タキ。内面は底面にくも巣状 外面にスス

残高18.9 灰褐色 ある。 の原体圧痕が残り．下→上の 付着

板ナデを行う。

87 甕 口径23.0 ◎ 0.5-2.0 胴張りの少ない体部。口縁部 表面が磨滅しており，調整は 87 

A 残高 2.8 やや軟 は「く」の字に鋭く屈曲し， 観察不能。

淡橙色 端部は若干肥厚して，上下に

小さく拡張する。

88 鉢 口径25.6 0 0.5~2.5 浅く内湾気味に緩やかに立ち 内外面とも表面が磨滅してお 28 

残高 4.2 やや軟 上がる体部から，口縁部は外 り．調整は不明。

淡黄橙色 側に鋭く内側に稜をもって屈

曲し．内湾気味に斜上方に立

ち上がる。端部はやや尖る。

89 鉢 口径28.6 ◎ ~o.5 斜上方へ直線的に立ち上がる 外面は表面磨滅のため不明。 29 

残高 6.6 やや軟 体部。口縁部は屈曲せず，端 内面は斜位ヘラミガキ。

灰黄白色 部を内外面に拡張させる。

90 高杯 残高 6。2 ◎ 0.5-3.0 脚部は柱状部をもち下に外反 杯底部は円盤充填法による。 45 

（脚台） 良好 して開く裾部が接続する。 脚柱部外面は縦位ヘラミガ

赤褐色 キ。内面はシボリメが残る。

91 高杯 残高 4.5 ◎ 0.5~2。O 太い脚柱部から外反して開く 杯底部は円盤充填法による。 46 

（脚台） 良好 裾部が接続。 脚柱部外面は縦位ヘラミガ

灰褐色 キ。内面は横ハケ。

92 高杯 残高 6.4 ◎ -0.5 杯底部でくびれた後．緩やか 脚柱部を杯底部に差し込んで 48 

（脚台） 良好 に下方に開く。 作るタイプ。外面は縦位ヘラ

淡灰褐色 ミガキ。内面は裾部に縦ハケ

で．上方にシボリメが残る。

93 高杯 残高 6.7 ◎ 0.5~ 1.0 脚柱部は緩やかに下方に開 脚柱部を杯底部に差し込むタ 47 

（脚台） 良好 き．裾部はさらに屈曲して大 イプで，杯底部が欠損し，脚

淡灰褐色 きく広がる。 柱上部に疑口縁を形成する。

外面ヘラミガキ（縦位）。内

面にはシボリメが残り，板同
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時調整（横位）を行う。

94 高杯 底径10.3 ◎ 0.5-2.0 円錐状に外反しながら開く脚 外面調整は若干のヘラミガキ 42 

（脚台） 残高 2.8 やや軟 部。端部は斜上方に折り曲げ が見えるが，内面も含めて，

淡灰褐色 て丸く仕上げる。 ナデ調整が主体を占める。

95 両杯 底径14.4 ◎ ~0.5 大きく直線的に広がる裾部。 外面にヘラミガキ調整を行う 44 

（脚台） 残高 2.4 良好 端部はやや肥厚し．丸く仕上 他．ナデ調整。

灰褐色 げる。

96 尚杯 底径14.1 0 0.5~1.0 大きく外反しながら広がる裾 外面はヘラミガキ。内面は左 43 

（脚台） 残高 2.3 良好 部。端部はやや屈曲して外反 →右へのヘラケズリ。

灰白色 度を強め，丸く仕上げる。

97 晶杯 底径17.7 ◎ -0.5 緩やかに広がる脚柱部から屈 外面はヘラミガキ（縦位）。 31 

（脚台） 残高 5.4 良好 曲して大きく外へ広がる裾 内面は横ハケ。

淡灰褐色 部。端部は面取りを行う。

98 甕 底径 4.8 0 0.5~3.0 厚手の平底。やや外反気味に 外面は横位平行タタキ。内面 83 

（底部） 残高 3.9 やや軟 体部へ接続する。 はナデ。

灰白色

99 甕 底径 3.8 ◎ 0.5-2.0 上げ底状。側縁部は肥厚し． 外面は斜方向の平行タタキ。 94 

（底部） 残高 3.8 良好 若干内湾気味に斜上方へ立ち 内面は縦位板ナデ。一部指頭 内面に炭化

淡灰褐色 上がる。 圧痕が残る。 物付着

100 甕 底径 4.7 ◎ ~0.5 安定した平底。体部へは．ゃ 外面に斜方向の平行タタキが 107 

（底部） 残高 2.7 良好 や内湾気味に．接続する。底 残るが，上半は磨滅する。内 外面に黒斑

灰白色 面に木葉・籾圧痕が残る。 面はナデ。

101 褒 底径 4.8 ◎ 0.5~2.0 厚手の安定した平底。体部へ 外面は磨滅が顕著であるが， 109 

（底部） 残高 3.9 良好 は．やや外反気味に接続す 横方阿の平行タタキが残る。

灰白色 る。 内面は一部に指頭圧痕。

102 底径 4.5 0 0.5~4.0 やや上げ底状。側縁部から． 外面に一部タタキが残る以外 85 

（底部） 残高 2.3 良好 外反して大きく開き，体部へ は磨滅のため調整の観察不

淡灰褐色 接続する。 能。

103 底径 4。O ◎ 0.5~1.0 厚手の平底。体部へはやや外 側縁に指頭圧痕が残る。内面 93 

（底部） 残高 3。O 良好 反して，立ち上がる。 は不定方向のハケメ。

灰白色

104 底径 4.2 0 0.5~1.0 厚手の平底。体部へは，斜上 内面にくも巣状ハケメが見ら 75 

（底部） 残高 4.1 やや軟 方に直線的に開いて接続す れる他は．磨滅のため不明。

暗灰褐色 る。

105 底径 4.2 0 0.5~2.0 「ドーナツ底」。体部へは． 全体的に磨滅のため不明。 92 

（底部） 残高 2.5 良好 外反しながら大きく開いて接

灰赤褐色 続する。

106 底径 4.0 ◎ 0.5~2.0 上げ底状。側縁は斜下方へ若 磨滅が顕著で，調整不明。 88 

（底部） 残高 2.4 良好 干張り出し，端面にあまい面

灰褐色 取り。体部へは内湾気味に立

ち上がる。

107 甑 底径 3.3 0 0.5~5.0 尖り気味の底部。焼成前に径 外面に右上りの平行タタキ。 84 

（底部） 残高 4。5 やや軟 12mmの穿孔を上→下へ行う。 内面はナデ調整。

淡橙色 体部へは外反気味に立ち上が

る。

溝4出土土器 （第68• 69図）

1 I広口壷 I口径13.61◎ -0.5 口縁部は大きく外反して開 I内外面とも横ナデ調整。 115 

A 1 残高 2.2 良好 く。端部は上下に拡張し．端

淡茶灰色 I面に原体 6条の櫛描波状文。

内面は櫛描列点文。



144 中期後半の土器観察表

胎 土
図版

番号 器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考

色 調
番号

2 広口壷 口径14.0 ◎ -0.5 頸部で緩やかにくびれ．強く 頸部外面は縦ハケ。口縁端部 2 

D 頸径10.6 良好 外反する口縁部。端部を上下 ～内面は横ナデ調整。

残高 3.5 暗茶灰色 に拡張し，端面に 2条の凹線

文を施す。

3 広口壷 口径13.6 ◎ 0.5~3.0 端部で強く外反し，断面三角 内外面とも横ナデ調整。 11 

Al 残高 1.8 良好 形状に拡張する口縁部。端面

茶灰色 に3条の凹線文を施す。

4 広口壷 口径15.4 ◎ 3.0-4.0 D縁部は大きく外反して開 内外面とも横ナデ調整。 5 

Al 残高 1.4 良好 く。端部は上方に拡張し，端

灰黄白色 面に 3条の凹線文を施す。

5 広口壷 口径18.2 ◎ 0.5~1.0 大きく外反して開いた口縁 外面は磨滅のため不明。内面 14 

A 1 残高 1.3 良好 部。端部は上下に小さく拡張 は横ナデ調整。

淡灰白色 する。

6 広口壷 口径15.2 ◎ 1.0~3.0 ゆるやかに外反して開く口縁 内外面とも横ナデ調整。 1 

Al 残高 2。4 良好 部。端部は上下に拡張し端面

淡茶灰色 に上下をナデ凹めることによ

って作り出す突帯が巡る。

7 広口壷 口径16.8 ◎ 0.5~2.0 口縁部は外反して大きく開 内外面とも横ナデ調整。 ， 
A 1 残高 1.9 良好 く。端部は上下に丸く拡張

灰黄白色 し．端面に櫛描波状文を施す

が磨滅のため不明瞭。内面に

櫛原体による列点文を施す。

8 広口壷 口径12.8 ◎ 0.5~2.0 筒状の頸部から，口縁部は大 頸部は粗い縦ハケ。口縁部及 4 

A 1 頸径 8.2 良好 きく外反して水平に開く。端 び頸部内面はナデ調整。

残高 4.0 淡橙色 部は肥厚して上下に拡張し．

端面に上下 2条の凹線文を施

す。

9 広口壷 口径24.5 0 0.5~2.0 口縁部は大きく開き端部は下 内外面ともナデ調整。 16 

A3 残高 3.2 やや軟 方へ大きく垂下する。外面に

暗灰茶褐色 3条の凹線文を施し，内面に

単位13+a条の櫛描簾状文。

焼成前，外→内へ 2孔を穿つ。

10 広口壷 口径19.4 0 0.5~1.0 口縁端部は大きく垂下し，外 内外面ともナデ調整。 7 

A3 残高 3.2 良好 面に 5条の凹線文と 8条の縦 外面に黒斑

灰黄白色 位沈線を一部施す。内面は 6

条単位の櫛描列点文。

11 広口壷 ロ径26.8 ◎ 0.5~2.0 頸部からラッパ状に大きく開 外面縦ハケ。屈曲部はハケ原 12 

A 1 残高 3.2 良好 いた後．口縁部はさらに外反 体を利用した横ナデ。内面は 内面に黒斑

灰白色 して広がる。端部は肥厚し． ナデ。断面観察により，内傾

下方に拡張。端面に 3条の世l接合手法がみられる。

線文と部分的な縦位沈線。内

面は16条原体の櫛描簾状文。

12 宝- 残高 5.7 ◎ ~0.5 内傾して立ち上がる胴上半 内面調整はナデ。部分的に指 18 

良好 部。外面に櫛描直線文 4段 頭圧痕が残る。

明白黄褐色 と．その間に波状文 1段（単

位 5条）を施す。

13 宰ギ 頸径14.8 ◎ 0.5~1.0 頸部に幅1.4cmの指頭圧痕文 外面は磨滅。内面は板ナデ調 29 

残高 4.4 良好 突帯を付す。緩やかに外反し 整（横位）。

灰黄白色 て立ち上がる。

14 広口壷 口径11.2 ◎ ~0.5 頸部から緩やかに外反しなが 内外面とも調整は横ナデ。 71 
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D 残高 2.2 良好 ら立ち上がり．口縁部でさら

灰橙白色 に大きく開く。端部は上下に

拡張し，端面は凹線状の強い

ナデによる凹み。

15 広口壷 腹径17.2 ◎ 0.5-1.0 下半に胴部の大きな張りがあ 外面下半はヘラケズリ。上半 17 

D 残高13.8 良好 る。緩やかに内湾気味に立ち は斜ハケ。内面はナデ。頸部 外面にスス

茶褐色 上がり．頸部は屈曲して直立。 にシボリメが残る。 付着

16 広口壷 ロ径17.9 ◎ 0.5~1.0 頸部は「く」の字にくびれ． 外面縦ハケが痕跡程度に残 4 

D 頸径14.0 良好 大きく外反して開く口縁部。 る。内面はナデ。 内面に黒斑

残高 4.3 淡茶褐色 端部は上下に拡張し．端面に

凹線状の凹みを巡らす。下端

に刻目をもつ。

17 広口壷 ロ径16.2 ◎ ~0.5 内傾して立ち上がる胴部から 胴部外面は縦ハケの後横ナ 8 

頸径12.9 良好 頸部は「く」の字に屈曲して デ。内面は磨滅。口径部は横 外面にスス

残高 5.2 灰茶褐色 外反。口縁部はさらに大きく ナデ調整。 付着

開く。端部は肥厚し斜上方に

ややつまみ上げる。端面に凹

線状の凹み。

18 無頸壷 口径12.8 0 0.5~1.0 直線的に内傾し．口縁部は直 外面は磨滅のため不明。内面 72 

B 残高 3.6 良好 口のまま．粘土を貼付け．方 ナデ調整。粘土紐接合痕が残 残存は黒斑

黒灰色 形に肥厚。外面口縁下に 1条 り指頭圧痕が残る。 部。内面は

の凹線文。 灰白色

19 甕 口径14.2 0 0.5~2.0 口縁部は「く」の字に屈曲し 外面に縦ハケ。内面はナデ調 27 

A 残高 3.3 良好 て外反。端部は上下に拡張 整。

淡灰黄褐色 し，端面に凹線文を 1条。

20 甕 ロ径 9.3 ◎ 0.5~2.0 内湾気味に緩やかに立ち上が 外面は横ナデ調整。内面は板 28 

A 残高 3.1 良好 る胴部から口縁部は「く」の ナデ（縦位）とハケメが残

灰褐色 字に屈曲して短く外反。端部 る。口縁部は横ナデ調整。

は上方に小さくつまみ上げ，

端面に凹線状の凹みが巡る。

21 甕 口径14.4 ◎ 0.5~2.0 口縁部は「く」の字に屈曲し 屈曲部外面は横ナデ。他部位 6 

A 残高 3.4 良好 て外反し．端部は肥厚し上方 は磨滅のため不明。 外面に黒斑

灰黄白色 につまみ上げる。端面には 1

条の凹線文。

22 甕 口径18.9 ◎ 0.5-1.0 口縁部はゆるやかに屈曲して 内外面とも横ナデ調整。 21 

A 残高 2.9 良好 外反し．端部は下方に若干拡

淡茶灰色 張。

23 甕 口径16.4 0 0.5-1.0. 口縁部は内面に稜をもって短 外面及び口縁部は横ナデ調 69 

A 残高 2.8 良好 く「く」の字に外反。端部は 整。内面は横ハケ。

灰白色 上下に拡張し，端面に強いナ

デによる凹み。

24 底径 5.2 ◎ 0.5-1.0 底部焼成即に下→上へ径4.0 外面下半は下→上のヘラケズ 54 

（底部） 残高11.6 良好 mmの穿孔。体部は内湾して リ。腹部は縦ハケ。内面は主 甑か

淡灰橙色 立ち上がる。 に縦ハケ。

25 底径 4.2 ◎ 0.5~3。O やや上げ底状。体部へは大き 外面は不定方向のミガキとハ 47 

（底部） 残高 3.3 良好 く開いて接続する。比較的厚 ケメが交錯。内面はハケメ。 外面に黒斑

灰白色 手。 ヘラで押圧した痕が残る。

26 底径 3.7 0 0.5-1.0 やや厚手で安定した平底。や 外面は下→上のヘラケズリ。 62 

（底部） 残高 3.1 良好 や内湾気味に立ち上がる。 一部ハケメが残る。内面は横

暗茶褐色 ナデ。

27 底径 4.6 ◎ 0.5~1.0 やや厚手の平底。側縁が若干 外面は下→のヘラケズリ。内 63 

（底部） 残高 2.6 良好 外へ張り出す。やや内湾気味 面は原体圧痕が巡る。 外面に黒斑

灰白褐色 に立ち上がる。
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図版

番号 器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考

色 調
番号

28 底径 4.6 ◎ 0.5~2.0 底部はやや上げ底。底面に 2 外面は下→上のヘラケズリ。 65 

（底部） 残高 2.5 良好 枚重ねの木葉痕。大きく開い 内面は表面磨滅のため不明。 外面に黒斑

灰橙色 て立ち上がる。

29 底径 6.0 ◎ 0.5~1.5 側縁が肥厚する底部。体部へ 底面は表面剥離。外面は横ナ 68 

（底部） 残高 3.1 良好 は斜上方へほぽ直線的に立ち デ。内面は斜位ハケメが残

淡灰橙白色 上がる。 る。

30 底径 7.6 ◎ 0.5~1.5 安定した平底。直線的に斜上 外面は下→上のヘラケズリ。 55 

（底部） 残高 3.1 良好 方へ立ち上がる。 内面は指頭圧痕が残る。

暗灰茶色

31 底径 8.3 ◎ 0.5~1.0 安定した平底。体部へはやや 外面は下→上のヘラケズリ。 57 

（底部） 残高 3.5 良好 内湾気味に立ち上がる。 内面は下→上の板ナデ調整。 外面に黒斑

灰白茶色

32 底径11.0 0 0.5-1.0 大形の安定した平底。体部へ 外面は下→上のヘラケズリ。 65 

（底部） 残高 4.3 やや軟 は斜上方へ直線的に立ち上が 内面はおもにナデ誦整で．一

白茶色 る。 部ハケメが残る。

33 鉢 口径13.4 ◎ ~0.5 椀状に内湾しながら立ち上が 内面はナデ調整。 41 

A 残高 3.0 良好 る。口縁は直口し外面に 1条 内面に黒斑

淡黄白色 の凹線文。

34 鉢 口径11.9 0 0.5~2.0 椀状に内湾しながら立ち上が 外面は磨滅のため不明。内面 70 

B 残高 3.9 良好 る。口縁は直口し若干内側へ は斜ハケの後．縦位ヘラミガ

灰色 折り曲げる。 キ。

35 高杯 口径21.8 ◎ 0.5-1.0 斜上方に直口する口縁部。端 外面は表面が磨滅し不明。内 34 

A 残高 3.9 良好 部は肥厚し．上方に幅広い面 面は横ナデ調整。

灰白色 をもつ。外面に 1条の凹線文。

36 鉢 口径19.0 ◎ 0.5~1.0 やや厚手で，口縁部はやや内 内外面とも磨滅で不明。 40 

A 残高 3.5 良好 湾気味に立ち上がる。端部は

淡黄褐色 上方に面をもち，外面に 1条

の凹線文。

37 高杯 口径22.4 ◎ 0.5~1.0 体部はやや内湾気味に大きく 体部下半は縦位の，上半～口 31 

A 残高 6.2 良好 開き．屈曲して口縁部は直立 縁は横位のヘラミガキ。内面

灰白茶色 する。端部は肥厚し，上面は は不定方向ヘラミガキの後．

平坦。屈曲部外面に 2条の凹 横ナデ。

線文。

38 高杯 口径24.2 0 0.5~1.0 大きく開く体部から緩やかに 口縁外面は横ナデ。内面はヘ 32 

A 残高 4.2 やや軟 屈曲して，内湾気味に立ち上 ラミガキの後横ナデ。

灰白茶色 がる。端面は内側に傾く。外

面に 2条の凹線文。

39 高杯 ロ径29.2 0 0.5~1.0 内湾気味に大きく開く体部。 調整は磨滅のため不明。 35 

A 残高 3.0 やや軟 口縁は直口し，端部が若干肥

明茶褐色 厚して内側に突出。上面は平

坦．水平。

40 高杯 口径26.2 ◎ ~0.5 体部は皿状に大きく開く。ロ 内外面ミガキ調整。 33 

A 残高 4.6 良好 縁はゆるやかに立ち上がり，

灰黄白色 端部は肥厚して上面に幅広の

面をもつ。

41 高杯 口径17.6 0 0.5~4.0 口縁部は水平にのびて．端部 調整は磨滅のため不明。 38 

B 残高 2.8 良好 が直に垂下。

淡黄白色

42 高杯 口径19.6 ◎ 0.5~1.0 口縁部は水平にのびて，端部 水平拡張部上面はヘラミガ 39 

B 残高 2.7 良好 がやや内側に垂下。外面に 2 キ。端部外面は横ナデ。内面
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淡灰白色 条の凹線文。 はヘラミガキの後ナデ。

43 高杯 底径21.8 ◎ 0.5~1.0 裾部は若干内湾しながら開 外面は縦位のヘラミガキ。内 44 

脚台 残高 3.5 良好 く。端部は肥厚しz,上方に 面は横ハケの後横ナデ。端部

B 淡橙褐色 拡張。端面は強いナデにより は横ナデ。

2条の凹みが巡る。焼成前に

内→外へ穿孔を施す。残存部

に2個確認。

44 脚台 底径 8.0 ◎ 0.5~2.0 脚柱部から屈曲してやや内湾 外面は下→上のヘラケズリ。 45 

A 残高 3.3 良好 気味に開く裾部。端部は丸く 内面は下方横ナデで．上方縦

暗灰色 仕上げる。外面に 1条の凹線 方向のナデ。脚柱部内面にシ

文。 ポリメが残る。

45 鉢 口径 7.2 ◎ 0.5~3.0 ミニチュア鉢。平底の底部か 外面に縦位ヘラケズリの後， 30 52 -1 

A 底径 3.5 良好 らゆるやかに内湾気味に立ち ナデ。内面は不定方向の板ナ ミニチュア

器高 5.1 灰褐色 上がる。口縁は直□し，端部 デの後ナデ。口縁部は内外面 品

は丸く仕上げる。外面に 1条 とも横ナデ。

の凹線文。

46 器台 頸径15.2 0 0.5~1.5 裾広の脚部からやや内湾気味 外面は磨滅のため不明。内面 46 

A 器高12.9 良好 に立ち上がり．大きくくびれ は下半が横～斜位のハケメが 同一個体資

灰白色 て外反。＜びれ部に 5~6条 残る。上半は強い指頭圧痕。 料を溝 5よ

の凹線文。残存部において透 り検出

孔はみられない。

47 器台 底径26.2 ◎ 0.5~1.0 内傾度が少ない．立ち上がり 内面に横位板ナデ。裾端部は 43 

A 残高 4.4 やや軟 気味の裾部。端部は肥厚し， 横ナデ調整。

灰白茶色 下方に広い面をもつ。外面に

凹線文 1条。

48 底径 4.6 ◎ 0.5~1.0 やや厚手で，上げ底状を呈 外面に一部ハケメ。内面に指 60 

（底部） 残高 2.9 良好 す。 頭圧痕。

淡灰白色

49 甑 底径 4.9 0 0.5~3.0 安定した平底。底面中央に焼 外面に横位タタキ。一部ヘラ 59 

（底部） 残高 2.3 やや軟 成前の外→内への穿孔。体部 ケズリ。内面に「くも巣状」

灰白茶色 へは大きく開いて接続。 原体圧痕。

50 甕 底径 4.4 ◎ 0.5~2.5 所謂「ドーナツ」状の底部。 外面斜方向の平行タタキ。内 49 

（底部） 残高 3.2 良好 体部へは内湾気味に立ち上が 面は板ナデ。

淡灰褐色 る。

51 甕 底径 6.4 ◎ 0.5~3.0 安定した平底。 外面に横位タタキ。内面「＜ 61 

（底部） 残高 3.5 良好 も巣状」原体圧痕。

灰茶褐色

52 両杯 残尚 5.2 ◎ 0.5~1.0 杯底部は剥落。脚柱はやや広 外面縦ハケの後ヘラミガキ。 46 

（脚台） やや軟 がり気味。裾部で大きく開 裾部内面に顕著なシボリメ。 外面に黒斑

淡白茶褐色 く。 脚柱部内面は不定方向ハケメ。

53 晶杯 残晶 6.8 ◎ 0.5~2.0 脚柱部はやや中央が張る。裾 脚柱部を杯底部に差し込んで 56 

（脚台） やや軟 部は強く屈曲して開く。 成形。脚柱部内面はシボリメ

淡赤褐色 が残り．下半部板ナデ。

54 両杯 残尚 4.8 ◎ -0.5 脚部は円錐状に大きく開く。 杯底部との接合は差し込み 53 

（脚台） 良好 杯底部は欠落。 法。外面は細い縦位ヘラミガ

灰白色 キ。内面はナデ調整。穿孔は

外→内へ 3個施す。

55 甕 口径15.2 ◎ 0.5~2.0 口縁は内面に稜をもって緩や 体部上端に横位平行タタキ。 66 

C 残高 4.2 良好 かに屈曲し外反した後．端部 口縁部及び内面は横ナデ。強

淡灰褐色 が受け口状にやや外反気味に い指頑圧痕が残る。

立ち上がる。上方は面取り

し，外面に凹線状の凹み。
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胎 土
図版

番号 器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考

色 調
番号

56 甕 口径12。。 0 0.5-3.0 口縁部は「く」の字に屈曲し 内外面ともナデ調整。 22 

C 残高 1.8 やや軟 て大きく外反。端部を上方に

暗灰黒色 若干ハネ上げる。

57 両杯 底径11.4 ◎ 0.5~1.0 大きく開く裾部。端部は丸く 外面ヘラミガキの後，ナデ。 36 

（脚台） 残高 1.1 良好 仕上げる。 内面ナデ。 外面に黒斑

淡灰白色

58 高杯 底径11.4 ◎ ~0.5 円錐状に広がる脚部。端部は 外面縦位ヘラミガキ。内面は 42 

（脚台） 残高 4.2 良好 若干肥厚し下方へ拡張。外面 ナデ調整。 内外面とも

暗赤茶褐色 に凹線文 1条。 黒斑

59 高杯 底径14.8 ◎ 0.5~3.0 ラッパ状に開く裾部。端部は 端部は内外面とも横ナデ調 37 

（脚台） 残高 2.7 良好 肥厚し，上方にやや拡張。穿 整。

淡黄白色 孔は内→外へ， 2個確認。

60 宰- 口径13.2 ◎ 0.5-1.0 頸部で内面に稜をもって「＜」 外面縦位，内面横位のヘラミ 48 

頸部 8.5 良好 の字に強く屈曲し．口縁部は ガキを行う。口縁端部は横ナ

残高 4.8 淡灰褐色 外反しながら開く。端部は丸 ア。

く仕上げる。

61 杯身 口径11.0 ◎ 0.5-1.0 体部はやや内湾気味に立ち上 残存部は回転ナデ。 32 

残高 4.2 堅緻 がり，受部が外反して短く開

灰色 く。立ち上がりはやや内傾し

端部内面は 1条沈線。

62 杯蓋 口径12.8 ◎ 0.5~1.0 杯底部から 1条の凹みを介し 杯底部外面は回転ヘラケズ 51 

残高 2.9 堅緻 て口縁部まで緩やかに内湾す リ。口縁部及び内面は回転ナ

暗灰色 る。端部はやや尖り気味。扁 デ。ロクロ回転方向は時計回

平なプロポーション。 り。

63 杯身 口径11.4 ◎ 0.5~1.0 底部から強く屈曲して斜上方 底部は回転糸切り。内外面回 50 

残高 3.2 堅級 へ立ち上がる口縁部。端部は 転ナデ。

灰色 尖り気味。

64 壷 口径11.7 ◎ 0.5-1.0 頸部でゆるやかにくびれ外反 磨滅のため不明。 67 

頸径 9.4 良好 する口縁部。端部は外側に折

残高 2.9 橙白色 り曲げ．丸く仕上げる。

落込 1出土土器 （第71~74図）

1 広口壷 口径20.0 ◎ 0.3~2.0 頸部は短くくびれて口縁部は 頸部外面調整ナデ。口縁部内 l 

B 残高 6.3 良好 外反しながら開く。端部は上 外面とも丁寧な横ナデ。

淡灰褐色 下に拡張し 4条の凹線文を施

す。頸部直下に櫛描波状文

（単位 3条）を巡らす。

2 広口壷 口径16.4 ◎ ~0.5 筒状の頸部から，口縁部は外 頸部外面調整は縦ハケの後ナ 3 50 - 1 

C 残高 7.6 良好 反しながら大きく開く。端部 デ。口縁端面は強いナデによ

暗灰褐色 下方により大きく拡張する。 る稜線。内面にシボリメが残

る。

3 広口壷 ロ径17.6 ◎ ~0.5 漏斗状に開く頸部から．口縁 頸部外面調整は粗い縦ハケ。 2 

C 残高 5.0 良好 部は鋭く屈曲し．端部を上下 口縁部や内面はナデ。 外面にスス

暗灰褐色 に拡張する。無文。

4 広口壷 口径10.8 ◎ 0.5-1.0 頸部は短く外傾し, □縁部は 体部外面調整は縦ハケ。頸部 4 

D 残高 3.4 良好 鋭く屈曲する。端部は上方を との境に凹線文状の強いナ 外面にスス

淡灰褐色 少しつまみ上げて，面を持 デ。頸部，口縁部は横ナデ。

つ。無文。

5 長頸壷 口径 9.2 ◎ 0.5-1.0 口縁部はややふくれて，内湾 文様施文部分以外は丁寧なナ 5 

残高 4.8 良好 気味に立ち上がる。端部は丸 デを行う。
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淡灰褐色 く仕上げる。やや下って凹線

文(4条）。最上の凹線は上

側の肩がなく，段状を呈す。

6 短頸壷 口径 8.7 0 0.2~0.4 胴部から屈曲して立ち上が 胴部と頸部の境に．凹線文状 51 

残高 6.0 やや軟 り．やや中ぷくれの頸部をも の強いナデを行う。他は磨滅

赤褐色 つ。口縁端部内面に面をも のため不明。

ち．外面に凹線文(2条）を

施す。

7 無頸壷 口径12.0 ◎ 0.5~1.0 胴部からゆるやかに屈曲して 内外面とも丁寧なナデを打 7 

B 残高 1.5 良好 短く汀ち上がる。端部は方形 う。

淡褐色 に肥厚し．上方・外方に面を

もつ。

8 無頸壷 口径12.2 ◎ ~0.5 内傾する胴部上端部に，断面 全面にヘラミガキを行う。内 6 

B 残高 2.8 良好 三角形の粘土紐を貼付けて方 面と口縁部外面は横位，胴部

暗褐色 形に肥厚させ，口縁部を作り 外面は斜位。前者は単位が細

出す。上方・外方に面をも かく．後者はやや太め。内面

ち．胴部との境に調整具原体 に指頭圧痕が残る。

の刺突文を巡らす。

9 壷用蓋 口径16.2 ◎ 1.0~2.0 つまみ部は扁平．中実で若千 つまみ部はナデ。裾部外面は 49 52- 4 

器高 4.2 良好 のくびれを介して斜下方に広 縦位のヘラミガキ。内面は斜

淡灰褐色 がる裾部に接続する。端部は 位のヘラケズリを行う。

やや肥厚し丸く仕上げる。円

孔は 1個のみ残存するが．本

来 2個 1組と推定。

10 壷用蓋 口径17.3 ◎ ~0.5 つまみ部は中実で逆台形状を つまみ部は指による成形のた 48 

器高 4.9 良好 呈す。裾部は直線的に広がり め．爪痕が残る。裾部は下方

黒灰色 下方に 2個 1組の円孔をも に横～斜位の細かいタタキを

つ。端部は肥厚せず外方に面 行った後，縦位のヘラミガキ

をもち沈線 (1条）を巡ら を行う。内面は斜～横位のヘ

す。 ラケズリ。

11 甕 口径10.8 ◎ 0.5~1.0 器壁の薄い胴部から口縁部は 内外面丁寧なナデを行う。内 8 

A 残高 3.0 良好 内面に稜をもって屈曲し，や 面にヘラキズが残る。 口縁外面に

黄褐色 や内湾気味に斜上方に立ち上 黒斑

がる。端部は短く屈曲して直

立し．はね上げ状を呈す。

12 甕 口径13.2 ◎ 0.5~0.8 長胴形の胴部から強く屈曲 胴部外面は縦ハケ。口縁部及 9 

A 残高 6.4 良好 し，口縁部はほぼ水平に広が び内面は丁寧なナデを行う。

淡褐色 る。端部は若干上に拡張し外

側に面をもつ。

13 甕 口径17.0 ◎ 0.5~1.0 外反しながら開く口縁部か 内外面とも丁寧な横ナデを行 23 

A 残高 1.8 良好 ら，端部は短く屈曲し立ち上 う。 内面は灰白

暗褐色 がる。外面に 1条の凹線文を 色。外面に

施す。 スス付着

14 甕 口径16.0 ◎ 0.5~1.0 口縁部は強く屈曲し．大きく 内外面とも顕著な横ナデ調 19 

A 残高 3.1 良好 広がる。端部は若干つまみ上 整。

淡褐色 げるが．丸く仕上げる。外面

にナデによる凹みが巡る。

15 甕 口径14.6 ◎ 0.5-0.8 球形状の体部から，口縁部は 体部外面は縦ハケ調整。＜び 20 

A 残高 5.4 良好 強く屈曲し．．大きく外反。端 れ部は強い横ナデ調整。内面

淡灰褐色 部は若干つまみ上げ，丸く仕 は斜位のハケ調整。口縁部は

上げる。端面に強いナデによ 横ナデ。

る凹みが巡る。
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胎 土 図版
番号 器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考

番号
色 調

16 甕 口径15.4 ◎ 0.5~1.0 胴張りの体部と推定。口縁部 胴部外面上半は細かいハケ調 18 

A 残高 5.1 良好 は内面に稜をもって強く屈曲 整。＜びれ部分を中心に強い 胴部外面に

淡灰白色 し，端部は上方に若干つまみ 横ナデ，内面は粗いハケ調 スス

上げる。 整。

17 甕 口径14.1 ◎ -0.5 胴張りの強い体部から，内外 外面調整はヘラミガキ及びナ 10 

A 残高 7.2 良好 面に稜をもって強くくびれ． デ。内面調整は斜位のハケ 胴部外面に

灰白色 口縁部は内湾しながら大きく （右上り）。口縁部は横ナデ スス

開く。端部はつまみ上げ．端 調整。

面に凹線文(1条）を巡らす。

18 甕 口径17。7

゜
~0.5 球形の体部から強く屈曲し． 外面調整は横位のタタキの後 18 

A 残高 9.4 良好 口縁部は外湾しながら開く。 縦ハケ。内面調整は縦ハケ。

淡灰白色 端部は上下に若干拡張し，ナ くびれ部周辺は内外面とも

デによる凹みが巡る。 横ナデ調整を行う。

19 甕 口径19.1 ◎ ~0.5 球形の胴部から強く屈曲して 胴部成形の際タタキを使用。 14 

A 残高 8.0 良好 ほぼ水平に開く □縁をもつ。 外面調整は肩部からくびれ部

灰白色 端部は上方に拡張し幅広い面 まで右上方向のハケの後，胴

をもつ。 部中央部分から肩部まで左上

方向のハケ。内面は右上方向
ー・― 

の後横位のハケ調整。

20 甕 口径19.0 ◎ 0.5~1.0 胴部はやや厚手で球形に張 胴部外面に横位のタタキが残 11 

A 残高 8.2 やや軟 る。最大径よりやや上位にナ る。上半部縦位のハケ識整の

灰白色 デ原体による刺突を巡らす。 後，丁寧な横ナデ。内面は横

口縁部は短く屈曲し，端部は ハケの後縦ハケ調整。口縁部

上方に若干つまみ上げる。 の接合が雑で，屈曲部下位に

指頭圧痕が巡り接合痕を残す

21 甕 口径19.4 ◎ 0.5~ 1.0 胴部は球形状を呈し．最大径 胴部外面上半タタキ調整（右 12 50- 4 

A 胴径27.2 良好 よりやや上位にヘラによる刺 上→左下. 4条/cm)の後． 胴部外面に

残高15.5 赤褐色 突を巡らす。口縁部は内面に 縦位のハケ調整を上から下に スス付着

稜をもち強くくびれて外反す 行う。＜びれ部周辺は内外面 内面に黒斑

る。端部は上方につまみ上 とも強い横ナデ。胴部内面は

げ．やや尖り気味に仕上げ 左上りのハケ調整の後右上り

る。細い凹線の下端にヘラに のハケ調整を行う。

よる刻みを巡らすが，一部施

文されない部分がある。

22 甕 口径28.4 △ 0.5-2.5 体部は厚手で，胴張りは弱 胴部成形のタタキ使用(3条 16 

B 胴径38.5 良好 い。口縁部は内面を突出して /cm)。下半は主に縦ハケ調

残高21.7 白黄色 外反し．端部を上下に拡張す 整。内面下半は斜位のケズ

る。口径が大きい割に器高が リ．上半はハケ調整の後ナ

低いものと推定。 デ。口縁部は横ナデ。内面に

ハケによる文様的な調整があ

る。

23 甕 口径25.8 ◎ 0.5~2.0 口縁部は内面に稜をもってく 胴部内面はハケ調整（斜位）． 21 

B 残高 4.6 良好 びれて外反する。端面は下方 外面は，＜びれ部ともに丁寧

灰褐色 に拡張し 3条の凹線文を施 な横ナデ。口縁部は内外面と

す。 もナデ調整。

24 甕 口径31.6 ◎ -0.5 口縁部は厚手で短くくびれ 口縁部は胴部成形，調整の後 13 

B 残高 3.5 良好 る。端部は上方に小さくつま プレスをおいて貼付ける為に

淡灰黄色 み上げ，端面に強いナデによ 外面に顕著な接合痕が残る。
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る稜線が巡る。＜びれ部外面 内面に一部横ハケ調整を行う

にハケ原体による刺突文を施 が．主として横ナデ。

す。

25 甕 口径31.1 0 0.5~3.0 胴張りが弱い大形甕。胴部最 胴部は胴径部以下は斜位（左 17 

B 胴径31.8 良好 大径はやや上により．器壁は 上り）の，以上は横位のタタ 胴下半にス

残高32.5 灰褐色 やや厚い。口縁部は内面に稜 キで成形。調整は下半が下→ ス付着

をもって屈曲し，内湾気味に 上のハケ．上半がナデ。内面

外反する。端部は上方にやや は下半が下→上のヘラケズ

つまみ上げ．凹線文を施す。 リ。上半はナデ調整。指頭圧

痕が多く残る。

26 甕 口径33.0 ◎ 0.5~1.0 体部は若干肩が張る倒卵形。 胴下半部は板ナデ調整（下→ 15 

B 胴径38.4 良好 器壁がやや薄い。口縁部は屈 左上）。斜位のタタキをくび 胴部下半に

残高35.6 灰黄白色 曲して外反し，端部を上下に れ部周辺まで行う（左上り）。 スス付着

拡張する。端面には退化した ハケ調整は上→下方向。＜び 黒斑

凹線を巡らす。 れ部分に接してタタキ原体に

よる横ナデを凹線文風に行

う。内面は上方の横ハケ調整

の後縦ハケ。

27 鉢 口径19.6 ◎ 0.5~1.0 体部はやや内湾気味に立ち上 内外面ともナデを基調とする 24 

D 残高 5.4 良好 がる。口縁端部はやや肥厚し 調整。

灰白色 丸く仕上げる。体部外面に 8

+a条の凹線文を施す。

28 鉢 口径15.3 ◎ ~0.5 胴の張りが強い鉢。体部は内 外面調整は横位のヘラミガ 30 

D 残高 5.0 良好 傾しながら立ち上がる。口縁 キ。内面はナデの後斜～横位

灰白色 は内側に拡張し，上端部に面 のヘラミガキ。口縁は内外面

をもつ。口縁からやや下がっ とも丁寧な横ナデ調整。

たところに．外から内へ 2個

穿孔する。外面に 6+a条の

凹線文。

29 鉢 口径13.5 ◎ ~0.5 体部はやや内湾しながら大き 外面調整は文様施文の後その 26 

A 残高 4.5 良好 く開き．口縁部で屈曲して短 下に縦位のヘラミガキ。内面 外面にスス

灰黒色 く内傾する。端部は凹んだ面 は斜位のヘラミガキ。口縁部 付着

をもつ。外面に退化した凹線 はナデ。

文を 2条施す。

30 鉢 口径16.2 ◎ ~0.5 体部の屈曲をもたない鉢。や 内外面とも丁寧な横ナデ調 27 

A 残高 2.7 良好 や内湾しながら立ち上がり． 整。器壁がやや薄い。

灰黒色 口縁部は内外面に短く拡張し

る。上端に面をもつ。外面に

3+a条の幅広い凹線文を施

す。

31 鉢 口径13.2 ◎ o. 3~ 1.0 41と同様の脚台部をもつ高杯 外面調整は屈曲部分まで縦位 25 

B 残高 5.0 やや軟 となる可能性がある。体部は のヘラミガキを行った後，横

淡褐色 大きく開き，ゆるやかに屈曲 位のヘラミガキ。内面は磨滅

して内湾気味に立ち上がる。 が激しく調整は不明。器壁が

口縁端部は若千内側に折り曲 0.4cmとやや薄い。

げ．丸く仕上げる。

32 晶杯 口径21.3 ◎ 0.5~2.0 中形の鉢。体部は斜上方に直 体部内面は横位のハケ。口縁 28 

A 残高 7.8 良好 線的に開き．ゆるやかに屈曲 部内面は横ナデ調整。磨滅が

淡黄橙色 してやや内湾気味に立ち上が 激しく不明箇所が多い。

る。口縁は若干肥厚し端部に

凹んだ面をもつ。外面屈曲部

に2条と口縁部に 1条の凹線

文を施す。
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胎 土
図版番号 器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考

色 調 番号

33 高杯 口径23.6 ◎ ~0.5 中形の鉢。体部は球形を呈し 体部外面は横位のハケ，内面 29 

A 残高 5.4 良好 口縁は直口する端部は内側に は縦位のハケの後丁寧は横ナ

淡灰褐色 拡張し上端に面をもつ。口縁 デ。口縁部は内外面とも横ナ

外面に 2条の退化した凹線文 プ~ 。

をもつ。

34 扁杯 口径23.4 ◎ ~0.5 中形の鉢。斜上方に直線的に 口縁部の肥厚は内側の粘土の 32 

A 残高 4.4 良好 開く体部をもつものと推定。 貼り付けによる。内外面とも

灰白色 屈曲部以上が残存し若干内湾 細緻なヘラミガキ（横位）を

気味に立ち上がる。口縁は内 行う。口縁は内外面とも横ナ

側に大きく肥厚し上端に面を デ調整。

もつ。屈曲部に 1条と口縁下

に 2条の退化した凹線文を施

す。

35 高杯 口径30.2 ◎ 0.5~1.0 屈曲部以上が残存。若干内湾 外面調整は細緻なヘラミガキ 31 52・16 

A 残高 4.4 良好 気味に立ち上がる。口縁部は （斜～横位）。内面は横位の 外面に黒斑

灰白色 肥厚し．上端に面をもつ。外 ヘラミガキ及びナデ調整。

面に 2条の退化した凹線文を

施す。

36 高杯 口径28.7 ◎ -0.5 屈曲部からやや内湾気味に立 内外面とも丁寧なヘラミガ 33 52 -15 

A 残高 5.0 良好 ち上がる。口縁部は内側に肥 キ。内面はその後横ナデ。体 外面にスス

淡灰褐色 厚し，上端に面をもつ。外面 部外面は縦位のヘラミガキ。 付着

に2条の退化した凹線文を施

す。

37 高杯 口径28.2

゜
-0.5 皿状の杯部から口縁部はゆる 杯部外面は斜位，口縁部外面 34 52 -18 

A 残高 6.6 良好 やかに立ち上がり．明確な屈 は横位のヘラミガキ。内面は

淡灰黄色 曲部をもたない。端部は若干 下方に縦位のヘラミガキを施

肥厚し，外向きの面をもつ。 した後，斜位のヘラミガキ。

口縁部外面に退化した凹線文

を 3条施す。

38 高杯 口径31.6 0 0.5~2.0 皿状の杯部から，口縁部は若 口縁部の肥厚は．粘土紐貼付 35 52 -17 

A 残高 4.5 良好 干屈曲して立ち上がる。端部 の際若干のプレスを介したた

灰白色 は大きく肥厚し上端に面をも めであろう。調整は内外面と

つ。屈曲部に 2条の退化凹線 も横位のヘラミガキ。口縁部

と口縁下に 1条の凹線を施す は横ナデ調整。

39 高杯 口径27.1 0 0.5-1.0 水平に開く口縁部をもつ高 杯部内面にヘラミガキ。口縁 36 

B 残高 3.1 良好 杯。突帯は内側に突出。垂下 部は内外面とも横ナデ調整。

赤橙色 部外面に強いナデによる凹み

が巡る。

40 高杯 ロ径27.2 ◎ ~0.5 水平に開く口縁部をもつ高 外面は細緻なヘラミガキ。内 37 

B 良好 杯。垂下部外面に 2条の凹線 面は横ナデ調整。

灰白色 文を施す。

41 高杯 残高 4.9 ◎ ~0.5 中空細めの脚柱部からゆるや 円板充填法。脚柱部内面には 46 

脚台 良好 かに外反する杯部をもつ。杯 シボリメが残る。外面調整は

淡灰褐色 部の器壁は極端にうすい。 縦位ヘラミガキ。内面はヘラ

ミガキの後ナデ。

42 高杯 底径12.0 ◎ 0.5-3.0 裾部は直線的に開き，端部は 円板充填法。裾部は内外面と 45 

脚台 残高10.0 良好 丸く仕上げる。筒状の脚柱部 も丁寧なナデ。脚柱部外面は 外面に黒斑

A 灰白色 を介して．杯部は大きく開 縦方向ヘラケズリ．内面にシ

く。脚部の器壁はやや厚め。 ボリメ。杯部内面は不定方向

の粗いハケ。
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43 晶杯 底径 9.0 ◎ ~0.5 小形の両杯と推定。裾端部は 外面調整はナデ。内面は横位 41 

脚台 残高 3.5 良好 肥厚し上方にやや拡張．凹ん （右→左）のヘラケズリ，上 外面に黒斑

B 灰白色 だ面をもつ。穿孔は1.3cm毎 方にハケが残る。

に外→内へ施す。

44 高杯 底径14.0 ◎ ~0.5 裾端部は上下に若干拡張し凹 外面は丁寧なナデ調整。内面 42 

脚台 残高 4.7 良好 んだ面をもつ。外面にヘラで は（右→左）のヘラケズリ。

B 灰白色 小円を強く描き凹ませ圧痕様

に仕上げる文様が 1個残る。

2本のヘラキズ有り。

45 尚杯 底径13.5 ◎ 0.5~2.0 裾端部は大きく肥厚し上方に 外面調整はナデ。内面は（右 44 

脚台 残高 6.4 良好 拡張。端部に面をもち，凹線 →左）のヘラケズリ。 外面に黒斑

B 灰褐色 文を施す。裾部は直線的にす

ぽまり屈曲して上方に立ち上

がる。

46 尚杯 底径15.4 ◎ 0.5~5.0 裾端部は上方に大きく拡張し 外面は縦位ヘラミガキを丁寧 39 

脚台 残高 5.2 良好 凹面をもつ。外反気味にすぼ に施す。内面は横位（右→

B 灰褐色 まりゆるやかに屈曲して立ち 左）のヘラケズリ。端部は横

上がると推定。穿孔は 4cm毎 ナデ調整。

に内→外へ施す。

47 高杯 底径14.7 ◎ 0.5~1.0 裾部は屈曲してラッパ状に大 外面は縦方向のヘラミガキ。 43 

脚台 残高 5.1 良好 きく開く。端部は上方に鋭く 内面は右→左のヘラケズリ。

B 淡灰褐色 拡張し，端面は強いナデによ 端部は横ナデ。

る凹みが巡る。

48 両杯 底径15.6 ◎ ~0.5 脚柱部は一旦すぼまり．屈曲 外面は縦位ヘラミガキ。脚柱 38 52- 6 

脚台 残高13.1 良好 して．裾部はラッパ状に大き 部内面には顕著なシボリメ。 内面にスス

B 淡褐色 く開く。外面下端に 2条の凹 裾部内面は丁寧なナデ。端部 付着

線一端部は上下に拡張。 は横ナデ調整。

49 水差 ◎ ~0.5 断面は扁平な方形。外面は強 体部外面はハケメ。把手は挿 50 

（把手） 良好 いナデにより凹む。 入手法。 傾きは推定

淡灰白色

50 器台 口径16.6 ◎ 0.5~3.0 裾端部は内側に若干拡張。直 外面体部下半は上→下のヘラ 40 52- 8 

A 頸径 8.0 良好 線的にすぽみ，「く」の字状 ケズリ，上半は下→上のヘラ 外面に黒斑

底径14.4 淡黄灰色 に屈曲して外反気味に開く体 ケズリの後不定方向のヘラミ

器高14.8 部。下半の透孔は台形と円形 ガキ。内面上半は横位板ナ

を交互に配し，上半は円形の デ。屈曲部にはシボリメが残

みを巡らす。端部は斜下方へ る。下半は板状原体の圧痕が

折りまげ，外面に 1条の退化 みられ，部分的に横ハケ。

した凹線文を施す。

51 器台 底径19.2 ◎ ~0.5 裾部は大きく開き．端部を上 外面に粗い縦ハケ。内面は斜 47 

B 残高 4.1 良好 下に拡張。外面に縦位ハケ， 方向のハケメ。一部指頭圧

淡黄白色 内面は斜方向のハケ。一部指 痕．粘土接合痕が残る。

頭圧痕，粘土紐接合痕が残

る。

52 底径 5.6 0 0.5~1.0 やや薄手の平底。体部へはや 外面縦ヘラミガキ。内面はナ 56 

（底部） 残高 2.4 良好 や外反気味に開く。 デ調整。

灰褐色

53 底径 4。5 ◎ 0.5-1.0 小形だが安定した平底。 外面指頭圧痕。 55 

（底部） 残高 2.1 良好

灰黒色

54 底径 5.8 ◎ 0.5~1.0 薄手の平底。 外面は縦位ヘラミガキ。内面 54 

（底部） 残高 2.8 良好 は下→上のヘラケズリ。底面

黒色 は板ナデ。
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胎 土
図版番号 器種 法 量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考
番号

色 調

55 底径 6.0 ◎ 0. 5-1.0 薄手の平底。体部へはやや内 外面斜～縦位のハケメ。内面 57 

（底部） 残高 4.5 良好 湾気味に斜上方へ立ち上が は下→上のヘラケズリ。 外面にスス

灰黄褐色 る。 付着

56 底径10.3 ◎ 0.5~3.0 若干上げ底状。大形の底部。 外面は下→上への板ナデ。内 53 

（底部） 残高 4.5 良好 面は下→上へのヘラケズリ。

淡黄灰色

57 底径 6.6 ◎ 0.5-2.0 安定した平底。体部へはやや 外面は下→上のヘラケズリ。 52 

（底部） 残高 4.5 良好 内湾気味に立ち上がる。 内面は磨滅のため不明。指頭 外面にスス

灰茶色 圧痕が残る。 付着

58 底径 6.3 ◎ -0.5 安定した平底。体部へは直線 外面は下→上のヘラケズリ。 58 

（底部） 残高 4.6 良好 的に斜上方へ立ち上がる。 内面には指頭圧痕が残る。

灰黒色

59 底径10.4 ◎ 0.5-1.0 大形の安定した平底。体部へ 外面は縦方向のヘラミガキ。 59 

（底部） 残高 8.6 良好 はやや内湾気味に立ち上が 内面は不定方向ハケメ。底面

灰褐色 る。 はヘラケズリ。

第 4節 後期の遺構と遺物

1)概要および出土土器の分類

弥生後期の遺構は，住居址 1• 2 , 溝8,土壊3,壷棺墓がある。住居址 2棟は lm余りの間

隔をおき，南北方向に隣合わせで検出された。検出面は同一であるが，出土遺物の時期差等から

みても同時併存したとは考えられない。溝は中期に存在したものとはぼ同一箇所で，その方向も

同じである。微高地縁辺を巡るものであろう。溝と住居との間には新たに墓が造られる。土壊 3

は後に触れるが木棺墓であった可能性が高い。

出土遺物はほぼ土器に限られる。中期の段階では多くの石器が見られたが，後期の遺構に確実

に伴う石器は皆無である。

出土土器の分類は下記のとおり定める。

広口壷形土器A……外反する口縁部の下方を拡張し，端面を文様帯とするもの。

広口壷形土器B……外反して開く口縁部をもつもの。

長頸壷形土器………筒状の頸部から，外反する口縁部をもつもの。

短頸壷形土器A ……頸部でくびれた後に，直立気味に立ち上がり，口縁部に凹線文を有するもの。

短頸壷形土器B……頸部でくびれた後に，ゆるやかに外反して開くもの。

甕形土器A………・・・外反して開く口縁部をもつもの。

甕形土器B・………・・外反して開く口縁部をもつもので，口縁叩き出し手法により口縁部を成形し

ているもの。
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甕形土器C ……••…•外反して開く口縁部で，受け口状の口縁部をもつもの。

高杯形土器A………口縁部で屈曲した後に，外反して開くもの。

高杯形土器B …•… ••浅い椀形の杯部をもつもの。

鉢形土器A…………口縁部で外反して開くもの。

鉢形土器B…………直口のもの。

甑形土器……………直口の鉢の底部を穿孔したもの。 （中村・森下）

2)住居址 1

a. 遺構（第75• 76図，図版第11~13) 

住居址 l は AlO• 11区， C10• 11区にわたって検出された竪穴式住居で，直径約7mの不整円

形プランをもつ。床面積は38.5面である。上面は削平を受けたものと考えられ，壁高は25cmほど

残存する。

住居址内からは 7個の柱穴が検出されたが，住居址に伴う主柱穴は Pl~P5の5個と思われ

る。 p1は直径45cm,深さ30cm。P2は直径40cm,深さ45.3cmで共に円形を呈す。 p3は最大径

48cm, 深さ30cIIloP 4は最大径50cm,深さ35cmで，いずれも楕円形を呈す。 p5は東西55cm,南

北50cm,深さ45cmでピット内東側および西側にテラス状の段を残す。これらの 5個のピットの間

隔はいずれも 3m前後で，各々ピットは五角形の各頂点にのる。

住居址中央部では，直径 1m, 深さ30cmの炉址と考えられる円

形の土壊が検出された。埋土は 4層に分れ，第 1層は黒灰色粘質

土，第2層は暗灰色粘質土で，第3層に薄い炭化物層が堆積する。

最下層の第4層は黒灰色粘質土で少量の炭化物を含んでいる。部

分的にテラス状部を作り出しており，形態的には中期の住居址3,

後期の住居址 2と共通する。テラス状部にはピット等はみられな

かった。出土遺物は第 1 層•第 2 層よりこぶし大の自然礫と高杯

の脚部片がある。
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~ 
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lm 

1: 黒灰色粘質土

2 : 暗灰黒色粘質土

3 : 炭層

4 : 黒灰色粘質土

（少量の炭を含む。）

第76図住居址 l

炉址断面実測図

さらに住居址内東側では，南北2m50cm, 東西 1m, 深さ約7cmの南北に細長い溝状の遺構を

確認した。時期決定を行える出土遺物はなく，この住居址に伴うものか，あるいは住居の建築以

前にあったものかは不明である。

なお，住居址2. 3でみられる壁溝は，この住居址では確認していない。

住居址 1では炉址周辺及びその南側から多量の後期の土器が出土した。その出土状況は隣接す

る住居址2でみられる様な一括投棄の様子は窺えず，住居の南半分を中心とする比較的広い範囲

から均等に出土している。また出土土器が小破片のみでなく，良好状態で残存していたことも留

意すべき点である。 （緒方）

b. 遺物

◎土器（第77~79図）
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住居址 1からは，広口壷形土器A,長頸壷形土器，短頸壷形土器B,甕形土器A・B,高杯形

土器A,鉢形土器Bなどの土器が出土した。また埋土中から弥生中期に属する土器も出土した。

・広口壷形土器 (1) 

下方に拡張させた口縁端面に 3条の凹線文を巡らした後に，竹管押圧円形浮文を貼付する。上

端には刻目を入れ，端面および内面に赤色顔料を塗布する。いわゆる生駒西麓産の胎土をもつ。

類例が西ノ辻遺跡 I地点（小

林1958), 鬼塚遺跡（芋本・

下村編1975)にある。但し，

本例は端部下端に刻目を入れ

ない点で，上記例のものとは

異なる。田能遺跡 1B調査区

土器溜り（福井編1982)でも

同類の例が出土している。本

遺跡出土のものと比べて，端

面の幅が狭くやや内傾する点

や，上端をややつまみ上げる

点など細部にわたって違いが

みられる。また，胎土は生駒

西麓産のものではなく，在地

のものを使用する。

・長頸壷形土器 (2・3) 

2は球形に近い体部から直

立気味に立ち上がる頸部がつ

き，口縁部で僅かに外方に開

~ 亘二ず芦

~~. 
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第77図住居址 l出土土器実測図・ 1

くもので，器高に対して口頸部の占める割合は 2分の 1以下と小さい。第五様式古相を示す西ノ

辻遺跡 I地点（小林1958)の長頸壷形土器に比べて，口縁部が僅かに外反し端部を丸く収める点

や，底部がやや突出気味な点などが新しい特徴である。 3は口頸部の外反度が大きく， 2よりも

後出と考えられる。

・短頸壷形土器B (4) 

口径6.0cmと小形のもので，口縁部に 3条 1組の縦位の櫛描文を 7組めぐらし，頸部に刺突文

をもつ。管見の限りでは第五様式に類例がない。

・甕形土器A (7~11・15~17• 19~22) 

外反して開く口縁部をもつもの。口縁部と頸部の境が明瞭で，直線気味に開くもの(7~11・ 

16• 19~20), 頸部が直立気味に立ち上がり口縁部で短く開くもの(17・21・22), 短く外反す

る口縁部をもち，下端を下方にやや突出させ，端面に文様をもつもの(15)などがある。 16,19は
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第78図住居址 l出土土器実測図・ 2
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口縁端部に明瞭な面をもち，やや端面が凹み気味である。また体部外面はタタキで成形した後，ハ

ケで丁寧に消す。 20は器高24.8cmと，第五様式に一般的な大きさの甕である。肩はあまり張らず，

最大径をやや上位にもつ。分割成形が目立ち，細粗2種類のタタキを認める。また，内面上半を

ヘラケズリし下半をハケメ調整している。このような内面ヘラケズリは，庄内式以降に普遍的な

器壁を薄くするためのものとは異なり，器壁は相変らず厚く ，明らかに区別される。第五様式前
12) 

半期に大阪湾沿岸や淀川水系を中心に各遺跡で散見できる 。また，本遺跡出土の甕のようにヘ

ラケズリとハケメを併用する例が田能遺跡第 6調査区第 2溝（福井編1982)にも存在する。

21は器高30.0cmとやや大形の甕で，最大径を上位にもつ。 20に比べて最大径に対する口径の占

める割合は小さい。また，体部上位が張る割に底部は小さく，しりすぼみの感を与える。 17は小

形の甕で体部上半は丸味をもつ。 22は体部が丸味をもった長胴形で，やや大形の甕である。 15は

最大径を上位に有し，端面に箆状工具による刻目文をもち，肩部に同様の剌突文をもつ。体部外

面下半をヘラケズリするなど中期的な様相が見受けられることから第五様式の前半期に位置づけ

られる。類例は近接の田能遺跡・中ノ田遺跡になく，北河内の出屋敷遺跡（桑原ほか1981)にあ

る。出屋敷遺跡出土のものは本遺跡のものと比べて，端面が下方に突出しない点や頸部であまり

くびれず，肩が張らない点で違いがある。

・甕形土器B (12~ 14, 18) 

r 口縁叩き出し手法」により口縁端部が波をうっているもの (13• 14), 口縁部外面までタタ

キメが及んでいるもの(12)'器高が9cmと丈の低い小形の甕で口径に最大径をもつもの(18)があ

る。また， 14の体部外面には籾痕がついている。

・鉢形土器A (23) 

半球形の体部から短く開く口縁部をもつもので，体部はやや深めである。内外面共に丁寧なへ

ラミガキをしている。

• 高杯形上器A (25~28) 

口縁部で屈曲して外方に開くもので，屈曲した後に，そのまま外方に開くもの(25・27・28), 

屈曲した後に，直立気味に立ち上がって，端部付近で急に外反するもの(26)などがある。 26は西

ノ辻 I地点式（小林1958)の高杯のように屈曲した後に，直立気味に立ち上がり，端部に明瞭な

面をもつものとは異なり，端部付近で急に開くことや端部を丸く収める点などから，西ノ辻 I地

点式より新しいと考えられる。本住居址出土の高杯Aには屈曲部の接合の仕方に 2種類の方法が

ある。一つは擬口縁を作った後，その内側に粘土を足して屈曲部を作るもの(25・27)である。

もう一つの方法は擬口縁を作った後，上段の粘土紐にあらかじめ凹みをつけて接合し，屈曲部を

作るもの(28)である。

・脚台 (29,30) 

柱状の脚柱から急に開く裾部をもつもの(29),『円盤充填』により成形しているもの(30)など

がある。
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第79図 住居址 1出土土器実測図.3 

・脚台 (31~33) 

丁寧にヘラミガキを行うもの(31)'不規則な小孔を穿つもの(32)がある。

・底部 (37~44• 46~47• 49• 51 ~53) 

38~41 は甕形土器の底部で，やや突出する平底(37• 40• 43) , ドーナツ底(38),底面を軽く

削るもの(39),平底で突出しないもの(41)がある。 44• 49・52は鉢形土器の底部で，やや上げ底

気味なもの(49),平底でやや内傾しながら立ち上がるもの(52)がある。 46• 47は壷の底部で外面

をハケメ調整している。 （緒方・中村）
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3)住居址 2

a. 遺 構（第80·81図，図版第 9• 10) 

住居址 2 は AlO• DlO区にわたって検出された，直径7mの円形竪穴式住居である。北半分は

調査区外にあるが，総床面積を推定すると約38.5面になる。壁体は23cmほど残存し，ほぼ直に掘

り込まれる。主柱穴と思われるものは 3個検出された。 p1は長径60cm,短径32cm,深さ30cmを

測り，東西に長く，西側に二段の掘り方を残す。 P2は調査区外にかかるため形状不明であるが，

深さは47cmである。 P3は直径50cm,深さ35cmの隅丸方形になる。
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1 : 暗灰色粘質土

2 : 暗灰色粘質土

（灰黄色土をプロック状に含む。）

3 : 黒灰色粘質土（炭を多く含む。）

4 : 炭層

第80図 住居址2実測図
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中央部では直径180cm,最深部42cmの炉を確認した。全体的に二段の掘り方をもち，浅いテラ

ス状部を作り出す。中央が深く掘り込まれ，その部分の上面径は約100cm,深さは最も深いとこ

ろで42cmを測る。埋土中，部分的に炭化物層が認め~ -Qt, 氏Q 0 

られた。また，テラス状部には直径数cmの小ピット

が多く検出され，この炉の上部に何らかの施設のあっ

たことが窺われる。

壁溝はAlO区を除き，東側及び西側で確認した。

幅10cm,深さ 7~10cmを測り， 1条巡る。東側で炉

より東へ伸びる溝と連結する。この溝も壁溝とほぼ

同様の幅・深さを測り，機能的には同一のものと見

なし得る。
゜

念
ず

@~o 

I゚m 

第81図 住居址2炉址上面土器出土状況実測図

出土遺物は土器に限られる。後期後半期のものが一括して出土した。特に検出状況から注目さ

れるのは，中央の炉周辺に集中して出土することである。これらは住居の廃絶に伴って土器の一

括投棄がなされたものとみることができる。さらに，土器群の最上面に完形の壷形土器が 1点置

かれており，これらの一連の行為が祭祀的意味あいを含んでいたことが推定できる。

（緒方・森下）

b. 遺物

◎土器（第82~86)

住居址 2 からは炉址周辺に一括投棄した形で土器が出土した。広口壷形土器A• B, 短頸壷形

土器A,甕形土器A・B,鉢形土器A• B, 高杯形土器A• B, 甑形土器がある。また，埋土中

には縄文晩期から弥生中期の遺物も若干含む。

・広口壷形土器A (I・2) 

口縁部下端を下方に拡張させ，端面に 2条の凹線文を施した後，円形浮文を貼付するもの(I)'

内面に櫛描波状文をもつもの(2)がある。 1は西ノ辻遺跡 I地点（小林1958)の土器に比べて，

上下端には刻目を施さない点や円形浮文上に竹管押圧が行われないことなどから，退化形態である

と思われる。胎土には生駒西麓産のものを用いる。

2は口縁部端面がかなり磨滅しており，文様の有無は不明。内面に残る波状文は中期のそれとは

違いかなり角ばったものである。

・広口壷形土器B (3• 4·6• 8• 9・15) 

第五様式の広口壷形土器の中で最も一般的で，広口壷形土器Aに遅れて出現する。 短く直立し

た後，外反して開く口縁部をもつもので，端部を丸く収めるもの(3• 9), 端部に面をもつもの

などがある。 4は器高が体部最大径を上回るもので，体部は球形を呈する。この土器は炉址周辺に

一括投棄された土器の中に完形で横たわっていたものである。 15は体部最大径が器高を上回るもの

で，体部はやや扁平な算盤玉形を呈す。 4に比べて体部が張る点など新しい要素をもつ土器と言え

よう。
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第82図住居址2出土土器実測図・ 1
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・長頸壷形土器 (14) 

体部が大きく張り出し最大径を下半にもつものと思われる。このように胴部下半が強く張り出

す長頸壷は第五様式後半の特徴である。

・短頸壷形土器A (5) 

ゆるやかに外反する口縁部をもち，そこに 2条の凹線文を施す。第五様式古相を示し，細片で

かなりのローリングを受けている点から，本住居址に伴うものでない。

・甕形土器A (16~24) 

『く」の字に頸部でくびれた後に，外反し開く口縁部をもつもので，端部を丸く収める。タタ

キメは 3条/cm~4条/cmの細かいものと 2条/cmの粗いものの 2種類ある。また，住居址 1の

ように外面をタタキメで成形した後に丁寧にハケメを施すようなものはあまり見られない。

・甕形土器B (80) 

小形の甕で，口縁部成形を「口縁叩き出し手法』によって行うもの。口縁端部は欠損している。

底径は3.0cmと小さいがドーナツ底を保つ。

・甕形土器 (27~30) 

いわゆる受け口状の口縁をもつもので，外面に稜が入るもの(27),外反する口縁部から稜をも

たずにゆるやかに端部まで移行するもの(28~30)がある。 28~30のように口縁部をつまみ上げ

気味にナデ調整することにより受け口状を呈するものは，近接の田能遺跡第 6Y調査区第 2溝

（福井編1982)や中ノ田遺跡（橋爪・勇• 藤岡1971)にも存在する。また，近江系の受け口状口

縁の甕形土器とは違い，第五様式の後半期の中でも新しい要素といえる。

・鉢形土器A (32・34~36) 

口縁部で外反して開くもので，口径30cmを超える大形のもの(32), 口縁部で明瞭な稜をもたず

に，ゆるやかに外方に開くもの(34~36)などがある。 36は口縁部調整が不十分である。

・鉢形土器 B (33• 37• 38) 

直口の鉢で，体部は半球形を呈す。口縁部が波を打っているもの(37• 38), 口縁部を丁寧に

ナデ調整しているもの(33)がある。鉢形土器Aに比べて口径が10~12cmと小さい。 37・38のよう

な端部の調節が不十分な小形の鉢は第五様式中頃以降出現する。

・高杯形土器A (39~41) 

口縁部で屈曲して開くもので，口径20cmを超えるもの(39・40)と口径13.8cmと小形のもの

(41)がある。 39のように口径が大きい割に杯高がなく，口縁部の外反度の強いものは第五様式で

も終末に近い特徴と言える。

・高杯形土器 B (42~44• 51) 

椀状を呈する杯部をもつもの。「円盤充填Jによるもの(43)や小形のもの(51)などがある。 43

は杯部と脚柱部の境に刺突をもち，その下方に横位の沈線をもつ。このようにくびれ部付近に刺

突を行うものが住居址 lの短頸壷形土器にもみられる。但し，本例の刺突は上記例のように規則

的な列構成をもたない。 51は小形の高杯であるが，後期終末や庄内式に見られるような中実の脚
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□三□二 □。

。
10cm 

第83図住居址2出土土器実測図・ 2
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第84図住居址2出土土器実測図・ 3

柱から裾部で急に開き裾径が口径を凌駕するものや，杯底部より直線的に開き裾径が大きいもの

とは違うと思われる。

・脚柱 (45~50• 52) 

中空で柱状部をもつもの(47• 52), ゆるやかに開くもの(45• 46), 脚柱に沈線をもつもの

(48)がある。

• 脚台 (53~55)

ゆるやかに外反しながら開くもので台付土器の脚台と思われる53などがある。

・甑形土器 (87) 

直線的に開く直口の鉢の底部を焼成前に棒状工具により穿孔する。
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第85図住居址2出土土器実測図.4 

・底部 (56~79・81~90) 

56~61• 76• 77• 89は壷形土器の底部で，直線的に開くもの(59• 60• 76• 77) , 外反しなが

ら体部に接続するもの(61• 56~58• 89)などがある。 62・63・65・66・71・82・84・85・88は，

鉢形土器の底部で小形のもの(62• 66• 71), 外面にタタキメを残すもの(88),上げ底状のもの

(82• 84• 85), 器壁の厚いもの(63• 72)などがある。 64• 67• 68~70• 73~75• 78• 79• 81• 

83• 86• 90は甕形土器の底部で，やや突出気味な平底(68• 73• 7 4• 83• 86) , ドーナツ底のも

の(78• 79・81)がある。

（緒方・中村）
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第87図壷棺墓実測図
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4)壷棺墓

a. 遺構・遺物（第87• 88図，図版第 6)

A9区で検出した。墓壊は径70cm,深さ23.5

cmの楕円形プランである。棺は小児用の接口式

合口壷棺で，約35度の傾斜をもって埋置され，

長軸を東方に向ける。底部には灰褐色粘土を巻

き，固定していた。身の壷は口縁部付近で破損

していたため，合口の状態の詳細は不明だが，

底径5cmの壷形土器の上半部を打ち欠き，蓋と

して使用していたようである。身の壷は直立し

た頸部上端で強く外反して開き，更に外側に稜

を作って屈曲し，外反する二重口縁部をもつ。

口縁下方に波状文を巡らし，その下に 2個 1組

の円形浮文を貼付する。

また頸下部に刻目文を

もつ断面台形の突帯が

ある。他の出土土器の

色調・胎土とは共に異

なる。

--1 B この二重口縁壷は，

畿内弥生後期後半に新

たに加わる器種である。

本資料は，口縁部の外
13) 

反度（外傾指数87)で

唐古遺跡45号竪穴下層

B (外傾指数89), 田能

遺跡第6Y調査区 2溝

（外傾指数81)出土品

（福井編1982)など，

後期後半古相資料の数

値に近似する。また底

部が突出気味になるこ

とも古い特徴を示す。

ところが，体部は最大

径部を中央にもち，強
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い張り出しをする。こ

れはやや新しい特徴で

ある。さらに二重口縁

壷で装飾を有するもの

は次の段階に属する紅

葺山 3号住居址出土品

（原口1973)からであ

る。また，口縁部装飾

を同じくするもの（波

状文＋円形浮文）に船

橋遺跡第 7トレンチ出

土品（中西ほか1976)

があり，より新相を示

す。このように本資料

は，古い要素を残しつ

つも新しい様相をもつ

第五様式後半新相に属

すると思われる。

（緒方・森下）

,,,---／ I --:.._,、:- 1 

／
 

5)溝 8

a. 遺構

溝8は， A7区， C

7・8区にわたって検

出された南北に伸びる

溝である。その方向は 第88図壷棺墓出土土器実測図

他の溝と同一で平行しており，微高地縁辺を巡る溝である。掘り込みは，褐色粘質土より灰黄色

゜
10cm 

粘質土まで認められる。

規模は，全般的に幅70cm,深さ30cmで，断面形は逆台形を呈す。埋土は上位より灰色砂質土層，

明灰色砂質土層の 2層である。出土遺物は壷形土器が 1点検出された。土器片は他に全く含まれ

ず，中期後半の溝が数多くの土器を出土したことと比べて様相が異なる。 （森下）

b. 遺物

◎土器（第89図）

・広口壷形土器B

ほぼ完形である。胴部が強く張り出すプロポーションで，最大径は胴部の中ほどにある。厚手
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の底部はやや突出気味であるが，口縁部は全体

的に小さく，体部から『く』の字状に屈曲する。

これらの特徴は後期後半を示し，田能遺跡第6

Y調査区第 2溝（福井編1982)にみられるもの

より，口縁部が短い点でやや後出のものと考え

る。 （森下）

6)土壊3(土壊墓）

a. 遺構（第90図，図版第 7• 8) 

A9区に位置する長楕円形の土壊である。褐

色粘質土中から，灰黄色粘質土まで掘り込む。

掘り方検出当初，内側に長方形状のラインが確

認されたことから，本来木棺墓であった可能性

がある。

ヽヽヽヽ

゜
10cm 

規模は長さ224cm,幅115cm,深さ51cmを測

り，南西隅がやや張り出す。断面形は浅いU字状を呈し，埋土は 4層に大別できる。上から茶褐

色粘質土，炭化物を含む暗灰黒色粘質土，黄色粘質土，灰黄色粘質土である。

第89図溝8出土土器実測図

遺物は第五様式の土器と石錐が検出された。後者は混入したものと思われる。土器は壷形土器

の出土を見ず，甕形土器3点，鉢形土器 1点，高杯形土器 2点である。特に検出状況から注目さ

れるのは，南側中央に高杯，北東隅に甕，北西隅に鉢が二等辺三角形の各頂点にのるように配置

され，その内側に破砕された高杯が出土していることである。この土壊を墓であるとすれば，埋

葬儀礼の一端と捉えることができよう。 （緒方）

b. 遺物

◎土器（第91図）

土壊3からは甕形土器A,鉢形土器B,高杯形土器Aがそれぞれ 3点， 1点， 2点出土した。

全体でわずか 6点であるがその構成比は50%,16.7形， 33.3%となり，住居址 lや同 2に近似し

た数値を示す。個体の残存状態も比較的良好で，明確な一括資料と捉えてよい。以下器種毎に説

明を加える。

・甕形土器A (1~3) 

甕三者はそのプロポーションと法量において，それぞれ異なった特徴をもつ。すなわち， 1は

体部径と口縁部径がほぼ等しい中形品であり， 2は球胴化して，体部径が恐らく口縁部径を凌駕

するであろう大形品，そして 3は体部径が口縁部径よりも小さい小形品と，明確に区別ができる。

成形技法や調整手法に着目して，さらに観察すると，三者ともタタキを用いて成形するが， 1 

と3は1.5条/cmという粗いものを使用するのに対し， 2は3条/cmと，やや細かいタタキを使
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A
 

B
 

唸

1 : 暗茶褐色砂質土 4 : 灰黄色砂質土

2 : 暗灰色砂質土 5 : 灰黄色粘質土

3 : 灰白色砂質土 6 : 暗灰黄色砂質土

第90図土壊3実測図

用する。口縁部の作出は， 1と3が『口縁叩き出し手法」によって行われている。 2は口縁部を

欠損しており，不明であるが，内面に強い稜線がみえることから，一旦胴部を成形した後，改め

て口縁部に粘土を付加して作出しているものと思われる。

2の胴部にみられる平行タタキは，方向が部分的に変化するところはあるものの，基本的には

連続して施される。これはいわゆる『連続ラセン叩き手法』（都出1975)への過渡的形態とみるこ

とができる。胴部の球形化も同時進行しているものと考える。
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第91図土壊3出土土器実測図

以上，これらの甕三者は後期後半に特徴的な手法を用いる。また機能差を有すとみられる各サ

イズがセットで揃うことは留意すべき点である。

・鉢形土器 B (4) 

後期後半に一般的な小形品である。特異な点は，成形から調整まで一環して丁寧な作りを呈し

ていることである。小形の鉢形土器は従来北鳥池下層資料（大阪府立花園高校地歴部1970)など

にみられることから後半の特徴と見られていた（佐原1968)が，四分遺跡 SD666中層の資料

（木下ほか1980)にも見ることができ，後期前半期まで遡り得るものと思われる。

・高杯形土器A (5•6) 

5は中空の脚部をもち，口縁部の外反度が小さいものである。本資料中では最も古い様相を示

す。河内地方では，後期前半に盛行する形態である。外傾指数は97。

6は中実の脚部をもつもので，口縁部の外反度は 5に比べて大きい。この形態のものは，後期

前半に位置づけられる田能遺跡第6Y調査区第 2溝の資料（福井編1982)などに多くの類例がみ

られる。外傾指数は84。

以上，土壊 3出土の土器は第五様式前半期と後半期の過渡的様相が強いものである。

（緒方・森下）
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弥生後期の土器観察表

住居址 1出土土器（第77~79図）

胎 土
図版

番号 器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考

色 調
番号

1 広口壷 口径31.9 ◎ 0.2~2.0 口縁部は大きく外反して水平 外面調整ナデ。内面調整横位 70 

残高 2.4 良好 に開く。口縁端部は下方へ拡 のヘラミガキ。 生駒西麓産

暗茶褐色 張。上端に刻目を施す。端面 の胎土。

に3条の凹線文を施した後． 端面および

竹管押圧円形浮文を貼付す 内面赤色顔

る。 料付着有り。

住居址 2埋

土中に同一

個体有り。

2 長頸壷 口径10.5 △ 0.5~3.0 底部は外方に突出する凹み 底部付近外面指頭押圧。体部 78 53- 1 

胴径15.3 良好 底。体部は球形に近く，短い 外面調整縦位のヘラミガキ。 外面スス付

底径 5.1 淡茶褐色 筒状の頸部が接続する。口縁 下半にはタタキ (3条/cm) 着

残高26.1 部は僅かに外反する。端部は が残る。上半一部にハケメ有

丸く収める。 り。内面下半はくもの巣状原

体圧痕が残る。上半は指頭押

圧。頸部外面調整縦ハケ。内

面接合痕が目立つ。口縁部内

外面調整共ナデ。底部成形は

輪台技法による。

3 長頸壷 口径13.6 △ 0.5~2.0 やや斜上方に立ち上り．上半 頸部外面調整指頭押圧の後． 35 

残高12.8 やや軟 で開く口縁部。端部は丸く収 縦位のヘラミガキ。口縁部内

黄白色 める。 外面調整共ナデ。

4 短頸壷 口径 6.0 △ ~1.5 頸部でくびれた後．やや外反 内外面調整共ナデ。 67 55・10 

B 残高 4.1 やや軟 しながら立ち上がる口縁部。

淡白褐色 頸部には櫛状工具の先端によ

る横位の刺突文(4列）を施

す。部分的に配列は乱れてい

る。口縁部には縦位の櫛描文

(3条単位）を 7組もつ。

5 宝ギ 残径15.2 △ 0.1~3.0 体部は球形を呈し．強く張る 外面調整縦ハケ。内面指頭押 5 

（肩部） 残高 2.2 良好 ものになると推定。肩部に凸 圧。

淡赤褐色 帯を 1条貼付ける。

6 壷 残径20.5 △ 0.1-3.0 体部は扁球形。最大径を体部 外面縦位のヘラミガキ。内面 76 

（胴部） 残高14.3 良好 上半にもつ。 指頭押圧。一部ハケメが残 外面黒斑

淡茶褐色 る。
． 

7 甕 口径11.8 ◎ 0.2~1.0 口縁部のみ残存。口縁端部は 内外面調整共にナデ。 83 

A 残高 1.3 良好 面をもつ。 生駒西麓産

暗茶褐色 の胎土

8 甕 口径10.2 △ 0.3~1.5 頸部で「く」の字に屈曲し． 内外面調整共にナデ。 12 

A 残高 2.1 堅級 端部に面をもつ口縁部。

淡白褐色， 甕 口径13.8 △ 0.5~2.0 頸部よりゆるやかに外反して 内外面調整共にナデ。 80 

A 残高 2.9 良好 開く口縁部。端部は面をも

淡橙白色 つ。

10 甕 口径16.6 ◎ 0.1~1.0 頸部で「く」の字にくびれた 口縁部外面調整は横ハケの後 37 

A 残高 3.6 良好 後に．口縁部は外反しながら に，丁寧なナデ。指頭押圧痕
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淡橙白色 開く。端部は面をもつ。 が残る。頸部付近より縦ハケ

調整。内面は僅かにハケメが

残る。

11 甕 口径13.6 ◎ -0.5 外反して開く口縁部をもつと 内外面調整共にナデ。 84 

A 残高 2.3 良好 推定。

淡黄白色

12 甕 口径15.8 ◎ ~0.5 頸部で「く」の字にくびれた 外面調整右上りのタタキ(3 59 

B 残高 2.9 堅緻 後に，口縁部はゆるやかに外 条/cm)。口縁部調整内外面

淡褐色 反して開く。端部は面をも 共にナデ。口縁部は口縁叩き

つ。 出し手法によって成形の後，

内面に粘土を付加している。

13 甕 口径14.3 △ 0.5~2.0 口縁部はゆるやかに頸部でく 内外面調整共に磨滅のため不 41 

B 残高 3.8 やや軟 びれて開く。端部は波打って 明。口縁部成形は口縁叩き出 外面にスス

淡茶褐色 いる。 し手法による。 付着及び籾

痕有。 14と

同一個体の

可能性

14 甕 ロ径13.6 △ 0.2~2.0 頸部でゆるやかにくびれた 口縁部外面ナデ調整。全体的 40 

B 残高 5.1 良好 後，口縁部は短く外反する。 に磨滅が激しい。口縁部成形 外面スス付

淡白褐色 端部は波打っている。 は口縁叩き出し手法による。 着。 13と同

一個体の可

能性

15 甕 口径14.5 0 0.5~2.0 底部は平底。体部は腹部のあ 体部外面下半識整縦位のヘラ 77 53- 5 

A 胴径 7.8 良好 まり張らない長卵形で，最大 ケズリ。体部外面上半調整縦 内外面共に

底径 4.6 灰褐色 径を上位に有する。口縁部は 位の板ナデ。内面調整斜方向 スス付着

器高19.4 頸部で短く外反しながら開 の板ナデ及びハケ。

く。口縁端部下方へやや突出

する。端面には刻目を．頸部

よりやや下ったところに刻目

を施す。 20や21の甕に比べて

器壁は厚い。

16 甕 口径15.1 ◎ 0.2~2.0 口縁部は頸部で「く」の字に 体部外面は右上りのタタキ 48 

A 残高 5.0 堅級 屈曲して開く。外面は強いナ (2条/cm)調整の後．斜方

淡灰黒褐色 デのため口縁下端がやや突出 向のハケ。口縁部内外面はナ

する。端面には凹線文状のく デ調整を行う。

ぽみをもつ。

17 甕 口径11.4 0 1.0~2.0 体部は丸味をもつ。頸部でゆ 体部外面は右上りのタタキ 28 55- 1 

A 胴径13.0 堅緻 るやかにくびれた後に，やや (2条/cm)調整を行う。ロ 外面にスス

残高 7.9 淡灰褐色 斜上方に立ち上がり開く □縁 縁部内外面共にナデ調整。 付着

部。端部は面をもつ。

18 甕 口径11.0 △ 0.3~3.0 底部は安定したドーナツ底。 体部外面調整磨滅が激しい 27 55- 2 

B 胴径10.4 良好 体部は丈の低い球形を呈す が．底部付近に斜方向のハケ 内外面共に

底径 4.3 淡茶褐色 る。口縁部は頸部で鋭くくび が，僅かに残る。体部内面調 僅さにスス

器高 9.1 れた後．短く外方に開く。 整指ナデ。口縁部調整内外面 の付着

共にナデ。底部成形は輪台技

法による。口縁部成形は口縁

叩き出し手法によるものと思

われる。
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胎 土
図版

番号 器種 法量 焼 成 形態及び文 様 技法・調整 備考
番号

色 調

19 甕 口径14.0 

゜
~0.5 体部は丸味をもつ無花果形で 体部は分割成形している。外 30 

A 胴径18.7 良好 最大径をやや上位にもつもの 面調整は右上り中心のタタキ 外面に黒斑

残高17.5 灰白色 と推定。口縁部は短く外反し (2.5条/cm)の後．縦ハケ。

て水平に開く。端面は丁寧な 内面は横ハケ及び指頭押圧。

ナデにより下端が下方に突出 口縁部調整内外面共にナデ。

する。 内面に粘土を充填している。

20 甕 口径12.1 0 0.5~3.0 底部は平底。体部は無花果形 体部は分割成形している。体 2 54. 3 

A 胴径19.3 良好 を呈し．最大径を中位にも 部外面下半は右上りのタタキ 内外面共

底径 5.1 淡褐色 つ。口縁部は頸部で「く」の (3条/cm)の後左上りの スス付着

器高24.8 字にくびれた後，外反して開 タタキ(3条/cm)調整を行

く。端部は面をもち．下端は う。内面調整は横ハケの後．

やや突出する。 縦ハケ。体部上半は右上りの

タタキ(2条/cm)の後，斜

方向のハケ調整。内面斜方向

中心のヘラケズリ調整。口縁

部内外面共にナデ。少なくと

も細太二種類のタクキ板の使

用が認められる。

21 甕 口径18.2 ◎ 0.5~1.0 底部は小さな平底。体部は肩 体部下半は右上りのタタキ 内外面共 54- 1 
A 胴径25.5 良好 の強く張り出す長胴形で最大 (2条/cm)調整。内面調整 スス付着

底径 4.4 淡褐色 径を上位に有する。口縁部は は斜方向のハケ。体部上半外

器高30.0 頸部でゆるやかにくびれた 面調整は右上りのタタキの

後，僅かに立ち上がり外反し 後．縦ハケ。内面は縦ハケ。

て開く。端部は面をもつ。 頸部付近は横ハケ調整。分割

成形を行っている。

22 甕 口径16.8 ◎ 0.5~1.0 体部は無花果形を呈する。ロ 体部は分割成形している。体 81 54・2 

A 胴径24.4 良好 縁部は頸部でゆるやかにくび 部外面は右上りのタタキ(2 内外面スス

残高27.1 淡褐色 れて上方に立ち上り．端部近 条/cm)の後．縦ハケ調整。 付着

くで鋭く外反する。端部は面 内面は縦ハケ。口縁部内外面

をもつ。 共にナデ調整。

23 鉢 口径27.3 ◎ 0.2~1.0 体部は扁平で．最大径をやや 体部内外面調整共に縦位中心 81 

A 胴径25.0 堅緻 上位にもつ。口縁部は頸部で のヘラミガキ。口縁内外面調 内外面スス

残高12.3 暗紫褐色 ゆるやかに外反して開く。 整共に強いナデを行う。 付着

24 鉢 口径13.4 ◎ 0.5~1.0 体部はゆるやかに内傾する。 内外面識整共にナデ。 69 

残高 2.7 良好 頸部は 1条の浅い凹線文。ロ

淡灰白色 縁端部は面をもつ。

25 高杯 口径20.0 0 0.5~2.0 口縁部で屈曲して外方に開く 内外面調整共に磨滅のため不 75 

A 残高 3.4 やや軟 ものと推定。 明。 外面に黒斑

淡黄白色

26 高杯 口径23.4 △ 0.5-2.0 口縁部はやや上方に立ち上っ 内外面調整共に横位のヘラミ 34 

A 残高 5.4 やや軟 た後，端部近くで外反して開 ガキ。

淡黄白色 く。

27 高杯 残径20.0 ◎ 0.5~1.5 外反して開く □縁部をもつも 内外面調整共に縦位のヘラミ 7 

A 残高 3.1 堅緻 のと推定。 ガキ。

淡黄白色

28 高杯 口径20.3 ◎ 0.2~2.0 口縁部は外反して開く。 内面識整縦ハケ及びヘラミガ 8 

A 残高 2.5 堅緻 キ。外面誦整は斜方向中心の

明褐色 ヘラミガキ。

29 脚柱 頸径 4.0 ◎ 0.3~2.5 脚柱部は中空で，その下に外 外面調整磨滅のため不明。内 68 

残高 8.9 良好 反して開く裾部が接続する。 面調整ナデ。
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淡黄白色 裾部に円孔を 4個配置。

30 脚柱 頸径 3.3 0 0.5-3.0 中空で明瞭な脚柱部をもたず 脚柱部はシボリ技法。杯部と 60 

残高 6.3 良好 に除々に開き，裾部で外反す の接合方式は円盤充填技法。

淡黄白色 るものと推定。 外面調整は縦位のヘラミガ

キ。内面調整ナデ。

31 脚台 裾径16.0 ◎ 0.2~2.0 外反して開く裾部。裾部に円 外面調整縦位のヘラミガキ。 55 

残高 2.8 堅緻 孔を配置。現存 2個。 内面調整縦位のヘラミガキの

黒褐色 後に．強い横位のナデ。

32 脚台 裾径11.3 ◎ 0.2~2.0 外反して開く裾部。裾部に円 内外面調整共にナデ。 71 

残高 2.7 やや軟 孔を配置。現存 5個。

淡黄白色

33 脚台 裾径11.6 ◎ 0.5~2.0 外反して開く裾部。裾端部は 内外面共に磨滅のため不明。 49 

残高 2.3 良好 指によるつまみ出しを行う。

淡黄白色

34 脚台 裾径11.2 ◎ 0.5~2.0 斜に開く裾部で．柱状の脚に 外面調整縦位のヘラミガキ。 23 

残高 3.9 良好 接続するものと推定。 内面識整横位のヘラケズリ。

淡茶褐色

35 脚台 裾径15.0 ◎ -0.5 斜に開く裾部で．端部を斜上 内外面共に磨滅のため不明。 64 

残高 2.9 良好 方に拡張。

淡白色

36 脚台 裾径13.2 0 0.2~2.0 ゆるやかに開く脚部。脚部下 外面脚部下位は横ナデ調整。 89 

残高 7.9 良好 位に 2条の浅い沈線文と 1条 中位は縦ハケ調整。内面調整

淡橙色 の凹線文をもつ。脚部上位に 横ナデ調整。

ヘラ状工具による刺突文。

37 底部 底径 5.8 △ 0.5~1.0 底部は突出する平底で，体部 外面調整右上りのタタキ。外 22 

残高 3.4 良好 には外反しながら接続する。 面底部付近指頭押圧。内面調

黄白色 整ナデ。

38 底部 底径 4.2 △ 0.5~2.0 いわゆるドーナツ底。体部に 外面調整右上りのタタキ(2.5 33 

残高 3.8 堅級 は外反しながら接続する。 条/cm)。内面調整指ナデ。

暗褐色 底部成形は輪台技法による。

39 底部 底径 4.8 ◎ ~0.5 突出せず直線的に開く薄手の 外面調整右上りのタタキ(2.5 19 

残高 5。1 堅級 平底。 条/cm)及び指頭押圧。内面 ススの付着

淡茶褐色 調整指ナデ。底面ケズリ。

40 底部 底径 5.6 ◎ -0.5 底部は突出する平底。体部に 外面調整右上りのタタキ(2.5 6 

残高 5.6 堅緻 はやや内傾気味に接続する。 条/cm)。底部付近指頭押圧

暗褐色 内面調整斜方向中心のハケ。

41 底部 底径 5.4 △ 0.5~2.0 底部は突出せず直線的に開く 外面調整右上りのタタキ(2.5 32 

残高 6.7 やや軟 平底。 条/cm)。内面調整横ハケ。

42 底部 底径 3.8 △ 0.5~2.0 底部は突出する平底。 内外面調整共に磨滅のため不 43 

残高 1.7 やや軟 明。

暗褐色

43 底部 底径 3.4 ◎ 0.2~0.4 底部は平底で体部には外反し 外面調整磨滅のため不明。内 66 

残高 2.0 良好 ながら接続する。 面調整ハケ及び指頭押圧。

明黄褐色

44 底部 底径 3.4 ◎ 0. 2~ 1.0 底部は平底で体部には外反し 外面調整磨滅のため不明。内 65 

残高 1.8 良好 ながら接続する。 面調整斜方向のハケ。

淡黄褐色

45 底部 底径 9.8 △ 0.5~1.0 平底になると推定。体部には 内外面調整共に磨滅のため不 87 

残高 2.2 やや軟 外反しながら接続する。 明。

黄白色

46 底部 底径 0.2 ◎ -0.5 平底になると推定。体部には 内外面調整縦ハケ。内面調整 88 

残高 2.7 良好 外反しながら接続する。 斜方向のヘラミガキ。

暗黒褐色
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胎 土 図版
番号 器種 法量 焼 成 形態及び文 様 技法・調整 備考

番号
色 調

47 底部 底径 6.2 ◎ -0.5 底部は平底。体部には外反し 外面調整縦ハケ。内面調整縦 31 

残高 2.7 やや軟 ながら接続する。 位中心のヘラミガキ。底部成

淡褐色 形は輪台技法による。

48 底 部 底径 8.3 △ 0.1-2.0 大型の平底になると推定。体 外面調整ハケの後．縦位のへ 4 

残高 9.8 堅緻 部には直線的に開きながら接 ラミガキ。内面調整縦中心の

淡白茶色 続する。 ヘラケズリ。一部に板ナデ有

り。

49 底部 底径 4.4 ◎ 0.2-2.0 凹み底。体部には内湾しなが 外面調整ナデ。底部付近指頭 45 

残高 3.4 良好 ら接続する。 押圧。内面調整縦ハケ。

淡黒褐色

50 底部 底径 6.6 △ 0.5~2.0 平底。体部には外反しながら 外面調整ヘラケズリ。内面調 82 

残高 3.2 やや軟 接続する。 整磨滅のため不明。

黒灰色

51 底部 底径 4.4 ◎ -0.5 平底。体部には外反して接続 外面調整指頭押圧。内面磨滅 62 

残高 1.4 良好 する。 のため不明。

黒灰色

52 底 部 底径 3.2 ◎ ~0.5 平底。体部には外反して接続 外面調整指頭押圧。内面調整 8 

残高 4.1 良好 する。 ナデ。

淡灰色

53 底 部 底径 3.8 △ 0.5-2.0 突出する不安定な平底。底面 内外面調整共に指ナデ及び指 3 

残高 8.7 やや軟 に直径 7mm程の粘土を貼付 頭押圧。

淡黄白色 る。体部には直線的に開き接

続する。

拓 壷胴部 残径 ー △ 0.2~2.0 胴部に櫛描直線文 (7条単 内面調整横位のヘラミガキ。 85 

残高 良好 位） 4段及び刻目凸帯文 1条。

淡橙色

住居址 2出土土器（第82~86図）

1 広D壷 ロ径26.4 ◎ 0.2~2.0 口縁部は大きく外反して水平 内外面調整共に縦位のヘラミ 20 

A 残高 3.0 良好 に開く。口縁端部は下方へ拡 ガキ。 生駒西麓産

暗茶褐色 張。端面に凹線文 (3条）の の胎土

後．円形浮文貼付する。

2 広口壷 口径20.4 △ 0.2~2.0 口縁部は大きく外反して水平 外面調整は磨滅のため不明。 ， 
A 残高 1.6 やや軟 に開く。口縁端部は下方に拡 内面調整ヘラミガキであるが 一括投棄

淡黄白色 張。口縁部内面に櫛描波状文 磨滅が激しいため詳細不明。

を施す。

3 広□壷 口径16.4 農 0.5~2.0 口縁部は頸部で直立した後， 内外面調整共にヘラミガキ。 60 

B 残高 7.7 やや軟 外反して水平に開く。 一括投棄

淡橙色

4 広口壷 口径14.4 0 0.5-1.0 底部はドーナツ底。体部は扁 体部外面は斜方向中心のハケ 59 53- 3 

B 腹径22.7 良好 球形。頸部でくびれた後．ロ 調整の後．ヘラミガキ。内面 外面に黒斑

底径 5.2 淡茶褐色 縁部で外反して開く。体部最 は斜方向中心のハケ調整。ロ 一括投棄

器高24。9 大径を中位にもつ。 縁部内外面調整共にナデ。底

部成形は輪台技法による。

5 短頸壷 D径一 △ 0.2~2.0 口縁部は直線的に短く外方へ 内外面調整共に磨滅のため不 101 

A 残高 5.3 軟 開く。口縁部に浅い 2条の凹 明。

淡赤褐色 線文。

6 広□壷 口径12.0 0 0.5~1.5 口縁部は頸部で直立した後． 内外面調整共に磨滅のため詳 87 

B 残高 3.5 堅緻 外反して開く。口縁端部は上 細不明。

淡赤褐色 方に突出。
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7 壷肩部 残径17.0 0 0.5~2.0 肩の張る扁球形の体部をもつ 内外面調整共ナデ。内面指 88 

残高 2.3 堅級 ものと推定。 頭押圧。

灰褐色

8 広口壷 口径13.8 0 0.5~1.5 口縁部で外反して開くものと 外面調整ナデ。内面調整ヘラ 127 

B 残高 1.9 良好 推定。 ミガキ。

淡赤褐色

9 広口壷 口径15.0 0 0.3~2.0 口縁部と頸部の境は不明瞭 内外面調整共にナデ及び指頭 10 

B 残高 6.1 良好 で．ゆるやかに外反して開 押圧。 一括投棄

灰白色 く。

10 壷肩部 残径19.1 

゜
~0.5 肩のあまり張らない扁球形の 外面調整は横ハケ及び指頭押 46 

残高 3.4_良好 体部をもつと推定。肩部に軽 圧。内面調整横ハケ。 外面に黒斑

灰白色 い刺突文有り。

11 壷胴部 残径16.9 ◎ 0.2~2.0 体部は扁球形になると推定。 外面調整は磨滅が激しいが， 92 

残高 9.0 良好 僅かにハケ有り。内面調整磨 一括投棄

淡赤褐色 滅が激しい。

12 壷胴部 残径26.9 0 0.2~2.0 体部は肩の張らない扁球形。 外面調整磨滅のため詳細は不 2 

残高23.2 やや軟 明であるが．僅かにヘラミガ 一括投棄

淡赤褐色 キが残る。内面調整横ハケ。

13 壷胴部 残径24.4 ◎ ~0.5 扁球形の体部になると推定。 外面調整ヘラミガキ。内面調 84 

残高10.6 良好 整斜方向中心のハケ。 外面に黒斑

淡褐色 一括投棄

14 壷底部 底径 4.8 ◎ 0.2-2.0 底部は平底。体部は最大径で 外面調整は縦位のヘラミガ 19 

腹径20.8 やや軟 やや強くくびれる。 キ。内面調整はナデ。 外面に黒斑

残高10.9 淡橙色 一括投棄

15 広口壷 口径14.6 ◎ 0.5~2.0 底部は平底。体部は中位に最 体部外面調整は右上り (3条 1 53- 4 

B 腹径24.6 堅緻 大径をもつ扁平な算盤玉形。 /cm)のタタキの後，横位の 一括投棄

底径 5.0 淡赤褐色 口縁部は頸部で直立した後， ヘラミガキ。内面調整はハケ。

器高22.2 外反して開く。 口縁部内外面調整共にナデ。

16 甕 口径19.2 0 0.5~2.0 口縁部は外反して開くものと 内外面共にナデ調整。 12 

残高 3.1 堅緻 推定。端部は面をもつ。 一括投棄

淡茶褐色

17 甕 口径11.9 ◎ ~0.5 口縁部は外反して開くものと 内外面調整共に磨滅のため不 133 

A 残高 2.0 良好 推定。端部は丸く収める。 明。

淡灰白色

18 甕 口径18.2 ◎ 0.2~2.0 口縁部は頸部でくびれた後， 内外面調整共に磨滅のため不 70 

A 残高 4.3 良好 外反して開く。 明。 一括投棄

赤褐色

19 甕 口径16.9 ◎ ~0.5 口縁部は外反して開くものと 内外面調整共にナデ。 31 

A 残高 2.1 堅緻 推定。

黄褐色

20 甕 口径一 0 0.5~2.0 口縁部は頸部で強くくびれた 内外面調整共にナデ。 30 

A 残高 2.5 堅緻 後．外反して開く。端部は欠

淡黄褐色 損。

21 甕 口径15.8 0 0.5~2.0 口縁部は頸部で「く」の字に 体部外面調整は右上りのタタ 3 

A 残高 4.7 良好 くびれた後，外反して開く。 キ(2条/cm)。体部内面調 一括投棄

淡赤褐色 整斜方向のハケ。口縁部外面

調整ナデ。口縁部内面調整横

ハケ。

22 甕 口径17.4 0 0.5~2.0 口縁部は頸部で「く」の字に 体部外面調整は右上りのタタ 5 

A 残高 7.8 良好 くびれた後．外反して開く。 キ(2条/cm)。体部内面調 一括投棄

赤褐色 整斜方向のハケ。口縁部外面

調整ナデ。口縁部内外面共に

ナデ調整。
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23 甕 口径18.1 0 0.5-1.5 体部は大きく張り出すものと 体部外面調整は右上りのタク 7 
A 残高 6.3 良好 推定。口縁部は頸部で強く キ(3条/cm)。体部内面調 一括投棄

淡赤褐色 「く」の字にくびれた後．外 整は斜方向のハケ。口縁部内

反して開く。 外面共にナデ。

24 甕 口径12.4 △ 0.5~2.5 体部は無花果形を呈すると推 体部外面調整右上りのタタキ 95 
A 残高17.4 軟 定。口縁部は頸部で強くくび (3条/cm)。体部内面調整 一括投棄

明茶褐色 れた後に，短く外反する。 斜方向のハケ。口縁部調整内

外面共にナデ。

25 甕胴部 残径27。2 0 0.2~2.0 体部は丸みをもった無花果形 外面調整右上りのタタキ(3 78 
残高13.8 やや軟 になると推定。 条/cm)。内面調整横ハケ及 外面にスス

淡灰白色 び指頭押圧。 の付着

一括投棄

26 甕胴部 残径17.0 ◎ -0.5 体部は無花果形になると推 外面調整右上りのタタキ(3 83 

残高10.1 堅緻 定。 条/cm。内面調整ナデ。 一括投棄

暗茶褐色

27 甕 口径19.3 ◎ 0.2-1.0 口縁部は外反して開いた後． 内面調整ナデ。 23 
C 残高 3.8 堅級 口唇部の立ち上る受口状口縁 内面に黒斑

淡褐色 である。器壁は厚い。

28 甕 口径一 0 0.5~2.0 体部の張りは弱い。頸部でく 内外面調整共に磨滅のため不 11 
C 残高 7.4 やや軟 びれた後，短く外反し口唇部 明。 一括投棄

明褐色 で立ち上がる受口状口縁であ

る。

29 甕 口径18.0 0 0.2~1.0 体部は丸みをもった無花果 外面調整右上りのタタキ(3 89 
C 腹径23.1 やや軟 形。口縁部は頸部で「く」の 条/cm)。体部内面調整磨滅 外面にスス

残径23.1 淡橙色 字にくびれた後．外反して立 のため不明であるが，指頭押 付着

ち上がる口唇部をもつ受口状 圧が残る。口縁部内外面調整 一括投棄

口縁である。 共にナデ。

30 甕 口径15.6 0 0.5-2.0 口縁部は頸部で「く」の字に 体部外面調整は右上りのタタ 75 
C 残高 3.3 軟 くびれた後．外反してやや立 キ(2条/cm)。口縁部内外 一括投棄

暗褐色 ち上がる受口状口縁である。 面調整共ナデ。 外面にスス

口縁端部は波打っている。 付着

31 底部 底径 4.6 0 0.2~1.0 体部外面調整右上りのタタキ 底部は1!!l凸のある平底。体部 94 53- 6 
腹径16.9 良好 (2条/cm)。内面ナデ。 は長卵形を呈す。 内外面共に

残高16.6 濃茶褐色 スス付着

一括投棄

32 鉢 口径33.6 ◎ 0.5~2.0 口縁部は頸部で「く」の字に 外面調整ナデ。内面調整横位 96 
A 残高 2.9 良好 くびれた後，外反して開くも のヘラミガキ。

赤褐色 のと推定。

33 鉢 口径12.0 0 0.2~1.0 半球形を呈し．最大径をもつ 外面調整横ハケ。内面調整ナ 135 
B 残高 6.0 良好 もので比較的小形である。 デ。口縁部内外面共にナデ調

淡橙色 整。

34 鉢 口径24.2 0 0.5~2.0 体部は半球形を呈す。口縁部 体部外面調整縦ハケの後，横 57 
A 残高 7.7 良好 は頸部でゆるやかにくびれた 位のヘラミガキ。内面調整横

赤褐色 後に，外反して開く。 位中心のヘラミガキ。

35 鉢 口径23.8 0 0.2~2.0 体部は浅い半球形。口縁部は 内外面調整共に剥離が激しい 114 
A 残高 6.3 軟 短くくびれて開く。 ため不明。

淡黄褐色

36 鉢 口径18.1 0 0.5~1.0 体部は半球形を呈し．口縁部 外面調整縦ハケ。内面調整横 80 55- 7 
A 残高 8.9 堅級 は短く外反する。口縁部調整 ハケ。 一括投棄

淡灰褐色 が不十分なため器壁の厚さは
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一定でない。

37 鉢 ロ径12.1 0 0.2-1.0 直口の小形鉢。最大径を口縁 外面調整剥離のため不明。内 17 55- 6 

B 底径 3.8 良好 部にもつ。底部は凹み底。体 面調整縦位のヘラミガキ（単

器高 7.2 淡灰褐色 部はやや丸味をもち，口縁部 位不明瞭）。底部成形は輪台

で僅かに内湾する。口縁端部 技法による。

は調整不十分なため波打って

いる。

38 鉢 口径11.2 ◎ 0.2~1.0 直口の小形鉢。底部は凹み 外面調整剥離のため詳細不 18 55- 5 

B 底径 3.9 堅緻 底。体部は内湾しながら開 明。内面調整斜方向中心の板 外面に黒斑

器高 5.9 淡白褐色 く。口縁部は波打っている。 ナデ。底部成形は輪台技法に

よる。

39 尚杯 口径21.3 ◎ ~0.5 口縁部は短く外反して開く。 内外面調整共に縦位のヘラミ 124 

A 残高 2.4 良好 ガキ。 外面に黒斑

淡黄白色

40 扁杯 頸径 3.6 ◎ 0.2~1 .0 杯底部は浅い。脚部は中空。 杯部外面調整指頭押圧の後， 16 

A 残高 6.9 堅緻 縦位のヘラミガキ。内面調整 Pit 1ょ

淡灰白色 横ハケの後，縦位のヘラミガ り出土

キ。

41 両杯 口径12.2 0 0.2~1.0 小形品杯。口縁部は外反して 外面調整横ハケの後．縦位の 115 

A 残高 2.7 良好 開く。 ヘラミガキ。内面調整磨滅の

淡黄白色 ため不明。

42 両杯 口径13.8 ◎ ~0.5 小形両杯。口縁部は内湾しな 内外面調整共に縦位のヘラミ 119 

B 残高 3.1 堅緻 がら立ち上がる。 ガキ。脚部と杯部の接合は別

淡茶褐色 体式。

43 高杯 口径14.3 ◎ 0.1~1.0 杯部は内湾しながら立ち上が 内外面調整共に縦位のヘラミ 63 55- 9 

B 頸径 2.4 堅級 る椀形。脚柱部は中空で外反 ガキ。口縁部内外面調整のみ 一括投棄

残高10.9 濃灰褐色 しながら開く裾部が接続す ナデ。脚柱部と杯部の接合は

る。杯部と脚部の境にヘラ状 円盤充填技法による。脚柱部

工具の先端による刺突及び横 はシボリ技法。

位の刺突がみられる。

44 両杯 頸径 2.8 ◎ ~0.5 杯部は内湾しながら立ち上が 内外面調整共に磨滅のため不 76 

B 残高 7.2 良好 る椀形。脚柱部は中空で外反 明。 一括投棄

淡白褐色 しながら開く裾部が接続す

る。裾部上位に円孔（外面→

内面穿孔）。単位不明。

45 脚柱 頸径 3.2 △ 0.1~2.0 中空の脚柱部の下に外反して 杯部内面調整ヘラミガキ。脚 29 

残高 6.6 堅緻 開く裾部が接続する。裾部上 柱部外面縦位のヘラミガキ。

淡黄白色 位に円孔（外面→内面穿孔）。 内面調整ナデ。脚柱部はシボ

4単位と推定。 リ技法。

46 脚柱 頸径 2.4 ◎ -0.5 中空の脚部に外反して開く裾 外面調整縦位のヘラミガキ。 29 

残高 5.4 堅緻 部が接続する。裾部上位に円 杯部と脚部境にハケ。内面裾

淡黄白色 孔（外面→内面穿孔）。 4単 部ヘラミガキ。脚部はシボリ

位と推定。 技法。

47 脚柱 頸径 3.5 ◎ ~0.5 中空の脚部。外反して開く裾 外面調整縦位のヘラミガキ。 132 

残高 6.2 良好 部が接続すると推定。 内面調整ナデ。脚部はシポリ

淡灰白色 技法。

48 脚柱 頸径 4.1 ◎ ~0.5 中空で太い脚柱部。外面に 2 脚部外面ハケの後，縦位のヘ 24 

残高 3.6 堅級 条の明瞭な沈線文と 1条の不 ラミガキ調整。杯部内面調整

淡黄白色 明瞭な沈線文。下部は 2条＋ 縦位のヘラミガキ。脚部はシ

a沈線文。 ボリ技法。

49 脚柱 頸径 3.4

゜
~0.5 小形高杯。中空の脚部で外反 外面調整ヘラミガキ。内面調 50 

残高 3.3 良好 して開く裾部が接続すると推 整ナデ。

淡黄白色 定。
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50 脚柱 頸径 3.8 ◎ ~0.5 小形高杯。脚部はなめらかに 外面調整磨滅のため不明。内 28 

残高 3.1 軟 外反しながら開くものと推 面僅かにハケが残る。

淡灰褐色 定。

51 高 杯 頸径 2.0 0 0.2~1.0 小形高杯。杯部は浅い半球形 杯部外面縦位のヘラミガキ。 61 

B 残高 4.5 良好 を呈す。脚部は柱部をもたず 内面は剥離のため不明。脚部

淡黄白色 に直接外反して開く。 内外面調整縦位中心のヘラミ

ガキ。

52 脚 柱 残径 2.5 ◎ 0.2~1.0 中空の脚柱部に外反して開く 口径調整は縦位のヘラミガ 79 

残高 5.5 良好 裾部が接続すると推定。 キ。脚柱部はシボリ技法。 一括投棄

淡赤褐色

53 脚 台 脚台11.6 △ 0.1~1.0 外反して開く脚部。裾端部は 外面調整ハケの後，ナデ。内 90 

残高 4.8 堅級 指によりつまみ出されてい 面調整板ナデ。裾部内外面指

淡橙色 る。端部は面をもつ。 ナデ。

54 脚台 裾径12.6 ◎ ~0.5 外反して開く裾部。 内外面調整共にナデ。 125 

残高 1.9 良好

淡茶褐色

55 脚台 裾径11.4 ◎ ~0.5 外反して開く裾部。 外面調整縦ハケ。内面調整ナ 126 

残高 1.8 良好 プ．。

黄白色

56 底部 底径 7.5 ◎ ~0.5 安定した平底。体部には外反 内面調整は磨滅のため不明。 4 

残高 2.9 良好 しながら接続する。 内面調整縦位のヘラミガキ。 一括投棄

淡赤褐色

57 底 部 底径 5.2 0 0.2~1.0 中央で少し凹む平底。体部に 外面調整縦位のヘラミガキ。 77 

残高 2.9 良好 は外反しながら接続する。 内面調整横位中心のハケ。 一括投棄

淡赤褐色

58 底 部 底径 4.8 △ 0.2~2.5 底部は平底。体部には大きく 外面調整指頭押圧。内面調整 129 

残高 3.3 良好 開いて接続する。 横ハケ。

黄白色

59 底部 底径 4.7 0 0.2~2.0 底部は平底。体部には直線的 外面調整縦位のヘラミガキ。 32 

残高 2.7 良好 に開いて接続する。 内面調整斜方向中心のハケ。

赤褐色

60 底部 底径 3.9 ◎ ~0.5 安定した平底。体部には直線 外面調整縦位のヘラミガキ。 22 

残高 4.7 堅級 的に開いて接続する。 内面調整横位中心ヘラミガ

赤褐色 キ。

61 底部 底径 4.1 ◎ ~0.5 やや突出した平底。体部には 外面調整タタキの後，縦位の 34 

残高 4.1 良好 外反しながら接続する。 ヘラミガキ。内面調整横ハ 外面に黒斑

黄白色 ヶ。底部成形は輪台技法によ

る。

62 底 部 底径 2.7 ◎ ~0.5 比較的小形の平底。体部には 内外面調整共にナデ。 40 

残高 2.9 やや軟 内湾しながら接続する。

灰白色

63 底部 底径 4.2 △ 0.2~ 1.0 平底になると推定。器壁は厚 外面調整指頭押圧及び縦ハ 39 

残高 3.2 堅級 し‘゜ ヶ．内面調整磨滅のため不

暗褐色 明。

64 底 部 底径 5.2

゜
~0.5 中心部で僅かに凹む平底。体 外面調整剥離のため不明。内 21 

残高 2.3 良好 部には外反しながら接続す 面調整横ハケ。

淡灰褐色 る。

65 底 部 底径 3.6 △ 0.5~2.0 平底。体部には外反しながら 外面調整磨滅のため詳細不明 48 

残高 1.3 堅緻 接続する。 であるが．縦ハケ残る。内面

淡褐色 調整不明。



第 5章 弥生文化の遺構と遺物 183 

66 底部 底径 1.9 ◎ ~0.5 小形の平底。直線的に開く。 外面調整共にナデ。 47 

残高 2.4 堅緻

灰褐色

67 底部 底径 3.8 △ 0.3~2.5 安定した平底。体部には外反 外面調整タタキ。内面調整剥 36 

残高 2.0 堅緻 しながら接続する。 離のため不明。 スス付着

褐色

68 底部 底径 4.1 △ 0.5~3.0 中央で少し凹む平底。体部に 外面調整タタキ(2+ a条／ 44 

残高 3.1 良好 は外反しながら接続する。 cm)。内面調整縦ハケ。底部

黄白色 成形は輪台技法による。

69 底部 底径 3.8 △ 0.5-2.5 平底になると推定。体部には 外面調整右上りのタタキ(3 49 

残高 1.9 堅緻 外反しながら接続する。器壁 条/cm)及び指頭押圧。内面

淡褐色 は厚い。 調整剥離のため不明。

70 底部 底径 4.0 0 0.5~2.0 突出気味な平底。体部には外 内外面調整共にナデ。 65 

残高 2.8 良好 反しながら接続する。

淡灰褐色

71 底部 底径 2.9 0 0.2~1.0 底部はやや突出する不安定な 外面調整縦ハケ。内面調整ナ 55 

残高 1.9 堅緻 平底。 ァ。

淡褐色

72 底部 底径 4.4 0 0.2-1.0 平底。体部には直線的に開き 外面調整右上りのタクキ(3 43 

残高 3.5 やや軟 ながら接続する。器壁は厚 条/cm)。内面調整ナデ。 一括投棄

黄白色 し'o 炉中出土

底部穿孔の

可能性

73 底部 底径 5.1 0 0.2-2.0 突出する平底。体部には外反 外面調整右上りのタタキ(3 39 

残高 2.9 良好 しながら接続する。 条/cm)。内面調整ハケ。

暗褐色

74 底部 底径 5.0 ◎ ~0.5 突出する平底。体部には外反 外面調整ナデ。内面調整横ハ 42 

残高 2.2 堅緻 しながら接続する。器壁は厚 ヶ。 底面に籾痕

黄白色 し‘゜
75 底部 底径 4.6 0 0.1~1.0 平底。体部には直線的に開き 外面調整は磨滅のため不明。 37 

残高 2.3 堅級 ながら接続する。 内面調整は縦ハケ。

暗灰色

76 底部 底径 6.4 △ 0.2~2.0 平底。体部には外反しながら 内外面共に磨滅のため不明。 51 

残高 1.7 やや軟 接続する。

暗黄褐色

77 底部 底径 5.4 ◎ -0.5 平底。体部には外反しながら 外面にタタキが僅かに残る。 54 

残高 1.8 堅緻 接続する。 内面調整磨滅のため不明。

暗褐色

78 底部 底径 4.1 ◎ ~0.5 ドーナツ底。体部には外反し 外面調整タタキ(2+ a条／ 41 

残高 2.6 堅級 ながら接続する。 cm)。内面調整磨滅のため不

灰褐色 明。底部成形は輪台技法によ

る。

79 底部 底径 3.7 ◎ 0.1-1.0 小形のドーナツ底。体部には 外面調整右上り中心のタタキ 33 

残高 3.7 良好 短く立ち上がった後．外反し (3条/cm)。内面調整縦ハ

暗褐色 ながら接続する。 ヶ。

80 甕 底径 3.0 △ 0.5~2.0 小形の甕。 ドーナツ底。体部 外面調整タタキ。内面調整剥 69 55- 3 

B 残高 7.8 軟 は砲弾形を呈し，最大径をロ 離のため不明。底部成形は輪 一括投棄

外面淡橙色 縁部にもつ。口縁部は僅かに 台技法による。口縁部成形は

内面灰色 くびれた後，外反する。 叩き出し手法による。

81 底部 底径 4.0 0 0.5-2.0 底部はドーナツ底。体部には 外面調整右上りのタタキ(2 62 

残高 7.7 堅緻 外反しながら接続する。 条/cm)。内面調整横ハケ。 一括投棄

灰褐色 スス付着
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胎 土
図版

番号 器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考
番号

色 調

82 底部 底径 3.7 ◎ ~0.5 底部は凸凹のある凹み底。体 外面調整指頭押圧。内面調整 8 

残高 3.4 良好 部に外反しながら接続する。 斜方向中心のハケ。 外面に黒斑

淡橙色 一括投棄

83 底部 底径 5.7 0 0.2~1.5 I!!)み底。体部には外反しなが 外面調整右上りのタタキ(2 35 

残高 3.3 良好 ら接続する。 条/cm)。内面調整斜方向の 外面にスス

黄灰色 ハケ。底部成形は輪台技法に の付着

よる。 一括投棄

84 底部 底径 3.3 ◎ ~0.5 凹み底。体部には外反しなが 外面調整指頭押圧。内面調整 85 

残高 2.4 堅緻 ら接続する。 横ハケ及びヘラミガキ。底部

暗灰色 成形は輪台技法による。

85 底部 底径 4.0 0 0.5~2.0 ドーナツ底。体部には直立し 外面調整剥離のため不明。内 73 

残高 3.8 やや軟 た後．外反しながら接続す 面調整ナデ。底部成形は輪台 一括投棄

灰褐色 る。 技法による。

86 底部 底径 5.0 ◎ ~0.5 底部側面が突出する平底。体 外面調整右上りのタタキ及び 14 

残高 4.1 良好 部には外反しながら接続す 指頭押圧。内面調整斜方向の 一括投棄

淡赤褐色 る。 ハケ及び指頭押圧。 外面はスス

付着

87 甑 底径 3.2 00。5~2.0 底部は凹み底で，中央に孔を 外面調整右上りのタタキ(3 58 

残高 5.7 良好 焼成前穿孔。体部は直線的に 条/cm)。内面調整縦ハケ。 一括投棄

淡赤褐色 開く。

88 底部 底径 4.7 △ 0.5~2.0 底部側面が突出する凹み底。 外面調整右上りのタタキの 56 

残高 3.1 堅緻 体部には外反しながら接続す 後．縦ハケ。内面調整斜方向 外面に黒斑

淡赤褐色 る。 中心のハケ。底面にハケが残

る。 一括投棄

89 底部 底径 5.2 0 0.1-2.0 大形の平底。器壁は厚い。体 外面調整右上りのタタキ及び 86 

残高 5.4 良好 部には大きく開きながら接続 指頭押圧。内面調整横ハケ。 外面に黒斑

淡赤褐色 する。 底面に植物

繊維痕

一括投棄

90 底部 底径 4.8 0 0.2~1.0 平底になると推定。底部はや 外面調整右上りのタタキ(2 6 

残高 5.5 堅緻 や突出し．体部には外反しな 条/cm)。内面調整縦ハケ。 一括投棄

淡灰褐色 がら接続する。

91 無頸壷 口径13.2 △ 0.5~1.0 体部上半は内湾しながら立ち 内外面調整共に磨滅のため不 102 

残高 3.9 軟 上がる。口縁部は端部を肥厚 明。

黒灰色 する段状口縁。口縁部下に 2

孔1対の紐穴（焼成前外→内

に穿孔）をもつ。

92 短頸壷 口径 8.0 0 0.5~1.5 口縁部は内湾気味に立ち上が 外面調整磨滅のため不明。内 130 

残高 4.4 良好 る。端部は内側に拡張。口縁 面調整ナデ。 内面に黒斑

濃灰茶色 部に 2条の凹線文。

93 鉢 口径12.4 0 0.4~0.8 小形鉢。口縁部は内湾する。 口縁部内外面共にナデ。体部 134 

残高 3.6 良好 外面調整磨滅のため不明。内

暗灰褐色 面調整ヘラミガキ。

94 底部 底径 5.4 0 0.3~1.0 平底であると推定。体部には 外面調整縦位のヘラケズリ。 45 

残高 2.6 堅緻 直線的に開いて接続する。 内面調整ハケ。

暗灰褐色

95 鉢 口径19.9 ◎ 0.1-1.0 体部は内湾するものと推定。 外面調整ナデ。内面調整横位 123 

残高 3.3 良好 口縁端部は面を持つ。口縁部 のヘラミガキ。

淡黄白色 外面に 3条+a及び 2条+a
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の櫛描波状文を施す。体部外

面に 2条の凹線文をもつ。

96 甕 口径17.7 0 0.1-2.5 口縁部は頸部で強くくびれた 内外面調整共に磨滅のため不 99 

残高 2.8 良好 後，短く外反する。端部は上 明。

明茶褐色 端下端共に拡張。端面に 2条

の凹線文。

97 甕 ロ径18.4 0 0.3~1.0 口縁部は外反して開く。上端 内外面調整共に磨滅のため不 113 

残高 やや軟 を上方へ拡張。 明。

淡黄白色

拓 壷頸部 残径一 △ 0.5~1.0 外面にヘラによる刺突文。 内外面調整共に磨滅のため不 120 

残高 3.4 良好 明。

淡赤褐色

拓 壷胴部 残径ー △ 0.5~3.0 外面に記号文。 外面調整ナデ。内面調整ハ 93 

残高 5.1 良好 ヶ。

外面淡橙色

内面黒灰色

拓 鉢 口径一 △ 0.1~1.0 口縁部は内湾する直口の鉢。 内面調整縦位のヘラミガキ。 121 

残高 4.0 堅緻 端部は内側に拡張。端部に刻

淡黄白色 目を施す。刻目直下に櫛描波

状文(7条）。体部には刻目

凸帯文(2段）及び櫛描直線

文(4条+a)。

拓 壷 口径一 0 0.1~1.0 体部外面に原体圧痕及び櫛描 内外面調整共にナデ。内面指 137 

残高 4.5 堅緻 波状文(8条）。 頭押圧。

暗灰褐色

拓 壷 口径一 △ 0.1~1.0 櫛描簾状文(8条）及び櫛描 内面調整ナデ。 136 

残高 4.2 堅級 波状文(8条）。

外面淡白褐色

内面灰白色

壷棺墓出土土器 （第88図）

1 (底部） 底径 5.2 ◎ 0.5~5.0 厚手の平底。体部へは大きく 底部周縁は指押圧により．ッ 1 

転用蓋 残高 4.4 良好 開いて接続。 メ痕が残る。体部外面はナ 内面は黒灰

明灰橙色 デ。内面は横ハケの後．部分 色

的に縦ハケ。

2 広口壷 ロ径23.1 ◎ 0.5~3.0 底部はやや厚手で若干不安 底部周縁は指頭圧痕が残り． 2 56- 1 

頸径13.9 良好 定。体部は肩が少し張るが． 体部外面は縦ヘラミガキを丁 頸部を図上

腹径40.1 暗赤褐色 ほぽ球形に近い。上端に断面 寧に行う。内面は横～斜位の 復元

底径 6.6 台形の突帯を貼付け，やや右 ハケメ。上端にハケ原体(?)

器高48.9 に傾く刻目を施す。頸部は内 の圧痕。口縁部は外面が磨滅

（復元） 面に稜をもって強く屈曲して のため不明。内面は横ヘラミ

直立した後，緩やかに外反。 ガキ。上半は横ナデ調整。

口縁部は外面に稜をもって屈

曲し．斜上方に立ち上がる。

端部を強く外反させ，外傾の

面をもつ。口縁外面に単位 6

条の若干不規則な櫛描波状文

を施した後， 2個セットの竹

管円形浮文をその上に貼付け

る。
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溝 8出土土器 （第89図）

胎 土
図版

番号 器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考
番号

色 調

1 壷 口径14.0 0 0.5~2.5 底部は厚手で突出気味。体部 底部周縁は指押圧でツメ痕が 1 53- 2 

B 頸径10.4 やや軟 は胴部が強く張る。頸部は細 残る。体部外面は縦ヘラミガ 体部外面に

腹径25.5 明黄橙白色 くくびれた後．強く屈曲して キ。上端でやや左に傾く。 黒斑

底径 4.7 外反。口縁端部は上下に拡張 内面は斜～横方向のハケメ。 図上復元

器高28.4 し外傾の面をもつ。 上半は磨滅のため指頭圧痕の

（復元） み残存。上端に内傾接合手法

による接合痕。口縁部は内外

面ともナデ調整。

土濃3出土土器（第91図）

1 甕 口径15.2 ◎ 0.5~3.0 底部は平底。体部はひずみが 外面は左上りの平行タタキ。 3• 4 54- 4 

A 腹径15.6 やや軟 激しく．一方は胴張りが強く 内面は磨滅。指頭圧痕が残 図上復元。

底径 4.2 暗褐色 他方は弱い。口縁部は「く」 る。 外面スス付

器高18.4 の字に屈曲して外反。端部は 着

（復元） 斜め下方に小さく折り曲げ

る。

2 甕 腹径21.2 ◎ 0.5~2.0 大形の球形に張る胴部。 外面横～右上りの平行タタキ 7 

A 残高15.2 良好 の後，下半は斜方向ハケメ。 外面に黒斑

灰褐色 内面は斜～横方向ハケメ。

3 甕 口径12.5 0 0.5~3.0 小形。胴の張りは小さい。ロ 外面右上りの平行タタキ。内 2 

A 腹径10.5 やや軟 縁部は「く」の字に屈曲して 面は横ハケ。口縁部は横ナ

残高 5.4 暗灰褐色 外反。端部は斜め下方に小さ ア o

く拡張。

4 鉢 口径13.0 0 0.5-2.0 底部は所謂「ドーナツ底」。 磨滅のため調整は不明。 5 55- 4 

B 底径 3.2 やや軟 体部はゆるやかに内湾気味に

残高 7.3 淡赤褐色 立ち上がり。口縁は直口。端

部はやや尖る。

5 高杯 口径22.6 ◎ 0.5~2.0 脚部は「ラッパ」状に開く。 脚部と杯部は「接合法」によ 1 55- 8 

A 底径13.7 良好 裾端部は斜上方にややハネ上 る。口縁外面ナデ。杯部外面

器高15.2 灰黄白色 げる。裾部に計 5個の透孔を は横ハケ。裾外面は縦ハケ。

外→内へ穿つ。杯部へは強く 裾内面横ハケ。杯部内面は縦

屈曲して大きく開く。口縁部 方向ヘラミガキ。

は屈曲してやや外反して斜上

方へ立ち上がる。端面はやや

拡張して外へ向く。

6 高杯 口径25.8 ◎ 0.5~2.0 脚部は「ラッパ」状に開く。 脚部と杯部の接合は差し込み 6 

A 底径12.5 やや軟 裾端部は軽く面取り。脚柱部 法。脚部内面は横ハケ。シボ 図上復元

器高12.6 灰白色 は中実部分が大。杯部はやや リメが残る。杯部内面は縦位

（復元） 内湾気味に大きく開き．口縁 ヘラミガキ。

部は屈曲して強く外反。端部

は面取りし，外に向く。裾部

に円孔を 1個確認。
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第 5節 包含層および B区の遺物

1)土器溜り（第92~94図）

遺物包含層である褐色粘質土を掘り下げる過程で，遺構を伴うことなく土器片の集中する箇所

があった。調査時，それらについては「土器溜り」として捉え，地点を記録するとともに，土

器片取り上げ後，遺構の有無について精査した。その結果遺構を検出し得た場合は，それらの土

器群を遺構に伴うものと見なしたが，検出されなかった場合は，包含層中の土器集中箇所として

理解し，今回改めて「土器溜り」として番号の統一を行った。以下，各土器溜りの遺物を説明す

る。

a. 土器溜り 11 (第92図13)

大形の甕形土器が 1点出土した、口縁端部に凹線文を持ち，胴部にタタキメが入る。第四様式

に比定できる。

b. 土器溜り 12 (第92図 1~12) 

壷形土器(1)' 鉢形土器(2•4), 高杯形土器(5~ 7• 10~ 12), 甕形土器(3)があ

る。 2は第四様式に比定でき，他は第五様式前半である。 1は口縁部がラッパ状に開き，下端に

粘土紐を貼付けるもので，芦屋市会下山遺跡F住居址に類例をみる。また，紡錘車が 1点出土し

た。

C. 土器溜り 13 (第92図20・25)

第四様式の高杯形土器脚台及び底部片が出土した。 20の内面はナデ調整である。

d. 土器溜り 14 (第92図27• 30• 32) 

中期の甕形土器，及び底部片がみられる。

e. 土器溜り 15 (第92図 26• 31• 33) 

第四様式の壷形土器，高杯形土器脚台， ミニチュア土器がある。これらはわずかな溝状の凹み

にたまった状況で出土した。当初，溝として捉えていたが，整理段階で土器溜りとしと解釈した。

f . 土器溜り 16 (第92図16)

細片が多く，実測できる破片はほとんどない。高杯形土器脚柱を 1点掲載する。第五様式に所

属する。

g. 土器溜り17 (第92図14• 15• 18• 22~24) 

住居址3の上面であるが，時期が異なるため土器溜りとする。土器片の量は多いが，細片がほ

とんどを占める。甕形土器(14), 高杯形土器(15• 16)がある。後期に所属する。

h. 土器溜り 18 (第92図 17•19·21)

住居址 1の東側で検出した。細片が多く，掲載した実測図は，高杯形土器脚部3点である。第

五様式に所属する。

i . 土器溜り 19 (第92図28・29)
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第93図包含層出土土器実測図・ 2

c区東端で検出した。残存良好な土器がまとまって出土している。 28は口縁部から底部まで残

存する甕形土器である。 29は外反する鉢形土器で第四様式を示す。これらの土器とともに，焼土，

焼礫，炭化物を確認した。

以上，合計9箇所の土器溜りを検出し，遺物の説明を記した。これら土器溜りの形成要因とそ

の評価について若干触れておく。

土器片が集中する状況には二種類ある。まず，土器溜り 12• 19にみるように，一定範囲内に残

存良好な土器が集中する場合がその一つで，特に19では焼土，焼礫，炭化物を同時に確認してお

り，それ自体で遺構としての性格をもつものである。
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その他の土器溜りは，土器片がある程度のまとまりをもって分布する状況は前者に共通するが，

概して細片が多く，また，周辺においても散慢にではあるが同様な土器片が分布しており，調査

者が土器溜りとして，どの範囲を認定するか判断に迷うことが多々あった。特に土器溜り11・13

~15では，溝4の東側に細長く土器片が分布し，溝4に関連するものと考えられる。

この様に土器溜りの出土状況にみる二種は前者がその場で土器が使用された後の遺棄として，

後者は遺構の掘削や底ざらいなどによって，本来遺構に廃棄されたものが，二次的に移動したも

のとして解釈できる。

土器溜り19については屋外炉との評価ができる。

2)包含層の遺物（第93図34~44)

a. 土器（第93図）

（森下）

褐色粘質土の遺物包含層より単独に出土した土器は，コンテナ数にして10箱になる。その多く

は第四様式及び第五様式のものである。ここでは前記の遺構に伴う土器群と若干時期を異にする

ものを抽出し説明を加える。

尚， 42~44は布留式土器であるが，便宣上ここで触れる。

・壷形土器 (34~39) 

34・35は口縁部に凹線文を施すものである。第四様式あるいは第五様式初頭と思われる。 34は

生駒西麓産の胎土をもつ。

36• 37は口縁端部が三角形に肥厚するもので，第五様式初頭に位置づけられる。

38は頸部に原体圧痕文突帯をもつもので，第四様式古相に位置づけられ，溝 5の資料より一段

階古いものと判断できる。

39は長頸壷の口頸部で，外面の沈線など概してT寧な作りである。

・高杯形土器 (40•41·44) 

40は小形で，第四様式に一般的な器形であるが，胴部下半をヘラケズリするなど新しい要素が

みられる。 41は内面をヘラケズリする脚台である。 44は，布留式土器に一般的な脚部である。細

＜絞まる脚柱部に比して，裾部はゆるやかに大きく開く。比較的薄手の精製品である。

・小形丸底壷 (42• 43) 

42は，口縁部に対して体部が発達する段階のもので，器壁もやや厚手である。しかし，胎土は

比較的精良である。 43は，一旦短く立ち上がり外反する擬口縁上に，さらに外反する口縁部を付

加する二童口縁を持つもので，体部は球形を呈すると思われる。内面には粘土接合痕を明瞭に残

すが，外面は丁寧なヘラミガキを施す精製品である。

b. 土製品（第96図）

• 土錘 (1・2)

1はC12区赤褐色粘質土（弥生遺物包含層）より出土した完形の管状土錘である。長さ4.2cm,

幅2.0cmを測り，内径0.65cmの貫通孔をもつ。上下両端にあまい面をもち，平面形は長楕円形，
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第95図 弥生式土器拓影図 (1: 住居址 1, 2 ~6 : 住居址 2, 8 ~11・18: 溝 5'
12 : 溝 3, 13~17 : 溝4,19: 溝 7)
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断面形は若干扁平な円形を呈す。重量は13.8g,

胎土中に石英・長石を多く含み，焼成は良好，

色調は黒褐色を呈す。

2は1とほぼ同サイズの管状土錘で，上下端

をそれぞれ欠落する。断面形は正円に近い。石

英・長石・くさり礫を胎土中に含み，灰橙色を

呈す。焼成は良好。現存重量は8.5gを計る。 A

12区灰色土層より出土した。

和田分類（和田1985)に従えば，長さに対し

て幅が1/2未満であること，重量が20g以下

であることから「管状 I錘 b類小型」に属す。

れる。従って今回検出した居住域に伴うものと

見てよいであろう。東地区最東端に 2点がまと

まって出土したことも留意すべき事である。

・紡錘車 (3. 4) 

土器片再利用の土製紡錘車 2点が出土してい

① 
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4
 

包含層出土土製品実測図

る。 3は半欠するが，直径4.0cmであったと推

定でき，現存重量6.lgであることから，完形重量は約12gほどである，先述の住居址 3出土例と

形状が同じである。黒灰色を呈し，表面に被熱による荒れがみられるため，甕形土器片の転用で

あろうと思われる。住居址 lに切られた溝状土壊内埋土で検出した。 4は土器溜り 12(第94図

参照）より出土した。直径約2.6cmの不整円形を呈し，厚さは0.6cmを測る。前記例に比して小

形である。但し，磨滅が顕著で周縁が本来の面を保っているかどうかは判然としない。焼成良好

で灰白色を呈す。 （高橋・森下）

3) B区の遺物

a. 土 器（第97図）

B11区より土器が 2点出土した。 1は高杯形土器の

杯部片でゆるやかに立ち上がる口縁をもつ。凹線文は

退化気味である。

る。内面を粗くヘラケズリする。両者とも第四様式に

比定でき，

思われる。

b. 石

2は小形の器台形土器の脚台部であ

D地区の落込 1と同じ時期の所産であると

器（第98図）

B11区青灰色砂層を基盤とし，落込 2の埋土と思わ
゜

10cm 

第97図 B区出土土器実測図
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L____J,m l□ 

れる土層より出土した磨石である。平面形

は楕円形で長さ8.2cm,幅7.lcm。断面形

は三角形を呈しており高さ4.7cmを測る。

下底面が作業面でかなり平担になっており，

全体に磨られているほか，長軸方向の擦痕

が線状に残る。重さ340g。

（南•森下）

第98図 B区出土磨石実測図

弥生期の包含層.B区の土器観察表

包含層• B 区出土土器（第92• 93• 97図）

胎 土

番号 器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整

色 調

1 壷 口径20.1 0 0.1~0.2 外反して開く口縁部。端部は 内外面共に剥離のため不明。

残高 5.3 良 斜め下方に拡張。窪み部に

茶灰色 1.9Xl.1の断面三角形の粘

土の貼付けが見られる。

2 無頸壷 口径 6.8 △ 0.1~0.2 体部は内傾し，口縁部は内側 内外面共に剥離のため不明。

残高 4.8 良好 ヘ水平気味に張り出す。口縁

明赤灰色 部下部外面に凹線文を施し．

小孔が 1個現存する。体部中

位に段を持ち．外面に稜を成

す。

3 甕 口径26.0 0 0.1-0.2 体部は張りが少くなく．頸部 内外面共に剥離のため不明。

残高 7.6 良 で強く「く」の字にくびれ

茶灰色 る。口縁部は外反して開く。

端部は面取りを行う。

4 鉢 口径27.0 0 0.1~0.2 体部は内湾気味に開く。外面 内外面共に剥離のため不明。

残高 4.9 良 口縁直下に 1条の凹線文を施

淡茶灰色 す。口縁端部は面取りを行

う。

5 高 杯 口径25.0 0 0.1~0.2 口縁部は外反して開く。端部 内外面共に剥離のため不明。

残高 2.4 やや軟 は面取りを行う。

淡茶灰色

6 両 杯 口径20.0 0 0.1~0.2 口縁部は外反して開く。 内外面共に剥離のため不明。

残高 3.5 やや軟

淡茶灰色

7 高 杯 口径16.8 0 0.1~0.2 口縁部は外反して開く。 内外面共に剥離のため不明。

残高 2.6 やや軟

淡茶灰色

8 底 部 底径 6.3 △ 0.2~0.3 安定した平底。体部は外反し 底面外面ナデ。体部外面下か

残高 3.1 良好 て開くと推定。 ら上へのケズリ。内面指頭圧

暗灰色 痕。

図版
備考

番号

内面淡茶白

色

外面黒斑

内面黒斑
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9 底部 底径 5.3 0 0.2-0.5 底は厚手で平底。体部には内 外面ケズリ。内面指頭圧痕。 内面暗灰色

残高 5.4 やや軟 湾気味に接続する。

茶灰褐色

10 両杯 底径14.6 0 0.1~0.3 杯底部は内湾気味に開くと推 内外面共に剥離のため調整不

残高11.3 良好 定。中空で裾広がりの脚柱部 明。脚柱部はシボリ技法。脚

淡茶灰色 に，外反して開く裾部がなめ 部内面に脚部の製作完了後．

らかに接続する。裾部上位に 新たに杯底部をつぎたすとい

円孔が 2個現存する。 う成形手法により，粘土の脚

部内面へのズレ落ちがみられ

る。

11 高杯 残晶 7.3 0 0.1~0.2 裾広がりで上半中実の脚柱部 裾部外面横ナデ。下位縦ハ

良好 の下に外反して開く裾部が接 ヶ。脚柱部はシポリ成形。

淡茶灰色 続する。裾部上位に円孔（外

面から穿穴）が 3個現存す

る。

12 両杯 底径19.2 ◎ 0.1~0.2 裾部は外反して開く。裾部端 内外面共に剥離のため不明。

残高 6.6 良好 部は面取りを行う。厚手で裾

淡茶灰色 部が大きい。

13 甕 口径32.2 △ 0.2~0.3 体部の張りが強い。頸部で鋭 外面調整タタキ（左上リ）の

残高13.8 良 くくびれた後，口縁部は短く 後，頸部付近縦方向のハケを

淡赤茶褐色 外反する。口縁端部は上方に 施す。口縁部外面は横ナデ。

拡張し，端面には 3条の凹線 内面は剥離がはげしく不明。

文を施す。

14 甕 口径18.4 △ 0.1~0.3 口縁部は外反して開く。端部 内外面共に剥離のため不明。 内面黒斑

残高 2.9 良 は面取りを行う。

淡白茶褐色

15 晶杯 残両 5.1 0 0.2-0.3 中空で裾広がりの脚柱部。 脚柱部シボリ成形。調整は内

良好 外面共に剥離のため不明。

淡茶褐色

16 両杯 残両 5.0 ◎ 0.1~0.2 裾広がり気味の脚柱部と推 脚柱部シボリ成形。調整は内

やや軟 定。 外面共に剥離のため不明。

淡白褐色

17 晶杯 残両 6.1 △ 0.1~0.2 脚柱部下位に 7条の沈線。裾 脚柱部シポリ成形。調整は内

やや軟 部は外反して開く。裾部上位 外面共に剥離のため不明。

暗褐色 に円孔 1個現存。

18 両杯 残高 7.1 △ 0.2~0.3 脚柱部は裾広がり。裾部は外 脚柱部シボリ成形。調整は剥

良好 反して開き．上位に円孔が 1 離のため不明。脚柱部内面上

淡黄褐色 個現存。 位に粘土のはりつけが見られ

る。

19 晶杯 底径14.1 0 0.1~0。2 外反しながら開く裾部。端面 内外面共に剥離のため不明。

残高 3.1 良好 はしっかりした面取りを行

淡赤褐色 '.)。

20 尚杯 底径12.2 0 0.1~0.2 外反して開く裾部。端面は広 外面縦方向のミガキ。内面強 外面黒斑

残高 5.0 良 く，上方をつまみ出し．上位 い横ナデ。

淡白茶褐色 でナデにより凹線状にくぼ

む。

21 尚杯 底径15.8 0 0.2~0.3 太く短い脚柱部の下に大きく 外面調整磨滅がきついが，上

残高 9.0 良好 外反して開く裾部が接続。裾 部にヘラミガキが見られる。

淡茶褐色 部上位に円孔 1個が現存。端 内面調整剥離のため不明。脚

部は面取りを行う。 柱部シポリ成形。

22 底部 底径 5.0 △ 0.1-0.2 底は平底で薄手。体部はやや 外面識整タタキ。内面調整ハ 内面黒褐色

残高 3.8 良好 内湾気味に立ち上がる。 ヶ。くも巣状の原体圧痕が残

淡茶褐色 る。
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胎 土
図版

番号 器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考
番号

色 調

23 底部 底径 5.2 0 0.1~0.2 体部は直線的に開く。 外面調整 3条/cmの右上がり

残高 4.7 良好 のタタキ。内面調整は磨滅の

淡赤褐色 ため不明。

24 底部 底径 4.4 0 0.1~0.2 平底。体部は外反しながら立 外面縦ハケ。内面指頭圧痕。

残高 8.1 良 ち上がる。

淡茶褐色

25 底部 底径 7.0 0 0.1~0.3 体部は内湾気味に立ち上が 外面剥離のため不明。内面調

残高 8.0 良好 る。 整ハケ。

白褐色

26 広口壷 口径20.1 △ 0.1~0.2 短い筒状の頸部から口縁部に 口縁部上面は横ナデ。

残高 4.4 やや軟 かけて大きく外反して開く。

淡灰白色 端部は斜め下方に若干拡張す

る。

27 甕 口径24.1 0 0.1~0.2 体部の張りは弱い。頸部で 口縁部内外面共に横ナデ。 断面淡灰色

残高 5.0 良好 「く」の字に屈曲した後．ロ

淡白褐色 縁部は短く外反して開き．内

面に稜を持つ。端部はわずか

に斜め上方に拡張。

28 甕 口径13.5 △ 0.1~0.2 底部から直線的に立ち上がる 外面調整．口縁部横ナデ。体

底径 5.4 軟 胴部は，丈高で最大径は上位 部ハケ。底部ミガキ。内面調

残高25.8 淡茶灰色 にある。口縁部は「く」の字 整横ナデ。指頭圧痕あり。

に屈曲し，短く外反。端部は

面取りを行う。口縁部端面に

1条の凹線文を施す。

29 甕 口径21.6 ◎ 0.1~0.2 体部は張りが弱い。口縁部は 外面体部ヘラミガキ。口縁 外面黒斑

残高 3.6 良 水平に拡張。端部は面取りを 部．内面横ナデ。

淡白茶褐色 行う。

30 底部 底径 8.0 0 0.2~0.4 平底と推定。全体的に厚手だ 外面調整．斜め方向のハケ。

残高10.0 良好 が．底中央部付近は他の部分 内面指頭圧痕あり。

灰褐色 に比して薄手になっていると

思われる。体部は直線的に開

く。

31 ミニチ 底径 3.1 0 0.1~0.2 平底。体部は内湾して立ち上 外面調整ナデ。内面調整ハ 外面黒斑

ュア土 残高 4.2 良好 がる。器種は不明。 ヶ。

器 淡灰褐色

32 底部 底径 5.6 0 0.1-0.2 平底。体部は外反して開く。 外面ハケ調整。指頭圧痕あ 内面淡茶褐

残高 3.3 良好 器壁が非常に薄手である。 り。内面網整ハケ。 色．外面ス

黒色 ス付着

33 尚杯 底径11.9 △ 0.1~0.3 裾端部は肥厚し，上方に大き 外面調整ナデ。内面は剥離の 断面灰黒色

残高 2.4 やや軟 く拡張。端面は強い指ナデIC ため不明。

淡赤褐色 より．「く」の字に窪む。裾

部は内湾気味に開き．下部に

全周をめぐるものと推定され

れる円孔が 3個現存する。

34 広口壷 口径25.6 0 0.1~0.2 口縁部は水平に開き，端部は 口縁部調整は内外面共に丁寧 生駒西麓産

残高 2.5 良好 下方に折り曲げる。端面には なナデ。ただし，端部外面は

茶褐色 4条の凹線文を施す。 剥離のため不明。

35 広口壷 口径23.0 △ 0.1~0.4 口縁部はゆるやかに外反して 内外面共に磨滅のため不明。

残高 2.7 やや軟 開く。端部は斜め下方に折り

灰黄橙色 曲げ，端面に退化した凹線文



第 5章 弥生文化の遺構と遺物 197 

を4条施す。

36 広口壷 口径17.0 △ 0.1~0.3 口縁部はやや水平気味に外反 口縁端部はナデ調整。 頸部褐色

残高 1.8 良好 して開く。端部は下方に拡 生駒西麓産

淡灰色 張。端面には細い 2条の凹線

文を施す。

37 広口壷 口径16.7 △ 0.1~0.3 口縁部は直線的に開き，端部 口縁部端面はナデ調整。 内面黄褐色

残高 1.9 良好 で極端に肥厚する。端部はや

黒灰色 や内傾気味に下方に拡張。端

面上方ナデによりやや「く」

の字に窪む。

38 広口壷 残高 8.2 ◎ 0.1~0.2 頸部と体部の境界に原体圧痕 内外面共にナデ調整。

良好 突帯をはりつける。頸部は外

淡黄褐色 反して開くと推定。

39 長頸壷 口径11.9 ◎ 0.1~0.2 頸部は斜め上方に立ち上が 口縁部外面ヘラミガキ。頸部

残高11.9 良好 る。口縁端部は面取りを行 上部外面ヘラミガキの後．ナ

淡灰褐色 う。口縁部内面つよいナデに デを施す。内面ナデ，指頭圧

より，窪みが巡る。 痕。

40 高杯 残高 4.5 0 0.1-0.2 杯部は半球形。口縁部は水平 口縁部外面ナデ調整。杯部外

やや軟 に張り出すと推定。杯内面に 面下から上へのケズリ。指頭

灰褐色 断面三角形の突帯を作り出 圧痕。内面調整ナデ。

す。

41 高杯 底径12.4 △ 0.1~0.2 裾端部は分厚く，外傾して拡 外面調整ナデ。内面調整板状 内面灰橙色

残高 5.6 やや軟 張した後，内側へ屈曲する。 工具によるケズリ。

白桃色 裾部は内傾して立ち上がる。

裾端部は指ナデによって中央

がやや窪む。

42 小型丸 口径 9.0 △ 0.1~0.2 体部は丈の短い球形を呈す。 外面は剥離のため不明。内面

底壷 残高 7.2 やや軟 頸部で「く」の字に屈曲した ナデ，指頭圧痕。

白橙色 後．口縁部が直線的に開く。

端部は丸く収める。

43 小型丸 口径 9.0 △ 0.1~0.2 体部は張りが強い。頸部は直 体部外面ミガキ。内面は剥離

底壷 残高 7.2 やや軟 立気味に短く外傾する。口縁 のため不明。粘土紐の接合痕

褐色 部は一旦外方向に屈曲した後 が頸部下にみられる。

開く。

44 高杯 底径11.9 0 0.1~0.2 裾広がりの脚柱部。これに外 脚柱部外面調整，縦方向のミ

残高 9.3 良好 反して大きく開く裾部がなめ ガキ。内面剥離のため不明。

赤褐色 らかに接続。端部は面取りを

行う。脚柱部に比して裾部の

径が大きい。

B 1 尚杯 口径22.2 ◎ 0.2~0.3 大きく開く体部から口縁部が 内外面横方向ヘラミガキ。ロ 外面炭化物

残高 4.6 良好 屈曲して斜方上に立ち上が 縁部上方は内外面ともナデ調 付着

黄灰色 る。屈曲部に凹線文 2条。ロ 整。

縁端部は肥厚し，平坦面をも

つ。

B 2 器台 底径13.8 0 0.3-0.5 裾は斜下方に直線的に開く。 外面ナデ。内面横方向ヘラケ 52- 9 

残高 6.8 やや軟 端部方形に肥厚。外方・下方 ズリ。柱部内面シボリメ。裾

黒灰色 に面をもつ。器壁は概して肉 端部外面に指頭圧痕が残る。

厚。
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第 6節石器・石製品

1)概要

今回の調査で出土した弥生の石器の内訳は，石皿 l点，敲石 l点，有溝石錘 1点，石鏃 2点，

尖頭器 1点，石錐 l点，磨製石剣 1点，削器 3点，楔形石器8点，同砕片 l点，加工痕有剥片 1

点，石核3点の合計24点である。法量などは第10表に示した。

第10表石器・石製品一覧表（弥生）［凡例：第 8表と同じ］

器 種 出土地区出土層位 遺存状態 石 材 長さ 幅 厚さ 重さ 挿図番号

石皿 落込 1 埋土 ％欠 砂岩 (13.3) (4.8) (4.0) 250 99 

石錘 A9 5 完形 砂岩 5.8 4. 05 2.9 84 100 

石鏃 住居址3 埋土 完形 サヌカイト 3.15 1. 95 0.6 3 101- I 

石鏃 D11~12 不明 一部欠 サヌカイト (2.9) (2.0) 0.6 3 101- 2 

尖頭器 住居址3 埋土 ½基部 サヌカイト (4.1) 2.6 0.9 11 101- 3 

石錐 土壊 3 埋土 完形 サヌカイト 3.2 1.05 0.9 2 101 - 4 

磨製石剣 住居址3 埋土 断片 緑色粘板岩 (3.2) (2.8) 1.0 11 101- 5 

削器 All 4 完形 サヌカイト 3.65 2.5 0. 55 6 102- 1 

削器 cs 5 a 完形 サヌカイト 3.75 5. 55 0.7 19 102- 2 

削器 溝 4 埋土 完形 サヌカイト 4.0 4.5 1.5 22 102- 3 

楔形石器 A6 5 ½欠 サヌカイト 3.55 2. 35 1.0 7 102- 4 

楔形石器 CIO 5 完形 サヌカイト 4.65 4.0 1.5 22 102- 5 

楔形石器 ClO 5 完形 サヌカイト 2.3 3.4 I. 95 14 102- 6 

楔形石器 溝4 埋上 、元形ノ サヌカイト 2.1 4. 15 1. 65 10 103- I 

楔形石器 CI0.11 5 完形 サヌカイト 3.6 3.8 2.5 30 103- 2 

楔形石器 A6 5 完形 サヌカイト 4.95 4.7 1.9 53 103- 3 

楔形石器 溝 5 埋土 完形 サヌカイト 2.85 3. 75 0.5 6 103 - 4 

楔加形工石痕器有 cs 5 a 完形 サヌカイト 2.85 5.2 0.6 12 103- 5 

C 12 5 完形 サヌカイト 7.25 4.1 2.8 52 104 - 1 

石核剥片 溝 4 埋土 サヌカイト 6.85 2. 85 3. 15 60 104- 2 

石核 住居址3 埋土 サヌカイト 6.8 3.5 2. 55 41 104 - 3 

石核 住居址3 埋土 サヌカイト 3.9 4.5 1. 7 21 104 - 4 

出土状態では，器種などによって特に偏りがみられるものはないが，楔形石器は東地区のC8• 

10区出土のものがやや多くみられる。遺構別では，住居址 3で石器製作地と考えられる大量の石

器や剥片，砕片，石核の出土をみた。うち，石鏃，尖頭器各 1点と石核2点については後に詳し

＜述べるが，他に約 2千点ほどの砕片・剥片が，住居址と炉址・柱穴の埋土の水洗選別によって

検出されている。これについては，機会を改めて分析を行いたい。また，土壊 3の埋土中からは，

石錐が 1点出土しているが，混入かと考えられる。他では，溝4出土のものが比較的多い。層位

的には，赤褐色砂質土，赤褐色粘質土のものが主体を占める。

石器群全体の器種構成は，比較的豊富であるが，組成は，点数が少な<'やや貧弱であるとい

えよう。注意される器種としては，組成の主体を占める楔形石器と磨製石剣，有溝石錘をあげる

ことができる。

次に器種ごとに説明を加えていこう。
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2)石

a. 石

器

皿（第99図）

1点出土している。砂岩製で全体

の約6分の 1程度の破片である。復

元形は長径30cm位になろう。両面と

も使用によってなめらかな磨面を為

しており，一部に擦痕が認められる。

側面にも磨面がみられる。植物質食

料の調理加工具としては，図示しな

かったが，他に敲石片が 1点ある。

径7cm程の半欠品で，残った面には

径3cm,深さ0.5cm弱の敲打の集中

による凹みをみる。

b. 有溝石錘（第100図）

1点のみ出土した。長・短軸のそ
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れぞれ全周に幅2~3mmの溝をもつもので，渡辺誠氏による縄文時代石錘の分類ではE類とされ

るものである（渡辺1975)。整った卵形の砂岩製自然礫を使用している。和田晴吾氏による弥生
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石器実測図.6 (弥生）有溝石錘

時代石錘の分類（和田1985)

では，長軸もしくは短軸のみ

に溝を施す『瀬戸内型石錘」

が概期の本地方で主に認めら

れるものであるとされ， これ

と比べると本資料は，『瀬戸

内型石錘Jが100g~400g台の

例が中心であるとされるのに

対して， 84gとやや軽量であ

り，また溝の施し方の相異か

，
 

らら より縄文時代の石錘に近

いといえよう。

C. 石 鏃（第101図 1・2)

2点認められる。 1• 2共にサヌカイトを素材とする凸基有茎式石鏃である。 1は，住居址3

から出土しており，同住居址内出土の他の剥片等と全く同質のサヌカイトを用いており，この石

鏃は同住居址内で製作されたと考えられる。両面とも入念に調整加工が施されるが，先端部があ

まり尖らないことから未製品である可能性も残される。

2は，側縁下半に突出部をもつ菱形の平面形を呈する。先端部と側縁突出部の一方を折損する。
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調整加工は 1に比べてやや粗い。

d. 尖頭器（第101図 3)

1点出土している。住居址3から出土しており，やはり同住居址出土の他の資料と同じ石質で

あり，本住居址内で製作されたと考えられる。調整加工は両面ともやや粗い。下端には自然面を

残す。上半約2分の 1を折損するが，その折面を観察すると，正面上端の右上方に認められる結

晶粒に収束するようにフイッシャーがみられる。このことから，調整加工中に何らかの形でこの

結晶粒に力が加わり，折損したために未成品のまま放置されたと考えられる。

e. 石錐（第101図 4)

1点認められた。土壊3より出土している。つまみ部をもち，調整加工は腹面側から主に施さ

れる。先端の機能部は使用による磨滅が著しい。

>'' 
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第101図 石器実測図.7 (弥生） 石鏃・尖頭器・石錐・磨製石剣

f . 削 器（第102図 1~ 3) 
3点出土した。いずれもサヌカイトを用いるが， 1が二上山産出， 2・3はそれ以外の産出地

のものと思われ，特に 2は，石理が発達しており，きめが粗い。

lは，小形の縦長剥片を素材としており，刃部はその下端に腹面側からの小剥離の連続により

形成される。

2は，縦長剥片の一側縁に，背面側からの連続した急角度の調整加工を施して刃部としている。

3は，一見円盤状の石核を想起させるが，二次剥離面がいずれも小さく，そこから剥取された

剥片は，石器素材とはなり得ないと判断されたため削器に含めた。刃部と考えられる調整加工は，

両面にやや粗いものが施されている。
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第 102図 石器実測図.8 (弥生）削器・楔形石器
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第 103図 石器実測図.9 (弥生） 楔形石器
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9. 楔形石器（第102図4~ 6, 第103図 1~ 5) 
8点出土している。いずれもサヌカイトを素材としている。形状は，著しく多様であり，一般

的な楔形石器としての形態を呈するものの他に第102図6のようなものもここに含めた。

第102図 4• 5は，共にきめの細かい良質のサヌカイトを用いており，形状も典型的な楔形石

器である。 4は，上・下縁及び一方の側縁に楔形石器特有の階段状小剥離痕が連続して認められ

る。もう一方の側縁は折断面となっている。

6は，周縁に著しいつぶれ状の小剥離痕が認められる。下面が，平坦な節理状の剥離面となっ

ており，楔形石器通有の形態とは著しく異なる。しかし，他の削器等の器種とも認定し難く，周

縁につぶれ状の小剥離痕を有すという特徴から，ここに含めることとした。

第103図の 1・3は整った形態の楔形石器である。 2は，上縁に連続する階段状の小剥離痕が

認められるのに対して，下面の自然面には，それに相対すると考えられる加撃による小剥離痕が

認められる。

4• 5は，裏面が大きくポジティプな面となっており，楔形石器の使用の際に，丁度 2枚に剥

がれるように剥離したものと思われる。

h. 加工痕有剥片（第104図 1)

1点のみみられた。良質のサヌカイトを素材とする，大形厚手の剥片を用いる。一方の側縁に

両面から散発的に二次加工を施すが，削器等の刃部として捉えるにはまとまりを欠く。調整加工

が施される側縁には連続した使用痕が認められる。

i. 石核（第104図 2~ 4) 
3 点出土した。うち 3• 4は，住居址3より出土している。

2は，角柱状を呈し，約 3分の 1は自然面を残す。良質のサヌカイトを素材とする。剥片生産

は，良好には行われていない。

3もやはり角柱状を呈し，自然面を残す。 2に比べるとかなり形状の整った剥片が剥取された

ものと考えられる。

4は，円盤状を呈する石核である。両面とも剥片生産が行われており，いずれも良好な剥片が

得られたものと考えられる。

3) 石製品

a. 磨製石剣（第101図 5)

1点検出された。樋をもたないいわゆる鉄剣形石剣の断片である。断面形は整った菱形を呈す

る。石材は緑色粘板岩であると思われる。

（大下）

第 7節小結

猪名川下流域に位置する本遺跡は，田能・勝部などの西摂平野を代表する弥生集落を間近にひ
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かえ，弥生文化が適応し易い立地条件にあったことが窺われる。

今回調査地の東南部(8~12区）においては，弥生中期後半・後期を主体とする遺構・遺物を

検出した。口酒井の弥生集落は，伊丹市教育委員会による第 4• 7• 9次調査や，今回のB区調

査の結果により，北西から南東に延びる自然堤防上に立地することが事前に判明しており，今回

の調査はその微高地を横断するトレンチを入れたことになる。

確認した遺構は竪穴式住居3棟，墓3基，土壊 3基，溝6本，落込み 1箇所と小土壊群である。

竪穴式住居は切り合い関係がなく，その先後関係は出土土器によった。各住居址は中期後半か

ら後期後半にわたり，各々が同時併存することはなく，住居址3が凹線文盛用の土器が示す中期

後半に，住居址 1が後期前半に，住居址2が後期後半にそれぞれ相当する。各住居の平面形が円

形を呈すること，また，中央に深い炉を有するなどの共通要素をもつ。また住居址 2• 3では壁

溝がみられ，住居址 3では建替えが確認された。

墓は木棺墓 1基，壷棺墓 1基，土壊墓と思われる土壊を 1基確認した。

木棺墓は伴出遺物がなく，時期決定に不確定要素を残すが，層位的に中期前半とみた。そして

大きさからみて幼児棺であったと推定できる。伊丹市教育委員会の調査でも数基の木棺墓が検出

されており，それらの所属時期を推定する手がかりを提示した。

土壊墓，壷棺幕は後期に所属し，それぞれ住居址 1• 2に併行して埋置されたようである。ま

た同じ時期，約100m北西で円形周溝墓が築かれている。

土壊は，土壊 5が中期前半，土壊4が中期後半に属す。前者は炭層を含む長楕円形の土壊で，

甑が出土した。後者は円筒形の土壊で，形状が貯蔵穴に類似する。

溝は，中期に属すものが4本，後期に属すものが 1本ある。これらの溝の方向は北西から南東

を示し，微高地の延びる方向と一致する。微高地縁辺をめぐるものと推定された。

調査区東端には落込みを検出した。この地形は縄文晩期からみられるが，中期後半のある時期

に一括してこの場所に土器が投棄されている。

以上，今回の調査によって確認した遺構の変遷を第11表にまとめる。

遺物は畿内第四様式・第五様式を 第11表遺構変遷一覧表（弥生）

中心とした土器の一括遺物があり， 時期住居土壊 溝 落込み

資料的価値は高い。
中期前半

土壊5 溝6

第四様式土器は壷形土器において

I 
溝5

櫛描文を未だ多く残す溝5の資料， 中期後半 土壊4 溝4・溝 7

凹線文が盛行する溝4• 住居址3の 住居址3

I 
I落込 l

資料，櫛描文をはぼ完全に払拭し，
後期前半

一部凹線文が退化する落込 1の資料 住居址 l 溝8

が認められ，編年細分のための材料 I 
を提出した。甕形土器においても， 後期後半 住居址2

外面ヘラケズリ調整のものから，内

墓

木棺墓

土壊 3

壷棺墓
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面ヘラケズリでタタキを行うものへの変化がたどれる。

第五様式土器は住居址 1• 2 , 土壊3で良好な資料が得られた。

住居址 l出土土器は，口縁部拡張の壷形土器や，体部の張りが小さい長頸壷形土器，タタキを

もたず肩部に刺突が巡る甕形土器などを特徴とし，第五様式前半を示す。

住居址2は廃絶に際し炉址上に土器の一括投棄が認められた。この土器群は第五様式後半を示

す。

土壊 3出土の土器は壷形土器を欠落し，甕形土器，鉢形土器，高杯形土器からなるセットであ

り，これらは被葬者一個人に帰属する土壊墓供献土器として捉えられた。

以下に中期後半，後期の土器器種組成表を示す（第12• 13表）。

第12表 中期後半土器器種構成表 ［（）内：光］

~ 遺構

広 短無 高 脚 器 壷

＇ 
水

口
頸室=頸宰""= 

甕 鉢
壷 杯 台 台

AJ.Nl.KJ BCD AB  A B ABCD AB  AB  A B 蓋 器 差

4 2 1 4 1 1 2 6 4 3 14 3 2 8 2 1 1 

溝 5 13 8 7 17 2 1 1 

(26.5) (16.3) (14.3) (34.7) (4.1) (2.0) (2.0) 

7 2 1 5 1 5 3 1 5 1 1 2 

溝 4 16 5 4 5 2 
(50.0) (15.6) (12.5) (15.6) (6.3) 

2 1 1 1 1 1 1 

溝 7 4 2 1 1 

1 1 1 2 1 1 2 

住居址3 3 2 2 2 

1 2 1 2 2 11 5 2 1 2 7 2 1 6 1 2 1 

落込 l 8 16 5 ， 2 2 1 

(18.6) (37. 2) (11.6) (20. 9) (4.7) (4.7) (2.3) 

弥生の石器は前記した縄文の

石器と同様，数量的に十分とは

言い難いが，その中からいくつ

かの問題点を指摘しておく。

第13表後期土器器種構成表 ［（）内： %] 

生業の面から考えるならば，

中・後期の土器が比較的多く出

土し，時期は異なるが3棟の住

居址がみられるのに対して，こ

のような石器の稀少性は，やや

奇異な印象を受ける。その原因

については，現状では全く不明

~ 遺構

住居址 l

土壊3

住居址2

広 長短

口 頸頸

~ AB  

窒- 亜-

1 2 1 

4 

(9.8) 

2 6 1 1 

10 
(16.4) 

甕

ABCD 

26 6 

32 

(78.0) 

3 

3 

26 2 2 2 

32 
(52.5) 

高 脚

鉢 甑
杯 柱

A B AB  

1 4 2 

I 4 

(2.4) (9.8) 

1 2 

1 2 

4 4 2 210 1 

8 10 1 

(13.1) (16.4) CI. 6) 

総

数

59 

49 

(99.9) 

34 

32 

(100 .0) 

8 

8 

， ， 
50 

43 
(100.0) 

総

数

43 

41 

(100.0) 

6 

6 

65 

61 

(100.0) 
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である。但し，住居址3では中期後半の段階ですでに鉄製品を保持していたことを確認しており，

当遺跡の営まれた時期が利器の材質転換期であったことが想定できる。今回の石器構成の特異性

を鉄器普及と直接的に結びつけることは出来ないが，時期の下がる住居址 1• 2での様相を合わ

せて考えるならば，それを証明する材料の一つにはなり得る。

その他に縄文的な形態をもった有溝石錘 1点出土している。自然提防上に立地する本遺跡の生

業を考える上で典味深い資料である。

生業関係の石器以外では磨製石剣が 1点と，尖頭器が 1点出土した。両者は住居址3で共伴す

る。これらの資料は田能・原田西・勝部など周辺遺跡との関係を考える上で重要である。

以上，弥生の遺構と遺物の報告を終えるにあたっての要点及び問題点を簡単に記した。今回調

査を行った範囲は，口酒井弥生集落のごく一部分でしかない。従ってここに提示した資料も，弥

生人の生活を十分に反映したものではないかもしれない。その様な資料の限界性はあるが，この

成果が今後の弥生文化研究の進展に一石を投ずることになれば報告者として幸いに思う。

（緒方・大下•森下）
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第 6章 その他の遺構と遺物

第 1節 土壊 1・土壊 2

1)概要

布留式土器を出土する遺構は赤褐色粘質土上面において検出された。遺構面は大きく削平され

ており，平安時代の遺構も同一面で確認している。遺物を伴わない小土壊群に関しては時期決定

ができず，明確に布留式期の遺構として捉え得るのは，土壊 lと土壊2のみである。これらは今

回調査区の東端10~12区に位置しており，弥生時代の遺構が主として 8~10区を中心としている

のに対し，やや東へ移動していることになる。これは自然地形の微妙な変化に対応したものであ

ろうと思われる。調査区北東端A12区に位置していた落込 1• 2がこの時期に至って埋没し，新

たにその上に重複して土壊2が作られている。土壊 2は大半が調査区外に位置するため，遺構全

体の形状は不明であるが，住居址あるいは，それに類するものであった可能性は高い。いずれに

しても，今回の調査区周辺が布留式期の居住区域であったことは間違いなかろう。

（森下）

2)土壊 1

a. 遺構（図版第 5)

D11区で検出された長楕円形の土壊である。長さ190cm,幅90cmを測る。南側に平坦なテラス

をもち，階段状の掘り方を呈す。テラス部分の深さは13cm,最深部で30cmを測る。埋土は暗茶褐

色粘質土の単層で，炭化物を若干含むが特に顕著な堆積はみられない。埋土中より布留式土器が

1点と，径5cm内外の焼成された粘土塊が12個体出土した。土壊2とは約7mの間隔をもつ。

（森下）

b. 遺物（第105図）
14) 

布留式期の壷口縁部片が 1点のみ出土している。これは，二重口縁のもの で，擬口縁の段が

しっかりしており，形態的に

は古い様相を示すが，調整手

法は主として横ナデを施して

おり，やや粗略化の傾向が看

~/ 
。

10cm 

取される。 （高橋） 第 105図土壊 l出土土器実測図

3)土壊 2

a. 遺構（第106図，図版第 4)

A12• Dl2区にわたって検出された土壊である。遺構の大半は調査区外に位置しており，全体
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の形状は不明であるが，方形プラ

ンの土壊の一角であろうと推定で

きる。住居址の可能性が考えられ

るが，柱穴は確認しておらず，明

確な判断はできない。

上面は削平されており，深さは

15cmを測る。埋土は炭化物を多く

含む暗灰黄褐色砂質土の単層であ

る。遺構内より多量の布留式土器

が出土した。小片が多く全面にわ

たって包含されており，特に顕著

な分布の粗密はみられない。おそ

らく，遺構の廃絶時には， ゴミ溜

めと化していたであろうことが察

翌

A
 

゜

せられる。 （森下）

b. 遺 物（第107・108図）

暗灰黄褐色砂質土

A~;Z:_ ―--二戸;s
雰

i: 姿翁翁

裟翁
翁婆裟婆翁緑：；：•

土壊 2第 106図

土壊2では，いわゆる布留式土器がまとまって出土した。出土状況からは一括投棄されたと考

え難いが，型式的に大きな差が認められず，比較的短期間のうちに埋没したと思われる。 しかし，

細片が多いため，図化し得たものは一部に過ぎず，従って個体数の集計や個体の認定などについ

ては，不充分とならざるを得なかった。

器種としては，壷・甕・鉢・小型丸底壷・器台・高杯があり，器種構成は第14表の如くである。
15) 

以下，各器種ごとに型式分類 と若干の記載を行っていく。

・壷形土器A 1 (9) 

口縁部が2段に屈曲して開く二重口縁壷である。口径が25cm前後を測る大形品。

外面の稜が弱く，端部を丸く収めやや外上方へつまみ出す。

・壷形土器A2 (5 • 7) 

形態はAl類に準じるが， 口径が10~15cm程度の小形品。 5は口縁部が外反し，

9は， 口縁部

7は直線的に

外上方に伸びる。いずれも口縁端部に外傾面をもつ。

・壷形土器B (3) 

直線的に外上方へ開く口縁部の外面に稜を巡らせ，二重口縁壷としたもの。壷A類の退化形態

と考えられる。 3は， 口縁端部を丸く収める。発志院遺跡土壊SK15中層出土土器群に類例を見

る（藤井• 岡本1980)。

・壷形土器C1 (1・4) 

外上方に開く口縁部をもつ広口壷である。体部は球形を呈すると思われる。 1は， やや内湾気
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味に立ち上がる口縁部で，端部は外方へつまみ出す。 4は，直線的に立ち上がる口縁部で，端部

は丸く内厚させる。

・壷形士器C2 (2) 

C 1類に準じるが，比較的長く伸びる口縁部をもつもの。当遺構では，僅か 1例が認められた

に過ぎない。 2は，口縁端部を外方へ丸くつまみ出す。

・壷形土器D (10•11) 

口縁部が長く立ち上がり，端部付近で弱く外反し，端部は丸く内厚させるもので，体部は，小

形の球形を呈すると考える。管見では，他に類例を見ない。

・壷形土器E (12) 

緩やかに外反しながら立ち上がる口縁部で，体部は球形もしくは，中位の張る偏球形を呈する

大形の直口壷。当遺構では， 1例のみの出土である。 12は，口縁端部を尖り気味に丸く収める。

厚手であるが，精緻な仕上がりである。

・甕形土器A1 (13• 14) 

短く外反する擬口縁上に直線的に立ち上がる口縁部を付加するもの。体部は倒卵形を呈する大

形品である。形態的には，山陰系と考えられるが，布留式期には畿内各地でもかなり一般的な存

在になると考えられる。 13• 14ともに堅緻な作りである。

・甕形土器A2 (15~18) 

広義の二重口縁をもつものである。外上方へ短く開く口縁部が，弱い屈曲をもつ。口縁端部形

態は， 15• 16は丸く収め， 17はつまみ上げるため外傾面をもち， 18は尖り気味に丸く収める。体

部は概して張りの弱い長胴気味のものと思われる。

・甕形土器B1 (8• 19• 22) 

甕B類は，いわゆる布留式甕であり，口縁部は内湾気味に外上方へ立ち上がり，体部は球形を

呈す。また，調整は体部外面にハケメ，内面にヘラケズリを施す。

B 1類は，口縁端部を丸く内厚させるもの。 8が小さく内厚するのに対し， 19はやや大きく，

また22は内傾する面を持つ。

・甕形土器B2 (25~28) 

口縁端部を内外へ肥厚させ上端面をもつもの。概して，上端面が内傾するもの(25• 26)と外

傾するもの(27• 28)に分れる。

・甕形土器B3 (20·21•24) 

口縁端部を肥厚させず，丸く収めるもの。内面頸部以下をヘラケズリするが，体部は，やや厚

手となる。口縁端部は， 20がやや外方へつまみ出し， 21• 24がそのまま丸く収める。

・甕形土器C (6• 23) 

口縁部が，外上方へ外反気味に開く。頸部の屈曲は， B類に比して鋭い。口縁端部は， 6が丸

く内厚し， 23は上方に弱くつまみ上げる。

・甕形土器D
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第 108図土壊 2出土土器実測図・ 2
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短<s字状に屈曲する口縁部のもの。東海系と考えられる。 1例のみ出土したが，口縁部細片

であるため図示していない。これは，口縁端部を外上方へつまみ出し，尖らせて収める。

・施文土器 (29• 30) 

29・30とも甕形土器であると思われるが，胴部片であるので分類していない。

29は，肩部外面に横 1本，縦3本を組み合わせた線刻文を施したものである。おそらく焼成後

に施されたと考えられる。 30は，同様に肩部外面に径約 1cmの竹管文を 2個施したものである。

これは焼成前に施されている。両者とも小破片であるため，文様の全体の構成は不明である。

・鉢形土器 (43) 

鉢は， 1点のみ出土した。口縁部は二段に屈曲し，端部は丸く収め，小さく内厚する。体部は，

浅い半球形のものと考えられる。内外面とも丁寧なヘラミガキを施す。

・小形丸底壷AI (31) 

口縁部径が体部最大径を凌ぐもの。口縁部は直線的に外上方へ伸び，体部は球形を呈す。外面

全面と口縁部内面に丁寧なヘラミガキを施す。 31は赤褐色を呈し，薄手の精製品である。

・小形丸底壷A2 (32) 

形態はAI類に準ずるが，口縁部・体部の調整にナデやハケを多用するもの。 32は口縁部に比

して，体部が小振りであり，器壁はやや厚いものである。

・小形丸底壷B1 (33) 

ロ縁部が体部に比して短く外上方に開き，口縁部径が体部最大径と等しいか，それ以下のもの。

調整はヘラミガキを多用する。 33は偏球形を呈する体部で，器壁は厚手である。

・小形丸底壷B2 (34) 

形態はBI類に準ずるが，調整にハケを多用するもの。 34は，体部が球形を呈し，器壁は薄手

である。

・器台形土器 (41) 

器台は，わずか 1例のみ認められた。これは受部と脚部が貫通し，受部は内湾気味に立ち上が

り，脚部は直線的に開く，やや厚手のものである。類例を小若江北遺跡出土土器群に求められる

（坪井1956)。

・高杯形土器A (39) 
16) 

外面の杯底部と口縁部の境に稜 を残すもの。口縁部は外反して外上方へ伸びる。 39を含め 4

点確認したが，いずれも口縁端部まで復元できなかった。 39は，精良な胎土であるが，かなり厚

手のものである。調整は，板ナデを施す。

• 高杯形土器B1 (37) 

杯底部よりなだらかに口縁部へ移行するもの。口縁部は直線的に外上方へ開く。 37は，杯部をナ

デて仕上げる。

・高杯形土器B2 (35• 42) 

形態はBI類に準ずるが，口縁部が外反する。 35は強い外反を示し， 42は弱い外反を示す。
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・高杯形土器B3 (36) 

形態はB1類に準ずるが，口縁部が内湾気味に外上方へ開くもの。 36は，杯底部に箆状工具に

よると思われる不定方向の沈線が見られる。

・高杯形土器C (38•40) 

杯底部からゆるやかに内湾して立ち上がる口縁部をもつ椀状の杯部。 40は，杯底部にヘラケズ

リを施しており，器壁は全体に薄く仕上げる小形品である。

・高杯形土器脚部 (44~75) 

脚部の出土量は非常に多いが，杯部の接合し得るものは認められなかった。脚部はいずれも中

空のものであるが，大きく 2類型に分類できる。一方は，脚柱部から裾部へ屈曲をもって移行す

るもの(a類）であり，もう一方は，明瞭な屈曲をもたず，なだらかに移行するもの(b類）で

ある。さらに， a類は脚柱部の形態差によって a1• a 2に分類できる。 a1類は脚柱部の中央

に弱いふくらみを持つもの， a2類はふくらみを持たず直線的なものである。全体的に見て， a

類に精製のものが多く， b類に粗製品が多いようである 。
17) 

また，透孔を穿つものは少なく，図示したものの中では，脚柱部下 3分の 1辺りに円形の二方

透しを穿つもの(51)が 1点のみである。また44は，脚柱部はば中央に未貫通の円錐状の穿孔を

1箇所施す。

調整で目を引くのは， 65である。 65はb類であるが，精緻な作りであり，脚柱部上半にハケ状

工具により一種の文様状に調整を施している。 （高橋）

4)小結

以上，土壊1・土壊2の遺構と遺物について述べてきた。両者とも布留式土器を出土している。

土壊 lでは壷口縁 1点のみであるので明確な時期を与えることはできないが，土壊 2からは，一

応各器種に及ぶ多量の土器群が検出された。本項では，土壊 2出土土器群の時期的位置づけにつ

いて考察を加え，小結としたい。

土壊 2出土土器群については，出土状況から，一括資料とは考え難いが，先述のように型式的

に大きな差は認められないことから，これらは比較的短期間のうちに埋没したと考えられる。

まず，壷では，装飾を施すものは全くなく，丁寧な調整手法を施すものはわずかに認められる
'18) 

が，全般に手法の粗略化が看取される。特に， Al類は，土壊 1出土土器 に比しても，擬口縁

の屈曲及び段が弱いことから新しい要素と考えられる。

甕では，いわゆる布留式甕(B類）が主体を占めるが，比較的新しいと考える口縁端部形態で

ある B2・B 3類が主流となっており，さらに口縁部，体部ともにやや厚手のものが目立つ。調

整手法では，体部内面に施すヘラケズリが頸部より下がった位置以下に施されるものがある。ま

た， Al類は山陰系と考えられる大形甕であるが，体部内面に明確なヘラケズリは施されていな

いようである。

精製三種土器のうち，小型丸底壷では，たとえば， 31は内外面とも丁寧にヘラミガキが施され
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た赤褐色を呈する精製品であるが， 33は丁寧なヘラミガキが施されるものの，厚手で体部が発達

しており，精製品とは言い難い。他にも同様に，手法が粗略化する粗製品であり，精製品はわず

かである。鉢は，有段口縁のもので，内外面とも丁寧にヘラミガキを施す精製品である。器台は，

磨滅のため調整手法は明確ではないが，精良な胎土をもつ。これら精製三種土器は，第14表に示

した如<'小型丸底壷の個体数に対して，器台，鉢の個体数が極端に少ないことから，セット関

係としては不充分な内容を示している。

第14表土壊2出土土器器種構成表
［＊高杯については脚部個体数により算出した。（）内： %] 

¥ 壷 甕 鉢 小型丸底壷 器台 高 杯＊ 総 数

脚部

Al.A2. B Cl C2 D E Al拉 Bl印 BJCD A1A2 Bl B2 ABl印 rusclab 

1317121 2 4 6 161811 1 1 1 1 1 1 12 1 4 I 2 I 12 5 j 26 6 9 133 

個体数 16 58 1 16 1 25 41 133 

(12 .0) (43.6) (0.8) (12.0) (0.8) (30.8) (100) 

高杯においても，杯部では粗製品が大半を占めており，擬口縁手法により成形されるものも少

ない。また，脚部においても大部分が粗製品である。しかし，脚柱部外面にヘラミガキを施すも

のや胎土の精良な製品もわずかながら存在している。

以上の点から，全体として，精製品も存在するが，調整手法等に粗略化の傾向が顕在化するも

のが大半を占める。精製三種土器においても，わずかにセット関係を保っていると考えられるが，

セット関係の崩壊を示唆する内容である。したがって，土壊2出土土器群には，布留式土器の標
19) 

式とされてきた小若江北遺跡出土土器群 に後出する時期，つまり大和の上ノ井手遺跡井戸SE

030下層（安達・木下1974), 摂津の北条遺跡河川状遺構（柳本1983)出土土器群に併行する時

期があたえられよう。

また，当遺跡では，縄文晩期から弥生後期まで，いわゆる生駒山西麓産の胎土をもつ土器が多

く出土しているが，布留式土器群には，胴部細片も含めて，全く生駒山西麓産の胎土を持つ土器

が存在しないことも留意されよう。 （高橋）
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番号

I 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

弥生以降の土器（布留式）観察表

土塙 1出土土器 （第105図）

胎 土

器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考

色 調

壷 口径26.8 0 0.5~1 二重口縁。一旦水平近く開い 屈曲部は擬口縁化。調整は磨 1 

Al 口縁高3.6 良好 た擬口縁上に若干外反して大 滅のため不明。外面横ナデ

残高 3.8 暗灰茶色 きく開く □縁部を付加する。 か。

端部は外傾面を持つ。

土攘 2出土土器 （第 107• 108図）

恒- 口径 12.0 ◎ ~3 口縁部は内湾気味に外上方へ 外面の口縁部は縦．胴部は横 82 

C 1 （頸径 8.6)良好 立ち上がり，丸く収め軽く外 のハケメを施したのちナデ 内面赤褐色

口縁高3.6 淡灰褐色 側へ肥厚する端部。頸部は緩 る。内面の口縁部は横ハケの

残高 8.3 やかに屈曲し，肩部の張りは 後ナデを施し．胴部は強い横

弱い。 ハケを施す。

壷 口径 16.2 0 -1 大きく外反して開く口縁部。 外面は縦ハケの後，横ナデを 9 

C2 残高 6.8 良好 端部は丸く収め外側に肥厚す 施す。

淡褐色 る。

壷 口径 14.7 0 0.5-2 緩やかに二段に屈曲して開く 内面は横ナデ。 13 

B 口縁高3.4 良好 口縁部。端部は丸く収める。 内面暗褐色

残高 3.7 淡褐色

壷 口径 15.0 0 0.5-1 頸部で強く屈曲して外上方に 外面はハケの後横ナデ。 11 

C 1 口縁高3.7 やや軟 直線的に立ち上がる口縁部。 内面の口縁部は横ナデ，頸部

残高 4.6 淡赤褐色 端部は内厚する。 以下はヘラケズリを施す。

壷 口径 13.8 ◎ 0.5-1 外反して開く擬口縁上にさら 外面はナデ。 15 

A2 残高 4.4 良好 に外反する口縁を付加。端部 内面は横ハケの後ナデを施

淡灰褐色 は外傾面を持つ。 す。

甕 ロ径 17.4 0 ~1 強く屈曲した頸部から外上方 外面は横ナデ。頸部にはハケ 105 

C 口縁高3.0 良好 ヘ短く立ち上がる口縁部。端 メが若干残る。内面の口縁部

残高 3.5 灰黄色 部は内厚させる。 は横ハケ．頸部以下はヘラケ

ズリを施す。

壷 口径 10。7 0 ~2 短く外反した擬口縁上にさら 外面は丁寧なナデを施す。 103 

A2 残高 2.5 やや軟 に外上方へ開く口縁を持つ。

灰白色 端部は面を持つ。

甕 口径 15.8 ◎ ~ 0.5 内湾気味に外上方へ開く口縁 外面は横ナデ。口縁端部には 104 

B 1 残高 3.6 良好 部。端部は丸く内肥する。 指頭圧を加える。内面は横ハ

赤褐色 ケの後，ナデを加える。

壷 ロ径 23.4 ◎ ~2 直線的に外上方に開き，稜を 内外共にナデ調整を施す。 67 

A 1 残高 5.2 良好 持つ口縁部。端部は丸く収め

淡灰褐色 外側へ肥厚させる。

壷 口径 14.5 ◎ -1 外上方へ大きく外反する口縁 外面は横ナデ。端部付近には 102 

D 残高 6.6 やや軟 部。端部は内側に丸く肥厚さ 指頭圧を加える。内面は不定

灰褐色 せる。 方向のハケメを施す。

壷 ロ径 12.6 0 -2 頸部で屈曲し，外上方へ立ち 内外共磨滅しているが，外面 101 

D 口縁高7.0 やや軟 上がり外反して終わる口縁 には縦ハケが残る。端部付近

残高 7.5 暗褐色 部。端部は丸く肥厚させる。 に指頭圧を加え．外反させ

る。

壷 ロ径 25.0 0 ~4 外上方へ外反しながら立ち上 外面はナデ。内面はナデ，頸 41 

E 口縁高7.2 やや軟 がる口縁部に端部は尖り気味 部付近には．指頭圧痕が顕著

残高 9.0 赤褐色 に丸く収める。 である。

図版

番号

56- 3 
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13 甕 口径 34.9 ◎ -3 短く外反する擬口縁上にほぼ 内外面共指頭圧を加えた後． 81 

Al 残高 6.5 良好 垂直に立ち上がる口縁を付加 ナデを施す。 内面明褐色

白褐色 する。端部は内傾面を持つ。

14 甕 残尚 8.0 ◎ 2~ 3 短く外反する擬口縁上にほぼ 内外面共ナデを施す。 66 

A 1 （頸径33.4)良好 垂直に立ち上がる口縁を付加 内面明褐色

灰褐色 する。体部は肩が張る。

15 甕 口径 26.2 0 ~2 短く二段に屈曲して外上方へ 外面はナデを施す。 60 

A2 残高 2.5 やや軟 開く口縁部。端部は丸く収め

淡灰褐色 る。

16 甕 口径 23.8 00.5~ 2 短く二段に屈曲して外上方へ 内面の胴部は横ハケ．口縁部 8 

A2 口縁高2.4 やや軟 開く □縁部。端部は丸く収め はナデを施す。

残高 7.2 淡褐色 る。胴部は張りの弱い球形と

思われる。

17 甕 口径 24.0 01-2 短く二段に屈曲して外上方に 外面は磨滅がひどいが．若干 68 

A2 口縁高2.7 やや軟 開く口縁部。端部はつまみ上 ハケメが残る。内面の口縁部

胴径 24.3 灰白色 げるように内厚させる。胴部 はナデ，胴部は横ハケの後ナ

残高 9.2 は張りの弱い球形と思われ デを施す。

る。

18 甕 口径 25.8 01-2 短く二段に屈曲して外上方に 内外面共磨滅がひどいが．胴 59 

A2 口縁高3.4 やや軟 立ち上がる口縁部。端部は丸 部外面に若毛ハケメが残る。 黒斑

残高 5.3 淡灰褐色 く収める。胴部は張りの弱い

球形と思われる。

19 甕 口径 19.4 0 ~1 内湾気味に外上方へ立ち上が 外面は丁寧な横ナデ。内面は 10 

B 1 残高 5.6 良好 る口縁部に端部は丸く内厚す 磨滅ひどく不明。 内面気泡状

灰白褐色 る。 孔が顕著

20 甕 口径 15.2 0 ~2 内湾気味に外上方へ短く立ち 内外面共ナデを施す。 71 56。 2

B 3 口縁高2.2 良好 上がる口縁部に端部は水平に

残高 3.0 淡白褐色 近い狭い面を持つ。

21 甕 口径 13.2 ◎ -1 内湾気味に外上方に立ち上が 外面は頸部に横ハケが 3条残 12 

B3 口縁高3.0 良好 る口縁部に端部は薄く丸く収 るが全体にナデを施す。内面 黒斑

残高 3.9 淡白褐色 める。 胴部ヘラケズリ，口縁部ナデ

を施す。

22 甕 口径 14.6 ◎ ~I 若干外反気味に外上方へ立ち 外面は横ナデ。内面口縁部は 72 

B 1 口縁高2.8 良好 上がる口縁部に端部は丸く内 横板ナデ．頸部以下にはヘラ

残高 5.8 淡白褐色 厚させる。胴部は肩の張る球 ケズリを施し．口縁端部はロ

形と思われる。 縁部調整後内側に折り込む。

23 甕 口径 17.1 ◎ 1~ 2 「く」の字に屈折する頸部か 外面は口縁部ナデ，胴部は縦 62 

C 口縁高3.3 やや軟 ら外反気味に外上方へ立ち上 ハケの後ナデを施す。内面の 内面灰茶色

残高 4.1 褐色 がる口縁部。端部はつまみ上 口縁部は横ハケ，頸部以下は

げ状に尖がる。 ヘラケズリを施す。

24 甕 口径 14.8 0 ~2 内湾して外上方に立ち上がる 外面はナデ施すが，縦ハケ残 63 

B3 口縁高3.2 やや軟 口縁部に端部は丸く収める。 る。内面は横ナデを施す。

残高 4.0 灰褐色

25 甕 口径 17.o 00.5~2.5 内湾して立ち上がる口縁部に 外面は指押えによる成形後． 64 

B2 口縁高3.5 良好 端部は内傾する面を持つ。 ナデを施す。内面の口縁部は

残高 5.5 淡灰褐色 丁寧なナデ．頸部以下は横ヘ

ラケズリを施す。

26 甕 口径 16.8 0 -3 内湾して外上方へ立ち上がる 外面はナデを施す。 57 

B 2 口縁高3.4 良好 口縁部に端部は内傾する面を 内面の口縁部はナデ．頸部以 外面黒斑

残高 4.8 淡灰褐色 持つ。 下は横ヘラケズリを施す。

27 甕 口径 15。7 0 -1 内湾して外上方へ立ち上がる 外面はハケを施した後，ナデ 106 

B 2 残高 2.9 良好 口縁部に端部は面を持ち，若 て消去する。

灰茶白色 干外傾する。 内面はナデを施す。
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胎 土
図版番号 器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考
番号

色 調

28 甕 口径 15.1 0 -1 内湾して外上方へ立ち上がる 外面は強いナデを施す。 107 
B2 口縁高2.4 良好 口縁部に端部は外傾する面を 内面の口縁部はナデ．頸部以

残高 3 .1 灰茶白色 持つ。 下はヘラケズリを施す。

29 甕 頸径 15.0 ◎ ~3 張りの弱い肩部。外面に横 1 外面はハケを施した後，ナデ 73 

残高 4.4 良好 条．縦 3条の線刻文様が焼成 を施す。頸部には強い横ナデ 内面灰褐色

赤褐色 後に施されているが．文様の のため凹線状に粘土が巡る。 ＊外面線刻

実体は不明。 内面は頸部に指頭圧痕を加え 文様

ナデを施す。

30 甕 残高 3.8 0 ~2 「く」の字に屈折する頸部か 内外面共磨耗ひどく不明。 20 

やや軟 ら直線的に広く肩部。肩部に ＊外面竹管

暗灰褐色 は竹管文が約 1cmの間隔で 2 文

つ施される。

31 小型丸 口径 9.8 ◎ ~0.5 口縁部は内湾気味に外上方へ 外面は口縁部ナデ．胴部上半 79 56- 4 
底壷 口縁高2.9 良好 開き．端部はつまみ上げ状に ハケメ．胴部下半ヘラケズリ

Al 胴径 8.7 淡赤褐色 尖らせる。胴部は腰の張る偏 の後．丁寧なヘラミガキを施

残高 6.0 球形を呈する。 す。内面は口縁部ナデの後へ

ラミガキを施す。頸部付近に

指頭圧痕が見られる。

32 小型丸 口径 7.9 ◎ ~3 口縁部は内湾して外上方へ大 外面は口縁部ナデ，胴部上半 77 56- 5 
底壷 口縁高2.4 良好 きく開き．端部は丸く収め 縦ハケ．下半は横ハケを施

A2 胴径 6.4 淡褐色 る。胴部は腰の張る小さな偏 す。内面はナデを施す。

残高 5.8 球形を呈する。

33 小型丸 胴径 8.6 ◎ ~2 腰の張る偏球形を呈す厚手の 外面はハケの後．横ヘラミガ 78 56- 6 

底壷 残高 6.5 良好 胴部。底部には径約 2cmの安 キを丁寧に施す。内面は板ナ

B 1 淡赤褐色 定面を持つ。 デを施す。

34 小型丸 口径 8.2 ◎ -0.2 口縁部は内湾して外上方へ短 外面の口縁部はナデ．胴部上 80 
底壷 口縁高1.3 良好 く開き，端部は尖らせる。胴 半はハケの後ナデ，下半はハ

B2 胴径 8.6 淡黄白色 部は正球形を呈す。 ケを施す。内面は丁寧なナデ

残高 5.3 を施す。

35 高杯 口径 15.8 0 ~3 杯底部から緩やかに移行し大 内外面とも磨滅のため不明。 40 
B2 残高 5.3 良好 きく外反する口縁部に端部は

褐色 丸く収める杯部。

36 高杯 残高 4.0 ◎ ~1 杯底部から緩やかに移行し内 外面は磨滅しているが，底部 6 
B3 良好 湾しながら開く口縁部を持つ には不定方向のヘラ状工具に 外面黒斑

淡赤褐色 杯部。 よる圧痕が見られる。内面は

ハケの後ナデを施す。

37 高杯 口径 16.4 ◎ 0.5-2 杯底部から緩やかに移行し直 外面の口縁部はナデ。杯底部 5 +70 56- 7 
B 1 残高 4.7 良好 線的に外上方へ開く口縁部を ヘラケズリの後ナデを施す。

淡灰褐色 持つ杯部。端部は丸く収め 内面は磨滅のため不明。

る。

38 高杯 残高 5.2 ◎ ~3 杯底部から緩やかに移行しロ 外面は口縁部ナデ。杯底部へ 76 

C やや軟 縁部が立ち上がる椀状の杯 ラケズリの後ナデを施す。

赤褐色 部。 内面は磨滅のため不明。

39 高杯 残高 2.7 0 ~5 杯底部から稜を持って外上方 外面は杯底部ヘラケズリの後 39 
A 良好 ヘ外反気味に開く □縁部を持 ヘラミガキを施す。口縁部板

灰褐色 つ杯部。 ナデを施す。内面は磨滅のた

め不明。

40 高杯 口径 9.8 ◎ -1 杯底部から緩やかに移行しロ 外面は口縁部ナデ，杯底部は 58 

C 残高 5.0 良好 縁部が立ち上がる椀状の杯 不定方向のヘラケズリを施

淡灰褐色 部。 す。内面はナデを施す。
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41 小型器 くびれ部径 ◎ ~3 受部と脚部が貫通する。内湾 外面はナデを施す。内面は受 16 

台 4.2 良好 しながら外上方へ立ち上がる 部ナデ，脚部ヘラケズリの後

残高 2.6 灰褐色 口縁部に直線的に開く脚部を ナデ，頸部には指頭圧を施

持つ。 す。

42 両杯 ロ径 18.o 0 0.5~2 杯底部から緩やかに移行し外 外面は杯底部ヘラミガキ，口 18 

B 2 残高 4.1 やや軟 反して大きく開く口縁部を持 縁部ハケの後ナデを施す。内

淡灰褐色 つ杯部。端部は尖る。 面はナデを施す。

43 鉢 口径 17.2 ◎ ~1 なだらかに二段に屈曲して立 内外面とも丁寧な横ヘラミガ 追 8

残高 3.2 良好 ち上がる口縁部。端部は丸く キを施す。この後内面はナデ

白褐色 内厚する。 を施す。

44 脚 残高 7.4 0 ~2 中央に弱いふくらみを持つ中 内外面とも磨滅のため詳細は 37 

a 1 やや軟 空の脚柱部から屈曲して大き 不明だが，外面にはハケメが

淡灰褐色 く開く脚裾部へ移行する。脚 残り．内面にはシボリがあ

柱部ほぽ中央に未貫通の穿孔 る。

を焼成前に 1個施す。

45 脚 残高 8.2 ◎ ~1 中央から下部にかけて弱いふ 外面は脚柱部縦ヘラミガキの 33 56- 8 

a l 良好 くらみを持つ中空の脚柱部か 後．横ヘラミガキ，裾部には

淡褐色 ら強く屈曲して大きく開く脚 ハケを施す。内面の上端はシ

裾部へ移行する。 ボリを施す。

46 脚 残高 7.7 0 -2 中央に弱いふくらみを持つ中 内外面とも磨滅しているため 74 

b やや軟 空の脚柱部から緩やかに開く 詳細不明だが．内面にはシポ

淡赤褐色 裾部。 リが施される。

47 脚 残高 8.6 ◎ ~2 直線的に開く中空の脚柱部か 外面は脚柱部ハケの後縦ヘラ 38 

a 2 良好 ら屈曲して大きく開く裾部に ミガキ，裾部ハケを施す。内

淡褐色 移行する。 面はナデを施す。

48 脚 残高 5.2 0 ~2 中央にふくらみを持つ短い中 外面は縦ヘラミガキを施す。 55 

a 1 やや軟 空の脚柱部。粘土接合時の処 内面はシポリが残る。

淡灰褐色 理が不充分で内面には突起状

の粘土帯が巡る。

49 脚 残高 8.0 ◎ ~1 杯底からなだらかに移行し中 外面はハケの後ナデを施す。 28 

a 1 良好 央に弱いふくらみを持つ中空 内面はナデを施す。上端には

灰褐色 の脚柱部。裾部は屈曲して開 シボリが残る。

く。

50 脚 残高 7.4 0 ~1 直線的に開く中空の脚柱部か 外面は脚柱部ヘラミガキ，裾 26 

b 良好 らなだらかに大きく開く裾部 部ナデを施す。内面は裾部ナ

淡灰褐色 へ移行する。 デを施す。脚柱部はシボリ残

る。

51 脚 残高 6.7 ◎ ~1 直線的に開く中空の脚柱部か 外面は縦ヘラミガキ。内面は 21 

a 2 軟 ら屈曲して大きく開く裾部へ 磨滅のため不明。穿孔は外か

淡灰褐色 移行する。脚柱部には 1対の らなされる。

穿孔が施される。

52 脚 残高 7.8 00.5-3 中央にふくらみを持つ中空の 内外面とも磨滅のため詳細不 35 

a 1 やや軟 脚柱部から屈曲して大きく開 明。

淡褐色 ＜裾部に移行する。

53 脚 残高 7 .1 ◎ ~l 中央にふくらみを持って開く 外面の脚柱部はヘラミガキ， 27 

a 1 良好 中空の脚柱部から屈曲して大 裾部はナデを施す。内面の裾

淡灰褐色 きく開く裾部へ移行する。 部はナデを施す。脚柱部上端

にシポリあり。

54 脚 残高 6.5 01~3 中央にふくらみを持つ中空の 外面縦ヘラミガキを施す。 23 

a 1 良好 脚柱部。屈覆して裾部へ移行

淡黄褐色 する。
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胎 土
図版

番号 器種 法量 焼 成 形態及び文様 技法・調整 備考
番号

色 調

55 脚 残高 7.9 ◎ -1 ほぽ直線的に伸びる中空の脚 外面は脚柱部ハケの後．縦ヘ 31 
a 2 良好 柱部から屈曲して大きく開く ラミガキを施し細かい横ヘラ

褐色 裾部へ移行する。 ミガキを加える。裾部は横ヘ

ラミガキ。内面はシボリあり。

56 脚 残高 7.6 0 ~2 緩やかに外反しながら開く脚 内外面とも磨滅のため不明。 32 
b やや軟 柱部。内面中位に粘土突起が 内面は粘土突起とその上位に 内面淡赤褐

淡赤褐色 1.5cm幅で付着している。 シボリあり。 色

57 脚 残高 6.0 01~2 ほぼ直線的に開く中空の脚柱 内外面とも磨滅のため不明。 22 

やや軟 部。 内面赤褐色

褐色

58 脚 残高 5.6 ◎ ~1 ほぼ直線的に開く中空の脚柱 外面は脚柱部縦ヘラミガキの 53 

良好 部。厚手の製品。とくに杯底 後，ナデを加える。内面はシ

淡赤褐色 内面から脚柱内面上端の厚さ ボリ。

は3.2cm。

59 脚 残高 6.7 0 ~2 ほぼ直線的に開く中空の脚柱 内外面とも磨滅のため不明。 56 

やや軟 部。厚手の製品。

淡赤褐色

60 脚 残高 5.6 ◎ -1 若干外反しながら開く中空の 内面は横ヘラケズリを施す。 54 

軟 脚柱部。 内面暗灰色

淡赤褐色

61 脚 残高 6.9 ◎ ~1 外反気味に開く中空の脚柱部 外面は縦ハケの後．縦ヘラミ 36 
b 良好 からなだらかに裾部に移行す ガキを施し細かい横ヘラミガ

褐色 る。 キを加える。

62 脚 残高 7 .1 ◎ 0.5~ 1 直線的に開く中空の脚柱部か 外面は縦ハケの後．縦ヘラミ 34 

a 2 良好 ら屈曲してさらに開く裾部へ ガキを施しさらに細かい横ヘ 内面淡赤褐

褐色 移行する。 ラミガキを加える。内面は横 色

ヘラケズリ。

63 脚 残高 5.5 ◎ -1 直線的に開く中空の脚柱部。 外面は縦ハケの後，横ヘラミ 3 

良好 ガキを加える。内面はとくに 内面黄褐色

灰茶色 調整を施さず，粘土接合痕

を明瞭に残す。

64 脚 残高 5.6 ◎ ~2 やや外反気味に開く中空の脚 内面は横ヘラケズリを施す。 30 
b 良好 柱部。 上端にはシポリを残す。

淡灰褐色

65 脚 残高 6.6 0 ~2 ほぽ直線的に開く中空の脚柱 外面は丁寧な縦ヘラミガキの 1 

良好 部。外面下部は指頭圧痕のた 後．上半部にはハケメを文様

白橙色 め薄くなる。 状に施す。下半部には指頭圧

痕。内面は横ヘラケズリを施

す。

66 脚 残高 5.6 0 ~1 やや外反気味に開く中空の脚 内面は横ヘラケズリを施す。 25 

やや軟 柱部。杯底部へはなだらかに

赤褐色 移行する。

67 脚 残高 8.1 ◎ ~1 やや外反気味に開く中空の脚 内面は横ヘラケズリを施す。 2 
a 2 良好 柱部から屈曲してさらに開く 内面は裾部横ナデ。

赤褐色 裾部へ移行する。杯底部へは

屈曲して移行する。

68 脚 残高 7.2 0 ~2 直線的に開く中空の脚柱部。 内面は中位にシボリ残る。 4 

良好

赤褐色

69 脚 残高 7.7 0 ~3 外反しながら開く中空の脚柱 内面は脚柱部は横ヘラケズリ 29 
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b やや軟 部から．なだらかに裾部へ移 を．裾部は横ナデを施す。 内面褐色

赤褐色 行する。

70 脚 残高 4.8 ◎ -1 直線的に比較的大きく開く 内面は横ヘラケズリの後．ナ 52 

やや軟 脚柱部。杯底部へは弱く屈曲 デを施す。

暗褐色 して移行する。

71 脚 残高 3.3 ◎ ~1 直線的に開く中空の脚柱部。 内面はシボリ残る。 51 

やや軟 杯底部へは弱い屈曲を持って

淡灰褐色 移行する。

72 脚 底径 10.3 ◎ ~0.5 直線的に開く中空の脚柱部か 外面はハケの後，ナデを施 75 

a 2 残高 4.1 良好 ら屈曲して大きく開く裾部へ す。

赤褐色 移行する。

73 脚 底径 16.8 ◎ ~1.5 直線的に開く中空の脚柱部か 外面の脚柱部は縦ナデ，裾部 65 

a 2 残高 4.3 やや軟 ら屈曲して．さらに大きく開 は横ナデを施す。内面は裾部

淡灰褐色 ＜裾部へ移行する。裾部は薄 横ハケの後．ナデを施す。

く仕上げる。

74 脚 底径 15.0 0 ~1 ふくらみを持つ脚柱部から， 外面はナデを施す。内面の脚 7 

a 1 残高 3.3 良好 やや外反気味に短く開く裾部 柱部はナデ．裾部はハケの後

白褐色 ヘ屈曲して移行する。裾端部 ナデを施す。

は外傾する面を持ち．ナデの

ため凹みを有する。

75 脚 底径 11.8 0 ~2 脚柱部からなだらかに移行 外面は脚柱部縦ハケ．裾部ナ 24 

b 残高 2.6 良好 し，内湾気味に開く裾部。裾 デを施す。内面は脚柱部ナ

白橙色 端部は狭い平坦面を有する。 デ，裾部ハケの後．ナデを施

す。

第 2節 掘立柱建物および溝

1)概要

llA調査の際， AlO区の弥生遺物包含層最上面で，ほぽ東西に並ぶ柱穴列が検出され，また南

壁際にもこれに平行する柱穴と思われるものが検出された。これが建物になる可能性が高かった

ため，南方へ拡張したところ，同様の柱穴が検出されたので，掘立柱建物と判断した。その後，

llB調査においては，北方への続きは検出されなかったものの，南方および西方にこれと平行か

つ同間隔にある柱穴が数個検出された。

溝は， llA調査の際， A8• AlO区で検出された。 11B調査では，以上の溝の他に， All区で

前回見落していたものが検出されたので，合わせて 3条の溝が検出されたことになる。

この他に，出土遺物がないため，平安時代のものとは断定できないが， DlO• 11区にかけて，

ほぽ楕円状に巡るピット群が検出された。その位置からみて，掘立柱建物に関連するものなのか
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もしれない。また， D10区西方で南北に並ぶ小ピット 2個， ClO区南方でピット 3個が検出され

た。このうちClO区のP3・P 4は掘立柱建物にほぼ平行するので，この南方にあるいはもう 1

棟建物が存在する可能性もあろう。

2)掘立柱建物

a. 遺構（第109図，図版第 2)

llA調査時点では，東西 3間，南北 2間の総柱建物と判断した。各柱穴間の間隔は，東西が東

から2.5·2.25• 1.9m, 南北が北から2.5• l.9mの間隔であり，等間隔になっていない。柱穴11

は，この間隔から西へ多少ずれている。これらの柱穴は，径25~40cmの円形ないし楕円形を呈し，

深さは30~40cmであった。この建物の南北線は，磁北よりgo30 I東へ振れている。

11 B調査では，この掘立柱建物の南方に東西間隔が同じで， 1.75m離れて柱穴3個，柱穴12の

西方に2.25m離れて柱穴 1個，そしてこれが交叉する南西位に柱穴 1個が検出された。各柱穴の

規模は，前述のものと同じである。これらは， llA調査での 3間X 2間の建物と平行する位置を

有しているので，関連することは明白であるが，未検出の柱穴があって， 4間X 3間の建物にな

るのか，あるいは部分的な庇状のものになるのか，判断し難い。ともかく，建物自体としては11

A調査時での判断の 3間X 2間の総柱建物と認識しておきたい。

q
T
_
 

P4 Pl 

P5 

゜P12 P9 P6 ― P3 J. I 

c ◎ t¥ ◎ ◎ 

゜
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I _J 

◎ ◎ 

第 109図 堀立柱建物実測図

→3 



第 6章その他の遺構と遺物 223 

b. 遺物（第110図）

土師器 1・2は『て」字状口縁の

皿で，復元口径13.0• 11.4cm, 器高

1.6・1. 9cm。両者とも灰白色を呈

し，薄手の作りで，胎土は精良であ

る。内面から口縁部外面にかけて横

ナデ，体部・底部外面は未調整。 1

は柱穴i.2は柱穴3出土。

黒色土器 すべて黒色土器A類。 3

ヽぞ芝仁~

゜
10cm 

第 110図 堀立柱柱穴出土土器実測図

は復元口径16.7cm, 器高4.6cmで，体部の器壁が厚い。口縁部内面に 1条の浅い沈線が巡る。内

面底部付近にススが付着している。 4は，復元口径13.0cm,器高4.3cm。5は，底部を欠失して

いて，復元口径14.0cmで，薄手の作りである。口縁端部がつまみ上げられた形状を呈す。 3• 5 

は柱穴 5, 4は柱穴3出土。

3)溝

a. 遺構（図版第 3)

溝 1・2は，ほぼ南北方向に平行して伸びている。検出時の幅は，溝 1が0.4~1.4m,溝 2が

l.1~1.4mほどで，両者とも深さは10cm以内の浅いものであった。両溝の間隔は， 2.5~3.5mで

ある。掘立柱建物の南北軸とほぼ平行して走っていることから，当然この掘立柱建物と密接な関

連を有する溝と考えて良かろう。

溝 3 は，掘立柱建物から西へ約20mほど離れてあり，溝 1• 2とは方向が異なり，やや斜めに

伸びている。検出時の幅は1.1~1.6mほどで，深さは 5cmであった。

これら 3者の溝は北から南の方へ流れていたものと思われ，地形的にみても妥当であろう。

b. 溝 2出土遺物（第111図）

土師器 1は，復元口径21.4cmの甕で，茶褐色を呈す。口縁端部は平坦に処理されている。口縁

部外面下方に指頭圧痕が認められる。外面は横ナデ，内面は口縁部横ハケで，それ以下は板ナデ。

2は，復元口径22.6cmの羽釜で，砂粒を多く

含み，暗灰褐色を呈す。口縁端部が若干凹み，

ロ縁近くに顎を付す。体部外面は縦ハケ，顎

下方から内面にかけて横ナデ。黒色土器 3 

は，黒色土器A類の底部片。復元高台径9.4C 

mで，高台は三角形状である。

須恵器 4は，復元底径7.2cmで，壷類の底

部片と思われる。

〉 ご讐ー～
亡,-=-・

一麟仰;rFi1

＼こ〗
第;~1 図溝 2 出土土器実測図

~
臼

~m4 
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4)小結

掘立柱建物の年代は，柱穴から出土した土師皿から推察できる。この土師皿は，『て」字状口

縁で，薄手の作りであることが特徴的である。口酒井遺跡の近辺でみると，尼崎市金楽寺貝塚か

ら類似のものが出土しており， 9世紀後半~10世紀とされている（岡田・兼康1976)。また，平

安京跡の例でみると，左京内膳町SK19出土の土師皿に近いものと思われ，これは10世紀後葉に

比定されている（平良はか1980)。黒色土器A類も土師器と一括で出土しているので，ほぼ同時

期のものと見て良かろう。したがって，平安京跡での年代観に従えば，この掘立柱建物は10世紀

後葉を中心とした年代でとらえることが可能と思われる。次に溝に関しては，掘立柱建物柱穴出

土のような土師皿は出土していないが，溝 2出土の羽釜は，金楽寺貝塚でも出土していて， 10~

11世紀とされている（岡田1982)。この溝 1• 2に関しては，前述したように掘立柱建物と密接

に関連するものとみられるので，掘立柱建物とほぼ同じ時期と考えておいて良かろう。溝3に関

しては，その方向が以上の掘立柱建物や溝 1・2と異なり，出土遺物も少ないため，不明である。

このように，掘立柱建物，溝 1・2は，平安中期，ほぼ10世紀後葉の年代が考えられ，この時

代の遺構・遺物が検出されたことは，今回の調査成果の一つに挙げても良いであろう。なお，本

次調査のA·C•D 区は，「伊丹市史」の条里復原によると，二条三里十五坪ないしは二十二坪

に含まれるようであるが，「尼崎市史』によると二条四里に相当する（岡野ほか1966) とされて

いて，若干のくい違いはみられるものの，溝 1• 2は，ほぼ南北方向に向いており，そのような

条里の痕跡を示すものであろう。 （定森）
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第 7章 出土土器の胎土の構成鉱物と

その胎土の産地特定

要 旨

伊丹市口酒井遺跡出土の土器片には，胎土中に角閃石を含むものと含まないものとが

ある。含むものにも 2種類がある。 1つは普通角閃石のみを含み，他は普通角閃石とカ

ンミングト角閃石とを含む。普通角閃石とカンミングト角閃石とを含む胎土は生駒山西

麓の淡暗緑色を呈する粘土であると特定してよい。

1 . はじめに

菅原正明氏は「生駒山西麓の土器Jと呼称せられているものの胎土を，科学的に追求するため，

チームを組織して調査研究に当り，その成果は昭和54年 3月刊行の「東山遺跡」に収録せられて

いる。

兵庫県伊丹市の口酒井遺跡は縄文晩期から平安時代に亘る複合遺跡である。ここでは各時代の

土器片が豊富に出土した（弥生前期の土器も少量出土）。土器片の胎土は角閃石を含むものと含

まないものとがあるが，角閃石は弥生中・後期の土器片の胎土のみならず，縄文晩期の土器片の

胎土にも認められた。角閃石を含むと否とに拘わらず，今回筆者は本遺跡出土の土器片胎土につ

き，それらの構成鉱物を同定し，胎土として用いられた岩石の崩壊土（または粘土）の産地を特

定できるかどうか，研究を試みた。

鉱物の同定は「鉱物種Jのレベルに於いて行うことに勉めた。そのため偏光顕微鏡による薄片

観察法と X線粉末回折法とを併用した。薄片観察に於いては種々の光学性を測定し，回折図形の

解析に当ってはA. S. T. M. カードを十二分に活用した。カンミングト角閃石と曹灰長石と

の同定は本研究に於いては最も重要な意義をもつと考えられたので，これらの同定に当っては，

サウス・ダコダ（アメリカ）産のカンミングト角閃石，ラプラドル（カナダ）産の曹灰長石につ

いても X線粉末回折図形を描出して，これらの図形と試料に含まれているカンミングト角閃石，

曹灰長石の粉末回折図形とをそれぞれ比較して同定に誤りなきを期した。

因みに，長石，角閃石などというものは鉱物種ではなく，鉱物学上の基本構造を同じくする鉱

物種のグループ名である。長石には11種の，角閃石には27種の鉱物種がある。

2 . 試料の採取（第112図）

A. 縄文晩期の土器片

試料の採取地点は第112図に示してある。図のように，対称とした発掘区域は， A8•A9•

AlO•All·A12, C 8・C 9• ClO• Cll• Cl2, DlO• Dll• D12区であり，試料はAllか

ら1点， C8から 5点， Cllから 1点， C12から 2点， Dllから 2点を選びとった。これら11個
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の土器片は肉眼観察によって，角閃石を含んでいるものをB,含んでいないものをA,判別困難

なものをCとした。これにより， 11個の土器片のうち， 5個は Bに， 2個はCに，残りの 4個は

Aに級別されることになった。 Bに属するものには， 1 , 2 , 3 , 4 , 5と番号を付し，同様に

C及びAに属するものにも，それぞれ 1, 2および 1, 2, 3, 4と番号を付した。このように

して，各試料を例えばC8-B1, D11-C2のように表示した。

• Sl-02~SX-01 

→ 一:-~: ――lー~三『
L------, Cll , C12 

C10 1 

● B5 , oA2 
:OA4 

， 

10m 

@SD-05 

＇ ＇ ， 
AB A9 

CB cs ． Bl o Al 
● B2 <> Cl 
● B3 

@ SI← 01 

● 肉眼観察で角閃石を含むもの

〇肉眼観察で角閃石を含まないもの 縄文土器片

() 肉眼銭察では何れとも判別困難なもの ｝ 
第 112図試料の採取地点

⑥ 弥生式土器片

B. 弥生中・後期の土器片

試料の採取地点は同じく第112図に示してある。試料は溝 5から 1点，落込 1から 2点，住居址

1から 1点，住居址2から 2点を選びとった。これらの各試料は採取地点名を記号化して採用し，

S D-05, S X-01, S X--01', SI -01, SI -02, SI -02'と表示した。これらの土器

片はそれぞれ甕胴部，同じく甕胴部，高杯口縁部，広口壷口縁部，高杯脚部，壷胴部である。

3. 土器片の厚さと色調

縄文土器片の厚さと色調は第15表に，また弥生式土器片の厚さと色調は第16表に示してある。

色調は多くの場合，表面と内部とで異なっているため，表面の色調と内部の色調とを併記してお

しヽた。

4 . 粘土と胎土

造岩鉱物は水または温泉水などの働きを受けると変質する。造岩鉱物のうち，長石グループは

主にカオリナイト，ハロイサイトなどに，雲母グループは主にカオリナイト，モンモリロナイト，

バーミキュライト，緑泥石などに，角閃石グループや輝石グループは主に緑泥石に，檄攪石グルー

プは主に蛇紋石に変質する。もとの鉱物を初生鉱物といい，初生鉱物が変質して新たに生成した

ものを二次鉱物という。石英は水や温泉水によって変質することはない。このような変質は徐々

に進行する。二次鉱物の混合団塊を粘土という。しかし粘土中にはまだ変質していない初生鉱物

の断片を混じている場合が普通である。粘土が流水によって流されて行く場合は，その間に可な

り選別され，例えば「カオリナイト層』と呼ばれるような地層ができ上がることもある。
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岩石が水または温泉水などによって変質して粘土を生成する場合，原岩石の相違によって生成

する粘土の構成鉱物も相違する。粘土は土器，陶磁器の胎土として利用せられて来た。胎土の構

成鉱物を同定することによって， もともとの粘土の構成鉱物を推定することができ（たとい焼成

せられていても），推定せられた構成鉱物の組合わせから粘土の原岩石を推定することが可能で

ある場合がある。 二次鉱物の一粒一粒は一般に極めて小さく，肉眼で同定することは不可能で

ある。二次鉱物の同定にはX線粉末回折法によるのが最もよい。

5. 縄文晩期の土器片の胎土（第113図， 第15表）

縄文晩期の土器片11個の胎土の構成鉱物を第15表の第 7欄に掲げておく。構成鉱物の組合せか

ら胎土として使用せられた素材（岩石の崩壊土，粘土）の原岩石を推定した。これらの結果を同

じく第15表の第8欄に掲げておく。

C12-A4, C12-A 2, C8-Al及びAll-A3の胎土は花コウ岩の崩壊土（またはそれ

に由来する粘土）， D11-C2の胎土は閃緑岩の崩壊土（またはそれに由来する粘土）， Cll-

B5, C8-B2及びCS-Blの胎土は花コウ岩の崩壊土（またはそれに由来する粘土）と閃

緑岩の崩壊土（またはそれに由来する粘土）との混合物， Dll-B4とC8-Clの胎土はメタ

斑レイ岩の崩壊土（またはそれに由来する粘土）と花コウ岩の崩壊土（またはそれに由来する粘

土）との混合物，最後にC8-B3の胎土は主としてメタ斑レイ岩の崩壊土（またはそれに由来

する粘土）であると判断せられる。

Dll-B4, C8-Cl及びC8-B3の胎土には普通角閃岩とカンミングト角閃岩とが含ま
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第 113図 C8-ClのX線粉末回折図形

--~ キ

PL : 曹灰長石， A: 普通角閃石，

V: パーミキュライト， Q: 石

A' 

英，

：カンミングト角閃石

K: 正長石
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れている。この事実は極めて重要である。胎土として用いられた岩石の崩壊土（または粘土）の

産地を特定し得る手懸りとなる筈である。 C8-ClのX線粉末回折図形の一部を第113図とし

て掲げておく。 X線粉末回折図形の描出はすべて次の条件下で行われた。

Radiation Co-Ka 

Voltage & Current 35kV & lOmA 

Time constant 4 sec. 

Scanning speed 1°/min. 

Chart speed 2 cm/min. 

Room temperature 21 ℃ 

6. 弥生中・後期の土器片の胎土（第16表）

弥生中・後期の土器片 6個のうち， SX-01', S I-02', SD-05及びSI -01は褐・茶

ないし赤色系の色調を帯び， SX-01とSI-02は白色系の色調を呈していた。よって前者をB

グループとし，後者をAグループとした。

(1) Bグループ

Bグループに属する土器片 4個の胎土の構成鉱物を第16表の第7欄に掲げておく。構成鉱物の

組合わせから胎土として使用せられた素材（岩石の崩壊土，粘土）の原岩石を推定した。これら

の結果を同じく第16表の第 8欄に掲げておく。

S X -01', S I -02'の胎土は花コウ岩の崩壊土（またはそれに由来する粘土）， SD-05 

の胎土は花コウ閃緑岩の崩壊土（またはそれに由来する粘土）， SI -01の胎土は主としてメタ斑

レイ岩の崩壊土（またはそれに由来する粘土）であると判断せられる。 SI -01の胎土にも普通

角閃石とカンミングト角閃石との 2種の角閃石が含まれている。よって， Bグループに属するも

のの胎土は先きに述べた縄文晩期の土器片の胎土と同種のものである。

S X-01'とSI -02'の表面の部分は淡ベンガラ色を呈し，また SI -02'では内部の胎土

も多少赤味を帯びていたが，このような色調は赤鉄鉱（ベンガラ）によるものであることが理解

される。 SD-05とSI -01の胎土中にも赤鉄鉱の存在が認められた。

このような事実から弥生中・後期に於いては，土器の製作時にベンガラを土器の彩色に用いた

と思われる。

(2) Aグループ

Aグループに属する土器片 2個の胎土の構成鉱物並びに構成鉱物の組合わせから胎土として使

用せられた素材（岩石の崩壊土，粘土）の推定原岩石を第16表の第 8欄に掲げておく。これらの

胎土は半花コウ岩の崩壊土（またはそれに由来する粘土）であると判断せられる。半花コウ岩の

崩壊土（またはそれに由来する粘土）は今日陶磁器の原料として広く用いられている。
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7 . 胎土の産地考察

大阪市周辺地域で出土する弥生

式土器のうち，その色調が褐色系

のものの胎土については，生駒山

西麓の粘土が用いられたと考えら

れている。その根拠はこれらの土

器の胎土には陽々角閃石の結晶が

存在しているためである。

しかし，角閃石は種々の中性岩

の主要構成鉱物であり，酸性岩の

構成鉱物である場合もある（角閃

石花コウ岩など）。のみならず，

種々の変成岩やある種の堆積岩の

構成鉱物でもある。したがって，

胎土の中に角閃石が存在するから

とて直ちにそれが生駒山西麓の粘

土であるとはいえない。

生駒山は主として「メタ斑レイ

岩」（角閃石斑レイ岩ともいう）か

ら成る。メタ斑レイ岩の岩体は東

西約3km,南北約4kmに達し，岩

体の北・東・南側は領家コンプレッ

クスに接し，西側は鮮新一更新世

の堆梢土（大阪層群）でおおわれ

ている。領家コンプレックスは多

少葉理が発達した花コウ岩である

が，所どころ小規模に花コウ閃緑

岩，石英閃緑岩，閃緑岩などに移

行している。 したがって，生駒山
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の西麓にはメタ斑レイ岩を始め，

これら諸種の岩石に由来する粘土

が存在していてもよい筈である。

花コウ岩，花コウ閃緑岩，石英

閃緑岩，閃緑岩などの酸性岩や中

性岩は近畿地方でも諸所に分布し
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ている。しかしメタ斑レイ岩（塩甚性岩）は生駒山のほか近畿地方では奈良県・三重県で合せて

数個所小規模なものが見られるに過ぎない。

口酒井遺跡出土の縄文晩期の土器片D11-B4 C 8-C 1, C 8-B 3並びに弥生後期の土

器片SI-01の胎土はメタ斑レイ岩の崩壊土（またはそれに由来する粘土）であると判断せられ

たが，これが生駒山西麓に産する粘土であると特定できるか否か，これが目下の課題である。

8. 生駒山西麓粘土（第114図，第17表）

昭和6碑 5月9日，筆者は南博史，森下英治，高橋 潔，福田 敬の諸氏と共に，下村晴文，

才原金弘両氏の案内で東大阪市上四条町の生駒山メタ斑レイ岩体の西南端に赴き，粘土塊とメタ

斑レイ岩と思われる岩石（一

見閃緑岩のようにも見える）

の一塊を採取して来た。粘土

塊は淡暗緑色を呈し，白色の

鉱物と黒色の鉱物とが点在し

ている。メタ斑レイ岩と思わ

れる岩石は粗粒質で同様に白

構成鉱物

第17表生駒山西麓粘土と生駒山岩石の構成鉱物

生駒山西麓粘土

曹灰長石

普通角閃石

カンミングト角閃石（少量）

カオリナイト

加水ハロイサイト（少量）

バーミキュライト（少量）

生駒山岩石

曹灰長石

普通角閃石

カンミングト角閃石（少量）

磁鉄鉱（極少量）

チタン鉄鉱（極少量）

色鉱物と黒色鉱物とから成る。この粘土及びメタ斑レイ岩と思われる岩石について，それらの構

成鉱物を厳密に同定した。その結果は第17表の通りである。

ビ

第 114図 生駒山西麓粘土のX線粉末回折図形 KA : カオリナイト， HHA:加水ハロイサイト，

V: バーミキュライト， Q: 石英，

A: 普通角閃石， A': カンミングト角閃石
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よって，メタ斑レイ岩と思われた岩石は正にメタ斑レイ岩であるが，このメタ斑レイ岩は普通

角閃石のはかカンミングト角閃石をも含有している『cummingtonitebearing hornblendegabbro』

と呼ばれている特異な岩石である。日本列島では福島県阿武隈台地の 2ケ所に分布することが19

58年紫藤文子博士によって報告せられているのみである。

粘土の構成鉱物は曹灰長石，普通角閃石，カンミングト角閃石，カオリナイト，加水ハロイサ

イト及びバーミキュライトであるから，この粘土は cummingtonitebearing hornblende gabbro 

に由来するものであることがはっきりした。目分量では粘土の約40%はカオリナイトと加水ハロ

サイトとであるようである。

尚，粘土を水簸して得た微小粒のX線粉末回折図形を第114図として掲げておく。図形はカオ

リナイト，加水ハロサイト及びバーミキュライトの混合物であることを示している。（水簸不十

分のためか少量の普通角閃石，カンミングト角閃石及び石英がまだ残留している）。バーミキュ

ライトは酸性岩と塩基性岩との接触部に屡々二次鉱物としても生成する。

9. 口酒井遺跡出土の土器片，生駒山西麓粘土，

生駒山メタ斑レイ岩，これら三者の関係

口酒井遺跡出土の土器片のうち，縄文晩期の土器片Dll-B4, C8-Cl, C8-B3及び

弥生後期の土器片S1-01には曹灰長石，普通角閃石，カンミングト角閃石及びバーミキュライ

トが含まれている。

生駒山メタ斑レイ岩は曹灰長石，普通角閃石及びカンミングト角閃石を主構成鉱物とする特異

なメタ斑レイ岩である。岩石学的には平衡に達しないまま固結した岩石で，いわば未成熟で生ま

れ出た嬰児のようなものである。平衡に達した後固結しておればカンミングト角閃石は普通角閃

石になっていた筈である。

生駒山西麓粘土は曹灰長石，普通角閃石，カンミングト角閃石，カオリナイト，加水ハロイサ

イト及びバーミキュライトの混合団塊である。

生駒山メタ斑レイ岩，生駒山西麓粘土，上記の土器片，これら 3者には曹灰長石，普通角閃石

及びカンミングト角閃石の共存により，直系の血縁関係にあることが分かる。正に親・子・孫の

関係にある。生駒山西麓粘土を構成するカオリナイトと加水ハロイサイトは曹灰長石の変質によ

り生成した二次鉱物と考えてよい。長石グループが風化作用などによって，カオリナイト，ハロ

イサイト，加水ハロイサイトなどに変質することはよく知られている現象である。また先きに述

べておいたように，酸性岩と塩基性岩との接触部にはバーミキュライトが生成することが知られ

ている。西麓粘土中のバーミキュライトは接触部に生成したものがたまたま混人したものであろ

う。土器片中にカオリナイトや加水ハロイサイトが存在しないのは粘土が焼かれたためである。

カオリナイトや加水ハロイサイトは加熱すると400~600℃で崩壊する。

今や口酒井遺跡出土の土器片Dll-B4, C8-Cl, C8-B3及びSI-01の胎土が生駒

山西麓粘土であることは疑う余地がない。
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先きに述べたように，生駒山西麓粘土の約40%はカオリナイトと加水ハロイサイトであるよう

である。カオリナイトや加水ハロイサイトは可塑性に富んでいる。このような粘土を胎土として

用いると成形し易く，曹灰長石，普通角閃石，カンミングト角閃石などの存在は成形時器物の形

状の維持に役立つに違いない。

10. 要約

1 . 胎土に含まれている鉱物を「鉱物種』のレベルに於いて同定すれば，胎土として利用せられ

た粘土の産地は可なりの確度で特定可能な場合があるようである。伊丹市口酒井遺跡出土の土

器片17個のうち，数個のものの胎土は生駒山西麓粘土を使用したものである。

2. 口酒井遺跡出土の土器片の中には弥生期の土器片のみならず，縄文晩期の土器片にもそれら

の胎土が生駒山西麓粘土であるものがある。

3. 口酒井遺跡出土の弥生期の土器片にはそれらの胎土にベンガラを混入したものがある。
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第 8章 考 察

第 1節 縄文晩期刻目凸帯文土器について

本節では第4章において報告した縄文晩期後半の土器群の特徴に再度注目し，当該期の口酒井

遺跡の特徴についてまとめ考察としたい。

今回出土した西群・東群の土器群については，既に第4章において西群から東群へという前後

関係で捉えることができると述べたが，これらを畿内周辺の該期の諸遺跡の中での土器群との比

較検討を行う必要がある。従ってまず第一に，周辺の遺跡のうち一括性の高い資料について抽出

し，比較検討の材料としたい。以下列挙する。

1)平安京高倉宮下層遺跡南群

遺跡の概要

平安京高倉宮・曇華院第5次調査（京都市中京区東洞院三条東入：昭和62年調査）において，縄

文晩期後半の貯蔵穴など土壊数基のほか遺物包含層を検出，土器・石器・土偶・石棒などが出土

した（南1988)。そして，これらの土器の出土地点を詳細に検討した結果，北群と南群の 2つの

グループを確認し，それぞれの中での土器類の検討と両グループでの比較検討を行っている。

土器の内容

深鉢：口縁端部刻目（滋賀里1V式的），一条凸帯など，凸帯文土器古相を示す土器群。従来の船

橋タイプが主。

浅鉢：肩部で屈曲を持つもの，波状口縁のものが主体。若干の皿形が含まれる。

2)口酒井遺跡第 6次調査資料

土器の内容

泉氏が『口酒井期』として示したものである（泉1986)。

深鉢：一条凸帯で口縁端部に刻目を持つ。凸帯文土器は古相，口縁端部は面取り，凸帯は丁寧に

調整されている。

浅鉢：大半が肩部に屈曲を持つ。波状口縁（籾痕）。

3)平安京高倉宮下層遺跡北群

土器の内容

深鉢：長原的な形態を持つものが主体（凸帯文新相）。

浅鉢：肩部屈曲タイプがなく，椀皿形が主流をしめる。大形で口縁部が外反し肩部が屈曲する
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『脱浅鉢タイプ 20)」というべき，従来の浅鉢と違った新しい要素を含んでいる。

4) 宇治市寺界道遺跡SK-01•02

遺跡の概要

昭和60年宇治市教委によって発掘調査が行われ，縄文晩期後半の貯蔵穴2基が見つかった（杉本

ほか1988)。

土器の内容

深鉢：船橋的凸帯文を主体とする。口唇に刻目をもつ資料（滋賀里IV)がわずかにある。

浅鉢：肩部屈曲タイプがなく，椀皿形のみである。また，脱浅鉢タイプを含んでいる。

胎土B:約60点の土器中に 1点のみ。

5)大阪市長原遺跡

遺跡の概要

縄文晩期最終末「長原式」の標式遺跡。河内平野の南端，河内台地の縁辺部に位置する。

土器の内容

深鉢：凸帯文新相の典型である。家根氏が「長原式」との個別型式名称を与えたものである。

浅鉢：椀形が主流。脱浅鉢タイプをふくむ。

胎土B:報告された土器の約8割。

6)堺市鈴の宮遺跡

遺跡の概要

大阪湾に注ぐ石津川右岸の沖積段丘に位置する。

土器の内容

深鉢：長原的な形態を持つ。

浅鉢：内面沈線を持つ皿形が 1点あるがそのほかはすべて椀形である。脱浅鉢タイプから壷形土

器との中間形態的な土器もある。

胎土B:報告された土器101片中に36点。

7)天理市前裁遺跡

遺跡の概要

自然河川を埋める堆積土中より出土。

土器の内容

深鉢：長原的な形態をもつ凸帯文新相であるが，多分に地域性を含む。

浅鉢：椀形のみ。脱浅鉢タイプを含む。

胎土B:報告された土器49片中に18片。



8)堺市船尾西遺跡

遺跡の概要

自然河川の河床部より出土。

土器の内容

深鉢：長原的形態の凸帯文新相。

浅鉢：出土なし。

胎土B:60バーセントを越える比率。
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凸帯文土器については，昭和52年和歌山県瀬戸遺跡の資料を用いた中村友博氏の分析がある

（中村1977)。これは刻目凸帯文土器の凸帯の貼付け方と凸帯上の刻目との相関性を分析する中

で，編年の可能性を指摘したものである。その後家根氏はこの方法を継承発展させ，晩期後半を

滋賀里IV→船橋→長原に編年した（家根1984)。また，泉氏は滋賀里IVと船橋の間に口酒井第 6

次調査の資料をもとに『口酒井期』を設定し，九州の山の寺式に併行すると解釈した（泉1986)。

これらの編年の指標は，主に深鉢にある。家根氏の言を借用すれば，『口縁部凸帯の変化が，

一連の手抜きのエ程として理解できる。」と言うように，深鉢の口縁端部形態をその主たる分析の

基準にしている。一方，中村健二及び筆者は同じ分類基準を基に寺界道遺跡の土壊出土の一括性

の高い資料を分析した。その結果深鉢についてはいくつかのバリエーションで構成されていたこ

とを指摘し，深鉢口縁端部の形態が，必ずしも編年の指標とはなり得ないことを示唆した。

今回口酒井第11次調査の凸帯文土器を分析する中においても，西群・東群それぞれの口縁形態

が同じバリエーションで構成され，両群の間に明確な相違がないことがわかった。それに対して

浅鉢においては，明らかな相違が見られそこに時間差が想定される。そこで，本稿では浅鉢に着

目し，前記の諸例及び今回の西群・東群が保持する各種浅鉢の時間的変遷についての検討を行っ

た。

(1) 高倉宮南群，口酒井第 6次資料

肩部屈曲及び口縁波状のもの。これらは口径18cmから24cmのもので屈曲の角度は， 90~100°

のものが主流である。肩部直上と口縁直下に沈線をもつものが多い。他に口縁部を肥厚させ段を

形成するものもある。立ち上がりが約 2cmのものと，約4cmのものがある。

(2) 高倉宮北群，寺界道 SK-0 1 , 口酒井西群資料

内面沈線を持つ皿形の浅鉢を主体とする。わずかに肩部屈曲のものがある。また，脱浅鉢タイ

プもみられる。

(3) 寺界道SK-0 2, 口酒井東群，長原，前裁，鈴の宮，船尾西資料

椀形を主体とする。脱浅鉢タイプもある。

以上三段階の変遷を指摘した。この変遷に伴って，泉氏が指摘したように，浅鉢の構成比の減

少が認められる。泉氏はこれを，『西日本の後晩期の器種構成は安定しており，煮沸用の深鉢が
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約73%,食事を盛る浅鉢が23%,その他が4%ぐらいである。凸帯文期の当初はこの比率が守ら

れているが，米を貯蔵する為の壷の増加に伴って浅鉢の比率が相体的に減少し，板付 I式期には

残存的になって，板付II式期には全西日本的に浅鉢はなくなる。縄文的食事習俗の終了である。」

と解釈する（泉1986)。

今回の調査では，浅鉢が減少する状況と共に，浅鉢を構成する各器種の変化も同じく認められ

ることを指摘した。これは単なる縄文的容器の消滅と解釈できるものか疑問が残る。その意義に

ついては別稿にゆずることとし，今回は問題点の提示にとどめておきたい。

浅鉢に加えて今一つの問題点が提起された。それは報文中において，分類の第一の基準となっ

た胎土A•B に関する問題である。胎土 B については第 7 章において胎土分析を行った結果，生

駒山西麓の粘土を用いている可能性が高いことが証明されている。以下今回の調査で明らかになっ

た現象について簡単にまとめる。

現象 1 胎土A•B の比率は西群において 4 : 6, 東群は 3: 7に近い。

現象2 胎土Aにおける口縁部凸帯各類の構成は，凸A(口縁より下がって凸帯を貼付けるタイ

プ）を主体とし，凸 D(垂れ下がり凸帯）を特有とする。

現象3 胎土Bにおける口縁部凸帯各類の構成は，凸B(口縁に接して凸帯を貼付けるタイプ）

を主体とし，凸C(口縁端に凸帯粘土を被せるタイプ）を特有とする。

現象4 胎土Aにおける底部各類の構成はW類が主体であり， 11I類を特有とする。

現象5 胎土Bにおける底部各類は， II類を主体とし， I類を特有とする。

現象6 浅鉢形土器の大半が，胎土Aであるのに対して，壷形土器は胎土Bであった。

ところで胎土Bは角閃石が肉

眼観察で確認できるもので，従

来所謂『生駒西麓産』と称され

てきたものである。今回の胎土

分析の結果，かなりの確率で生

駒西麓産であったことが証明さ

れた。つまり，口酒井遺跡にお

いては，凸帯文土器のうち 6~

7割と言う高率で胎土Bが搬入

されていたことになる。

ここで言う『胎土 Bの搬入』

とは粘土の移動と ，土器の移動

の二通りの意味をもつ。現象2

六甲山
▲ 

篠原． 

゜~5 では凸帯細部形態，及び底 l ←——__J10km 
I• 鈴の宮

第 115図 大阪湾周辺の縄文晩期主要遺跡位置図

二J::山
▲ 

部形態との相違が， 胎土A•B （木原1978を基に改変した。）
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の区別と相関関係にあることを指摘した。これは胎土Bが『土器Jの形で生駒西麓から搬入され

ていることを裏づけるものであろう。なお，生駒山との地理的関係については，周辺の著名な遺

跡を含めて第115図に示しておく（木原1985より作成）。

さらに，西群から東群へと推移するうえで胎土Bの比率が増加している。一方，先に触れた諸

遺跡においても，時期が下るに連れて，胎土Bの増加が窺える。

搬入土器が高率を占めるこのような現象について，その要因を考えるとき，それが縄文文化の

中で一つの普遍的な要素であるのか，あるいは縄文から弥生への一大画期における特異な現象で

あったのか，これを峻別することは現段階では材料を持ち合わせておらず，不可能である。今後

の問題としたい。 （南）

第 2節 弥生中期後半・後期の土器について

1) はじめに

口酒井遺跡の弥生式土器は今回の調査においてまとまった資料を得ることができた。特に中期

後半・後期では住居址などの居住域を調査したために良好な一括資料が多い。本稿ではそれらの

土器群の内容を検討し，周辺の遺跡出土資料との比較を通じて，その編年的位置づけについて考

察していきたい。

検討に供する資料は，中期後半のものに住居址3・溝 5・溝4・溝7・落込 lがあり，後期の

ものに住居址 1• 住居址2• 土壊 3がある。以上の各遺構出土土器資料の器種組成の変化をまず

把握し，その後中期後半のものは，文様や調整手法などの属性の時間的変化を追究し，後期のも

のは中葉の基準資料とされる田能遺跡第6Y調査区第 2溝との比較を通じて論述していくことに

する。

尚，本稿の執筆はおもに器種組成について緒方が，中期後半土器について森下が，後期土器に

ついて中村がそれぞれ担当した。

2) 器種組成とその変化について

前記の各遺構からは，壷形土器・甕形土器・鉢形土器・高杯形土器などの日常容器が出土して

いる。中期後半土器・後期土器それぞれ口縁部をもとにして算出した器種組成は第12• 13表に示

した。

中・後期の土器を大別して見た場合，後期に至って，土器の小形化，壷形土器の減少，器面調

整の不十分さ，回転台の揚棄，無文化など，中期と後期の様式区分を明確に画する変化が起きる。

これは器種構成の変化を伴うものである。

壷形土器の構成比率に着目すると，溝5が26.5%,溝4が50.0%,落込 lが18.6%,住居址 1

が9.8%,住居址2が16.4%となる。これらの数値に変動が大きいのは，遺構の性格や資料数の

少ないことに起因しているようだが，他の構成種の変異に左右されているとも思われる。日常的
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性格の強い甕形土器と比較することによって数値はより具現化される。第116図によれば，壷形

土器は，溝5が61.9%,溝4が76.2%と甕形土器を大きく凌駕するのに対して，落込 1'住居址

1 . 住居址 2ではそれが逆転し，壷形土器の構成比率が大きく減少していることが判る。

溝 5

この変化を近接する田能遺跡でみてみよう。田

能遺跡第二様式は壷形土器28%,甕形土器46%,
溝 4

鉢形土器5%で，第三～四様式は壷形土器29.8飴 ，落込 l 

甕形土器43.6%,鉢形土器12.3%,高杯形土器 住居址 l

12.8%で，第五様式は壷形土器15.6%,甕形土器 住居址2

55.6笈鉢形土器11.4劣，高杯形土器16.3%にな
土壊 2 

り，口酒井遺跡における壷形土器の減少，甕形土

壷形土器 甕形土器
,,,,,,:,:,:, 亘'!'!Yi!ii!J!J;)'!!J!H/1<%租祖；,:,:,:, 巨；亘：；] 

＼ 

J'J'@UJJJ●：； JU']'!H/'i'/J;)!f')/亘；?, 月H-¥]租含%¥:HJ租亘>'U -
斎翁HH

ヽ
ii蒻翁•．・：；翁!HJ

／ 

!//!}(!/!,)) 

第 116図壷甕数量比模式図

器の増加という器種組成の変化と軌をーにしている。こうした器種構成の変化は他地域の遺跡で

も見られる現象である。

ところで，落込 1の土器は第四様式に比定でき，明らかに中期に所属するものと思われるが，

器種組成からみれば後期的要素が強いといえる。次項では器種組成変化の内容を各器種毎の形態，

文様等の変化を追求することによってより具体化していく。

3) 弥生中期後半の土器

a. はじめに

今回口酒井遺跡において出土した中期後半の土器群は数は少ないものの，遺構出土の一括資料

がある。これらの編年的位置づけを検討する過程で当地域（猪名川流域）の中期弥生式土器編年

の問題点が想起された。一例をあげれば，溝5では「土器集成」（佐原1968)において第二様式の

指標とされる複帯構成の櫛描直線文の土器，第三様式（古）とされる櫛描文を盛用する土器，同

（新）とされる口縁端部凹線文A種をもち，体部櫛描文様の土器，第四様式とされる頸部凹線文

B種の土器がすべて共伴している。これらは出土状況から見て混在とは考えられないものであっ

た。

ロ酒井遺跡の南東約200m,同じ猪名川の自然堤防上に位置する田能遺跡においては，「第 4調

査区第 5~7溝から出土した大量の弥生式土器中には，明らかに第三様式に含まれるものと，第

四様式に分けられるものとが混在していた』ことが指摘され，その状況について報告者の福井氏

は「土器を各個体別に時期別に分離することは，実情に即してないと同時に，困難であって各時

期を単純化してしまうことにもなる。各器種を含むセットとして一時期の総体を把えなければ本

来の時期の設定は不可能である。』と述べている（福井1982)。

本稿においては，今回出土した広口壷形土器資料を中心に，猪名川水系に所属するそのほかの

遺跡より出土した資料も加え，従来第三～四様式として捉えられてきた中期弥生式土器の様式内

容の再検討を行い，今回出土した土器の編年的位置づけについて若干の考察を試みたい。検討す

るに当たっては，田能遺跡（福井編1982),栄根遺跡（深井ほか1982), 加茂遺跡（岡野1982)
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に提示された一括資料をおもにその対象とした。

b. 壷形土器

報文中では広口壷をA~Dに分類した。これらはおもに器形に基づいている。はかに短頸壷・

無頸壷がある。完形資料が少ないために，基準が口縁部と頸部に片寄ったが，広口壷の口縁部は

全体の器形を反映したものとして，頸部の太さは土器の使用方法を示唆するものとして捉えてい

る。最初に器形について述べた後，文様構成について若干触れておきたい。

広口壷Aは絞まりの良い頸部から，口縁部が斜上方へ漏斗状に開くものである。口径が15cm~

25cmのものを主流とする。軍量は1500g程度で，片手で持つことができる。頸部径はほぼ13cm以

下に留まり，手で掴むのに適当である。また，頸部の内径が小さく，手で内容物を取り出すこと

は不可能である。内容物は液体に限られよう。この類は，第一様式土器 b形態（佐原1968)に端

を発し第二～三様式では壷形土器の中で主流をなす。『土器集成』では，壷形土器の形態分化が

第三様式から始まるとされているが，猪名川流域ではほとんどその傾向が見られない。後に触れ

ることになるが，頸部に凹線文が施される段階にいたって形態の分化が見られるようである。そ

れと同時に広口壷Aは減少傾向を見せ，今回の落込 1において消失している。これは前節で触れ

た「壷形土器の減少傾向Jと同一歩調を示すものである。

広口壷Bは太めの頸部から，口縁部が短く外反するもので，腹径が口径をしのぐものが多い。

頸部径は14cm~15cmが主流で，片手だけでは持ち上げられない。頸部の内径は， 12cmを越えてお

り，内容物を手で掴んで取り出すことができる。この類は猪名川流域では目立った存在となって

おり，摂津における中期壷形土器の優勢種と称された（森岡1985)。

しかし，猪名川流域の第三様式の一括資料（田能・鋳型Pit,栄根・方形周溝墓 2など）では

決して一般的ではないように見受ける。広口壷Bが出現するのは，広口壷Aの頸部に凹線文B種

が施されるようになった段階からであり，広口壷Aと共に壷形土器の主要な構成種となる。落込

1では，広口壷Aが消失しても依然として広口壷Bが存在していることに注目しなければならな

し‘
゜
広口壷Cは，太い筒状の頸部から，口縁部が水平に開くもので，大形品は見られず，口径12cm

~l&mの範囲に収まる。全体的な器形は広口壷Bの相似縮小形であるが，頸部は手が入る程太く

なく，片手で頸部を持ち上げて使用するものであったと考えられる。従って広口壷Cは，広口壷

Aの機能的系譜を受けるものであるが，形態的系譜はむしろ広口壷Bにあるといえる。広口壷C

は広口壷Aの減少消失と共に出現する。今回の落込 1の段階で主流を占めるものとみられる。

広口壷Dは体部に対して口縁部が小さく，短い頸部から口縁部がわずかに外反するもので，基

本的に装飾文様を持たない。一部，スス・炭化物などの付着が認められ，本来煮沸用の土器であっ

たとの指摘がある。第二～三様式にも若干認められるが，第四様式に至って特徴的となる。前者

から後者へは法量の縮小と共に，数量の増加があり，今回の落込 1にも認められる。

猪名川水系の中期広口壷には，以上のA~Dのほかに二，三の形態がある。まず，口縁部が受

け口状を呈するもので，第三様式では大形壷形土器を代表する。しかし，第四様式では中形壷形



242 第 2節 弥生中期後半・後期の土器について

土器にも認められるが， その多くが搬入品であり，当地域に一般的なものとは思われない。今回

の調査では全く見られず，第四様式の終わりまで存続するものではないようである。

中～大形壷形土器に頸部指頭圧痕文凸帯をもつ土器がある。第三様式において， 口縁部が無文

で，頸部の径が14cmを越えるものが多い。 これは手で持つ土器ではなく，広口壷Aとは明瞭に分

別される。第四様式にあっては，広口壷Aとの融合が見られ，次第に広口壷Aに吸収されるもの

であろうか。今回の調査では，包含層中と溝4に一点ずつ見られるだけであり，広口壷Aの減少・

消失と軌をーにする。

以上述べてきた器形についての検討を，
21) 

た（第117~119図）。

ロ径と頸部内径の数値を抽出したグラフにまとめてみ

第三様式では 2: 1のラインにその分布が集中し，第一様式の系譜を

引く形態であることを示している。それに対して，第四様式では広口壷B·C• Dへの分化が顕

著になる様子が窺われる。

次に広口壷の細部形態と文様構成について触れる。

口縁端部の形態は報文中，広口壷Aの中で 1~3に分類した。三類とも一応第三様式から認め

られる。ただし，田能報告において福井氏が述べたように， 3類（端部が大きく垂下するもの）

は太い凹線文が施される場合が多く，後出と見たほうがよい。端面に施される文様は，主に櫛描

文と凹線文があるが，猪名川水系で第三様式に前者が多く第四様式に後者が多いと言う図式は成

り立たない。溝口孝司氏は頸部に凹線文B種をもつ栄根土壊 5の資料（深井ほか1982)を取り上

げ， ロ縁端部に施される櫛描波状文を古相の残存としている。しかし， それ以前，即ち第三様式

の広口壷は口縁端部が無文か斜行沈線文が主流である。猪名川水系での口縁端部櫛描文様の盛行
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は第三様式においてではなく，第四様式になって初めて認められる現象である。ところで，今回

の落込 l資料は口縁端部の無文化が著しい。特に第71図ー 1は，退化凹線文がさらに退化して，

やや凹凸を持った横ナデのみとなる。

口縁部内面の文様については今回複帯構成のものは出土していない。単帯構成のものは溝4• 

5に見られるが，落込 1では内面加飾のものは見られない。内面加飾の昂揚も中期末に至る過程

で途切れるようであり，内面加飾は櫛描文の一つであることをここに確認することができる。

頸部に単帯の文様帯を持つものは，広口壷Aに見られる。中期前半に断面三角形凸帯文を持つ

ものが後半に至り凹線文へと変化する。その一群の土器は，先のグラフ（第117~119図）の 2: 

1のラインに沿ったものの中で変化する。今回の溝5資料（第61図ー 3)は頸部に施された凹線

文が断面台形状を呈し，文様の作出に際して器面の凹凸よりむしろ凹部を意識したものであり，

凸帯文から凹線文へ変化した直後の形態であろう。住居址 3資料（第54図ー 1)は断面の凹凸の

幅が広く，凹線文のより発達した形態と思われる。そのほかに二，三の凹線文の形態があり，当

地域においては，溝口氏の意見と異なるが「体系的凹線文施文への胎動が図式的に追跡可能』

（溝口1987)であるとも考えられる。頸部凹線文は広口壷Aの減少に伴って消失し，今回の落込

1では見いだされない。

胴部文様は今回の落込 1で見られるように，中期末まで櫛描文様が継続する。猪名川流域の壷

形土器にみる櫛描文の組み合わせは，概ね二大別できる。一つは直線文と波状文を交互に組み合

わせるもの。もう一つは直線文を複数条施した後，最下段を波状文で飾るもの。この二者は，各

変異を持ちつつも，前者から後者への時間的推移を各所で見ることができる。今回の溝5出土の

複帯構成の傾向を持つ広口壷A(第61 図ー 1• 2)も，文様の組み合わせから判断すると，必ず

しも古いものとは考えられない。

以上広口壷を中心として猪名川流域弥生中期壷形土器の特徴とその変遷について概観した。こ

こでその要点をまとめておく。

1 • 第四様式において広口壷Aが減少傾向をみせ，その末に至って消失する。

2 • 第四様式では広口壷の形態分化が見られる。

3・櫛描文と凹線文の盛行（土器の各所に施文が行われる）期は，第四様式において重複する。

C. 甕形土器

今回の口酒井遺跡第11次調査によって出土した弥生中期の甕形土器は，数量的に豊富とは言え

ないが，溝5・落込 1で残存良好な資料が見られる。観察結果の詳細は報文中に記述したが，溝

5資料と落込 l資料の間には明瞭な調整手法の違いがあった。以下それを列挙する。

溝5…… 1. 外面の縦ハケと，外面下半のヘラケズリはすべてに認められる。

2. 外面下半は，ケズリの後に縦位のヘラミガキを行うものもある。

3. 内面調整はハケ及びナデによる。

4. 口縁部周辺の横ナデ範囲は器体の寸法に規制されることなく， 3cm前後の一定の

幅を持つ。
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落込 l…1. 成形時のタタキが顕著に残る。

2. 外面下半のヘラミガキはあまり見られない。

3. 内面下半をヘラケズリするものが多い。

4. 口縁部周辺の横ナデにタタキの原体を用いるものがある。

上記2遺構の時間的前後関係は溝5が先行しており，甕形土器における製作技法上の画期とし

て，タタキ成形が顕著になること，ヘラケズリの部位が外面下半から，内面下半へと変化するこ

と，の 2点があげられる。また，落込 l資料の中には口縁端部に施されていた凹線文が，やや凹

凸を持った横ナデヘと退化していく過程を見ることができる（第72図ー24)。

田能遺跡の資料において，タタキを持つ甕形土器は第4調査区6溝に少量出現するが，今回の

落込 l資料におけるタタキの普及はそれを上回り，より後出と言える。中には後期と共通する右

上がりのタタキもあり，中期から後期への移行の具体相を考察するうえで，貴重な資料である。

ただし，タタキ技法自体は畿内において，中期初頭より存在する（都出1987)とされる。その普

及には地域によって時間的差異が認められるようである。

d. 鉢・高杯形土器

鉢形土器はほとんどが直口のもので，「土器集成』（佐原1968)分類による『鉢B』は包含層中

に一点見るだけである。高杯形土器は，直口のものと，水平口縁のものの両者が存在する。鉢・

高杯形土器とも，施される文様は凹線文が圧倒的に多く，櫛描文を持つものは溝 5に一点（第64

図ー43)見るだけである。

「土器集成」（佐原1968)分類による「鉢B」は木下正史氏によって六細分された。その中で

最末期にあたるのは， v類（口縁端部の外面に粘土を貼付して段状口縁部とし，段状口縁部に凹

線文などの文様を施すもの）である（木下ほか1980)。猪名川流域において V類を含む一括資料

は田能第 4 調査区 7• 5• 6溝や，田能第6Y調査区第8層，栄根土坑5がある。以上の資料は，

今回の口酒井第11次調査の溝5資料に土器の様相が類似する。溝 5において『鉢B』が見られない

のは，資料数の少なさかも知れないが，溝5に後続する他の遺構においても同様に『鉢B』は見

られない。第四様式の中葉以降，当地域においては「鉢B」が消失する傾向にあるのではないか

と思われる。広口壷Aの減少・消失傾向と軌をーにしていることが予想され，今後注意して資料

の観察を行っていきたい。

今回出土した直口の鉢・高杯形土器を観察すると，口径が小さいものは落込 lにおいても凹線

文を多用し，装飾的要素を残しているが，口径が大きいものは落込 1で外面に施される凹線文が

退化する傾向を見ることができる。従来西ノ辻N式併行とされてきた中期末から後期初頭の土器

群の中には，杯部から屈曲して立ち上がる口縁部の外面上下に退化した凹線文を施すものがみら

れる。落込 l資料はほぼそれと共通しており，口縁端部の肥厚は中期的としても，退化凹線文は

後期へ接続する要素の一つとして評価できる。
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e. 器台形土器

器台形土器は「土器集成」によると，第四様式より出現するとされる。出現期の器台は外面を

太い凹線文で全面的に装飾するものが多い。

今回の調査では中期後半に所属する遺構から，少量ながら器台が出土している。凹線文を施す

ものがほとんどであるが，同じ時期に他の遺跡で見られる器台が先の全面的に装飾するものであ

るのに対して，今回出土した器台は，溝5の二者が裾端部に，溝4のものが体部中ほどに，落込

1のものは口縁端面に，それぞれ部分的に凹線文を施したものであった。その凹線文も退化し，

沈線的なものであり，特に落込 1資料の第74図ー50は，報文中でも触れたように，三角形透孔に

装飾的要素を残しつつ，無文化が相当に進んだもので，小形化していることも合わせて，後期的

様相を帯びるものとして捉えることができる。器台形土器においても，他の器種と同じように，

中期土器の特徴が次第に希薄になっていく様子が窺われる。

f . まとめ

ロ酒井第11次調査によって出土した中期後半の土器は，従来の編年による第三様式～第四様式

に相当するものをふくむ。ただし，様式を時間的概念をもって把握するならば，すべて第四様式

と考えてよいと思われる。先述した広口壷における櫛描文・凹線文の盛行などは，様式区分のメ

ルクマールとなるであろう。

このようにみると猪名川流域における第四様式期は概ね三期に細分できると思われる。

I期は口酒井溝5',田能第4調査区 5・7溝，栄根土坑5などが該当する。壷形土器では広口

壷の形態分化がみられ，凹線文の出現，櫛描文の施文範囲拡大がある。甕形土器は外面下半をヘ

ラケズリし，その上からヘラミガキする。器台形土器が出現し，外面に凹線文の全面装飾が見ら

れる。

II期は口酒井溝4• 住居址3,田能第4調査区6溝などが該当する。壷形土器では口縁端部の

装飾がほぼ凹線文で統一され，凹線文が盛行すると共に，口縁部内面に二段構成の櫛描文が増加

するなど，櫛描文の盛行期でもある。「土器集成」分類の「鉢B』は段状の口縁端部に凹線文が

施されると同時に，大型化する傾向が見られる。器台形土器は，凹線文が部分的に施されるよう

になる。

m期は口酒井落込 1が該当する。壷形土器では，広口壷Aが消失し，凹線文が退化すると共に，

壷形土器の構成比そのものも減少する。甕形土器では，内面下半のヘラケズリが顕著となり，タ

タキ技法が普及する。前記「鉢B』が消失し，高杯形土器の凹線文は退化したものになる。器台

形土器は小形無文化する。

かなり概略的な細分であるが，今後資料の増加と共により精緻な編年が可能となるであろう。

それに伴って，例えば「高地性集落」の年代についても再考が必要となるし，後期への移行の具

体相も次第に明らかになるものと思われる。
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4) 弥生後期の土器

西摂地方の後期弥生式土器編年は，森岡秀人氏によって細分の試みがなされ（森岡1984), そ

の中で田能第6Y調査区第 2溝の資料は中葉の指標となっている。今回，口酒井遺跡第11次調査

によって出土した後期土器は，住居址出土の一括資料であり，編年細分のための良好な材料とな

ろうと思われる。その序章として，住居址 1• 2で出土した資料と，田能第 6Y調査区第 2溝の

資料（福井編1982)を比較し，その相対時期を明らかにしておきたい。

住居址 1出土の壷形土器は広口壷A,長頸壷，短頸壷Bで構成されている。広口壷Aは従来畿

内第五様式の中でも古相の特徴と考えられていたが，近年の発掘による資料の増加で，第五様式

古相のメルクマールにし難いことが指摘されている（森岡1977)(井藤1983)。各地域で出土例が

増えてきた広口壷Aについて，口縁部形態や退化凹線文，円形浮文．刻目などの文様の細部にわ

たる形式学的検証を行い，その土器がどのような土器群に伴うものか，各バリエーションごとの

地域差を抽出することができるのか，明らかにすべきであろう。本遺跡出土のものも将来このよ

うな作業を通じて第五様式のどの時期に位置付けられるか明らかになるであろうが，現段階では

西ノ辻 I地点のもの（小林1958)や，鬼塚第H01~H04区のもの（芋本1975)と若干の差異

はあるが，第五様式でも古い段階に位置付けられると考えておきたい。第五様式に一般的な広口

壷Bの口縁部は出土していないが，第77図ー 6は広口壷Bの可能性がある。長頸壷は（第77図一

2• 3)が出土している。田能第 6y調査区第 2溝出土の長頸壷（同報告書第103図・ 1)と比

べて，第77図ー 2は体部が張らない点や口頸部がほぼ直立気味な点で古い様相を示す。また第77

図ー3は口頸部しか残存していないが，第77図ー2より新しい要素をもつ。

甕Aは全体的に口縁端部を面取りして，そこを丁寧にナデ調整することや外面タタキ成形の後

に，ハケメを丁寧に施している点など第五様式前半の特徴を示している。また，口縁叩き出し手

法により口縁部成形を行う新しい要素をもつ甕も若干含んでいる。田能第 6Y調査区第 2溝では

やや新しい要素と指摘できる口縁部がナデ調整により受け口状になるものなども含むが，概して

口縁端部を丁寧に面取りしているものや，外面をタタキ成形の後にハケメを施すもの，内面ヘラ

ケズリをする甕など住居址 1出土のものと同様なものを多く含む。第78図ー15のような甕は第五

様式に一般的ではなく，端面にヘラによる刻目文，肩部にヘラによる刺突文をもつものはあまり

類例がない。だが，肩部や腹部のみに剌突文をもつものは忌部山遺跡（網干ほか1977)・出屋敷

遺跡（桑原ほか1981)など第五様式の遺跡で散見できる。

鉢形土器はやや深めの体部から外反する口縁部が付くもので前半期のものと見てよいだろう。

高杯形土器は田能第6Y調査区第 2溝出土のものと比べて，やや直立気味に立ち上がり端部で

急に外反するものがあることや，中実の脚柱が見られないことなどから，これより先行すると思

われる。

以上の通り住居址 1出土の土器は田能第6Y調査区第 2溝の出土土器群より先行し，後期前半

に位置付けられる。但し，土器型式的には全く共通の要素がないわけではなく，甕形土器に関し

ては型式学的に先行するとは見難い。
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次に住居址 2 出土土器について述べたい。住居址 2 出土の壷形土器には広口壷A• B, 長頸壷，

短頸壷Aが出土している。量的には第五様式に一般的な広口壷Bが多い。広口壷Aのうち第82図一

1は前述したように退化形態にあり，第五様式でも新しい要素として捉えておきたい。第82図一

2はいわゆる生駒西麓産の胎土を有する本遺跡出土のものと比べて器壁が薄く，直線気味に外方

に開く点など器台の可能性もある。広口壷Bの中で第82図ー4は田能第6Y調査区第 2溝出土の

もの（同報告書第102図ー 5)に比べてあまり体部が張り出さない点や体部最大径に対する底部

の割合が大きいことなどから先行する。第82図ー15は体部の張り出しが強く，体部最大径が器高

を上回るもので田能第6Y調査区第2溝出土のものとほば同時期のものと思われる。

甕は外面をタタキ成形した後にハケメを施すようなことはなくなり，住居址 l出土の甕形土器

のように面取りを行った後，そこを丁寧にナデ調整するものはほとんど見られない。第83図ー27

~30のようなナデによって受口状を呈する甕は第五様式後半から終末の特徴である。田能第6Y

調査区第 2溝の甕の中にもこのような受口状の甕は存在する。しかし，大半は住居址 2出土の甕

よりも先行する。

鉢Aには後半期の特徴である小形の鉢が出現している。鉢Bは体部は浅く器高が低くなり気味

である。また，後半期の特徴である底部の明瞭な上げ底は見られない。田能第6Y調査区第2溝

出土の鉢との前後関係は認められない。

高杯Aのうち第84図ー39のように外反度の大きいものや高杯Bのうちの第84図ー51のような小

形のものは田能第6Y調査区第 2溝出土高杯より後出である。しかし，本住居址出土の脚柱には

中実は見られず，田能第6Y調査区第2溝では存在する点などやや問題は残すが後出の様相を示

していると捉えたい。

このように，住居址2出土の土器群は田能第 6Y調査区第 2溝と土器型式的には共通するとこ

ろもあるが，やや後出と見ておきたい。

（緒方・森下・中村）

第 3節 口酒井遺跡の弥生集落

口酒井遺跡のような低湿地の中の微高地（標高6m)に立地する低地性集落は，西摂平野猪名川

水系では，田能遺跡(6m), 上津島遺跡(4m), 勝部遺跡(6.2m),宮ノ前遺跡(25m),猪名寺廃

寺下層遺跡(10m)などがある。弥生時代中期単純の上津島遺跡を除いて，中・後期に続く遺跡で

あり，特に田能・勝部両遺跡は，口酒井遺跡との関連で非常に輿味深い。

1)居住域

ロ酒井遺跡のような低地性集落の場合，溝の機能は，水を得ることよりも，いかに早く水を引

かせるかが問題になったと思われる。今回検出された溝は，全般的に規模が小さく，埋土は粘質

土や粘性のある砂質土である。これは，溝が一時的に流水していたにせよ，大半を滞水状態にお
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いていたことを推定させる。そして，これら溝は西側の遺物包含層の広がりとも対応し，東側の

落込みとの間の約45mを東西界とした居住域が想定できる。

住居址は東西居住域の中でも，その頂点付近に位置している。これは，この先北西方向にのび

る自然堤防の微高地に点々と並ぶ住居址群を想像させる。

住居址の平面プランの変化をみてみたい。 3棟の住居址は，円形プラン，炉址，排水溝の共通

要素をもっている。また住居址 2• 3には壁溝を有している。基本的に平面形，規模，内部構造

など中期から後期への変化は認められない。

ところで，畿内地方の弥生中・後期の竪穴式住居址の変遷を追った石野博信氏の見解（石野19

78)によっても，中・後期の竪穴式住居址は，円形プランを主流とし，床面積30~40面など，規

模・構造において畿内地方の普遍的な住居址と言えよう。

三棟検出された住居址間の関係について触れておきたい。出土遺物から，住居址3は中期後半，

住居址 lは後期前半，住居址2は後期後半に，それぞれ比定された。各住居址は接近するが，そ

の間隔は 2~2.5mを保っており，切り合いは見られない。また，住居址間の距離が近いため，併

存していたとは考えられない（藤田1983)。問題となるのは，住居址 3→ 1→ 2と，出土土器の

年代順に継続的に住居が移行したか否かである。

住居址3の出土土器は量的に少なく，住居址 1との比較が困難である。また，中期と後期の大

画期を間に狭んでおり，継続の有無については詳述できない。但し，落込 lからは後期へ接続す

ると思われる土器が出土しており，周辺の土地利用は継続していたものと見ておきたい。

住居址 1及び住居址 2は共に平面形は円形を呈し，住居の平面形態には変化は見られない。土

器より見た場合，両住居址間の住居址廃絶時の土器の様相には若干の時期差があり存続とは見難

い。それに加えて，住居址間の壁体間距離や住居の耐久年数など考えれば存続とはみにくい。し

かし，畿内では後期の住居址の平面形は円形が主流を占めているが，後期でも時期が新しくなる

につれて，円形から円形・方形併存そして方形に変わるといわれている（芋本1979)(菅原ほか19

75)。住居址2廃絶時の土器の様相をみれば隅丸方形もしくは方形住居址が使われている時期と

思われる。最近調査された豊中市の新免遺跡では住居址の平面形は円形から隅丸方形へと変わっ

ているのが認められる（服部ほか1986)。従って，住居址 1廃絶の後，住居址 2が建てられ後期

後半まで使用されたと考えられないであろうか。先述したように問題点は多いが，ここでは継続

と考えて置きたい。将来，西摂地域での弥生後期の住居址の検出例が増えた時，円形プランの住

居址がどのような段階の土器群まで残るか明らかになろう。

2)居住域と墳墓の関係について

口酒井遺跡第11次調査， A7 ~12区， C, D区の南北12m,東西45mの地域内において，三棟

の住居址と三基の墳募が検出された。特に弥生後期前半の住居址 lには土壊墓が，後期後半の住

居址2には壷棺墓が伴う可能性が高い。住居と墳墓の間には ，明確な区画がなく，同じ生活空間

の中に墳墓を設けるという田能遺跡の竪穴式住居址(1~ 4号住居址）と，方形周溝墓(3号），
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土器棺墓(9~10号）のあり方（福井編1982)に近似してくる。

口酒井弥生集落は，後期後半をもって終結している。集落内には，その後布留式土器を出土す

る遺構が検出されるのみで，平安時代の掘立柱建物，溝 1• 2の存在まで，日常的生活の断面を

見ることはできない。この空白は自然条件の変化によるものと考えられるが，田能では継続して

集団の活動が看取できることから，口酒井集団は意識的に集落を放棄したことが考えられる。特

に後期後半の住居址 2では，炉址上面に日常容器を集積させ，一括廃棄した状況がみられた。こ

れは集落全体が他地域へ移動したための所産であったのではなかろうか。これに伴って，墳墓の

造営も後期後半で終結している。

以上，口酒井の弥生社会は，前期から何回かの盛衰をもって集落を営続させてきた。南東200m 

に位置する田能遺跡とは常に緊密な関係をもっていた。それは，田能遺跡の中期中葉～後半にか

けての住居址と墳墓の存在から，前期古墳の存在までの生活址の空白を補完する口酒井遺跡の中

期後半～後期後半の住居址，墳墓の存在に象徴されよう。

（緒方・森下・中村）



註

I) 第5章第 1節の土器溜りに関する記述部分を参照。

2) 大阪市立大学理学部粉川昭平教授の御教示を得た。それによれば， 2粒については

間違いなかろうということであった。

3) 当該期の土器の製作技法については山崎純男氏の分析がある（山崎1980)。

4) 縄文晩期後半の凸帯文土器において，時代が下るにつれ器種組成における浅鉢が減

少していくことが指摘されている（泉1986)。

5) 岡山県用木山遺跡出土土器資料（神原1977)に類例をみる。

6) 以下，「土器集成」と略記する。

7) 茨木市東奈良遺跡G-4-B地区第 I大形土壊， F-4-N地区第 II大形土壊

（寺田ほか1979)など。

8) 畿内地方において，外面をヘラケズリする鉢形上器は，凹線文盛行期にみられる。

9) 佐原真氏は，凹線文の施文形態を三つに分類している（小林・佐原1964)。以下報

文中でその分類を使用する。

10) 第 4調査区第 5溝（同報告書第76図ー 8)に類例（福井編1982)をみる。

11) 第 6y調査区第 2溝（同報告書第107図ー11)に類例（福井編1982)をみる。

12) 森岡秀人氏は，「内面荒掻き手法」と別称している（森岡1981)。

13) 口縁部外反度は，口縁部下段径／上段径 X100の式で求めた指数を用いる。（木下

ほか1980)に従う。

14) 土壊 2の遺物の項〔第 6章第 1節 3)b〕で行った型式分類に従えば， AI類に属

する。

15) 型式分類については，先学の成果を踏まえ本文記載上，便宣的に設定した。

16) 成形段階での擬口縁手法によるものである。当遺構出土の高杯A類は，いずれも弱

いながら稜を残している。

17) 高杯脚部各個体が， al•a2•b類のいずれに属するかについては，観察表を参

照されたい。

18) 第105図参照。

19) 中・南河内地域の土器群を検討した都出比呂志氏は，布留式土器を古・中・新の三

相に分け，小若江北遺跡出土土器群をその中相の標式資料としている（都出1979)。

また，西摂地域の土器群を検討した柳本照男氏は，布留式土器を 4期に区分し，その

2期の資料が小若江北遺跡出土土器群に併行するとしている（柳本1983)。

20) 肩部屈曲タイプから椀皿形へ移っていく浅鉢において，この段階に大形で口縁部が

外反し肩部が屈曲するタイプの浅鉢が出現する。このタイプのものは従来よりの浅鉢

の流れでは捉えられない。したがってここでは脱浅鉢形として一応分離しておくこと

にし，今後の検討としたい。
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21) グラフ中，第三様式期として扱った資料は，

田能 第 4調査区鋳型ヒ°ット，同区 pit1366, 同区土壊 2'第 5調査区土壊 5'

同区第 3溝

栄根方形周溝墓2

第四様式期として扱った資料は，

田能 第 4調杏区 pit334, 同区土壊6896,同区第 7溝，同区第 5溝，同第 6溝，

第 5 調査区土壊 9' 第 6Y調査区N25地区第 8• 9層

栄根土壊5

口酒井溝5'溝4,溝7'落込 l
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地区高水敷整正工事に伴う船橋遺跡試掘調査報

告書J(大阪）

中村友博1977「和歌山県瀬戸遺跡の発掘調査J(「京

都大学構内遺跡調査研究年報J昭和51年度所収，

京都）

鍋島敏也•藤原学1974「千里古窯跡群J( 大阪）

は～ほ

橋爪康至1971「尼崎市中ノ田遺跡JC「尼崎市文化財

調査報告」第 6集所収，尼崎）

橋爪康至1973「尼崎市上ノ島遺跡JC「尼崎文化財調

査報告」第8集資料集第 1集所収，尼崎）

橋爪康至・勇正広•藤岡 弘1974「尼崎市栗山庄

下川遺跡，桂木遺跡」（「尼崎文化財調査報告J
第9集資料集第 2集所収，尼崎）

橋本正幸1977「大阪府池田市宮ノ前遺跡採集のナイ

フ形石器について」（「プレリュ ー ド」第20号掲

載，京都）

1978「川西市加茂遺跡発見のナイフ形石器

と尖頭器」（「古代学研究」第86号掲載，大阪）

1983「山ノ上遺跡」（「豊中市埋蔵文化財発

掘調査概要1982年度」所収，豊中）

1986「野畑遺跡JC「第 2次発掘調査概報」

所収，豊中）

服部聡志・祭本敦士編1986「新免遺跡第11次発掘調

査概報一阪急宝塚線連続立体交差事業に伴う埋

蔵文化財発掘調査ー」（豊中）

服部聡志ほか1985「豊中市埋蔵文化財発掘調査概要

198岬度JC豊中）
原口正三1973「m弥生時代」（「高槻市史」第 6巻所

収，高槻）

兵庫県教育委員会編1970「兵庫県埋蔵文化財特別地

域遺跡分布地図及び地名表」第 6集（神戸）

東大阪教育委員会1970~1975「馬場川遺跡 I~ill」

（東大阪）

深井明比古・岡野慶隆・池田正男ほか1982「栄根遺

跡JC「兵庫県文化財調査報告書第14冊」所収，

神戸）

福井英治編1982「田能遺跡発掘調査報告書」（「尼崎

市文化財調査報告」第15集所収，尼崎）

福永伸哉1985「弥生時代の木棺墓と社会」（「考古学

研究」第32巻第 1号掲載，岡山）

藤井利章•岡本敏行1980「第 4 章遺物第 1 節

土器 1 • 布留式土器」（藤井利章•岡本敏行・

村社仁史ほか「大和郡山市発志院遺跡」所収，

疇）

藤沢一夫1960「古墳文化とその遺跡JC「豊中市史」

本編 l所収，豊中）

藤田憲司1984「単位集団の居住領域一集落研究の基

礎作業としてー」（「考古学研究」第31巻第 2号

掲載，岡山）

藤本史子・前川要•松田訓ほか1987「有岡城跡・



伊丹郷町 I」（大阪）

堀江門也1979「竪穴住居跡」（「東山遺跡」大阪）

み～も

溝口考司1987「土器における属性伝播の研究一凹線

文の発生と伝播ー」（「東アジアの考古と歴史J

所収，岡崎敬先生退官記念編集，京都）

南博史1986「口酒井遺跡（第11次調査）」（「兵庫県

埋蔵文化財調査年報昭和58年度」所収，神戸）

1988 a 「平安京高倉宮出土の縄文晩期深

鉢と土偶JC「古代文化」第40巻第 4号掲載，京

都）

1988 b r縄文時代晩期の遺物」（「宇治市埋

蔵文化財発掘調査概報」第10集所収，宇治）

宮之前遺跡調査会1970「宮之前遺跡発掘調査概報」

（池田）

武藤誠1974「考古学からみた川西地方」（「川西市

史」第 1巻所収，川西）

村川行弘1966「考古学からみた尼崎JC「尼崎市史」

第 1巻所収，尼崎）

--1982「銅鐸 3例JC「考古学雑誌」第68巻第

1号掲載，東京）

森岡秀人1977「畿内第五様式の編年細分と大師山遺

跡出土土器の占める位置」「大師山」所収，吹田）

1976「西摂地域における畿内第五様式編年

試案」（「新修芦屋市史」資料編 1所収，芦屋）

1981「東六甲の高地性集落（中）」（「古代学

研究」 97号掲載，大阪）

1985「突帯文土器地域色に関する若干の検

討ーとくに摂津・播磨•紀伊の第三様式優勢壷

にみられる器形・文様交流について一」（「末永

先生米壽記念献呈論文集」乾，吹田）

-1985「土器の交流ー西日本」（「考古学ジャー

ナル」第252号掲載，東京）

森田克行・橋本久和ほか1977「安満遺跡発掘調査報
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告書ー 9地区の調査ー」（「高槻市文化財調査報

告書第10冊」所収，高槻）

森 毅•松尾信裕・山中一郎ほか1983「大阪市平野

区長原遺跡発掘調査報告I11」（大阪）

や～わ

八尾南遺跡調査会1978「八尾南遺跡JC大阪）

柳本照男1983「布留式土器に関する一試考ー西摂平

野東部の資料を中心にして一JC「ヒストリア」

第101号掲載，大阪）

柳本照男ほか1987「摂津豊中大塚古墳JC豊中）

柳本照男• 島田義明・橋本正幸1981「原田西遺跡

（大阪府域）一千都川流域原田下水処理場に伴

う調査報告ー」（豊中）

柳本照男・橋本正幸編1981「野畑遺跡ー第一次発掘

調査報告ー」（豊中）

家根祥多1981「近畿地方の土器J(「縄文文化の研究」

第4巻縄文土器11所収，東京）

1982「縄文土器」（「大阪市平野区長原遺跡

発掘調査報告11」所収，大阪）

-1984「縄文土器から弥生土器へJC「縄文か

ら弥生へ」所収，奈良）

山崎純男1980「弥生文化成立期における土器の編年

的研究ー板付遺跡を中心としてみた福岡・早良

平野一JC「鏡山猛先生古稀記念古文化論孜J所

収，福岡）

山元 建1986「豊中市埋蔵文化財発掘調査概要1985

年度」（豊中）

米田文孝1982「弥生後期型甕から布留型甕ヘー製作

技法の変遷を中心としてー」（「ヒストリア」第

97号掲載大阪）

和田晴吾・渡辺誠1985「土錘・石錘」（「弥生文化

の研究」 5所収．東京）

渡辺 誠1975「縄文時代の漁業」（東京）
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おわりに

ロ酒井遺跡の発掘調査を開始した昭和59年の冬は寒さが大変厳しく， 3月の

後半になってもまだ雪が降る日が多かったような記憶がある。いろいろな意味

で大変な発掘であったが，今思い出す事は楽しいことばかりである。水道が引

けなかったので，毎日近くの家まで水をもらいに行かなければならなかったこ

と，市長さんが日曜日に自転車に乗って現われ，我々をおどろかせたのも懐か

しい思い出である。

爾来4年，ようやくここに発掘調査報告書を出版できるようになったが，こ

こに至るまではいろいろなトラプルがあって整理作業を何度か中断せざるを得

ない状況になったこともあった。しかし，その中をここまで進んで来れたのは，

ひとえに多くの調査補助員・整理員の方々のお陰である。整理費が底をつく中，

無償でがんばってくれた方々が大勢いたことも大変ありがたかった。下記に氏

名を明記し心より御礼を申し上げる次第である。

緒方泉，川西弘一，柴田悟，岩元雅毅，森下英治，高橋 潔，中村健二，

澤山孝之，大下 明，松村由美，大本純子，林 真理子，船戸裕子，飯田

美佐子，中島（藤友）陽子，山花京子，清水 肇，小山 愛，中西美智子，

西村歓子，千喜良淳，平松良雄，坂田孝彦，福田 敬，土江伸明，井口澄江，

脇上礼子，西村典子，柴田潮音，中森祥，手塚貴子 （敬称略）

また，調査から報告書の出版に至るまで，大変にお世話になった方々も多い。

とくに大沢欣也・浅岡俊夫両氏をはじめとする伊丹市教育委員会社会教育課の

方々，広報広聴課柴田幹男氏，また，福井英治田能資料館館長，橋爪康至氏を

はじめとする尼崎市教育委員会社会教育課の方々。そして，同僚として我々を

支えて頂いた調査部および研究部の諸先輩方とともに，事務局の方々に感謝す

る次第である。

最後になったが，この報告書をまとめるにあたり，下に記した多くの先生方

から御指導を得た。心より御礼申し上げる次第である。

渡辺誠，下條信行，粉川昭平，南木睦彦，大井邦明，峠 敏之，山口譲治，

小池史哲，田崎博之，藤尾慎一郎，森岡秀人，泉 拓良，泉 武，家根祥多，

村川行弘，内田俊秀，下村晴文，オ原金弘，栄一郎，吉田玄ー，松尾信裕，

大野薫，内藤善史，宮本一夫，松田真一，中井均，宮崎幹也，山元健，

西川卓志，合田茂伸，池峯龍彦，網干善教，深井明比古，和田晴吾，中島

直常，後藤 直，山崎純男，橋口達也，伊崎俊秋，児玉真一，岡崎正雄，

丹治康明，山田隆一，山本三郎，前田保夫，岡野慶隆，伊達宗泰，森 浩一，

小川良太，奥井哲秀，水島稔夫，橋本久，中村善則 （順不同 敬称略）

（南記）
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This time we are publishing a report of the excavation carried out at the Kuchisakai 

site in ltami City, Hyogo Prefecture in 1984. The site is situated on the east 

bank of the Ina River which flows into Osaka bay, and it extends almost 120m east to 

west and over an area of 770叫

The site itself is quite complex, since it contains various strata from the Jomon 

Period to the Heian Era. And moreover we were surprised at the coincidence of a Jomon 

site and a Yayoi site in the Kuchisakai site, as it is the first case that has ever 

been found in Japan. The Kuchisakai site was fully sedentary settlement in the Yayoi 

Period and shows direct evidence for the cultivation of rice. From this valuable site, 

we can deduce that one of the most important characteristics of the Yayoi Period is a 

new technic of controling a flow of water. 

The stratigraphy can be divided into three parts, an upper part, a middle part and 

a lower part. Of all three parts, the upper part contains materials from the Yamato 

Period to the Heian Era, though it was badly disturbed. On the other hand, the 

middle part remains quite well and has a dwelling site dating sometime from the latter 

half of Middle Yayoi to the late Yayoi Period. As concerns the lower part , layers 

which belong to the last stage of the Jomon Period were eroded away by floods. And 

between the middle and the lower layers, there lies the first half of Middle Yayoi layer. 

The followings are the explanations of each period. 

1 . Eights to nineth layers (B. C. 400-300 ca. : Jomon Culture) 

Remains of river, which is 10-20m wide, lies in the west of the side. In addition 

there are 12 pits found in the east of the site. We found such relics as Jomon 

pottery (see, fig. 25-40), figurines (see, fig. 41), sanukaite flakes (see, fig. 44), 

stone mortars (see, fig. 42), pestles (see, fig. 43), and sekibo (bar-shaped stone 

club; see, fig. 46). 

Together with these items, two important things were discovered ; carbonized 

two grains of 旦~(oryza), and a few Yayoi pottery. 

2. 1) Sixth layer (B. C. 200 ca.: Yayoi Culture) 

A pit, a ditch, and a wooden paneled tomb were found in the east of the excavated 
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area. From the pit the pottery dating the first half of the Middle Yayoi Culture 

(see, fig. 49-51), were found. 

2) Fifth layer (A. D. 200-300 ca.: Yayoi Culture) 

Three house pits, ditches, pits, a pit burial, and a jar burial were discovered. 

From these settlements, including around areas, the Yayoi pottery of the latter 

half of Middle Yayoi to the Late Yayoi Culture (see, fig. 52 -89), a few iron 

implements, stone arrowheads, stone swords scrapers, fishig net sinkers, and stone 

mortars were found. There wasn't any remains of ishibocho (stone knife ; which 

is characteristic of the Yayoi Culture) from this layer. 

3 . After the Yayoi Culture, there were the pits remaining on the top of fifth 

layer were identified to belong to the Yamato Period. 


